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新聞の新しい魅力、提案します。

切抜き速報⑮シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、より活用して頂きやすい形で提供し、幅広さと

深さを兼ね備えた情報誌として1970年の創業以来多くの方にご愛読頂いております。

~ ~ KirinUk 山
お
仕
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お
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込
、
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合
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下
記
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口
か
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で
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月刊切篠宮速報@

社会版
政治経済法律.国際関部、歴史など、

時事問題の総覧と比・置から二ュ スを

深く理解し、より且い社会を考える.

eA4 判 196]{

.年間踊厩料 18∞0 内 団体向田7伺哨

・送料ザーピス

月刊切篠き速報@

教育版
学校経営運営、教横員、学校安全、

生徒指導、牢習指導など、牢校教員

子どもを取り暑く問題の、傾向と対策.

・A4 判 1 168 買
・年間陪観料 27 ，720 円 惜偽呂田7円+劃

・送料サービス

月刊切銭き速報⑮

食と生活版
食の安全、食品流通や貴の歴史文化、

食育、給食など.栄聾官理指導や

家庭科教育に倒わる方、賞品藁界の方にも.

eA4判 196 貰

.年間踊腕料 18 ，000 門 帽e・"朗7門+劃
・送料サービス

月刊切録者速報@

健康りてらしい
こころとからだの健康情報、医学基礎知割、

生活圏慣改善、健康教育保健指導など、

セルフケアの実践に向けて.

eA4判 196 頁

・年間購腕斜 18，000 円 団体晴朗7同+劃

・送料ザーピス

月刊切!ã曹速報⑮

保育と幼児教育版
保育行政、幼児教育の動き実践から

子育ての知恵まで、 保育士、幼稚園教輸

はもちろん、子育て中の保種者にも.

eA4 判 196 頁

.年間剛院刺 18，000 同 情偽，.曲7肉+酎

・送料サービス

月刊切E証書速報@

科学と環境版
新発買や研究成果、研究者.科学用錨や

原理の解りやすい解説など、自然科学

技術に関する知蛾欲を刺激する情報詑.

eA4 判 196 頁

.年間晴眼科 18 ，000 円 情偽，.田7 肉+慢}

・送料サービス

月刊切級者連絡⑮

福tIlニュース障害福tIlli
保育、教育、就労、福祉施般の取り組み、

行政の動きなど、さまざまな実践、報道から、

よりよい陣轡福祉を考える.

eA4判 196 買

.年間鴎脱軒 18，000 円 値修 16.667 岡+劃

.送料サービス

月刊切2置き速報@

福祉ニュース高齢福組編
高齢化社会の問題、介腫施政の取り組み、

社会保障行政など.介駆者と高齢者を

とりまく幅広い話題を掲蹴.

eA4判 196 頁

e'手間間観軒 18，000 円 憧係市制7阿+劃

・送料サピス

月刊コラム歳時記スペシャル脹
『新聞コラム観み比べ』 大・毎日晶元日版付

全園田地方紙 1 面コラムを毎庖00'転厳選.

地減の隠周、心動かされるエピソードや時事
問題など、編広い話題を幅広い視点で.

eA5 判 1216 頁 1 12 冊

+脱み比べ A5 判 1 128 頁ハ冊

.年間圃院制 16， 188 円 【帥"醐内+劃

.送料サービス

月刊切篠宮速報@

医療と安全管理総集版
病院運営、医療技術倫理、医療従事者の

育成労働環境、園者心理支援など.

医療に携わるすべての方に.

eA4判 1 120 頁
.室手間圃院科 23，940 円 情体2沼市7阿+劇

.送料サービス

本E車は、発行日に確実にお手元にお送りするために予約購観での販売と、購腕期間の自動継続システムをとっております. ご購読いただいてい

る維低が途切れることがないよう、 お申し込みいただいた定期..期聞が満了する 1 ヶ月ほど前に、 郵便で継続のご案内を差し上げます. お客

さまから特に送本停止のご連絡がない限り定期鴫焼を継続更新させていただきます. 定期購続期聞を気にして、メーJレや電話・葉書などでご連

絡いただく必要がないシステムです.

0 1 問980円 (窓#剖7円+酎

0特別製作による題字銀文字表示

銘柄により. ファイルへの担納冊数が異なります.

4ファイル1 冊の収納敏》
『教育版J" 6冊(半年分)
r~療と安全管理輯曜版J" 6問(半年分)
その他銘柄7誌([コラム融時配』を陣く)-- - 12冊 (1 年分)

『医療と安全管理総集版』 継続特典
『医置と安全菅理総量版』を継幌頂いた方に 1 冊プレゼント婦;:..留のコ別手界経まで必ずと連絡くださL、

切銭き速報についての詳しい内容最新情報は Ih口p:l/www.nihon-mic.co.jp/

送料送り先

800円大阪府

900円

1 ， 000円九州関東甲惜越(山梨新潟星野)

専用ファイルのご案内

近鰻中国四国北陸(石川福井富山〕 東海(静岡量知三量厳阜)

1 ， 100円東北

北海道沖縄

金]

1 .400円

ニホン・ミック



CKUP TOPCS⑫ 
[今号の話題5選]

訪問看護の役割
暮らしを支えるケア
政府が打ち出した病床削減の提言.病院から在宅へ、という動きがますます明確になって

きました.そんな中注目されるのが、在宅療養を支える訪問看E重です.需要が増す中、そ

の養成も標題になっています.患者やその家族の心に寄り添い、心身の両面から自宅での

暮らしを支える訪問看穫師が、今後担う役割について考えます.

MERSの脅威 @ 
車車固で感染が拡大したMERS(中東呼吸器症候群)。韓国

独特の医療文化も感染鉱大の一因となり、また多くの院内

感染が発生しました.韓国の事例を他山の石とし、感染症を

封じ込める体制の構築が必要です.

ITで繋がる地域医療 @ 
限られた医療資源を有効に活用するためには、病院や診療

所、また介護との連携が重要.またそれは、より適切できめ

細かな治療にもつながります.様々な地域で試みられてい

る、地域医療連携のシステムをまとめました.

対話でよりよい治療を @ 
病気や健康に関する情報が氾濫する中で、不確かな治療法

や情報に惑わされる人も少なくありません.疑問や不安を抱

えたままにせず、納得した上で治療に取り組むために、相畿

や対話のための取り組みが広がっています.

犯罪死を見逃さない @ 
解剖率の低さなどから、死因究明のための体制整備が求め

られています.実際に見逃しが明らかになった犯罪も話題に

なりました.人材不足や、検査や解剖への抵抗感など課題

は多く、国の後押しが求められています.

KE ZOKU TOP CS • 
[継続卜ヒ。ツクス/毎月知りたいキーワード]

医療従事者-… …………・・・・…………… .. -40

養成研修...…・………・・……......・ H ・ . .…..-45

技術・療法…・・・・・………....・ H ・.................・….-48

病院運営-一・・……・・・・・・H ・ H ・....…・・……… 50

連携・ネットワーク...一…........…...・ H ・-… ...57

患者・家族支援…・・・………..….............・・ .62

移植医療・・・……・…………………… . . ..... .70

ターミナルケア緩和ケア …… ・ 田 ………・・…・…一 . 72

医療倫理・・・・・・ . .........… ・・ …・・……・…… 74

精神医療・…. . . .・ H ・ ...…. .... .……....・ H ・ ......80

救急医療....…....・ H ・.....…….......・ H ・-…-・・ 82

医薬品.......・ H・-………・……………… ...... . .84

医療行政・人事…・……ー一..........・… -…ー・・ 88

意見・社説.... . ..... ……・…….. . .. ・ H ・ .. ..… ....90

医療ニュース・・一...一…………………………90

医療事故・訴訟……一……・・・ ...………..96 

医療安全…・・……・・・…...・ H ・ ・ …... ...・...・・・・ 97

医薬品技術の安全・……・・・・…...... . ....…… 109

災害に備える...... . .… ・ ・………・…… ・ ・……・・ 1 14

キーワードは随時入れ替わります
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テ マをより深くお読みいただくために、
連蔵配事などー郁掲厳期間外の新聞肥事も掲蛾いたします.NTENTS 
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法

医
療
用
家
系
図
手
軽
に
作
成

遺
伝
性
疾
患
診
断
に
活
用
6

・
市
河
北
新
報

48 

肺
が
ん
転
移
抑
制
ホ
ル
モ
ン
を
活
用

48 

6

・

2

朝
日
新
聞
(
東
京
)

ス
ギ
花
粉
症
8

劃
「
改
善
」

保
険
適
用
の
舌
下
免
疫
療
法
6

・

M
M産
経
新
聞
(
東
京
)
(共
同
)
相

心
臓
病
の
新
生
児
出
産
直
後
に
手
術

5

-

m
読
売
新
聞
(
東
京
)

49 

ば
ん
そ
う
こ
う
型
人
工
皮
膚

貼
る
だ
け
痕
残
ら
ず

・:

6

・

叩
毎
日
新
聞
(
東
京
)

49 

病
院
運
営

「
患
者
や
雇
用
影
響
」
鹿
県
お
年
病
床

1

万
削
減
案

・
・
・
・
:
6

・

m
南
日
本
新
聞

50 

医
療
費
未
払
い
弁
護
士
回
収

6

・
げ
宮
崎
日
日
新
聞

51 

県
立
3

病
院
が
委
託

医
療
体
制
の
数
値
化
学
ぶ

6

・
お
山
陰
中
央
新
報

51 

県
内
病
院
長
ら
セ
ミ
ナ
ー

精
神
科
を
4

段
階
評
価

患
者
ら
N
P
O

今
夏
公
開

6

-

m
読
売
新
聞
(
東
京
)

51 

3 
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障
害
者
の
健
康
支
え
た
い

イ
ラ
ス
ト
活
用
、
診
察
に
工
夫
4

・

n
神
奈
川
新
聞

患
者
に
合
わ
せ
た
病
院
食

6
-
m
読
売
新
聞
(
名
古
屋
)

乙
ど
も
病
院
設
立
親
た
ち
の
奮
闘
録草
の
根
運
動
振
り
返
る
6

・
包
沖縄
タ
イ
ム
ス

患
者
く
つ
ろ
ぐ
癒
や
し
空
間

ブ
ッ
ク
カ
フ
工
来
月
開
設
6

・
叩
新
潟
日
報

病
児
の
食
事
に
笑
顔

パ
ン
ダ
の
配
膳
車
人
気
:
:
:
・
5

・
引
愛
媛
新
聞

実
施
医
療
機
関
が
倍
増
無
料
低
額
診
療

-
4

・
引
中
日
新
聞
・

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

連
載
・
カ
l

ド
が
拓
く
医
療
新
世
紀

上

産
経
新
聞
{
東
京
)

も
う
偽
医
者
は
許
さ
な
い
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
5

・
初-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:

・
:
肝

中

地
減
速
機
現
場
の
負
担
経
減

:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
5
・
引
:
・-
j
i

-
-・:
j
i
-
-
:

日

下

治
療
か
ら
予
防
・
・
・
.
，
の
櫨
帽
忽

6
-
t

i
-
-・

日

医
療
・
福
祉
世
代
超
え
連
携
へ現
場
で
働
く
若
手
仙
台
で
イ
ベ
ン
ト
6

・
げ
河
北
新
報
・

認
知
症
の
相
談
医
療
介
護
連
携

医
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ら
会
議
6

・
げ
福
井
新
聞
・
・
・
・
:

患
者
・
家
族
支
援

認
知
症
と
生
き
る
ヒ
ン
ト
・•.... 

6

・

m
M朝
日
新
聞
(
東
京
)

家
族
介
鰻
が4
劃
重
い
負
担

既
知
症
の
「
社
会
的
費
用
」
年
九

5
兆
円
6

・
凶
読
売
新
聞
(
東
京
)

小
児
が
ん
家
族
支
援
期
待

悩
み
共
有
、
負
担
軽
減
。
:
6

・
引
京
都
新
聞
(
滋
賀
)

子
も
親
も
孤
立
さ
せ
な
い

少
な
い
発
症
数
理
解
こ
れ
か
ら
6

引
京
都
新
聞
(
滋
賀
)

52 

[
広
が
る
地
域
の
輪
]
安
心
、
笑
顔
、
感
謝
が
集
う

:
6

・
凶
京
都
新
聞

53 

が
ん
患
者
の
外
見
ケ
ア

医
療
機
関
、
治
療
薬
副
作
用
の
悩
み
支
援
5

・
泊
朝
日
新
聞
(
福
岡
)

54 

放
射
線
治
療
後
の
が
ん
愚
者
支
援再
発
、
副
作
用
の
不
安
を
軽
く6

・
お
神
戸
新
聞
・
・
:
・
・
-
-

55 

「
体
験
談
」
サ
イ
ト
開
設

胃
切
除
後
の
生
活
支
援
・
・
・
・
・
・

6

・
7

下
野
新
聞

54 

安
全
な
「
パ
ン
ク
」
の
お
乳
6
5

東
京
新
聞

[
母
乳
ス
ト
ー
リ
ー
]
早
産
児
に
は
命
綱
に

56 

[
母
乳
ス
ト
ー
リ
ー

]
臓
器
移
植
後
初
の
授
乳免
疫
抑
制
剤
の
不
安6

・
市
中
日
新
聞

移
植
医
療

臓
器
移
植
狙
い
定
め
啓
発

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
で

6

・
9

産
経
新
聞
(
大
阪
)

臓
器
移
植
阻
む
原
因
調
査

圏
内
初
の
基
礎
デ
ー
タ
に

6

・

U
長
崎
新
聞
:
・

が
ん
切
除
し
腎
移
植

「
病
気
腎
と
は
異
な
る
」

6

・

m
愛
媛
新
聞
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

人
ら
し
く
逝
く
と
い
う
選
択

多
死
社
会
へ
の
備
え
あ
る
か
6
m
日
本
経
済
新
聞

60 

終
末
期
9

割
病
院
希
望

5

・

U
岩
手
日
日
・
:

61 

医
療
倫
理

子
ど
も
の
保
護
、
優
先

代
理
出
産
「
産
ん
だ
女
性
が
母
」6

・

U
朝
日
新
聞
(
東
京
)

62 

卵
子
提
供
や
代
理
出
産
「
利
用
希
望
」
2
5
3

剖

6

・
什
朝
日
新
聞
(
東
京
)

62 

自
然
妊
娠
と
出
産
比
較

6

・
泊
朝
日
新
聞
(
東
京
)

着
床
前
診
断
確
率
変
わ
ら
ず

64 

受
精
卵
検
査
で
流
産
率
低
下

5
5
9

組
実
施
、
叩
%
に6
-
m
神
戸
新
聞

64 

卵
子
凍
結
推
奨
せ
ず

学
会
が
文
書
・
:

・
:
・:
j
e
-
-
6

・

m
毎
日
新
聞
(
東
京
)

4 

65 66 67 67 68 69 70 71 71 72 73 74 74 75 75 75 



テーマをより深くお読みいただくために、
連事U2事などー郁掲裁期間外の新聞記事も掲厳いたします.NTENTS 

連
載
・
狂
気
の
メ
ス

丸
大
生
体
解
剖
盲
'
件

西
日
本
新
聞

1 

捕
虜
の
遺
体
感
触
今
も

医
学
生
の
苦
情
消
え
ず

6

・
引
j
i
-
-
:
:
:
j
i

-
-・
:
河

墜
落
の
村
鶴
岡
真
相
周
ベ6

・
引
:
:
j
i
-

--
j
i
-
-
:
:

市

憎
患
が
支
眠
「
私
な
ら
断
れ
た
か

:
・

」

2 

あ
ら
が
う
意
思
伯
父
に
学
ぶ

:
j
i
-
-
:
:
:
i
・

e
-
n
i
-
-
-
j
i

-
-・:
j
i

-
-
打

3 

タ
ブ
ー
と
向
き
合
う
決
意
:
:
:
:
j

i
-
-
j
i
-
-
-
6
-
M
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:

・
:
河

4 

「
医
の
倫
理
」
問
う
覚
悟
は
:
:
j
i
-
-
j
i
-

-
:
6

・
お
:
・
j
i

-
-
::・j
i

--
-河

精
神
医
棟

心
の
病
退
院
支
え
る
経
験
者

訪
問
続
け
て
孤
立
防
ぐ

6

・

叩
朝
日
新
聞
(大
阪
)

[
聴
診
記
]
精
神
科
医
へ
救
急
医
の
要
望:
・
:

6

・

M
M西
日
本
新
聞

救
急
医
療

緊
急
手
術
室
車
に
搭

載

6

・

U
河
北
新
報

遠
隔
地
・
災
害
現
場
で
活
用

救
急
医
確
保
進
展
な
し

県
内
ド
ク
タ
ー

へ
リ

導
入
め
ど
立
た
ず6
・

m
北
園
新
聞

-

医
薬
品

神
経
の
難
病
に
抗
が
ん
剤

京
都
の
病
院
が
治
験
開
始
:
・
6

・
げ
毎
日
新
聞
(東
京
)

ア
ピ
ガ
ン
1
2
0

人
超
に
投
与

6

・
8

北
日
本
新
聞

マ
ダ
ニ
媒
介
感
染
症
に
効
果

ウ
イ
ル
ス
増
殖
抑
制
:
:
:

6

・
市
北
日
本
新
聞

後
発
薬
の
生
産
設
備
増
強
へ

各
メ
ー
カ
ー
品
不
足
を
懸
念
6

・
什
産
経
新
聞

(大
阪
)

薬
歴
書
か
ず
報
酬
請
求
引
万
件

6

-

M
読
売
新
聞

(東
京
)

メ
ー
カ
ー
の
資
料
頼
り

6

・

U
東
京
新
聞

病
院

薬
の
採
用
判
断

医
療
行
政
・
人
事

医
療
費
、
都
道
府
県
ご
と
管
理

厚
労
省
想
、初
年
後
に
ら
み
提

言
6
-
m
日
本
経
済
新
聞
J
i
-
-
-
-

子
ど
も
医
療
費
助
成
過
熱

自
治
体
問
で
鉱
充
競
争
格
差
も6
・

M
M西
日
本
新
聞

意
見
・
社
説

医
療
ニ
ュ
ー
ス

受
診
使
え
対
応
遅
れ
る

生
活
実
態
、
自
治
体
把
握
せ
ず
5

・
ロ
秋
田
魁
新
報

80 

患
者
認
定
揺
れ
た
印
年新
潟
水
俣
病

5

・
泊
朝
日
新
聞(東
京
)

81 

石
綿
公
害
関
年
に
兆
候複
数
死
者
把
握

-E
i
-
-
j
a
--
6

・

m
m毎
日
新
聞

(大
阪
)
・
・

他
の
医
師
も
異
変
気
付
く

叩
年
学
会
発
表
反
論
受
け
る

6

・

m
毎
日
新
聞

(大
阪
)

82 

黒
い
雨
内
部
被
ば
く

痕
跡

体
験
女
性
の
肺
で
撮
影
・
・
・6
・
8

毎
日
新
聞

(大
阪
)

83 

特
定
著
書
の
販
売
禁
止

誤
用
批
判
の
医
師
「
圧
力
」

6

・

什
毎
日
新
聞

(東
京
)

発
達
障
害
の
子
親
と
心
リ
ン
ク

「
両
方
を
ケ
ア
対
象
に
」6
・

ロ
北
陸
中
日
新
聞

84 

医
療
事
故
・
訴
訟

84 

診
察
の
2

日
後
死
亡
「
医
師
に
過
失
な
し
」

6
3

山
梨
日
日
新
聞
j
i
-

-
-

85 

佐
賀
市
な
ど
の
上
告
棄
却

「
腸
重
積
症
」
男
児
死
亡
訴
訟
6

・

市
佐
賀
新
聞

86 

3

歳
女
児
死
亡
賠
償

譲
求
訴
訟

6

-

m
U毎
日
新
聞

(福
岡
)

86 

病
院
の
観
察
義
務
否
定

6
m
朝
日
新
聞

(福
岡
)

産
後
ケ
ア
両
親
ら
逆
転
敗
訴

87 

過
失
ケ
ー
ス
3

件
・
・

6

・
2

山
形
新
聞
:
:

88 88 90 90 92 93 93 94 94 95 96 96 96 96 96 

5 
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医
療
安
全

「
患
者
、
家
族
に
お
わ
び
」
院
長
ら
会
見
-
j
i
-
-
:

6
・
5
熊
本
日
日
新
聞

・
・
・

生
体
肝
移
植
手
術
を
再
開
・
:
:
:

6
・

3

神
戸
新
聞

手
術
再
開
に
疑
問
の
声

「
十
分
な
体
制
か
」

-

6
・

3

読
売
新
聞
(
東
京
)

「
成
功
率
印
%
手
術
は
妥
当
」
肝
移
植
再
開
患
者
が
死
亡
6
・
6
神
戸
新
聞
-

「
日
本
移
植
医
療
の
危
機
」
学
会
、
安
全
確
保
の
勧
告
へ
6
・

7

読
売
新
聞
(
大
阪
)

生
体
肝
移
植
に
遺
族
が
「
感
謝
」

再
開
手
術
で
死
亡

・
:
6

・

刊
産
経
新
聞
(
大
阪
)

手
術
の
適
否
に
触
れ
ず

神
戸
市
検
査
合
併
症
未
報
告
を
指
摘
6
・
吃
毎
日
新
聞
(
大
阪
)

「
改
善
ま
で
移
植
中
止
を
」

6
・
叩
神
戸
新
聞

第
三
者
検
証
求
め
る
声
も

縦
割
り
診
療
改
め
全
患
者
情
報
共
有
外
科
統
合
か
ら
2
カ
月
6
・
刊
上
毛
新
聞
・
:

手
術
死
亡
率
把
握
、
検
証
を

国
立
大
病
院
長
会
識
が
提
言
6
・
幻
読
売
新
聞
(
東
京
)

「
腹
腔
鏡
」
死
亡
率
叩
倍
超
が
4
施
設
:
:
:
・
j
i
-
-
:

:
6
・
泊
朝
日
新
聞
(
東
京
)

調
査
へ
の
反
論
文
遺
族
に
遺
族
「
貴
い
釈
」
「
と
に
か
く
事
実
を
」
6
-
m
読
売
新
聞
(
東
京
)

脅
威
は
M
E
R
S

以
外
に
も

感
染
症
「
耐
性
菌
」
が
出
現
6
・
m
日
本
経
済
新
聞

海
外
半
年
以
上
で
半
数
感
染

抗
生
物
質
効
か
ぬ
耐
性
薗
5
・

8

読
売
新
聞
(
東
京
)

医
療
現
場
「
カ
イ
ゼ
ン
」ト
ヨ
タ
の
品
質
管
理
事
故
防
止
に
応
用
5
・
げ
東
京
新
聞
・
:

手
術
支
援
し
事
故
防
ぐ
血
圧
や
画
像
分
析
若
手
教
育
も
視
野
6
・
2
日
経
産
業
新
聞
:・

「
労
働
環
境
」
「
質
」
改
善
へ
数
値
基
に
実
践
活
用
:
・
・
・
・5
・
日
琉
球
新
報

医
薬
品
・
技
術
の
安
全

多
剤
併
用
で
症
状
態
化
も「S
S
R
-

」
使
っ
た
う
つ
病
治
療
で
副
作
用
6
・

市
毎
日
新
聞
(
東
京)
:
・

高
齢
者
4

割
薬
6

種
以
上

体
調
不
良
招
く
恐
れ
・
・
:
:

6
・

H
読
売
新
聞
(
東
京

)

97 98 98 99 99 100 100 101 102 102 103 103 104 105 106 

急
性
薬
物
中
毒
4
制
が
過
剰
処
方

抗
不
安
薬
や
睡
眠
薬
6
・

叩
読
売
新
聞
(
東
京
)

牛
肉
ア
レ
ル
ギ
ー
抗
が
ん
剤
副
作
用

6

・
8

毎
日
新
聞

(
東
京
)

自
覚
症
状
な
く

セ
イ
ヨ
ウ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
摂
取

肝
炎
新
薬
の
効
果
減
少
6
・

9

読
売
新
聞
(
東
京
)

さ
ら
に
訂
人
死
亡
複
数
の
薬
併
用
に
注
意
喚
起統
合
失
調
疲
薬
6
・
6
毎
日
新
聞
(
大
阪
)

.

・
・

子
宮
顎
が
ん
続
く
手
探
り

ワ
ク
チ
ン
勧
奨
中
止
2
年

6
・
旬
日
本
経
済
新
聞

「
壊
れ
て
い
く
妓
」
助
け
て

6
・
沼
産
経
新
聞
(
大
阪
)

災
害
に
備
え
る

被
災
者
1
万
人
の
健
康
追
跡

6

・

4
日
経
産
業
新
聞

a
a
-
-

心
理
的
苦
痛
高
い
傾
向

:
:
6
4
岩
手
日
報
:

対
象
被
災
者
の
6
%

被
ぱ
く
医
療
体
制
強
化
へ
拠
点
病
院
軸
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
6
・M
m京
都
新
聞
(
共
同
)

ネ
パ
ー
ル
支
援
の
会
詩
集

憎
唱
え
る
協
力
内
容
充
実
・
・
・
6
・
6
信
濃
毎
日
新
聞
:

プ
レ
|
パ
ッ
ク
1
週
間
2
0
1
5
年
5

/
釦
|
6

/
5
6

・
6
朝
日
新
聞

(東
京
)

プ
レ
|
バ
ッ
タ
ー
週
間
2
0
1
5
年
6

/
6
1
6

/
ロ
6
・
泊
朝
日
新
聞
(
東
京
)

プ
レ
l
パ
ッ
ク
1
週
間
2
0
1
5
年
6

/
悶
|
6

/
巾
6

・

泊
朝
日
新
聞
(
東
京
)
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プ
レ
!
パ
ッ
ク
1
週
間
2
0
1
5
年
6

/
m
l
6
/
お
6
・

U
朝
日
新
聞
(
東
京
)
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在
宅
患
者
初
万
人
増

政
府
推
計

日
年
後
、
病
床l
割
減
で

2013年時点の病床数と
25年維計値での摺減数
(単位・床)

現状の 2025年 j
都道府: 病床数 i 推計での
県名 • (2013年) : 淘減※
北海道 ' 8万3600 : - 1万300 :
青森 • 1万6500 . 司4700 .
岩手 万5000 : -4400 
宮崎 : 2万1100 ' -2400 
秋閏 • 1万2600 : -3500 
山形 . 1万2000 . -2700. 
福島 : 2万1500 ' -6100 
茨械 ' 2万7000 • -5200' 
栃木 • 1 万8300 ・ -2900 
群馬 : 2万1000 : -3400 
埼玉 : 5万 600 ' 3600 
千葉 : 4万7000 . 3000. 
東京 : 10万8300 : 5500 
神奈川 : 6万2900 : 9400 
新潟 • 2万3100 ， -4900 
富山 • 1万4400 . -4剖o
石川 : 1万5900 : -4000: 
福井 • 1万 300 ， -2700 
山梨 9200: -2300: 
長野 : 2万 400 : -3600' 
岐阜 i 1万8500 ' -3500' 
静岡 • 3万4400 ， -7500: 
愛知 : 5万9200 : ー1400
三重 万7300 : -3600: 
滋賀 • 1万2800 ， -150o. 
京銀 • 3万 300 . -300. 
大阪 : 9万1400 : 1万100 '
兵庫 • 5万6200 : -3800 , 

奈良 • 1万4200 . -1200. 
和歌山 : 1万3100 : -3600: 
鳥取 7400' -1600' 
島線 9200. -2800. 
岡山 : 2万6100 : -5900 
広島 : 3万5200 : -6200 
山口 i 2万3400 : ー7600 ，
徳島 . 1万3300 : -4200: 
香川 I : 1万3900 : -3700: 
愛媛 • 2万1000 ' -6200 
高知 • 1万6200 • -5000: 
福岡 : 7万4000 • -8500: 
佐賀 • 1万3500 : -4400 
長崎 • 2万3300 . -6500 
熊本 : 3万1800 : - 1万600 '
大分 : 1万8900 : -4200: 
宮崎 万6500 ， -5400 , 
鹿児島 : 3万 600 : ー1万700 '
沖縄 : 1万4600 ' 700 
※政府推計のうち、最も削減
幅が小さい数値を採用

政
府
は
日
目
、2
0
2
5

年
に
必
要
と
な
る
全
国
の
医
療

機
関
の
入
院
ベ
ッ
ド
(
病
床
)
数
の
推
計
を
正
式
発
表
し
た

。

現
在
の
入
院
中
心
の
医
療
体
制
か
ら
、
在
宅
医
療
へ
の
転
換

を
図
る
こ
と
で
、
必
要
な
病
床
数
を
現
在
よ
り

1

割
以
上
削

減
可
能
と
す
る一方
、
新
た
に
却
万
人
以
上
の
患
者
を
在
宅

医
療
で
対
応
す
る
と
し
た。
各
都
道
府
県
は
、
こ
の
推
計
値

を
土
台
に
、
四
年
後
に
向
け
た
地
域
ご
と
の
病
床
数
の
見
直

し
に
着
手
す
る
。

内
閣
官
房
の
有
識
者
調
査
会

が
ま
と
め
た。
お
年
に
は
百
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
は
今
よ
り

5
0
0

万
人
増
え
る
見
通
し
だ

が
、
入
院
治
療
の
効
率
化
で
医

療
費
の
抑
制
を
図
る
。

全
国
の

必
要
病
床
数(精
神
、
結
核
病
床

除
く
)
は
、
現
在
の1
3
5

万

床
よ
り1
割
以
上
少
な
い11

5

万
5
1
1
9

万
床
に
で
き
る

ki Sokuhou 

と安全管理総集版 2015年 9号

と
し
た
。

地
域
別
で
は
、
今
後
、

高
齢
人
口
の
激
婚
す
る
首
都
圏

と
大
阪
な
ど
を
除
き
、
制
道
府

県
で
必
要
病
床
数
が
減
る
。

こ
の
推
計
を
受
け
、
各
都
道

府
県
は
今
後
、
さ
ら
に
細
か
い

地
域
別
の
必
要
病
床
数
を
独
自

に
推
計
し
、
地
域
の
医
療
機
関

な
ど
と
具
体
的
な
病
床
配
分
を

協
議
す
る。
高
齢
者
の
長
期
入

院
を
受
け
入
れ
て
き
た
医
療
機

関
の
介
護
施
設
な
ど
へ
の
転
換

も
検
討
す
る。

強
制
力
は
な
い
が
、
今
回
の

訪
問
看
護
の
役
割

1

暮
ら
し
を
支
え
る
ケ
ア
ー

推
計
値
は
事
実
上
の
「
削
減
目

標
」
で
、
政
府
は
医
療
機
関
に

支
払
う
診
療
報
酬
の
改
定
や
、

補
助
金
な
ど
の
調
整
で
病
床
の

役
割
転
換
を
促
し
て
い
く
。

入
院
を
減
ら
す
一
方
で
、
自

宅
や
介
護
施
設
、
高
齢
者
住
宅

で
在
宅
医
療
を
受
け
る
患
者
は

叩
万
j
M
万
人
増
え
る
見
通
し

だ
。

病
床
を
増
や
せ
る
都
市
部

で
も
高
齢
人
口
の
伸
び
に
は
追

い
つ
か
ず
、
全
都
道
府
県
で
増

加
す
る。
今
月
4

日
に
、
民
間
の

有
識
者
会
議「日
本
創
成
会
議
」

は
、
都
市
部
か
ら
介
護
施
設
に

比
較
的
余
裕
が
あ
る
地
方
へ
の

移
住
を
選
摂
肢
と
し
て
提
案
し

た
が
、
病
床
の
削
減
が
実
現
す

れ
ば
、
地
方
の
介
護
施
設
も
今

後
、
不
足
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

介
護
施
設
で
は
、
現
在
も
た

ん
の
股
引
や
、
お
な
か
に
穴
を 聞

け
る
胃
ろ
う
な
ど
の
医
療
処

置
が
必
要
な
高
齢
者
の
受
け
入

れ
が
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
「
今

で
も
手
聞
が
多
く
、
大
変
な
状

況
。
こ
れ
以
上
の
受
け
入
れ
は

厳
し
い
」
(
横
浜
市
の
特
別
養

護
老
人
ホl
ム
)
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

東
京
都
世
田
谷
区
の
特
養

「
芦
花
ホl
ム
」
の
お
和
幸
一一一

医
師
は
、
「医
療
費
が
膨
ら
み

続
け
る
中
、
高
齢
者
の
不
必
要

な
入
院
を
減
ら
す
こ
と
は
重
要

だ
。
病
院
で
は
な
く
、
地
域
で

穏
や
か
に
暮
ら
し
、
自
然
な
最

期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
介

護
施
設
や
在
宅
に
看
護
師
な
ど

の
人
材
や
財
源
を
振
り
向
け
、

退
院
後
の
受
け
皿
を
整
備
す
べ

き
だ
」
と
指
摘
す
る
。

売(東京)・朝刊 I 2015年6月 16 日(火) I 
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訪
問
看
護
の
役
割

1

暮
ら
し
を
支
え
る
ケ
ア
ー

政
府
の
専
門
調
査
会
が
将
来
の
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
に
関
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た

。

十
五
日

発
表
の
報
告
書
で
は
、
高
齢
化
が
進
む
の
に
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
す
と
い
う

。

な
ぜ
か。

Q

報
告
書
の
内
容
は。

A

日
本
に
は
入
院
患
者
向

け
の
病
床
が
二o
=

一
年
時
点

で
百
三
十
四
万
七
千
床
あ
る
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
病
床

数
や
役
割
を
見
直
し
て
地
域
に

合
っ
た
体
制
に
変
え
る
必
要
が

あ
り
、
政
府
の
専
門
調
査
会
は

約
十
五
万
床
削
減
し
、
二
五
年

時
点
で
百
十
九
万
床
程
度
に
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
言
し

た
。Q

病
床
数
や
役
割
の
見
直

し
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ

る
の
か
。

A
高
度
急
性
期
や
急
性
期

は
手
厚
い
医
療
が
行
わ
れ
る
た

め
診
療
報
酬
が
高く
設
定
さ
れ

て
お
り
、
医
療
費
が
高
額
に
な

り
が
ち
だ。
実
際
は
急
性
期
で

は
な
い
患
者
の
入
院
が
続
い
て

い
る
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

ま
た
、
地
方
は
人
口
減
少

揖
四
鎗
五
入
の
関
係
で
差
は
一
数
し
怠

い
こ
と
が
あ
る
。a
は
マ
イ
ナス
。
丸
数

字
は
金
歯
順
位
、
減
少
率
が
大
き
い
順

.摘爾彊・関電冨罰謂恕司E窃穂署

企19.3%

企15.8%

.16.2% 

7.1% 

6.4% 

5.1% 

14.9% 
企21.8%

.5，2∞ 

企2，銃犯

.3，4∞ 

3，ω0 

3，∞0 

5，5∞ 
9，4∞ 

企7，5∞

21.7∞ 

15，5∞ 

17，6∞ 

54，2∞ 
50，α)() 

113，悦治

72，2∞ 
26，旬。

関 {単位床)
東庖妄肩1 27，側
静陶栃木 I 18，3∞ 
岡陶群馬 I 21脚
の陶崎玉 I 5ω∞ 
病ゆ千葉 I 47測
隊陣東京 1108，300

書官器|162蜘
ゆ静岡 1 34.400 

トフ「在宅」シ

医療費抑制
が
進
み
、
二
五
年
に
は
今
の
病

床
数
ほ
ど
は
必
要
な
い
地
域
が

多
い
と
見
込
ま
れ
る。
病
床
を

必
要
数
ま
で
減
ら
す
こ
と
で
、

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
げ
る

狙
い
が
あ
る。

Q

病
床
数
を
削
減
す
れ

ば
、
病
院
を
追
い
出
さ
れ
る
人

が
出
て
く
る
の
で
は。

A

専
門
調
査
会
は
、
病
院

中
心
の
医
療
で
は
な
く
「
地
域

で
治
す
」
新
た
な
モ
デ
ル
を
提

雪
戸
レ
て
い
る
。

こ
れ
は
患
者
が

病
状
に
合
っ
た
病
床
で
治
療
を

受
け
、
い
ず
れ
は
自
宅
や
介
護

施
設
な
ど
で
暮
ら
し
な
が
ら
医

療
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み。
実

現
す
る
に
は
十
分
な
在
宅
医
療

を
提
供
で
き
る
医
療
従
事
者
の 確

保
や
、
緊
急
時
の
病
院
の
受

け
入
れ
態
勢
が
課
題
だ
。

Q

今
後
ど
う
進
む
の
か。

A

厚
生
労
働
省
は
今
月
下

旬
か
ら
有
識
者
に
よ
る
検
討
会

で
、
特
に
長
期
療
養
が
必
要
な

「
慢
性
期
」
の
人
向
け
の
医
療

.
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
始
め
、
年
内
に

も
制
度
改
正
に
向
け
た
見
直
し

の
選
択
肢
を
ま
と
め
る
。

来
年

以
降
に
制
度
改
正
の
議
論
が
本

格
化
す
る
見
通
し
だ
。

「
地
域
で
治
す
」
体
制
作
り
課
題

報告書が4分類した病
床機能救命救急や集中
治療に対応する「高度急
性期」、次いで緊急性の
高い 「急性期」、リノ 1ピ
りや在宅復帰に向けた
「回復期」、現在の療養
病床に相当する「慢性
期」 。

東

京

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
げ
日
(
水
)
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訪
問
護
事
業
を
開
始

愛
知
県
のJ
A
あ
い
ち
中
央
は
今
年
度
か
ら
、
訪
問
看
護
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

J
A
の
看
趨
師
が

利
用
者
の
自
宅
を
訪
ね
、
主
治
医
の
指
示
曹
に
基
づ
い
て
服
薬
管
理
、
た
ん
の
吸
引
な
ど
の
医
療
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
介
護
事
業
で
対
応
で
き
な
か
っ
た
支
援
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
本
人
も
家

族
も
安
心
し
て
自
宅
で
過
ご
せ
る
。
J
A
全
中
に
よ
る
と
「
訪
問
看
護
を
行
う
J
A
は
全
国
で
も
珍
し
い
」

I
l
l
(
高
齢
者
対
策
課
)
と
い
う
。
(
菅
野
有
花
)

服
薬
管
理

た
ん
吸
引

JAあいち中央

医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
は
医
療
的
な
支
援
が
必
要
よ
う
に
し
た
。

に
な
る
。
そ
と
で
医
療
と
介

J
A
福
祉
健
康
相
談
セ
ン

護
の
連
携
を
通
じ
、
こ
う
し
タ
l

の
岩
井
裕
美
子
事
業
統

た
ケ
l

ス
に
も
対
応
で
き
る
括
者
は
「
在
宅
介
護
が
進

ジ
凶

訪
問
看
護
医
療
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
…

j

-

E

な
人
が
自
宅
で
療
養
す
る
場
合
に
、
医
師
の
…

…
指
示
を
受
け
る
と
と
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。
利
…

…
用
者
は
介
護
保
険
と
医
療
保
険
が
使
え
る
が
、
原
則
…

…
と
し
て
介
護
保
険
の
給
付
が
優
先
さ
れ
る
。

J
A

は
、
居
宅
介
護
支

援
、
訪
問
介
謹
、
適
所
介
護

に
続
く
四
つ
自
の
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
訪
問
看
護
に
乗
り
出

し
た
。
お
な
か
に
穴
を
開
り

て
胃
に
管
を
通
す
胃
ろ
う
や

人
工
庇
門
な
ど
の
措
置
を
受

け
た
場
合
、
自
宅
で
の
療
養

み
、
家
で
の
み
と
り
も
視
野

に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
医

療
と
介
護
の
聞
を
つ
な
ぐ
訪

問
看
護
は
欠
か
せ
な
い
」
と

意
義
を
説
三

訪
問
看
護
を
担
当
す
る
職

員
は
7

人
。
全
て
正
看
護
師

で
、
う
ち5
人
が
J
A
の
正

職
員
だ
。
M
時
間
3
6
5

目
、
い
つ
で
も
対
応
す
る
。

利
用
者
は
現
在7
人
。
看

護
師
が
自
宅
を
訪
ね
、
主
治

訪
問
看
護
の
役
割

1

暮
ら
し
を
支
え
る
ケ
ア
ー

医
の
指
示
書
に
基
づ
い
て
必

要
な
診
療
の
補
助
や
世
話
を

す
る
。
自
力
で
排
便
で
き
な

い
人
を
手
伝
っ
た
り
、
注
射

を
打
っ
た
り
と
、
紡
問
介
護

員
(
ホl
ム
ヘ
ル
パl
)
で

は
対
応
で
き
な
い
医
療
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

J
A
は
、
J
A
愛
知
厚
生

連
安
城
更
生
病
院
と
、
併
設

の
更
生
訪
問
看
讃
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
協
力
を
得
て
、
訪
問

看
護
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。

J
A
職
員
が
同
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
業
務
に
同
行
し
、
現
場

で
の
技
術
や
運
営
方
法
を
学

ん
だ
と
い
う
。

J
A
管
内
で
は
今
後
、
後

期
高
齢
者
が
大
幅
に
増
え
る

男
通
し
。
同
病
院
企
画
室
は

「
病
院
だ
け
で
は
対
応
し
切

れ
な
く
な
る
た
め
、J
A
の

事
業
を
歓
迎
し
て
い
る
。
退

院
後
の
お
年
寄
り
を
在
宅
で

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
共

に
進
め
た
い
」
と
期
待
す
る
。

訪
問
看
護
事
業
は
初
期
投

資
が
か
さ
む
た
め
、
黒
字
化

に
は
時
聞
が
掛
か
る
。
J
A

は
「
購
買
、
信
用
と
多
角
的

に
事
業
展
開
す
る
総
合
麗
協

だ
か
ら
こ
そ
、
福
祉
分
野
も

維
持
・
拡
大
で
き
る
」
と
み

る
。
J
A
の
杉
山
厚
常
務
は

「
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
医
療
、
介

護
、
福
祉
と
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
地
域
の
要
望
に
応
え
て

い
く
」
と
強
調
す
る
。

日

本
農
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
4

日
(
木
)

9 
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在宅医療の拠点ヘ大規模化

訪
問
看
護
の
役
割

i

暮
ら
し
を
支
え
る
ケ
ア
ー

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

患
者
が
暮
ら
す
自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
医
療
的
な
ケ
ア
を
行
う
看
護
締
な

ど
を
派
遣
す
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
規
模
化
が
進
ん
で
い
る
。
在

宅
医
療
の
拠
点
と
な
れ
る
よ
う
大
規
模
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
入
が
増
え
る
診

療
報
酬
の
改
定
が
昨
年4
月
に
な
さ
れ
た
た
め
だ
。
全
国
に
約
2
5
0

施
設

が
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
8

府
県
で
は
大
規
模
施
設
の
園
へ
の
届
け
出
が
な

く
、
地
域
差
の
解
消
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
(
渡
辺
理
雄
)

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
派

遣
さ
れ
る
看
護
師
は
医
師
の
指
示

で
、
薬
剤
の
点
滴
や
人
工
呼
吸
器
の

管
理
、
床
ず
れ
の
手
当
て
な
ど
を

行
い
、
患
者
が
入
院
せ
ず
に
、
自

宅
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
世
話
を
す

る
。ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
作
る
全
国
訪
問

看
護
事
業
協
会
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
問
看
護
の
利
用
者
の
約
半
数
は
自

宅
で
死
亡
し
て
お
り
、
全
国
平
均
の

自
宅
死
亡
率
ロ
・9
%
(
2
0
1
3

年
)
を
大
き
く
上
回
る
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
全
国

に
約
8
7
0
0

か
所
(
昨
年
叩
月
時

点
)
。
病
院
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
数
が あ

り
、
全
国
の9
割
以
上
の
市
町
村

で
は
高
速
道
路
を
使
わ
ず
に
車
で
行

け
る
範
囲
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

問
題
は
、
常
勤
看
護
臓
が
5

人
未

満
の
小
規
模
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
7

割
弱
を
占
め
、
人
員
の
や
り
繰
り
が

で
き
ず
、
患
者
が
派
遣
を
求
め
て
も

応
じ
ら
れ
な
い
ケl
ス
が
多
い
こ
と

だ
。国

は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
規
模
化

を
促
す
た
め
、
昨
年4
月
の
診
療
報

酬
の
改
定
で
、
常
勤
看
護
臓
が
5

人

以
上
所
属
し
、
年
に
白
人
以
上
の
患

者
を
み
と
っ
た
実
績
が
あ
る
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
患
者1
人
に
つ
き
月1
万
円
程

度
収
入
が
増
え
る
よ
う
に
し
た
。
こ

の
改
定
を
受
け
、
昨
年
末
ま
で
に
全

国
で
2
5
2

の
事
業
所
が
大
規
襖
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
固
に
届
け
出
て

い
る
。

大
規
模
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
、

東
京
都
葛
飾
区
の
「
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
!
と
」
はη
人
の
看
護

師
が
所
属
。
同
区
内
に
住
む
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
(
A
L
S
)の
患
者

へ
の
訪
問
で
は
、
近
く
の
小
規
模
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
協
力
し
て
生
活
を
支 と

」
は
地
域
の4
か
所
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
は
l

と
」
は
、
駅
前
に
「
町
の
健
康
相
談

室
」
を
聞
き
、
看
護
師
が
住
民
の
話

を
聞
く
場
を
作
っ
て
い
る
。

将
来
的
に
、
こ
う
し
た
大
規
模
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
各
地
域
で
在
宅
医
療

の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
大
規
模
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

地
域
差
が
あ
る
。
診
療
報
酬
の
増
額

が
認
め
ら
れ
る
に
は
、
国
へ
の
届
け

8

府
県
届
け
出
な
し
地
域
差
に
課
題

出
が
必
要
だ
が
、
岩
手
、
秋
田
、
京

都
、
鳥
取
、
島
板
、
岡
山
、
山
口
、

香
川
の8
府
県
で
は
昨
年
末
の
時
点

で
届
け
出
が
な
い
。
届
け
出
が
あ
る

都
道
府
県
内
で
も
都
市
部
に
多
く
、

人
口
が
少
な
い
地
域
は
設
置
が
進
ま

な
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

震
知
県
新
城
市
は
人
口
約
4

万
9

0
0
0

人
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
岡
市
が
遺
留
す
る
事
業
所
が
ー

か
所
あ
る
が
、
住
民
へ
の
周
知
不
足

(読
売
新
聞
社
-調
べ。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
は2
0
1
4

年
叩
月
時
点
。

同
年
内
凶
月
末
ま
で
に25
2

施
設
に
増
加
し
た
)

'
1

、
3
n
u
z
O
《
U
A
侍
r
o
r
o
z
J
、
3
n
o
n
D
n
6
z
o
、
3
フ
ミ
4
句
1
'
t
n
ヲ
n
B
n
ヲ
マ
f

、
コ
、
4
n
u
r
コ
、
，4
r
コ
、
t
n
u
n
U
内
U
凋
件
A
U
句
I
n
u
、
t
n
U
A
句
、
t
r
コ
、
.
4、
コ
吋
4
Z
J
吋
3
-。
。

'
l

、
正
、
，ι

句
1

噌
l

唱
l
-
-
E
3

-
『
，
‘

道
川
山
一

議
許
諾
岬
懇
鰐
語
審
罰
酬
額
間
儲
蜘
丑
繊
細
畑
購
諸
胸
部
活
罰
搬
酬
額
鰹
謡
蹴
湘
一
甜

・
大
規
機
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
都
道
府
県
別
の
施
股
数

え
て
い
る
。

「
は
!
と
」
社
長
で
看
護
師
の
木

戸
恵
子
さ
ん
は
「
訪
問
の
回
数
が
週

2

回
に
禍
唱
え
た
の
を
機
に
、
患
者
の

自
宅
に
よ
り
近
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

週
末
の1
回
の
訪
問
を
行
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
お
願
い
し
た
。
近
く
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
患
者
・
家
族
も
安
心
度

が
高
ま
る
」
と
話
す
。

同
様
の
連
携
に
つ
い
て
、「
はl

か
ら
訪
問
看
護
の
利
用
は
広
が
っ
て

い
な
い
。
大
規
模
化
を
進
め
る
考
え

は
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な

計
画
を
作
れ
な
い
と
い
う
。

岡
市
の
担
当
者
は
「
民
間
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
(
介
護
支
援
専
門
員
)

な
ど
か
ら
は
『
仕
事
を
取
ら
れ
る
か

ら
大
き
く
し
な
い
で
』
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
ま
ず
は
利
用
者
を
婚
や
し
、

実
績
を
積
ん
だ
う
え
で
理
解
を
求
め

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

今
年
4

月
施
行
の
改
正
介
護
保
険

法
で
市
町
村
は
、
地
域
の
在
宅
医
療

・
介
護
の
課
題
解
決
の
た
め
、
医
療

・
介
護
事
業
者
な
ど
を
集
め
た
会
識

を
聞
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
そ
う
し
た
会
議
で
、
大
規
模

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
も
話
し
合

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
看
護
協
会
の
斎
藤
訓
子
常
任

理
事
は
「
休
日
や
夜
間
の
対
応
も
考

え
る
と
、
小
さ
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
。
地
域
の
中
で

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
担
う
役
割
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
利
用
者
が
安
心

で
き
る
体
制
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
3

月
お
日
(
日
)
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-
向
い

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
国
は
可
能
な
限
り
在
宅

で
包
括
的
な
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る

。

在
宅
生
活
を
支
え
る
訪

問
看
護
師
の
需
要
は
年
々
高
ま
る
一
方
で
、
な
り
手
不

足
が
深
刻
他。
経
験
を
積
む
ま
で
の
フ
ォ
ロ
ー
や
養
成

研
修
、
勤
務
時
の
環
境
改
善
な
ど
、
関
係
機
関
は
対
策

に
躍
起
だ。

(
本
社
・中
西
理
恵
)

訪
問
看
護
師問

先
の
男
性(η
)に
に
こ
や

か
に
話
し
掛
け
る
。

状
態
把

「妻
、
こ
己
の
ク
ッ
シ
握
、
届
や
緋
せ
つ
の
ケ
ア
、

ヨ
ン
取
り
ま
す
よ」
。
鳥
取
体
位
転
換1
0

男
性
の
妻

県
看
護
協
会
訪
問
看
護
ス
テ(布)に
体
を
楽
に
動
か
せ
る

l

シ
ョ
ン
の
訪
問
看
護
師
、
介
護
用
品
を
使
っ
て
み
せ
る

坂
本
万
聖
乞
(却
)は
、
訪
と
、
「
や
っ
て
み
た
い」と

興
味
を
見
せ
て
い
た
。

県
東
部
の
中
山
間
地
に
暮

ら
す
男
性
は
凶
年
前
に
認
知

症
を
発
症。
家
族
界
警
υ

て
い
る
が
、
寝
た
当
り
に
な

っ
た
の
を
機
に
週
1

回
の
訪

問
看
護
を
利
用
す
る
。

委
は
、

寝
た
き
り
当
初
の
写
真
を
見

せ
て
「今
は
頼
が
か
つ
く
ら

-
や
り
が
い

ki Sokuhou 

識と安全管理 総集版 2015年 9号

主体的に現場判断不安大きく

年
目
く
ら
い
か
ら
」
と
振
り

返
る。県

は
昨
年
度
か
ら
新
人
の

訪
問
看
護
師
を
常
勤
麗
用
し

た
国
場
合
、
ベ
テ
ラ
ン
が
同
行

支
援
す
る
際
の
費
用
を
助
成

し
て
表
情
が
あ
る
で
し
ょ
。

の
約1
万
5

千
人
が
日
年
に
し
て
い
る
。

所
在
地
が
市
部

会
話
も
増
え
、
私
も
介
護
の
は
約

2

万
9

千
人
に
増
加
。

に
集
ま
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

し
が
い
が
あ
る
。

訪
問
看
護
こ
れ
に
対
し
、
ス
テ
1

シ
ョ
対
底
円
能
な
圏
塙
を
広
げ
る

の
お
か
げ」
と
話
す。

ン
数
、
常
勤
の
訪
問
看
護
師
た
め
、
中
山
間
地
へ
の
サ
テ

訪
問
看
護
で
は
、
訪
問
看
数
は
∞
年
の
加
事
業
所
、

1

ラ
イ
ト
開
設
を
助
成
し
、
鳥

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
所
5
2

人
が
四
年
に
判
事
業
取
市
用
瀬
町
と
聾
浦
町
に
設

属
す
る
看
護
師
が
療
養
中
の
所
、
1
6
9

人
と
微
増
に
と
置
さ
れ
た
。

利
用
者
の
住
ま
い
に
出
向
ど
ま
る
。

鳥
取
大
医
学
部
付
属
病
院

さ
、
必
要
な
看
護
医
療
サ
l

「自
分
の
ス
キ
ル
へ
の
不
は
今
年
、
働
者
」
な
が
ら
訪
問

ピ
ス
を
行
う。
本
人
や
家
族
安
や
、
独
り
立
ち
し
て
や
り
看
護
能
力
を
強
化
す
る
育
成

の
、
心
配
事
を
聞
い
て
円
滑
に
が
い
毒
じ
雲
で
に
少
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講

。

会
菌

療
岨
食
生
活
が
で
者
旨
ゃ
ょ
う
支
時
聞
が
か
か
る
こ
と
な
ど
が
的
に
新
率
者
を
受
け
入
れ
る

援
す
る
こ
と
も
あ
る
。

あ
る
さ
誌
と
と
、
県
協
会
聖
記
事
ま
っ
て
い
る
。

凶
年
目
を
迎
え
る
坂
本
さ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
で
県
内
虎
井
会
長
は

「協
会
の
訪

ん
は
、
総
合
病
院
勤
務
時
と
唯
一
の
訪
問
看
護
認
定
宥
護
問
看
護
師
養
成
構
習
に
あ
る

比
べ
て
「1
人
に
こ
れ
ほ
ど
師
の
鈴
木
聖
」
ん
(
日
)

。

実
務
経
験
年
数
を
要
件
緩
和

看
護
の
時
聞
を
か
け
ら
れ
る
県
看
護
協
会
(
虎
井
佐
恵
し
て
い
く
必
要
も
感
じ
て
い

の
か
と
感
動
し
た」と
話
す。

子
会
長
)
が
四
年
に
行
っ
た
る
。

新
率
者
を
育
て
る
体
制

自
分
で
考
え
判
断
し
て
看
意
識
調
査
で
は
、
医
師
の
指
を
新
た
に
襲
え
て
で
も
、
若

護
し
私
結
果
、
利
用
者
や
家
示
の
下
と
は
い
え
、
高
齢
者
手
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

族
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
の
自
宅
を

1

人
で
訪
問
し
主
い」
と
話
す。

う
れ
し
い
と
い
う
。

体
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
へ
の
不
安
が
大

.
新
卒
か
ら
で
も

き
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

坂

県
に
よ
る
と
、
在
宅
の
要
杢
」
ん
も
「
自
分
の
判
断
に

介
護
高
齢
者
は20
0
0

年
自
信
が
つ
い
て
き
た
の
は
3

11 

日
本
海
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
沼
田
(
斤
)
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訪
問
看
護
の
役
割

1

暮
ら
し
を
支
え
る
ケ
ア
ー

「
ゴー
ル
」定
め

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
家
ゃ
、
地
滅
の
中
で
暮
ら
し
た
い

。

誰
も
が
そ
う
望
む
だ
ろ
う
が
、
実
際

は
患
者
のB
P
S
D
(認
知
機
能
の

低
下
に
伴
っ
て
現
れ
る
行
動
障
害
)

と
う
ま
く
付
き
合
え
ず
、
家
康
り
が

在
宅
介
護
に
疲
れ
切
っ
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

患
者
や
家
族
議
立
喜
ず
、
早

期
に
治
療
の
レ1
ル
に
の
せ
、
希
望

す
る
環
境
で
生
活
を
続
け
『
与
名
社

会
の
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

今
、「
ア
ウ
ト
リl
チ
(
訪
問
支
援
)
」

の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る

。

ト在宅介護をニ段構えでサボー

治
療
+
生
活
支
援

国
の
「認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ

ー

」に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
川
県
立

高
松
病
院
(
か
ほ
く
市
)
で
は
、
患
者

の
多
く
が
数
カ
月
の
短
期
入
院
を
経

て
自
宅
療
養
に
戻
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
認
知
症
が
全
快
し
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い。
北
村
立
院
長
は
「
入

院
す
る
際
に
、
家
族
も
交
え
て
『こ

れ
が
治
っ
た
ら
退
院
す
る
』
と
い
う

ゴ
ー
ル
房
定
め
て
い
ま
す
」と
話
す。

B
P
S
D

で
特
に
家
族
ら
を
悩
ま

せ
る
の
が
、
う
つ
症
状
や
介
護
拒
否
、

興
資
昼
夜
の
逆
転
、
加
御
な
ど
で

あ
る。
在
宅
介
護
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
主
要
な
B
P
S
D

や
合
併
症

に
つ
い
て
は
医
療
行
為
に
よ
っ
て
改

善
を
図
り
、
そ
れ
以
外
は
生
活
支
援

で
カ
バ
ー
す
る「
二
段
構
え」
で
退

院
後
の
暮
ら
し
を
設
計
し
て
い
く
と

い
つ
わ
け
だ。

あ
立
の
り
と
幻
が
見
え
る
「
幻
視」

な
ど
が
特
徴
的
な「レ
ピ
l

小
体
型

認
知
症」
と
診
断
さ
れ
た
叩
代
女
性

の
ケl
ス
を
見
て
み
よ
う
。

女
性
は
「
親
戚
や
息
子
が
来
て
い

る
」

と
幻
を
見
て
不
可
解
な
言
動
を

繰
り
返
す
な
ど
し
て
い
た
が
、
あ
る

時
自
宅
で
転
ん
で
震
を
骨
折
し

た
の
が
原
因
で
活
動
意
欲
を
失
い
、

携
帯
式
ト
イ
レ
で
の
排
他
す
ら
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

う
つ
状
態
と
な
り
、
不
安
に
な
る

と
大
声
で「助
け
て
」
と
叫
ん
だ
り
し

た
た
め
、
や
が
て
通
所
介
護
施
設
の

利
用
も
防
り
れ
、
四
六
時
中
、
自
宅
で

看
る
の
に
限
界
を
感
じ
た
家
族
は
高

松
病
院
へ
の
入
院
に
踏
み
切
っ
た

。

入
院
に
当
た
り
、
北
村
院
長
と
看

護
問
作
業
療
法
士
、
精
神
保
健
福

祉
士
の
チ1
ム
が
当
事
者
へ
の
聞
き

取
り
を
も
と
に
定
め
た「ゴ
ー
ル
」

は
、
気
分
を
落
民
看
か
せ
る
こ
と
に

加
え
、
患
者
女
性
はマ自
分
で
ト
イ

レ
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
マ
世
話
に

f旨な
っ
て
い
る
嫁
に
編
み
物
で
感
謝
を

伝
在
。1
の
2

点
、
家
族
側
はマ
笑

っ
て
会
話
で
きマ
ト
イ
レ
介
助
の

際
に
立
っ
て
い
ら
れ
る
ー

の
2

点
で

あ
る。目

標
の
達
成
に
向
け
、
ま
ず
は
女

性
の
活
動
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
原
因

と
な
っ
て
い
た
腰
な
ど
の
痛
み
を
緩

和
す
る
た
め
、
ベ
ッ
ド
か
ら
の
寝
起

き
の
動
作
を
工
夫
し
た
り
、
車
い
す

の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
調
整
し
た
と
こ

ろ
、
入
院2
週
目
に
は
女
性
は
少
し

ず
つ
編
み
物
に
取
り
組
む
意
欲
を
取

り
戻
し
て
い
っ
たο
同
時
に
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
衰
え
た
筋
力

の
強
化
を
図
り
、
自
力
で
車
い
す
に

乗
り
移
る
こ
と
も
で
当
迄
よ
う
に
な
っ

た
。

入
院7
週
目
に
は
、
女
性
の
自
宅

へ
退
院
前
訪
問
走
行
い
、
女
性
が
自
力

で
移
動
し
や
す
い
よ
う
、
ベ
ッ
ド
や
携

帯
式
ト
イ
レ
の
高
『
注
調
整
す
る
な

ど
、
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
も
進
め

た
。

家
庭
の
リ
ス
ク
を
除
去

視
覚
認
知
に
異
常
務
}
来
す
レ
ビ

l

小
体
型
認
知
症
の
場
合
、
家
電
類
の

配
線
を
へ
ピ
と
誤
認
す
る
な
ど
、
雑

然
と
し
た
家
庭
内
環
境
が
幻
視
を
誘

発
す
る
場
合
も
多
い
。

床
な
ど
の
色

の
違
い
が
聖
霊
に
思
え
て
、
転
倒
を

招
く
こ
と
も
あ
る
と
い
い
、
そ
う
し

た
り
ス
ク
を
事
前
訪
問
で
取
り
除
く

こ
と
も
重
要
だ
と
い
う

。

入
院
叩
週
自
に
退
院
を
果
た
し

、

自
宅
に
戻
っ
た
女
性
は
、
精
神
症
状

も
港
民
看
当
」
、
「
嫁
に
座
布
団
を
贈

る
」

と
い
う
目
的
意
識
を
も
っ
て
、

日
中
は
居
間
の
一
角
で
熱
心
に
編
み

物
を
続
け
て
い
る
。

ト
イ
レ
も
あ
る

程
度
、
自
力
で
可
能
に
な
り
、
患
者

と
家
族
が
双
方
の「ゴ
ー
ル」
に
到

達
で
き
た
好
例
で
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

病
院
内
だ
け
に
と
ど
め
ず
、
地
域
に

持
ち
出
し
て
い
く
発
想
が
求
め
ら
れ

て
い
る」
と
北
村
院
長
が
語
る
よ
う

に
、
「
ア
ウ
ト
リ
l

チ
」
の
取
り
組

み
は
今
後
、
認
知
症
ケ
ア
の
輸
を
地

域
に
広
げ
て
い
く
上
で
の
核
と
な
り

号
つ
だ。

(
竹
森
和
生
)

北
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
包
日
(
金
)
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「
認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ

れ
、
で
三
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

の
よ
い
環
境
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
当
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す」

政
府
が
今
年1
月
に
発
表
し
た

「認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
(
新
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
)
」の
基
本
的
な
考
え

方
に
こ
う
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
認
知
症
患
者
が
激
増
す
る
将
来

見
通
し
を
受
け
て
、
在
宅
療
養
を
支

え
る
ア
ウ
ト
リl
チ
(
訪
問
支
援
)
の

必
要
性
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る

。

多
く
が
「
在
宅
」
希
望

石
川
県
立
高
松
病
院
(
か
ほ
く
市

)

の
北
村
単
院
長
は
、
多
く
の
認
知

症
患
者
と
家
族
に
接
す
る
中
で
、
妄専任看護師が多職種チームの要に

な
、
、

と
な
っ
た
場
合
で
も
、
奥
え
は
後

ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
い
る

。

家

族
に
後
悔
を
残
す
や
り
方
は
よ
く
な

い
。

早
い
段
階
か
ら
の
訪
問
支
援
が

あ
れ
ば
、
入
院
を
回
避
し
、
在
宅
介

護
で
頑
張
れ
る
ケ
i

ス
も
多
い」
と

指
摘
す
る。

高
極
病
院
で
は
い
ち
皐
く
、

2
0

0
9

年
か
ら
認
知
症
専
門
の
訪
問
看

護
師
を
配
置
し
て
ア
ウ
ト
リ
l

チ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、

籍
を
置
く5
人
の

訪
問
看
護
師
は
い

ず
れ
も
定
年
で
現

役
引
退
し
た
ベ
テ

ラ
ン
ナ
ー
ス
を
再

任
用
し
て
い
る。

訪
問
看
護
師
の

主
な
役
目
は
、
病

院
の
内
外
に
ま
た

が
っ
て
、
認
知
症

患
者
と
家
族
、
そ

れ
を
支
『
え
る
各
職

種
を
つ
な
ぐ
中
核

的
な
機
能
を
果
た

す
こ
と
だ。

訪
問
看
護
の
役
割

1

暮
ら
し
を
支
え
る
ケ
ア
ー

想
や
墾
昌
、
知
町
御
な
ど
の

B
P
S
D

(
認
知
機
能
の
低
下
に
伴
っ
て
現
れ

る
行
動
障
害
)
に
悩
み
な
が
ら
も
、

自
宅
で
介
護
し
た
い
と
い
う
要
望
が

い
か
に
強
い
か
を
実
感
し
て
い
る

。

特
に
男
性
の
認
知
症
患
者
の
場
合

で
は
、
半
数
以
上
の
ケ
l

ス
で
奥
さ

ん
が
介
護
に
当
た
り
、
病
院
や
介
護

施
設
で
は
な
く
自
宅
で
看
た
い
と
望

む
と
い
う。

北
村
院
長
は
「
症
状
が

悪
化
し
、
や
む
を
え
ず
入
院
、
入
所

訪
問
看
護
師
は
、
必
要
な
ら
ば
毎

週
、
通
常
は11
2

カ
月
に
一
度
の

ぺ
!
ス
で
担
当
す
る
患
者
の
自
宅
を

訪
ね
、
認
知
症
の
症
状
の
進
行
度
合

い
や
、B
P
S
D

が
悪
化
し
て
い
な

い
か
、
家
族
が
過
剰
な
介
護
負
担
に

苦
悩
し
て
い
な
い
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る。一

貫
し
て
情
報
管
理

加
え
て
、
日
常
的
に
患
者
と
触
れ

合
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
情
報

も
随
時
把
握
し
、
専
門
医
の
判
断
を

仰
い
だ
り
、
生
活
機
能
の
評
価
を
す

る
際
に
は
作
業
療
法
士
を
同
伴
し
て

訪
問
す
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
多

職
種
チl
ム
の
連
携
の
要
を
担
う
の

で
あ
る。

外
来
通
院
の
際
に
も
訪
問
看
護
師

が
同
席
す
る
ほ
か
、
や
む
な
く
入
院

と
な
っ
た
場
合
も
、
病
棟
内
で
の
治

療
経
過
な
ど
を
訪
問
看
護
師
が
引
き

続
き
フ
ォ
ロ
ー
し
て
情
報
管
理
す

る
。

B
P
S
D

を
緩
和
す
る
た
め
に

入
院
中
に
行
っ
て
い
た
生
活
管
理
や

作
業
療
法
な
ど
を
退
院
後
の
自
宅
療

養
に
う
ま
く
反
堅
持
」
る
上
で
、
病

院
の
内
外
を
つ
な
ぐ
訪
問
看
護

師
の

存
在
は
有
意
義
だ

。

こ
う
し
た
認
知
症
訪
問
看
護
の
取

り
組
み
は
近
年
、「ア
ド
ミ
ラ
ル
ナ

l

ス
」

と
い
う
言
葉
と
と
も
に
注
目

さ
れ
始
め
て
い
る
。
「ア
ド
ミ
ラ
ル」

は
、
海
箪
の「
提
督
、
司
令
長
官」

を
意
味
す
る
英
単
語
で
、
ア
ド
ミ
ラ

ル
ナl
ス
は
、
英
国
発
祥
の
認
知
症

を
専
門
と
し
主
剖
問
看
護
師
の
呼
び

名
だ。

英
国
で
は
、N
P
O
法
人
が
寄
付

金
を
も
と
に
ア
ド
ミ
ラ
ル
ナ
l

ス
を

養
成
、
派
遣
し
て
お
り
、
国
も
認
知

症
対
策
の
国
家
戦
略
の
中
で
活
用
を

奨
励
す
る
な
ど
、
日
本
よ
り
一
歩
先

を
行
っ
て
い
る。「
病
院
か
ら
在
宅

へ
」
と
い
う
潮
流
は
世
界
共
通
の
動

き
で
あ
り
、
訪
問
看
護
師
は
必
然
的

に
生
ま
れ
て
き
た
職
種
だ
と
い
え

る
。次

回
は
、
訪
問
看
護
師
の
実
際
の

活
動
に
つ
い
て
、
現
場
を
リ
ポ
ー
ト

す
る。

(竹
森
和
生
)

北
国
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
怨
日
(
金
)
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訪
問
看
護
の
役
割

1

暮
ら
し
を
支
え
る
ケ
ア
ー

介
護
の
\

「畑
は
ど
う
し
と
る
の。草
む
し
り

は
?
」
。
石
川
県
立
高
松
病
院(か

ほ
く
市)の
訪
問
看
護
師
、
林
恵
平
会
」

ん
(臼
)が
、
か
ほ
く
市
の
加
代
女
性

に
話
し
か
け
る。自
宅
の
居
間
で
椅

子
に
腰
掛
け
、
女
性
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
様
子
で
近
況
を
語
り
始
め
た

。

女
性
は
数
年
前
に
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
1

病
に
よ
る
認
知
症
と
診
断
さ
れ

た
。

近
所
の
住
民
が
悪
口
圭
富
っ
て

い
る
と
思
い
込
ん
で
も
め
事
を
起
こ

し
た
り
、
「
隣
の
人
が
野
菜
の
箇
を

盗
ん
で
い
っ
た」
と
訴
え
る
な
ど
、

B
P
S
D
(認
知
機
簡
の
低
下
に
伴

家族の心理的負担も緩和
っ
て
現
れ
る
行
動
障
害
)
が
深
刻
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
薬
物
治
療
と
並

{
付
レ
て
、

訪
問
看
護
が
始
ま
っ
た
。

入
院
前
後
を
支
え
る

訪
問
看
護
は
、
症
状
が
比
較
的
軽

く
入
院
に
ま
で
は
至
ら
な
い
段
階
の

患
者
ゃ
、
入
院
治
療
を
経
た
患
者
の

経
過
を
見
守
り
、
在
宅
療
養
を
支
え

る
の
が
目
的
だ
。

林
三
は
常
に
叩

人
程
度
の
患
者
を
受
け
持
ち
、
現
在

は
志
賀
町
か
ら
金
沢
市
ま
で
軽
自
動

車
で
奔
走
し
て
い
る
。

最
近
、
女
性
が
趣
味
の
編
み
物
を

や
め
て
し
ま
っ
た
と
聞
い
た
林
『
ヤ
ん

は
、
「
今
度
、
二
人
で
や
る
っ
か
。

い
つ
も
洗
い
物
を
し
て
く
れ
と
る
旦

那
の
た
め
に
、
私
も
タ
ワ
シ
で
も
編

も
う
か
ね
」
と
提
案
し
た
。

手
先
を

動
か
す
編
み
物
は
作
業
療
法
と
し
て

も
有
効
だ
が
、
無
理
強
い
せ
ず
に
本

人
の
や
る
気
を
引
き
出
す
よ
う
な
促

し
方
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

。

編
み
物
の
話
題
を
き
っ
か
け
に
、

女
性
は
織
物
を
な
り
わ
い
に
し
て
い

た
頃
の
配
憶
を
た
ど
り
、
子
供
が
幼

か
っ
た
頃
の
思
い
出
を
次
々
と
口
に

す
る。
認
知
機
能
の
改
善
効
果
が
あ

る
と
『
れ
る「回
想
法」
の
一
環
だ。

「
夜
に
誰
か
が
ト
ン
ト
ン
と
叩
い

た
り
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
か
ね

?

」
。林
『
%
は
、
月
に
一
度
の
訪

問
時
に
、
雑
談
し
な
が
ら
B
P
S
D

の
状
況
な
ど
を
『
り
げ
な
く
聞
き
取

っ
て
い
る。
前
問
看
護
を
続
ォ
な
が

ら
、
適
切
な
介
護
環
境
を
整
え
て
い

っ
た
こ
と
で
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た

り
妄
想
を
抱
じ
り
と
い
っ
た
女
性

の
B
P
S
D

は
、
す
っ
か
り
治
ま
っ

て
い
る
と
い
う
。

訪
問
看
護
は
、
介
護
す
る
側
の
心

の
負
担
を
和
ら
げ
る
効
果
も
大
き

い
。

女
性
の
長
女
は
湾
幡
町
内
か
ら

通
っ
て
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い

る
が
、
「
母
と
二
人
だ
け
や
と
息
が

詰
ま
っ
て
、
正
直
、
手
が
出
そ
う
に

な
る
こ
と
も
あ
っ
た」主
自
白
す
る。

あ
る
時l
、
女
性
が
急
に
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
通
い
を
嫌
が
り
、
困
り
果
て

た
長
女
か
ら
の
緊
急
連
絡
を
受
け
て

埜
ヤ
ん
が
と
り
な
し
た

。

今
で
は「
週

に
3

回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
行
か
ん

な
ん
し
、
忙
し
い」と
喜
々
と
話
す

ほ
ど
、
女
性
の
生
き
が
い
の

一部
に

な
っ
て
い
る。

認
知
症
の
人
を
抱
え
る
家
庭
は
、

社
会
か
ら
孤
立
し
、
適
切
な
サ
ポ
ー

ト
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
共
倒
れ
に

な
る
ケl
ス
も
少
な
く
な
い
。

「
い
つ
で
も
助
け
を
求
め
ら
れ

る
存
在
が
い
る
と
思
え
る
だ
け
で

心
強
い
し
、
頑
張
っ
て
み
よ
う
と

い
う
-
E持
ち
に
な
れ
る」
と
長
女

が
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う

に
、
在
宅
介
護
に
第
三
者
が
介
入
す

る
意
義
は
大
き
い
。

本
音
を
く
み
取
る

寵
知
症
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
診 察

室
で
は
見
え
な
い
部
分
が
多
い

。

時
に
自
尊
心
が
邪
魔
を
し
て
引
っ
込

ん
で
し
ま
う
患
者
の
本
音
l

、

本
人

に
と
っ
て
最
善
の
介
護
環
境
を
考
え

る
上
で
重
要
な
情
報
判
ι。

そ
ん
な
思

い
を
く
み
取
る
に
は
、
患
者
や
家
族

と
時
聞
を
か
げ
て
向
当
』
合
い
、
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
前
提
に
な
る

。

「
娘
に
も
見
せ
な
い
涙
宍
林
さ

ん
に
は
見
せ
る
。

そ
れ
だ
け
母l
頼

り
に
し
て
る
ん
だ
と
思
い
ま
す

」
。

長
女
の
言
葉
に
、
林
『
ヤ
ん
の
目
が
見

る
見
る
潤
ん
だ

。

埜
ヤ
ん
はω
年
に
わ
た
り
県
立
中

央
病
院
と
悪
病
院
で
勤
務υ、
定

年
後
、
訪
問
看
護
師
と
し
て
再
任
用

『
れ
た。
こ
の
道
を
選
ん
#
智
景
に

は
、
自
身
の
母
も
認
知
症
と
な
り
、

介
護
に
苦
労
し
た
経
験
が
あ
る

。

「
何
か
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
お
い

で、

と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
受
け
皿
が
、

も
っ
と
必
要
な
ん
で
す

。

態
雪
」
ん

は
自
分
の
将
来
の
祭
だ
と
思
っ
て
接

し
て
い
る。

こ
ん
な
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
」
。林
『
ヤ
ん
の
言
葉
に
は
、
確
か

な
充
実
感
が
こ
も
っ
て
い
た

。

(竹
森
和
生)

北
園
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月

5
日
(
金)
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県看護協会児の在宅療養支えよう

と安全管理総集版 2015年9号

重
い
病
気
や
障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
訪
問

看
護
体
制
を
充
実
さ
せ
よ
ラ
と

、

県
看
護
協
会
は
本

年
度
、
核
と
な
る
訪
問
看
護
師
の
養
成
を
始
め
た
。

専
門
知
識
や
技
術
を
習
得
し
た
人
材
が
地
域
の
訪
問

訪
問
看

県
に
よ
る
と、

県
内
で
暮
ら

す
重
度
障
害
児
(
同
歳
未
満
)

の
'
2り
、
在
宅
療
養
中
の
子
ど

も
は
現
在
邸
入。
こ
の
う
ち
3

割
に
当
た
る
お
人
が
経
管
栄
養

や
た
ん
の
吸
引
、
酸
素
吸
入
な

ど
の
医
療
ケ
ア
彩
必
要
と
し
て

い
る
。

た
だ
、
重
症
児
に
対
応
で
き

る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は

高
知
市
内
に
3

施
設
あ
る
だ

け
。
医
療
ケ
ア
に
対
応
で
き
る

病
院
や
施
設
も3
施
設
に
計
加

床
し
か
な
く
、
満
床
が
続
い
て

い
る
。

こ
・7
レ
た
状
況
か
ら
、
退
院

後
の
生
活
が
決
ま
ら
ず
、
病
院

の
G
C
U
(新
生
児
回
復
治
療

室
)
に
長
期
入
院
す
る
子
ど
も

が
糟
加。
郡
部
を
中
心
に、

在

宅
療
養
へ
の
支
援
充
実
が
課
題

に
な
っ
て
い
た。

退院や連携の調整役に

看
護
師
を
教
育
し
た
り
、
患
者
の
在
宅
支
援
を
調
聾

し
た
り
す
る
こ
と
で、
重
症
児
の
在
宅
療
獲
が
難
し

か
っ
た
郡
部
で
の
支
援
拡
充
を
目
指
す
。

(
門
田
朋
三
)

の
養
成
開
始

今
回
の
事
業
で
養
成
す
る
の
さ
ぎ
り
さ
ん
(
鈎
)

。

3

月
ま
で

は
、
中
核
と
な
る
訪
問
看
護
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
の
N
I
C

師
。
県
看
護
協
会
は
今
春
、
県U(
新
生
児
集
中
治
療
室
)
や

の
補
助
を
受
防
、
看
護
師
1

人
G
C
U
に
勤
務
し
て
い
た
。
子

を
採
用。
東
京
都
内
の
病
院
と
ど
も
た
ち
の
退
院
調
盤
に
関
わ

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
半
る
中
で
「
家
で
の
生
活
は
ど
っ

年
問
、
研
修
を
受
け
さ
せ
る

。

し
て
い
る
の
か
」
と
考
え
る
よ

研
修
終
了
後
は
県
内
で
訪
問
う
に
な
り
、
在
宅
看
護
や
地
域

看
護
師
の
教
育
、
地
績
の
医
療
連
携
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か

機
関
や
福
祉
保
健
所
と
の
在
宅
ら
、
今
回
の
研
修
に
手
を
挙
げ

支
援
調
盤
に
当
た
る
。
た
。

県
看
護
協
会
の
宮
弁
千
窓
会4
月
末
、
県
看
護
協
会
が
選

長
は
「
県
内
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
営
す
る
訪
問
看
護
ス
テ

1

シ
ヨ

を
支
援
す
る
ケ
ア
・
コ
l

デ
ィ
ン
所
長
の
中
屋
光
代
さ
ん
(
川
明
)

ネ
l

タ
ー
と
し
て
餐
成
レ
、

ど
に
同
行
し
、
高
岡
郡
地
引

"町
で

の
地
域
で
も
小
児
が
訪
問
看
護
自
宅
療
養
す
る
田
元
湊
祐
ち
ゃ

を
受
防
ら
れ
る
体
制
を
控
え
た
ん(2
)を
訪
ね
た
。
脳
性
ま
ひ

い
」。
来
年
度
も
看
護
師1
人
の
た
め
経
管
栄
養
を
行
っ
て
い

を
採
用
す
る
予
定
だ
と
い
う
。
る

。

「
そ
・2り
ゃ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
元
気
ゃ
っ
た
?
」

一か
ら
胃
に
通
じ
た
チ
ユ
|

-
表
情
の
変
化

今
春
採
用
さ
れ
た
の
は
島
内

訪
問
看
護
の
役
割

3

暮
ら
し
を
支
え
る
ケ
ア
ー

ブ
の
交
換
や
体
調
の
チ
ェ
ッ
ク

・
:
。
優
し
く
話
し
掛
け
な
が

ら
、
2

人
で
て
き
ぱ
き
と
こ
な

し
て
い
く
。

島
内
さ
ん
は、
東
京
に
行
く

前
の
こv
pレ
た
研
修
で
、
親
の

表
情
が
盟
問
隈
と
は
異
な
る
こ
と

に
気
づ
い
た
。

「
病
院
で
は
『
お
医
者
さ
ん

に
お
任
せ
し
ま
す
』
と
話
し
て

い
た
親
御
さ
ん
が
、
家
庭
で
は

そ
の
子
の
プ
ロ
に
な
っ
て
い

た
」医

療
ケ
ア
が
必
要
な
わ
が
子

を
「
家
で
育
て
る
」
と
決
意
し

た
親
の
顔。
そ
ん
な
家
族
を
支

え
た
い
、
と
の
思
い
を
強
く
し

た
。

-
伴
走
者

県
内
に
は
臼
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
成
人
の
み
を
対
象
に
し

て
い
る
。
小
児
の
在
宅
療
養
が

進
ま
な
い
の
は
、
高
い
専
門
性

が
求
め
ら
れ
る
た
め
だ
。

「
重
症
児
は
体
調
が
安
定
し

づ
ら
い
」
と
中
屋
さ
ん
。

体
混

調
節
が
難
し
く
、
砂
山
の
変
化

で
発
熱
や
脱
水、

晦
吐
な
ど
の

症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
る

。

全
身
状
態
の
観
察
方
法
、
痛 み

の
訴
え
方
も
成
人
と
は
遣

い
、

「
成
人
を
看
護
で
き
れ
ば

小
児
も
で
き
る
、
と
い
う
単
純

な
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
」
。

加
え
て
、
「
家
族
主
」
と
ケ

ア
す
る
」
と
注
視
点
も
必
要

に
な
る。
中
屋
さ
ん
は言
う
。

「
お
慢
さ
ん
た
ち
は
『
育

児
』
と
い
う
窓
識
を
持
っ
て
い

た
い
と
話
す。
訪
問
看
護
師
は

子
ど
も
の
成
長
を
一
緒
に
見
守

る
伴
走
者。
お
母
さ
ん
に
医
療

ケ
ア
を
指
導
し
、
一
生
懸
命
に

な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
家
族
の
雰

囲
気
を
察
知
す
る
こ
と
も
大

事
。

育
児
の
視
点
を
忘
れ
ず
、

負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
支
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

今
月
U
日
に
は
東
京
の
国
立

成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
赴

い
た
島
内
さ
ん。

「
家
族
に
と

っ
て
、
退
院
は
ゴl
ル
で
は
な

く
ス
タ
ー
ト
。

学
び
を
生
か

し
、

支
援
の
在
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
」
と
、
研
修
に
励
ん

で
い
る。高

知
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
日
日
(
金
)
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制度の穴埋めるケアを

訪
問
看
護
の
役
割

1

暮
ら
し
を
支
え
る
ケ
ア
ー

在宅介護を支える有償ボランティア看護

師の会「キャンナス」の設立が中部地方で

相次いでいる。 医療 ・ 介護など公的な制度

の隙聞を、看護師の技能で埋める取り組み

だ。 各地での活動を、 2 回に分けて伝え

る。 (佐橋大)

昨
年
末
に
発
足
し
た
キ
ャ
ン
ナ

ス
岐
車
(
岐
阜
市
)
。

一
月
中
旬
に

舞
い
込
ん
だ
最
初
の
活
動
は
、
十

二
年
前
に
パi
キ
ン
ソ
ン
病
を
発

病
し
、
車
い
す
生
活
で
要
介
護5

の
女
性
(
七
一
む
の
外
出
の
介
助
だ

。

発
病
前
に
毎
年
初
詣
に
訪
れ
て

い
た
近
く
の
神
社
へ
の
参
拝
と
、

市
内
の
老
舗
温
泉
旅
館
で
の
日
帰
|在宅介護支える看護師の会 I ~上~

り
入
浴
。

自
宅
で
妻
を
介
護
す
る

夫
(
七=む
と
二
人
の
外
出
に
、
キ
ヤ

ン
ナ
ス
岐
阜
代
表
の
永
井
杜
椛
さ

ん
(
四
六
)
ら
が
リ
フ
ト
付
き
の
車
を

借
り
て
、
自
宅
に
迎
え
に
行
き
、

温
泉
で
の
入
浴
の
介
助
な
ど
を
し

た
。妻

が
病
に
倒
れ
て
以
来
、
温
泉

の
利
用
は
初
め
て。
委
は
入
浴
に

介
助
な
ど
が
必
要
だ
が
、
介
護
保

険
に
は
外
出
時
の
入
浴
介
助
の
サ

ー
ビ
ス
は
な
く
、
夫
婦
は
諦
め
て

い
た
。

訪
問
診
療
の
主
治
医
の
勧

中
部
各
地
で
発
足

め
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
。

「
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
が
飛
ん
で

い
き
ま
し
た
。

い
い
思
い
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
、
湯
上
が

り
の
夫
は
感
激。

口
数
の
少
な
い

妻
も
ご
年
に
て
こ
度
は
、
来

た
い
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

永

井
さ
ん
は
「
お
二
人
の
う
れ
し
そ

う
な
顔
を
見
て
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
。

亡
き
父
母
を
見
て
い
る

よ
う
で
、
じ
ー

ん
と
し
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
た。

キ
ャ
ン
ナ
ス
岐
阜
は
、
永
井
さ ん

の
ほ
か
、
雪
護
師
ら
十
人
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

医
療
依
存
度
の
高
い
患
者
の
旅
行

の
同
行
の
ほ
か
、
終
末
期
の
が
ん

患
者
の
在
宅
療
養
を
支
援
し
た

り
、
障
害
児
の
介
護
者
が
一
休
み

す
る
た
め
代
わ
り
に
介
護
し
た

り
、
希
望
に
応
じ
て
提
供
す
る
。

利
用
希
望
者
は
、
電
話H
0
5
8

(
2
1
3
)
8
6
8
8
Hで連
絡

し
、
初
回
登
録
料
五
千
円
と
協
力

金
(
一
時
間
千
四
百
八
十
円
以

上
)
な
ど
を
支
払
う
。

-歩くのがつらいので家から病
院まで送ってほしい
・高齢の独り暮らしなので、不
便なことが多くて困っている
・仕事に出ている問、障害のあ
る子どもを見てほしい
・介護保険を申請したが、認定
されなかった
※キャンナスのホームページから

温
泉
で
入
浴
介
助
も

永
井
さ
ん
は
保
健
所
な
ど
に
属

さ
ず
地
域
で
活
動
す
る
保
健
師
。

健
康
を
テ1
マ
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
の
運
営
や
、
障
害

児
の
支
援
を
す
る
な
ど
幅
広
い
活

動
を
し
て
い
る。
「
制
度
の
は
ざ

ま
で
苦
し
む
人
を
助
け
た
い
」
と

考
え
、
キ
ャ
ン
ナ
ス
を
発
足
さ
せ

た
。

「
病
気
が
あ
っ
て
も
人
生
は

楽
し
ん
で
い
い。
そ
れ
が
で
き
る

よ
う
な
お
手
伝
い
を
」
と
話
す
。

永
井
さ
ん
は
七
年
前
、
が
ん
で

両
親
を
相
次
い
で
亡
く
し
た
。

サ

ー
ピ
ス
が
鐙
わ
ず
、
「
最
期
は
病

院
か
ら
自
宅
に
戻
り
た
い
」
と
い

う
こ
人
の
願
い
を
か
な
え
ら
れ
な

か
っ
た
。

同
じ
よ
う
に
悩
む
家
族

の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い

も
、
活
動
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る

。

<>

キ
ャ
ン
ナ
ス
は
「
で
き
る
(
キ
ャ

ン
)
」
と
「
看
護
師
(
ナ

1

ス
)
」
を
合

わ
せ
た
造
語。

「
介
護
や
看
護
で

疲
れ
て
い
る
人
が
休
め
る
時
閣

を
」
と
一
九
九
七
年
、
神
奈
川
県

藤
沢
市
で
看
護
師
の
菅
原
由
美
さ ん

(
五
色
が
始
め
た
。

菅
原
さ
ん
が

代
表
のN
P
O

法
人
「
全
国
訪
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ナl
ス
の
会
キ
ヤ

ン
ナ
ス
」
(
キ
ャ
ン
ナ
ス
本
部
)
が
、

同
じ
思
い
で
活
動
を
始
め
る
各
地

の
団
体
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
お

り
、
全
国
に
七
十
五
団
体
が
あ
る
。

中
部
地
方
で
は
一
昨
年
ま
で
に

富
山
、
福
井
、
静
岡
、
三
重
の
各

県
や
名
古
屋
市
で
設
立
済
み
。

昨

年
は
岐
阜
市
の
ほ
か
、
十
月
に
キ

ャ
ン
ナ
ス
犬
山
(
愛
知
県
扶
桑

町
)
が
発
足。

先
月
に
は
富
山
県

高
岡
市
で
も
活
動
が
始
ま
り
、
四

月
に
は
石
川
県
輪
島
市
で
も
発
足

の
予
定。

各
地
の
キ
ャ
ン
ナ
ス
の
利
用
料

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
少
し
ず
つ
異
な
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
各
地
の
キ
ャ
ン

ナ
ス
へ。
本
部
の
ホl
ム
ペ
1

ジ

(
「
キ
ャ
ン
ナ
ス
」
で
検
索
)
で
連

絡
先
が
分
か
る
。

各
地
の
キ
ャ
ン

ナ
ス
に
直
接
連
絡
が
で
き
な
い
場

合
は
、
本
部H
電
0
4
6
6
(部
)

3
9
8
0

H

へ
。
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きめ細かな対応
広
、
が3

キ
ャ
ン
ナ
ス

昨
年
七
月
、
訪
問
診
療
を
手
掛

げ
る
福
井
市
の
診
療
所
か
ら
、
隣

接
す
る
福
井
県
鯖
江
市
の
男
性

(
七=
UH
当
時
H

の
自
宅
を
訪
ね
て

ほ
し
い
と
、
「
キ
ャ
ン
ナ
ス
さ
ば

え
」
(
鯖
江
市
)H
電
0
7
7
8

(
臼)
4
1
7
7H
に
連
絡
が
あ
っ

た
。

当
時
、
男
性
は
末
期
が
ん
で

福
井
市
内
の
病
院
に
入
院
中
。

「
最
期
は
自
宅
で
迎
え
た
い
」
と

望
ん
で
い
た。
退
院
し
た
場
合
、

主
に
介
護
す
る
家
族
は
、
名
古
屋

市
か
ら
駆
け
つ
け
る
会
社
員
の
長

男
。

み
と
り
は
初
め
て
で
、
不
安

を
抱
え
て
い
た。

訪
問
介
護
で
カ
バ
ー
で
き
る
看

護
や
診
療
は
、
一
日
の
う
ち
数
時

間
が
限
度。
特
に
対
応
が
心
配
な

夜
か
ら
朝
に
か
け
て
、
付
き
添
え

な
い
か
と
の
依
頼
だ
っ
た。
キ
ャ

ン
ナ
ス
さ
ば
え
代
表
の
天
谷
ま
り

子
さ
ん
(
五
=む
は
「
介
護
に
疲
れ
た

家
族
を
休
ま
せ
る
の
が
、
キ
ャ
ン

ナ
ス
の
役
目
」
と
引
き
受
り
た。

[公的サービスの狭間で l ~下~

男
性
の
体
調
に
異
常
が
な
い

か
、
枕
元
で
見
守
り
、
時
々
一
墜
し
叫

を
変
え
た
り
、
背
中
を
さ
す
っ
た

り
。

退
院
日
か
ら
ほ
ぼ
毎
晩
通

い
、
八
日
目
に
男
性
は
息
を
引
き

取
っ
た。
長
男
は
「
天
(
会
ヂ
ん
た

ち
が
い
て
く
れ
た
か
ら
、
退
院
も

決
断
で
き
た。
父
の
巌
後
の
願
い

を
か
な
え
ら
れ
て
良
か
っ
た
。

キ

ャ
ン
ナ
ス
の
方
の
付
き
添
い
は
心

強
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

天
谷
さ
ん
は
こO
O
二
年
、
地

じ
理
念
を
掲
げ
る
キ
ャ
ン
ナ
ス
の

活
動
を
知
っ
た
。

本
部
の
公
認

で
二
三
年
か
ら
「
キ
ャ
ン
ナ
ス
さ

ほ
え
」
も
名
乗
る
よ
う
に
な
り
、

六
人
で
活
動
し
て
い
る
。

障
害
者
へ
の
公
的
な
サ
ー
ビ
ス

で
賄
え
な
い
部
分
を
轡
つ
こ
と
も

あ
る
。

一
月
末
に
は
、
鯖
江
市
の

堀
真
純
さ
ん
(
回
O
)の
家
族
旅
行
に

付
き
添
っ
た。
真
純
さ
ん
と
弟
の

大
義
さ
ん
(=ε
は
、
と
も
に
脊
髄

小
脳
変
性
症
で
電
動
車
い
す
で
の

キ
ャ
ン
ナ
ス

看
護
師
ら
が
在

宅
療
養
す
る
人
の
家
族
ら
に
代
わ

り
、
有
料
で
介
護
や
看
護
を
す
る

取
り
組
み。
神
奈
川
県
に
本
部
が

あ
り
、
全
国
で
布
団
体
が
あ
る

。

利
用
者
は
初
回
登
録
料
や
、
実
質

程
度
の
協
力
金
な
ど
を
支
払
う

。

金
額
は
各
団
体
で
異
な
る

。

申
し

込
み
は
各
地
の
キ
ャ
ン
ナ
ス
へ
。

キ
ャ
ン
ナ
ス
本
部
の
ホl
ム
ペ
ー

ジ
に
連
絡
先
を
掲
載
し
て
い
る
。

在
宅
の
道
広
げ
る

生
活
。

全
面
的
に
介
護
が
必
要

だ
。

隣
県
の
石
川
県
{
八
水
町
へ
の

日
帰
り
だ
っ
た
が
、
障
害
者
の
外

出
に
介
助
者
が
同
伴
す
る
公
的
な

サ
ー
ビ
ス
「
移
動
支
援
」
で
は
、

旅
行
に
要
す
る
時
間
の
全
て
を
カ

バ
ー

で
き
ず
、
一
部
を
キ
ャ
ン
ナ

ス
の
付
き
添
い
で
対
応
し
た
。

真

純
さ
ん
ら
は
穴
水
町
の
「
か
き
ま

つ
り
」
で
、
好
き
な
カ
キ
を
塩
能

で
き
た。

<>

一O
年
か
ら
活
動
す
る
「
キ
ヤ

訪
問
看
護
の
役
割

i

暮
ら
し
を
支
え
る
ケ
ア
ー

終
末
期
や
難
病
支
援

域
住
民
が
支
え
合
い
、
介
護
保
険

な
ど
で
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
介
護

や
通
院
の
送
迎
、
子
育
て
支
援
な

ど
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

N
P
O

法
人
「
さ
わ
や
か
さ
ば
え

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹
」
を
発
足
さ
せ

た
。重

い
介
護
が
必
要
な
神
経
難
病

の
家
族
か
ら
「
急
用
で
留
守
の

問
、
家
族
の
代
わ
り
に
見
守
っ
て

ほ
し
い
」
と
の
依
頼
が
入
れ
ば
、

自
ら
准
看
護
師
の
資
格
を
生
か
し

引
き
受
け
て
い
た。
そ
の
後
、
同

ン
ナ
ス
名
古
屋
」
H

0
8
0

(
4
6
5
8
)
7
7
3
7
H

も
利
用

者
の
依
頼
に
応
じ
、
介
護
保
険
な

ど
で
カ
バ
ー

し
き
れ
な
い
医
療
的

な
ケ
ア
を
し
て
い
る。

代
表
の
富
士
恵
美
子
さ
ん
ら
十

五
人
が
登
録。
冨
士
さ
ん
が
代
表

を
兼
務
す
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
病
院

や
施
設
に
勤
め
る
看
護
師
ら
が
、

休
み
や
空
き
時
間
に
活
動
に
参
加

す
る。名

古
屋
市
内
で一人

ら
し
を

す
る
糖
尿
病
の
高
齢
の
女
性
か
ら

は
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
打
っ
て

ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

女

性
は
右
半
身
が
ま
ひ
し
て
、
自
分

で
は
で
き
な
い。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
は
介
護
保
険
の
訪
問
看
護
で
看

護
師
に
頼
む
こ
と
も
考
え
た
が
、

毎
日
の
注
射
に
対
応
で
き
な
い
の

で
、
カ
バ
ー
し
て
ほ
し
い
と
い
う

内
容
だ
っ
た。

末
期
が
ん
患
者
の
一
時
帰
宅
へ

の
付
き
添
い
や
、
「
家
族
が
い
る

か
ら
」
と
、
あ
ま
り
長
い
時
間
の

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
、
重
い
障
害
の
子
ど
も
の

ケ
ア
に
入
る
こ
と
も
あ
る。

「
キ
ャ
ン
ナ
ス
の
活
動
で
、
重

い
病
気
で
も
家
で
過
ご
せ
る
可
能

性
は
高
ま
る。

多
く
の
依
頼
が
来

る
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
都
合
が
つ
か

ず
、
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

る
。

一
人
で
も
多
く
の
費
護
師
に

キ
ャ
ン
ナ
ス
の
活
動
に
加
わ
っ
て

ほ
し
い
」と
富
士
さ
ん
は
訴
え
る
。
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日
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朝
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韓国3要因

M
E
R
S

の
脅
威

か月感染確認 1

韓
国
で
中
東
呼
吸
器
症
候
群(
M
E
R
S
)コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
加
臼
で
1

か
月
と
な

る
。
感
染
の
拡
大
が
続
き
、
日
日
現
在
の
死
者
は
お
人
、
感

染
者
は1
6
5

人
と
な
っ
た
。
世
界
保
健
機
関(
W
H
O
)

は
感
染
鉱
大
の
原
因
と
し
て
、
政
府
や
医
療
機
関
の
初
期
対

応
の
遅
れ
に
加
え
、
韓
国
特
有
の
慣
習
を
挙
げ
て
い
る
。

(
ソ
ウ
ル
吉
田
敏
行
)

W
H
O
指
摘

「
政
府
レ
ベ
ル
の
迅
速
な
対

応
が
必
要
だ
」

W
H
O
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

チ
ャ
ン
事
務
局
長
は
沼
田
、
世

界
看
護
師
大
会
へ
の
出
席
で
訪

れ
た
ソ
ウ
ル
で
開
い
た
記
者
会

見
で
、
こ
う
述
べ
た
。
韓
国
保
健

福
祉
省
は
、
月
末
ま
で
に
散
発

的
な
発
生
を
止
め
る
こ
と
を
目

標
に
、
感
染
者
を
隔
離
す
る
病

院
の
集
中
管
理
を
徹
底
。
叩
人

以
上
の
感
染
者
が
出
た
サ
ム
ス

ン
ソ
ウ
ル
病
院
(
ソ
ウ
ル
市
)
の

全
職
員
検
査
も
実
施
す
る
予
定

だ
。
た
だ
、
現
時
点
で
有
効
な

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
は
な
く
、

-
家
族
ら
が
世
話

回
目
、
感
染
者
の
妻
を
看
病

中
に
院
内
感
染
し
た
男
性
(
位
)

の
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
婆
は

す
で
に
死
亡
し
、
初
の
夫
婦
で

の
死
亡
例
と
な
っ
た
。

同
省
に
よ
る
と
、
感
染
者1

6
5

人
の
う
ち
お
%
を
家
族
や

見
舞
客
が
占
め
て
い
る
。
韓
国

で
は
、
看
護
師
が
患
者
の
着
替

え
な
ど
身
の
回
り
の
世
話
を
し

な
い
の
が
一
般
的
で
、
代
わ
り

に
家
族
や
私
費
で
雇
う
看
病
人

が
面
倒
を
み
る
。

ま
た
、
地
縁
・
血
縁
が
強
く
、

知
人
が
入
院
す
れ
ば
多
く
の
見

舞
客
が
訪
れ
る
。
「
本
来
は
美

-
か
ぜ
で
も
救
急
に

韓
国
の
大
型
病
院
の
救
急
病

棟
は
、
か
ぜ
な
ど
の
軽
い
症
状

で
も
受
け
入
れ
る
た
め
、
訪
れ

る
人
が
多
く
、
常
に
混
雑
し
て

い
る
。
入
院
す
る
患
者
は
、
一

般
病
棟
の
ベ
ッ
ド
が
空
く
ま
で

救
急
病
棟
の
大
部
屋
な
ど
に
い

る
ケ
i

ス
が
多
く
、2
1
3

日

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

二
次
感
染
源
と
な
っ
た
男
性

(
缶
)
は
5

月
幻
日
に
サ
ム
ス
ン

ソ
ウ
ル
病
院
を
訪
れ
、
肺
炎
の

よ
う
な
症
状
で
入
院
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
多
く
の
他
の
患

者
で
混
み
合
う
救
急
病
棟
で
そ

の
ま
ま
却
日
ま
で
滞
在
。
こ
の

間
、
他
の
患
者
や
医
療
関
係
者
、

訪
問
者
ら
が
感
染
し
た
と
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
救
急
病
棟
の

5月20日 中東から諸国10:帰国した男性の感
染を確認

21 日 弱国政府が危機対応専門家会議
を開催

6月1 目 朴大統領が首席秘・官会議で
MERSに初めて奮及

2日 弱国政府がMERS感染確認以
来、初の死者が出たと発表

38 朴大統領が民富合同緊急対策会
識を初めて主宰

78 感浪者が発生、滞在した病院名を
公開

10日 大統領府が朴大統領の訪米延期
を発表

17日 世界保健機関(WHO)がMERりS 
について「緊急事態宣曾Jを見送

18日 鶴国政府が、 MERこStの普え死た者とが発2表3 
人、感染者が165人l

MERS感綾確恕以降の経鱒入
り
口
を
患
者
の
症
状
別
に
分

け
る
な
ど
の
改
箪
が
必
要
と
の

指
摘
が
出
て
い
る
と
い
う
。

-
3
か
所
で
二
次
感
染
者

最
初
の
感
染
者
の
男
性
(
飽
)

は
、
訪
れ
た
病
院3
か
所
で
二

次
感
染
者
を
発
生
さ
せ
た
。
サ

ム
ス
ン
ソ
ウ
ル
病
院
の
感
染
源

の
男
性
患
者
も
、2
か
所
の
病

院
で
約
別
人
に
感
染
さ
せ
た
。

韓
国
で
は
医
療
費
が
安
く
、

患
者
が
自
分
に
合
う
医
師
を
探

し
て
医
療
機
関
を
転
々
と
す
る

傾
向
が
あ
る
。
政
府
と
合
同
調

査
を
行
っ
たW
H
O
の
ケ
イ
ジ

-
フ
ク
ダ
事
務
局
長
補
は
「
感

染
者
が
病
院
を
回
れ
ば
、
他
人

に
感
染
さ
せ
る
確
率
も
婚
す
」

と
指
摘
し
た
。

医
師
免
許
を
持
つ
保
健
当
局

者
は
本
紙
に
「
地
域
の
中
核
病

院
を
紹
介
し
て
も
、
サ
ム
ス
ン

ソ
ウ
ル
病
院
な
ど
『
ビ
ッ
グ
5

』

と
さ
れ
る
有
名
な
大
型
病
院
に

行
く
一
流
志
向
の
患
者
が
い

る
。
一
方
で
、
患
者
が
た
ら
い
回

し
に
さ
れ
る
ケl
ス
も
あ
る
。

今
回
の
感
染
拡
大
は
韓
国
の
医

療
シ
ス
テ
ム
全
体
の
問
題
を
浮

き
彫
り
に
し
た
」
と
語
っ
た
。

一
一-
-
-
a
-
-
-
-

一
一-
-
-
一
-
-
一
-
一
-
一
-
一
一
-
-
一
-
-
-
-
一
-
一
-
-
-
一
-
一
-
一
-
-
-
-
-
-
-
一

-
-
-
-
-
-
-
-
E
-
-

一
-
一
-
一
一
一
-
一
-
-
一
一
-
-
-
一
一
-
-
-
一
-
一
一
-
-
-
-
-
一
-
一
-
-
-
-
-
-
-
一
-
-
-
-
一
-
一
一
-
-
-
-
-
-
一
-
一

-
-
-
一
-
-
-
一
一
-
-
-
-
-
-
一
-
-
-
一
一
-
-
-
一

-
-
-
-
-
R
一
-
-
一
一
-
-
-
-
一
-
-
-
-
-
-
-
-
-

日
本
の
場
合

指
定
機
関
に
入
院
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MERS拡大
感
染
者
は
矯
え
続
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
W
H
O
が
指

摘
し
た
感
染
拡
大
要
因
が
国
民

の
関
心
を
集
め
て
い
る
。W
H

O

は
、
①
家
族
や
見
舞
客
が
患

者
に
付
き
添
う
習
慣
②
混
み
合

っ
た
救
急
病
棟
③
複
数
の
病
院

で
治
療
を
受
け
る
「
ド
ク
タ
ー

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
ー
ー
な
ど
を

列
挙
。
い
ず
れ
も
韓
国
で
普
通

に
見
ら
れ
る
「
医
療
慣
行
」
だ
。

。WHOが指摘した
韓国での感染拡大要因

.讃主童図面民訴滴適当ìë 】

し
い
文
化
な
の
だ
が
・
・・。
今

回
を
教
訓
に
改
善
す
べ
き
だ」
。

官
民
合
同
対
策
チl
ム
長
の
金

字
柱
・
高
麗
大
教
授
は
、
外
国

メ
デ
ィ
ア
と
の
記
者
会
見
で
そ

う
述
べ
た
。

日
本
国
内
でM
E
R
S
の
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
韓

国
と
同
様
の
事
態
を
招
く
懸
念

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

厚
生
労
働
省
の
担
当
者
は

「
日
本
の
医
療
機
関
で
の
看
護

o
m
aで
の
M
E
R
S

感
綾
賓
の
内
駅
(
上
)
と

発
生
体
挫
の
擁
移
(
下
)
韓
国
保
健
福
祉
省
発
表

件

20 

10 

~t~. . .1..11 
20日 25 30 1 5 10 1517 
」一一5月一一-lL一一一一6月一一一一」

看病人4

Z-

麗翻醸鱒露繍盟副

M
E
R
S

の
脅
威 ..置極~~弓E凶面・E圃圃圃圃圃圃~

は
、
親
族
ら
で
は
な
く
、
看
護

師
が
行
うO
M
E
R
S
の
感
染

の
疑
い
が
あ
る
人
は
個
室
に
入

院
さ
せ
る
た
め
、
韓
国
の
よ
う

に
院
内
感
染
が
広
が
る
状
況
は

考
え
に
く
い
」
と
語
る
。

厚
労
省
は
、
①
韓
国
か
ら
の

入
国
者
で
高
熱
や
せ
き
な
ど
の

症
状
が
あ
る
②2
週
間
以
内
に

感
染
が
疑
わ
れ
る
患
者
と
接
触

し
た
ー
ー

な
ど
、
感
染
の
疑
い

が
あ
る
人
に
対
し
、
保
健
所
に

連
絡
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

そ
の
後
、
病
原
体
を
外
に
漏
ら

さ
な
い
設
備
の
あ
る
感
染
症
指

定
医
療
機
関
に
入
院
さ
せ
る
。

し
か
し
、
保
健
所
に
連
絡
せ

ず
、
自
分
の
判
断
で
医
療
機
関

を
受
診
し
て
、
待
合
室
に
居
合

わ
せ
た
別
の
患
者
に
感
染
を
広

げ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。

感
染
症
対
策
に
詳
し
い
押
谷

仁
・
東
北
大
教
授
は「
日
本
で

も
起
こ
り
え
る
の
だ
と
危
機
感

を
持
ち
、
国
民
レ
ベ
ル
で
感
染

拡
大
を
防
ぐ
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
必
要
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

(医
療
部
野
村
昌
玄
)

感
染
者
と
接
触
か

6

人
が
日
本
入
国

4

人
は
観
察
終
了

韓
国
で
M
E
R
S
の
感
染
が

広
が
っ
て
い
る
問
題
で
、
菅
官

房
長
官
は
問
日
、
こ
れ
ま
で
に

韓
国
で
感
染
者
と
接
触
し
た
可

能
性
が
あ
り
、
日
本
に
入
国
し

た
人
は
6

人
と
明
ら
か
に
し

た
。
日
本
人
と
韓
国
人
が
各3

人
と
い
う
。

日
本
政
府
は
6

人
に
つ
い

て
、
韓
国
政
府
か
ら
の
情
報
な

ど
で
把
握
。
日
本
で
経
過
を
観

察
し
て
い
た
が
い
ず
れ
も
症
状

は
な
く
、
4

人
は
す
で
に
観
察

の
対
象
期
間
(
感
染
の
可
能
性

が
あ
っ
た
時
点
か
らH
日
間
)

を
終
了
し
た
。
残
る2
人
は
先

週
に
日
本
に
入
国
し
、
保
健
所

が
健
康
状
態
の
確
認
を
続
け
て

い
る
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
韓
国
で

感
染
者
と
接
触
の
可
能
性
が
あ

る
人
は
空
港
の
検
疫
所
で
申
し

出
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

告白骨

関汎J

売
(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
四
日
(
金
)
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韓国MERS死者10人
感染122人拡大防止、週末ヤマ場

M
E
R
5

の
脅
威

患

-

ど
・
一

院
-

E

-

な
-
一

塁

一

患
-

f

鵬
一

時
一
一

刻一

眼
…
腫

一

ih
e

性
一

骨骨

・

桁

-

B

-

髄

め
パMe
引
刀引塞

一ω

凶
町
姓-w

…川
叫舵

一

引
刷
血思…引
叫
ん・引
骨
ゐ
叩

日
そ

一O

可閉
何
日
。
偶

・
0

ん
-
M
W
も

M
U
疾
-M
W、

が
・
0

性
-
M
W
ん

性
ん

一性
性

一
俊
炎

性
村
山
伎が
性
明
性
臓

-
性
臓

・

性
発

一

性
が

女
ぜ

一
男
慢

一

男
肺
男
刷
町一男
胃
男

M
-

女
心

一男
肝

・女
多

・男
肺

・
・
…
・-
m・
向
・-
m・
門
…
・
倫
s
・
…
・
陶・
・

…・
内

※
韓
国
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る

M
E
R
S

の
死
者
が
感
染
前
に
か
か
っ
て
い
た
病
気

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
男

性
(
町
)
が
新
た
に
死
亡
し
、
死

者
が
計
叩
人
に
な
っ
た
と
発
表

し
た
。

感
染
者
は
前
日
か
ら
日

人
増
の
計1
2
2

人
。
こ
れ
以

上
の
感
染
拡
大
を
抑
え
込
め
る

か
は
、
今
週
末
が
山
場
に
な
る

と
み
ら
れ
て
い
る。
韓
国
で
は
、

中
東
か
ら
帰
国
し
た
最
初
の
感

染
者
が5

月
見
攻
院
し
た

ソ
ウ
ル
郊
外
の
平
沢
聖
母
病

院
が
最
初
の
感
染
拡
大
の
発
端

と
な
っ
た
が
、
同
病
院
で
感
染

し
た
人
は
今
月6
日
以
降
、
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
平
沢
聖
母
病
院
で
感

染
し
、2
番
目
の
感
染
拡
大
の

起
点
と
な
っ
た
感
染
者
(
部
)
が

サ
ム
ス
ン
ソ
ウ
ル
病
院
の
応
急

{
ソ
ウ
ル
米
村
耕
一
】
韓
国

保
健
福
祉
省
は
日
目
、
中
東
呼

吸
器
症
候
群
(
M
E
R
S
)コ

処
置
室
に
入
院
し
た5
月
末
か

ら
、
今
週
末
で
霞
長
潜
伏
期
間

と
さ
れ
る
約
2

週
間
を
迎
え

る
。
こ
の
た
め
、
第
3

の
感
染
拡

大
を
防
げ
れ
ば
、
徐
々
に
沈
静

化
す
る
と
と
を
期
待
で
き
る
。

た
だ
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る

と
、
保
健
福
祉
省
幹
部
は
日
自

の
国
会
M
E
R
S
対
策
特
別
委

員
会
の
審
議
で
、
第3の
感
染

拡
大
の
起
点
に
な
る
可
能
性
の

あ
る
感
染
者
が3
人
お
り
、警

戒
を
強
め
て
い
る
と
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
い
ず
れ
も
、5
月

末
に
サ
ム
ス
ン
ソ
ウ
ル
病
院
で

感
染
し
た
患
者
だ。

そ
の
う
ち
1

人
は
、5
月
釘

日
に
サ
ム
ス
ン
ソ
ウ
ル
病
院
の

応
急
処
置
室
を
訪
ね
、
今
月
叩 日

に
韓
国
中
部
・
舟
町
の
病

院
で
死
亡
し
た
男
性
(
回
1
8

日
に
感
染
が
確
認
さ
れ
る
ま
で

の
叩
日
間
ほ
ど
、
大
田
周
辺
に

あ
る
複
数
の
病
院
を
自
由
に
出

入
り
し
て
い
た
。
保
健
当
局
は
、

男
性
と
接
触
し
た
可
能
性
が
あ

る
医
療
関
係
者
や
患
者
を
開
離

し
、
危
険
性
の
高
い
病
院
は
閉

鎖
し
た。
他
の
2

人
の
移
動
経

路
に
つ
い
て
も
、
同
織
の
措
置

を
取
っ
て
い
る
と
い
う
。

一
方
、
日
日
ま
で
に
死
亡
し

た
山
人
は
、
感
染
前
か
ろ
何
ら

か
の
疾
患
を
抱
え
て
い
た
高
齢

者
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
医
師

免
許
を
持
ち
、
医
療
取
材
を
専

門
と
す
る
朝
鮮
日
報
の
笠
間

中
記
者
は
「
呼
吸
器
や
内
臓

な
ど
に
疾
嬰
佐
抱
え
る
患
者
に

と
っ
て
は
危
険
性
が
高
い
が
、

健
康
体
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど

恐
れ
る
必
要
は
な
い
可
能
性
も

あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
ロ
日
{
金
)

韓
国
M
E
R
S
禍
1

カ
月

W
H
O
「
医
療
文
化
も
一
因
」

韓
国
で
中
東
呼
扱
器
症
候
群

(
M
E
R
S
)コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
最
初
の
感
染
者
が
見
つ
か

っ
て
初
日
で
1

カ
月
を
迎
え

る
。

四
日
現
在
で
感
染
者
は
1

6
6

人
で
、
う
ち
但
人
が
死
亡

し
た
。

感
染
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

広
が
っ
た
の
か。
世
界
保
健
機

関
(
W
H
O
)の
調
査
団
は
韓

国
特
有
の
医
療
文
佑
も
一
因
だ

と
指
摘
し
て
い
る

。

最
初
の
感
染
者
は
朋
代
の
男

性
。

中
東
旅
行
の
後
に
体
調
が

惑
他
し
、
病
院
を
転
々
と
し

た
。
感
染
が
わ
か
っ
た
の
は4

カ
所
自
の
病
院。
こ
の
間
に
男

性
が
訪
れ
た
病
院
な
ど
で
二
次

感
染
、
三
次
感
染
も
広
が
っ

た
。
今
は
四
次
感
染
ま
で
確
認

さ
れ
て
い
る。

感
染
者
の
内
訳

は
、
病
院
に
入
院
、
来
院
し
た

患
者
が
必
%
と
最
も
多
い
。

患

者
の
家
族
や
見
舞
客
が
部
%
と 続

き
、
残
り
は
医
師
や
看
護
師

ら
病
院
関
係
者
が
四
%
。

W
H
O
の
調
査
団
は
、
病
院

で
の
感
染
予
防
措
置
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
「
医
療

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る

複
数
の
病
院
で
診
療
を
受
目
る

行
為
や
、
病
室
に
大
勢
の
家
族

や
見
舞
客
が
滞
在
す
る
と
い
っ

た
韓
国
の
文
佑
を
指
摘
し
た
。

一
方
で
、
終
息
の
メ
ド
は
た

っ
て
い
な
い
。
感
染
の
可
能
性

が
あ
り、
自
宅
な
ど
で
隔
離
さ

れ
て
い
る
人
は
四
日
現
在
で
5

9
3
0

人
。
(
ソウ
ルH
東
岡
徹)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
初
日
(
土
)
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【ソ
ウ
ルH
小
倉
健
太
郎】

韓
国
で
の
中
東
呼
吸
器
症
候

群
(
M
ER
S
H

マ
l

ズ
)

拡
大
に
関
連
し
て
、
事
実
上

サ
ム
ス
ン
グ
ル
ー
プ
の
ト
ッ

プ
に
立
つ
創
業3
代
目
、
李

在
館
(
イ・
ジ
ェ
ヨ
ン
)
氏

が
幻
目
、
ソ
ウ
ル
に
内
外
の

記
者
を
集
め
て
謝
罪
し
た
。

グ
ル
ー

プ
の
財
団
が
運
営
す

る
病
院
で
大
量
の
院
内
感
染

が
発
生
し
た
た
め
だ
。
管
理

体
制
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と

も
判
明
し
、
社
会
的
な
批
判

は
政
府
だ
け
で
な
く
病
院
に

も
向
か
っ
て
い
る
。

「
我
々
は
国
民
の
皆
憾
の

期
待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
買
任
を
痛
感

し
ま
す
」
。
李
在
舘
氏
は
同

日
、
サ
ム
ス
ン
生
命
公
益
財

団
理
事
長
と
し
て
深
々
と
頭

を
下
げ
た
。
保
健
福
祉
省
が

こ
の
日
発
表
し
たM
E
R
S

感
染
者
数
は17
5

人
。
こ

の
う
ち
白
人
が
同
財
団
の
運

営
す
る
サ
ム
ス
ン
ソ
ウ
ル
病

院
(
ソ
ウ
ル
市
)
で
院
内
感

関連病院が1~liI:G拡大批判の的|

自ら謝罪サムスン後継者、
染
し
た
。

サ
ム
ス
ン
ソ
ウ
ル
病
院
は

韓
国
で
「
ビ
ッ
グ4
」
と
呼

ば
れ
る
歳
先
端
医
療
機
関
の

一
つ
。
グ
ル
ー
プ
総
帥
で
李

在
舘
氏
の
父
、
李
健
闘
(
イ

・

ゴ
ン
ヒ
)
サ
ム
ス
ン
電
子

会
長
が2
0

1
4

年
5

月
に

急
性
心
筋
梗
塞
で
倒
れ
て
以

来
、
今
な
お
入
院
し
て
い
る と

こ
ろ
に
も
サ
ム
ス
ン
の
自

信
が
表
れ
て
い
る
。
そ
ん
な

病
院
で
何
が
起
き
た
の
か
。

発
端
は5
月
幻
臼
だ
。
救

急
車
で
運
び
込
ま
れ
た
お
歳

の
男
性
患
者
は
せ
き
な
ど
の

症
状
が
出
て
い
た
。M
E
R

S

が
最
初
に
据
付
し
た
ソ
ウ

ル
郊
外
の
平
沢
聖
母
病
院
で

直
前
に
治
療
を
受
け
て
い
た が

、

サ
ム
ス
ン
ソ
ウ
ル
病
院

が
M
E
R
S

感
染
の
疑
い
が

あ
る
と
認
識
し
た
の
は
政
府

の
連
絡
を
受
げ
た
却
日
の
こ

と
だ
。
こ
の3
日
間
で
多
く

の
医
療
関
係
者
や
他
の
患
者

に
3

次
感
染
が
進
ん
だ
。

職
員
管
理
に
も
落
ち
度
が

あ
っ
た
。
幻
自
に
入
院
し
た

患
者
がM
E
R
S

と
判
明
し

会
見
で
「
信
頼
応
え
ら
れ
ず
」

韓
国
巨
大
企
業
ト
ッ
プ

..固でMERSが発生した病院
サムスンソウル
病院(ソウル市)

テチョン病院
(大田市)

平沢聖勾病院
(平沢市)

(出所)総国政府、 238午前 11 時時点

M
E
R

5

の
脅
威

た
後
も
こ
の
患
者
と
接
触
し

た
関
係
者
の
隔
離
が
不
十
分

だ
っ
た
の
だ
。
移
動
式
ベ
ッ

ド
な
ど
で
病
院
内
の
患
者
の

移
動
を
手
伝
う
日
歳
の
男
性

職
員
は6
月
2

日
に
発
熱
や

筋
肉
痛
な
ど
の
症
状
が
出
た

が
叩
日
ま
で
そ
の
ま
ま
勤

務
。
同
じ
く
叩
日
ま
で
勤
務

を
続
け
て
後
にM
E
R
S
と

診
断
さ
れ
た
医
師
も
い
る
。

同
病
院
は
さ
ら
な
る
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
現
在
は

一
部
を
閉
鎖
中
だ
。
外
来
診

療
や
入
院
の
新
規
受
け
付
け は

中
止
。
緊
急
の
ケ
1

ス
を

除
き
手
術
も
して
い
な
い
。

朴
樺
恵
(
パ
ク・
ク
ネ
)

大
統
領
は
げ
目
、M
E
R
S

対
応
で
訪
れ
た
国
立
保
健
研

究
院
に
サ
ム
ス
ン
ソ
ウ
ル
病

院
の
院
長
を
呼
ん
で
「
サ
ム

ス
ン
ソ
ウ
ル
病
院
さ
え
う
ま

く
い
け
ば
多
く
の
問
題
が
解

決
す
る
」
と
対
応
強
化
を
強

く
要
請
し
た
。
初
期
対
応
の

失
敗
を
指
摘
さ
れ
た
政
府
が

責
任
の
一
端
を
押
し
つ
け
よ

う
と
す
る
面
も
あ
る
と
は
い

え
、
病
院
に
対
す
る
市
民
の

視
線
は
冷
た
い
。
メ
デ
ィ
ア

か
ら
も
批
判
が
相
次
ぐ
。

輯
国
に
お
い
て
サ
ム
ス
ン

グ
ル
ー
プ
は
単
な
る
一
企
業

集
団
で
は
な
い
。
電
機
の
ほ

か
建
設
、
商
社
、
保
険
、

シ

ス
テ
ム
開
発
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
業
種
は
多
岐
に
わ
た

る
。
中
核
企
業
、
サ
ム
ス
ン

電
子
の
株
式
時
価
総
額
は
1

9
4

兆
埠
(
約
幻
兆
円
)
と
韓

国
ト
車
企
業
の
日
%
を
占
め

る
。
所
得
格
差
の
広
大
を
背 景

に
，
持
て
る
者uの
象
徴
で

あ
る
サ
ム
ス
ン
批
判
は
絶
え

な
い
が
、
韓
国
人
の
自
噂
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。

健
開
氏
の
不
在
が
長
期
化

す
る
な
か
、
経
営
の
か
じ
と

り
役
は
後
継
者
と
確
実
視
さ

れ
て
い
る
李
在
舘
サ
ム
ス
ン

電
子
副
会
長
に
事
実
上
、

移

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
会
長

へ
の
就
任
や
李
健
照
氏
が
持

つ
株
式
の
引
き
継
ぎ
な
ど
、

形
式
的
な
事
業
継
承
は
ま
だ

残
る
。
韓
国
で
は
巨
大
財
閥

の
創
業
家
が
会
見
す
る
こ
と

自
体、

珍
し
い
。
た
だ
し
記

者
か
ら
の
質
問
は
受
け
付
け

な
か
っ
た
。
灯
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
こ
の
日
、
在
舘
氏

が
「
責
任
」
に
ま
で
言
及
し

た
の
は
覚
悟
の
表
れ
に
も
み

え
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2

0
1

5

年
6

月

M
日

(
水
)
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M
E
R
5

の
脅
威

世界揺さぶる謎の肺炎

平成15年
(2003年)

S
A
R
S
流
行

‘ 

「
中
国
・
広
東
省
で
変
な
肺
炎

が
起
き
て
い
る
」
「
感
冒
繋
が
店

先
か
ら
消
え
た
」

情
報
が
感
染
症
の
専
門
家
た
ち

に
届
き
始
め
た
の
は
、
2
0
0
2

年
末
か
ら
閃
年
の
年
明
げ
だ
っ

た
。
広
東
省
は
動
物
を
扱
う
市
場

が
多
く
、
烏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発

生
が
危
倶
さ
れ
る
地
域
。
「
強
毒

の
新
型
イ
ン
フ
ル
か
?
」
と
専
門

家
が
注
目
し
て
い
た
。
メ
デ
ィ
ア

も
「
謎
の
肺
炎
」
を
報
じ
た
。

広
東
省
は2
月
日
目
、3
0
5

人
の
肺
炎
患
者
が
出
た
こ
と
を
認

め
た
が
、
「
流
行
は
沈
静
化
し
て

い
る
」
。
だ
が
、
そ
の
後
も
W
H

O
西
太
平
洋
地
域
事
務
局(
W
P

R
O
)
に
は
、
情
報
が
続
々
と
寄

せ
ら
れ
た
。
香
港
や
ベ
ト
ナ
ム
の

病
院
、
ホ
テ
ル
で
も
次
々
に
患
者

が
出
た
。
症
例
な
ど
か
ら
イ
ン
フ

ル
は
否
定
さ
れ
た
。

医
療
者
も
次
々
に
倒
れ
た
。
事

態
を
重
く
見
たW
H
O
は
3

月
四

目
、
異
例
の
「
世
界
的
醤
報
」
を

出
し
た
。
原
因
は
謎
の
ま
ま
、
重

症
急
性
呼
吸
器
症
候
群(
S
A
R

S
)
と
名
付
け
ら
れ
た
。

動
画
報
が
出
た
と
た
ん
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
患
者
が
報
告
さ
れ
、
ド

イ
ツ
の
空
港
で
感
染
者
が
保
護
さ

れ
た
。
「
も
う
、
手
遅
れ
か
」
。

当
時
W
P
R
Oの
感
染
症
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
、
中
国
や
ベ
ト
ナ

ム
に
入
っ
た
抑
谷
仁
・
東
北
大
教

授
(
回
)
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
(
世

界
的
流
行
)
の
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ

り
、
「
絶
望
的
な
気
持
ち
に
な
っ

た
」
と
い
う
。

光
が
見
え
た
の
は
嘗
報
か
ら
叩

日
ほ
ど
過
ぎ
た
頃
だ
。
「
同
じ
ホ

テ
ル
だ
っ
た
」
「
飛
行
機
に
同

乗
」
な
ど
、
感
染
者
の
点
が
線
で

結
ぼ
れ
て
き
た
。

生
。
地
獄
へ
の
広
が
り
を
重
く
み

た
W
H
O
は
4

月
2

目
、
香
港
と

広
東
省
に
、
史
上
初
の
「
渡
航
延

期
勧
告
」
を
出
し
た
。

日
本
に
も5
月
、
緊
張
が
走
っ

た
。
「
台
湾
か
ら
の
関
西
ツ
ア
ー

客
が
帰
国
後
に
発
症
し
た
」
と
い

う
一
報
に
、
当
時
、
大
阪
市
保
健

所
感
染
症
対
策
監
だ
っ
た
下
内
昭

医
師
(
倒
)
は
、
「
大
変
な
一
日
が

始
ま
る
」
と
感
じ
た
。
職
員
総
出

で
、
患
者
が
利
用
し
た
店
や
ホ
テ

ル
で
聞
き
取
り
、
接
触
者
の
健
康

調
査
を
し
た
。
対
象
は
宿
泊
客
だ

け
で
も4
2
9

人
。
幸
い
に
も
二

次
感
染
者
は
無
く
、
事
態
は1
週

間
程
度
で
落
ち
着
い
た
。

e 

-
W
H
O
が
「
終
息
」
を
認
め
た

の
は
7

月
5

目
。
却
の
国
・
地
域

で
、
少
な
く
と
も80
9
6

人
が

.SARSの流行と終息 (2003年)

2 月10日 WHO北京事務所に「広東省で 1 週間
に100人以上死亡J の情報
広東省が305人が異型肺炎と発表
香港のホテルに広東省の患者滞在。ウ

イルスの国際的な怒散始まる
ハノイで診察したウルパニ医師が「厳

しい感染制御をJ とWHOに報告
ハノイの病院で院内感染

香港の病院で院内感染
WHOが世界に向け笹告

シンガポールで患者見つかる

カナダ・トロントでアウトブレ}夕、

台湾でも患者確認

WHOが rSARSJ と名付ける。 中
国航空で繊内感染が発生
香港の集合住宅群で最初の集団感染

ウルパニ医師死亡
WHOが初の渡航延期勧告

モンゴルで初の患者

WHOが「終息J 宣言

11日

21日

3 月 3 日

5 日

10日
12日
13日

14日

26日

29 日
4 月 2 臼

12日
7 月 5 日

中
の
中
東
呼
吸
器
症
候
群(
M
E

R
S
)
の
ウ
イ
ル
ス
は
、S
A
R

S

ウ
イ
ル
ス
の
「
親
戚
」
に
当
た

る
。
た
だ
、
現
時
点
で
は
M
E
R

S

は
、
S
A
R
S
ほ
ど
は
人
か
ら

人
に
う
つ
っ
て
い
な
い
。

「
感
染
力
が
強
く
、
正
体
も
見

え
な
か
っ
たS
A
R
S
は
本
当
に

こ
わ
か
っ
た
」
と
、
当
時
国
立
感

染
症
研
究
所
の
情
報
セ
ン
タ
ー
長

だ
っ
た
阿
部
信
彦
・
川
崎
市
健
康

安
全
研
究
所
所
長
(
侃
)
は
振
り
返

る
。
「
日
本
で
発
症
者
が
出
な
か

っ
た
の
は
、
還
が
よ
か
っ
た
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
」

S
A
R
S
が
残
し
た
教
訓
は
、

初
期
の
情
報
不
足
と
初
動
の
遅
れ

が
、
致
命
的
に
な
る
こ
と
だ
。
そ

の
反
省
か
ら
閃
年
、
国
際
保
健
規

15日

な
っ
た
。
揮
付
中
、9
カ
国
日
研

究
機
関
か
ら
な
るW
H
O
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
国
の
枠
を
超
え
て
情
報

を
共
有
し
、
最
新
情
報
を
世
界
に

発
信
し
た
こ
と
も
新
な
た
動
き
だ

っ
た
。
お
か
げ
で
病
態
解
明
や
原

因
特
定
が
早
ま
っ
た
。

世
界
は
常
に
新
興
・
再
興
の
感

染
症
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
「
感
染
防
止
も
、
ワ
ク
チ
ン

開
発
も
、
流
行
が
起
き
や
す
い
途

上
国
を
扱
き
に
は
語
れ
な
い
。
日

ご
ろ
か
ら
南
北
問
題
や
紛
争
に
目

を
向
け
、
理
解
す
る
こ
と
が
感
染

症
対
策
に
欠
か
せ
な
い
」
と
、W

H
O
の
専
門
家
会
議
メ
ン
バ
ー
だ

っ
た
田
代
員
人
・
元
感
染
研
ウ
イ

ル
ス
部
長
(
町
)
は
い
う
。

(
権
敬
淑
)

22 



ki 80加hou

と安全管理総集版 2015年 9号

「
じ
ゃ
一
体
、
何
?
」

e 

-
だ
が
3

月
末
、
香
港
の
高
層
集

合
住
宅
群
で
、
最
終
的
に
は
3
2

9

人
に
も
の
ぼ
る
集
団
感
染
が
発

感
染
し
、7
7
4

人
が
亡
く
な
っ

た
。

S
A
R
S
の
原
因
は
新
種
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
っ
た
。

流
行

則
が
改
正
さ
れ
、
加
盟
国
に
異
変

の
通
告
を
義
務
づ
け
、
必
要
な
ら

W
H
O
が
勧
告
を
で
き
る
よ
う
に

感
染
症
・
・
・
無
関
心
こ
そ
最
大
の
隙

E書扇~'"f~l劃rf;盲目h軍司~I積書Hfl!llll~ヨ

ぢ一

「
訓
練
で
よ
か
っ
た
・
:
」

近
年
、
新
型
肺
炎
S
A
R
S
(重

症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
)
や
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
エ
ボ
ラ
出
血

熱
な
ど
、
感
塗
症
の
情
凶
作
が
世
界

的
に
拡
大
す
る
例
が
後
を
絶
た
な

い
。

海
外
と
の
人
の
往
来
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
い
つ

日
本
国
内
や
十
勝
で
感
染
者
が
出

て
も
不
思
議
で
は
な
い
状
況
だ

。

管
内
の
患
者
搬
送
な
ど
に
責
任

を
持
つ
同
保
健
所
は
、
職
員
向
け

に
毎
年
、
防
護
服
の
着
脱
訓
練
を

行
っ
て
い
る。
今
年
はM
日
に
実

施
。

初
め
て
、M
E
R
Sな
ど2

類
感
染
症
の
指
定
医
療
機
関
で
あ

る
帯
広
厚
生
病
院
な
ど
、
管
内
4

も
し
も
十
勝
で
恐
ろ
し
い
感
染
症
の
患
者
が
発
生
し
た
ら

|
。

帯
広
保
健
所
は
十
勝
合
同
庁
舎

で
、
管
内
の
医
療
機
関
と
共
に
感
染
症
に
備
え
た
防
護
服
の
着
罰
練
を
行
っ
た

。

韓
国
で
虫
果

呼
吸
器
症
候
群(M
E
R
S)
が
流
「廿
レ
て
い
る
さ
な
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
危
機

感
を
持
っ
て
訓
練
に
臨
ん
だ
が
:

・
。
(

丹
翼
太
)

病
院
の
感
染
管
理
認
定
看
護
師
ら

も
参
加
し
た。

訓
練
で
は
初
め
に
ア
イ
ソ
レ
ー

タ
1

(患
者
隔
離
装
置)
の
使
用

方
法
を
確
認。
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
ー

は
道
内
で
は
渡
島
、
千
歳
、
名
寄
、

釧
路
の4
保
健
所
に
し
か
配
備
さ

れ
て
お
ら
ず
、
十
勝
で
患
者
が
発

生
し
た
場
合
は
釧
路
か
ら
移
送
し

て
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の

日
は
釧
路
保
健
所
の
職
員
が
組
み

立
て
方
な
ど
を
説
明
し
た
が
、
新

型
に
更
新
さ
れ
た
ば
か
り
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
機
器
の
前
後
を
間

違
え
た
り
、
内
部
を
陰
圧
状
態
に

す
る
た
め
の
ポ
ン
プ
が
な
か
な
か

作
動
し
な
か
っ
た
り
と
い
う
場
面

も
。
「訓
練
で
よ
か
っ
た
:
・
」
。
一

抹
の
不
安
が
記
者
の
頭
を
よ
ぎ
っ

た
。防

護
服
の
着
脱
訓
練
で
は
、
帯

広
厚
生
病
院
の
感
染
管
理
認
定
看

護
師
の
青
山
由
香
さ
ん
が
手
本
を

示
し
た。
普
段
か
ら
病
院
職
員
の

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
だ
け
あ

り
、
他
の多
く
の
参
加
者
と
の
技

量
の
差
は
歴
然
。

服
や
手
袋
、
マ

ス
ク
、
ゴ1
グ
ル
な
ど
を
無
駄
の

な
い
動
き
で
着
け
て
み
せ
た

。

続
い
て
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
l

に
患

者
役
を
載
せ
て
移
送
す
る
訓
練
に

入
っ
た。
当
初
は
駐
車
場
ま
で
運

ぶ
予
定
だ
っ
た
が
、
ス
ト
レ
ッ
チ

ャ
1

が
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

奥
行
き
で
は
入
り
き
ら
な
い
た
め

断
念。
こ
う
し
た
経
験
が
あ
れ
ば
、 高

層
階
で
患
者
を
ア
イ
ソ
レ
ー
タ

ー
に
入
れ
た
は
い
い
が
、
階
下
に

下
ろ
せ
な
い
な
ど
と
い
う
凡
ミ
ス

は
防
げ
る
だ
ろ
う。

管
内
で
は
過
去
に
、
エ
ボ
ラ
な

ど
の
1

類
感
染
症
だ
け
で
な
く
、

S
A
R
S
や
M
E
R
S、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
2

類
感
染
症

も
結
核
を
除
い
て
発
生
し
て
い
な

い
。

そ
の
た
め
か
、
訓
練
で
は
緊

張
感
が
あ
り
な
が
ら
も
、
ど
こ
か

に
「
十
勝
で
は
発
生
し
な
い
だ
ろ

う
」
と
の
楽
観
ムl
ド
が
流
れ
て

い
る
感
も
否
め
な
かった
。

地
域
で
危
機
感
共
有
を

韓
国
で
のM
E
R
S
声
付
を
受

け
、
厚
労
省
は
関
係
機
関
に
圏
内 「悲観的に準備、楽観的に行動」

朝

日

(
東
京)
・
夕
刊

2
0
1
5

年
6

月
幻
自
(
土
)

で
の
患
者
発
生
時
の
対
応
の
再
確

認
を
指
示。
帯
広
厚
生
病
院
で
も
、

M
日
ま
で
に
患
者
受
け
入
れ
の
流

れ
を
院
内
に
周
知
徹
底
し
た
と
い

う
。

「
圏
内
でM
E
R
Sが
発
生

し
て
も
封
じ
込
め
ら
れ
る
か
」
と

い
う
記
者
の
質
問
に
、
同
病
院
の

山
本
真
副
院
長(感
染
対
策
室
長)

は
「
厚
労
省
の
動
き
も
早
く
、
封

じ
込
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
力
強

く

答
え
た
よ
で
、
「
ま
た
、
そ
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
付
け

加
え
た。

危
機
管
理
の
鉄
則
は
「
悲
観
的

に
準
備
し
、
楽
観
的
に
行
動
す
る

」

こ
と
。

同
保
健
所
の
山
本
長
史
所

長
は
「保
健
所
や
病
院
だ
け
で
な

く
、
地
域
が
危
機
感
を
共
有
す
る

こ
と
が
必
要」
と
強
調
す
る。
住

民
が
世
界
で
起
き
て
い
る
こ
と
に

無
関
心
で
、
「
十
勝
は
大
丈
夫
」

と
楽
観
視
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
感

染
症
に
対
し
最
大
の
隙
に
な
る
の

だ
と
感
じ
た。

十
勝
毎
日
新
聞

2
0
1
5

年
6

月
幻
自
(
土)
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介護に活用進む医療、

T 

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」

熊
本
市
で
学
会

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
は
じ
め
、
-
T

(情
報
通
信
技
術)
を
健
康
管
理
や
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る

。

熊
本
市
で6

、

7

の
両

日
に
聞
か
れ
た
「I
T

ヘ
ル
ス
ケ
ア
学
会
堂
術
大
会
・
モ
バ
イ
ル
ヘ
ル
ス
シ
ン
ポ
ヲ

ウ
ム
」
で
は
、
全
国
の
研
究
者
やIT
企
業
関
係
者
が
援
先
端
の
技
術
を
紹
介

。

医

療
や
介
護
分
野
へ
の
活
用
法
な
ど
を
探
っ
た

。

同
学
術
大
会
の
県
内
開
催
は
初

め
て。
熊
本
大
病
院
の
字
宿
功
市

郎
・
医
療
情
報
経
蛍
企
画
部
長
が

大
会
長
を
務
め
、
約17
0

人
が

参
加
し
た。

声
や
表
情
を
認
識

市
民
向
け
の
公
開
講
座
で
は
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
開
発
し
た
人
型

ロ
ボ
ッ
ト
の「p
e
p
p
e
r

(ペ

ツ
パ
!)
」
が
注
目
を
集
め
た
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
の
中
山

五
輪
男
氏
は
家
庭
向
け
に
販
売
を

近
く
始
め
る
と
説
明。
「
こ
れ
か

ら
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
各
家
庭
に
入

り
、
共
存
す
る
よ
う
に
な
る」と

展
望
し
た。

同
ロ
ボ
ッ
ト
は
人
の
声
や
表
情

を
認
識
し
て
会
話
で
き
る
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
天
気

予
報
や
〆
l

ル
の
内
容
な
ど
『
這
品

ざ
ま
な
情
報
を
利
用
者
と
や
り
取

り
で
当
》
。
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ
う
に
、

ア
プ
リ
(
応
用
ソ
フ
ト)
で
新
た

な
機
艇
を
追
加
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。

独
協
医
糾
大
の
坂
田
信
裕
教

管
り
の
チ
l

ム
は
、
高
齢
者
世
帯

で
の
利
用
を
想
定
し
た
ア
プ
リ
を

開
発
し
た。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
坂

田
教
授
が
体
温
を「お
・
-
度」と

口
頭
で
伝
え
る
と
、「熱
が
お
度

以
上
あ
り
ま
す
の
で
病
院
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い。

ど
な
た
か
に
連
絡

し
ま
す
か
?」と
雪
量
を
返
し
た。

薬
の
飲
み
忘
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
り
、
思
い
出
の
写
真
を
ロ
ボ
ッ

ト
本
体
の
函
面
に
表
示
し
た
り
も

で
き
、
認
知
症
の
人
の
在
宅
生
活

を
支
え
る
役
割
も
期
待
で
き
る
と

い
う
。

生
活
の
場
で
計
測

ロ
ボ
ッ
ト
の
ほ
か
に
も
、IT

に
よ
る
情
報
発
信・
収
集
の
多
様

病院聞で情報共有もペッパーに注目

な
技
術
が
医
療
や
健
康
管
理
の
分

野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

医
療
現
場
で
は
、
患
者
情
報
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
離
れ
た

病
院
聞
で
共
有
す
る
動
さ
な
ど
が

進
む。県

内
で
は
、
県
と
県
医
師
会
、

熊
本
大
病
院
な
ど
が
協
力
し
、
ロ

月
に
も
「県
地
域
医
療
等
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
一
部
地
域
で
開

始
。

2
0
2
1

年
度
ま
で
に
県
内

全
域
に
拡
大
さ
せ
る
計
画
だ
。

患

者
の
同
意
を
得
た
上
で
、
検
査
・

投
薬
情
報
な
ど
を
医
療
機
関
が
共

有
し
、
検
査
の
重
複
を
避
け
た
り
、

適
切
な診
療
に
つ
な
げ
名
付
云
る

目
的
が
あ
る。

一
方
、
認
知
症
の
啓
発
な
ど
に

取
り
組
むN
P
O

法
人
オ
レ
ン
ジ

ア
ク
ト

(東
京
)
は
、
認
知
症
の

簡
易
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
の
開
発
を

進
め
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

家
族

ら
が
自
宅
な
ど
で
利
用
す
る
こ
と

で
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
の
早
期

受
診
に
つ
な
ぐ
ほ
か
、
正
し
い
知

識
を
普
及
『
与
』
る
狙
い
も
あ
る
と

い
う
。こ

の
ほ
か
企
業
関
係
者
ら
か
ら

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端

末
で
脈
拍
や
活
動
量
、
食
事
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を

生
活
の
場
で
計
測
し
、
健
康
づ
く り

に
役
立
て
る
人
が
増
え
て
い
る

現
状
も
報
告
さ
れ
た
。

流
出
対
策
強
化
を

た
だ
、
こ
う
し
た
医
療・
健
康

関
連
の
個
人
情
報
は
、
シ
ス
テ
ム

次
第
で
外
部
に
流
出
す
る
リ
ス
ク

も
あ
る。
今
月
1

日
に
は
、
不
正
ア

ク
セ
ス
に
よ
っ
て
日
本
年
金
機
憾

の
個
人
情
報
が
大
量
流
出
し
た
問

題
が
発
覚
し
た
ば
か
り
。

参
加
者

か
ら
は
、「ビ
ッ
グ
デ
l

タ
」と
呼

ば
れ
る
膨
大
な
情
報
を
管
理
す
る

企
業
や
医
療
機
関
な
ど
の
対
策
強

化
を
求
め
る
意
見
も
上
が
っ
た
。

I
T

ヘ
ル
ス
ケ
ア
学
会
の
水
島

洋
代
表
理
事
(
国
立
保
健
医
療
制
科

学
院
上
席
主
任
研
究
官)は
「圏

内
の
健
康
関
連
デl
タ
を
適
切
に

収
集
・
保
全
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
学
会
主
導
で
つ
く
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

霞
名
化
し

た
デ
ー
タ
を
学
会
が
集
約
し
、
研

究
活
動
な
ど
を
支
援
し
た
い
」
と

話
し
た。
(

田
中
祥
三
)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0

1
5

年
6

月
ロ
日
(
金
)
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医
師
偏
在
、I
T

で
打
開

香
川
に
患
者
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

原
量
宏
さ
ん

(
九
)

医
師
が
都
市
部
に
偏
り
、
医
療
の
地
域
間
格
差
が
深
刻
で
す

。

香
川

県
の
医
師
、
原
量
宏
さ
ん
(
礼
)
は
昨
年
、
県
内
外
の
中
核
的
な
病
院
と

地
減
の
診
療
所
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
ん
で
、
患
者
情
報
を
共
有
す

る
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

医
師
同
士
が
助
け
あ
え
る
仕
組
み

を
広
め
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
ま
す

。

• 

香
川
県
観
音
寺
市。
原
さ
ん
は
勤

め
先
の
病
院
で
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
と

向
き
合
っ
て
い
た。
患
者
が
大
病
院

で
受
け
た
治
療
や
精
密
検
査
の
画

像
、
処
方
さ
れ
た
薬
の
種
類
な
ど
が

画
面
に
表
示
さ
れ
た
。

「
身
近
に
相
麟
で
き
る
専
門
医
が

少
な
い
地
方
の
医
師
に
は
、
治
療
鹿

や
薬
の
処
方
歴
が
群
し
く
わ
か
る
こ

と
が
診
察
の
大
き
な
助
け
に
な
る
」

シ
ス
テ
ム
開
発
か
ら
運
用
ま
で
、

日
年
近
く
を
費
や
し
て
完
成
さ
せ
た

「
か
が
冶
忠
芳
舟
掃
味
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
(
K
l
M
I
X
+
)だ
。

約
1

2
0

の
医
療
犠
関
の
患
者
情
報
を
病

院
外
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
経
由
で
や

り
と
り
す
る。
電
子
佑
し
た
患
者
の

カ
ル
テ
を
病
院
聞
で
診
考
に
し
あ
っ

た
り
、
遠
隔
地
の
専
門
医
に
函
像
診

断
を
依
頼
し
た
り
で
き
る
。

香
川
大
名
沓
教
授
。
助
教
授
と
し

¥ -ε， 
¥ 
1i D 

O 

て
1
9
8
0

年
に
赴
任
し
た
大
学
病

院
で
一
人
の
妊
婦
に
出
会
っ
た
の

が
、
情
報
技
術(
I
T
)を
使
っ
た

遠
隔
地
医
療
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

だ
っ
た。

妊
婦
は
胎
児
に
異
常
が
見

つ
か
り
、
流
産
の
危
険
が
あ
る
の

に
、

離
島
か
ら
半
日
が
か
り
で
通
院

し
て
い
た。
胎
児
の
心
臓
の
音
を
と

ら
え
る
携
帯
型
装
置
を
自
ら
開
発
し

て
妊
婦
に
手
渡
し
、
送
ら
れ
て
く
る

デ
l

タ
を
パ
ソ
コ
ン
で
管
理
し
た

。

全
国
初
の
県
内
全
域
を
つ
な
ぐ
医

療
情
報
の
相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佑

に
、
県
や
県
医
師
会
と
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
抵
抗
も
受
け
た
。

「
患
者

情
報
が
他
の
病
院
に
知
ら
れ
た
ら
、

『
お
客
さ
ん
』
を
取
ら
れ
る
」
。

渋

る
開
業
医
た
ち
に
、
医
師
が
少
な
い

離
島
や
中
山
間
地
を
抱
え
る
香
川
県

ゆ
え
の
必
要
性
を
説
い
て
回
っ
た

。

こ
れ
ま
で
は
、
い
っ
た
ん
大
病
院

に
入
院
す
る
と
在
宅
に
戻
る
の
が
難

し
い
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

た

と
え
ば
脳
血
管
障
害
の
患
者
が
手
術

を
し
た
揚
合
。
リ
ハ
ビ
リ
の
段
階
に

な
っ
て
も
「
家
に
戻
り
た
い
け
ど
、

か
か
り
つ
け
医
で
は
心
配
」
と
入
院

-
T

で
繋
が
る
地
域
医
療

現
場
の
発
想
が
必
要

な
か
に
は
複
数
の
医
療
横
関
を
受

診
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い

。

薬
が
重
復
し
て
処
方
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
多
い
と
い
う
。

K
ー

M
I
X
+

の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
が
広
が
れ
ば
、
薬
を
減

ら
し
、
医
療
費
の
削
減
も
期
待

で
き
る
。

当
た
り
前
の
こ
と
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
な
い
現

実
を
変
え
る
に
は
、
現
場
の
柔

軟
な
発
想
と
意
欲
が
必
要
だ
と
感

じ
た
。

生
活
を
続
け
る
患
者
も
い
た
。

だ
が
、
入
院
や
精
密
検
査
な
ど
は

大
病
院
で
受
け
て
、
症
状
が
落
ち
着

い
て
か
ら
は
地
域
の
診
療
所
の
か
か

り
つ
け
医
で、

と
患
者
の
症
状
に
応

じ
て
医
療
機
関
が
連
携
を
取
り
あ
え

ば
、
不
必
要
な
入
院
そ
減
ら
す
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。K
ー

M
I
X
+
に

は
、
神
縄
や
岡
山
な
ど
専
門
医
が
少

な
い
他
県
の
病
院
も
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
っ
た。

原
さ
ん
は
い
ま
、
生
涯
に
わ
た
る

医
療
情
報
の
電
子
カ
ル
テ
他
を
全
国

に
広
げ
る
構
想
を
抱
く
。

K
l
M
I

X
+
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
れ
ば
、

生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
生
涯
の

*
取
材
を
終
え
て
*

通
院
す
る
医
療
機
関
を
か
え
る

と
、
同
じ
よ
う
なX
線
撮
影
や
検

査
を
受
け
る。

そ
ん
な
綬
験
を
し

た
こ
と
が
あ
る
人
は
少
な
く
な
い

だ
ろ
う。

医
療
繊
闘
が
検
査
情
報
や
カ
ル

テ
を
共
有
す
る
こ
と
は
ま
れ
だ
。

「
患
者
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
病
歴

が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
医
者
が
本

当
に
納
得
し
て
治
療
で
き
る
の

か
」
。

原
さ
ん
の
指
摘
は
実
に
的

を
射
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
実
践

さ
れ
て
い
な
い。

2
0
1
2

年
度
の
国
民
医
療
費

は
過
去
最
多
の
却
兆2
千
億
円

余
。

-
人
あ
た
り
の
額
も
叩
万
7

5
0
0

円
に
増
え
た。

高
齢
者
の

医
療
情
報
を
時
系
列
で
保
管
す
る
こ

と
も
で
き
る
か
ら
だ。

ア
レ
ル
ギ
ー

や
成
人
病
な
ど
、
翠
玄
の
病
歴
が
わ

か
れ
ば、

生
活
習
慣
の
改
善
に
早
く

か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

大
学
病
院
に
勤
務
し
始
め
た
こ

ろ
、
難
し
い
お
産
を
独
り

で
抱
え
込

む
産
婦
人
税
の
開
業
医
を
た
く
さ
ん

見
た。

医
療
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い

な
い
た
め
に
、
効
果
的
に
助
け
舟
を

出
せ
な
か
っ
た。
「
医
師
が
少
な
い

な
ら
助
け
合
う。
患
者
に
と
っ
て
当

た
り
前
の
こ
と
を
、
医
師
が
当
た
り

前
に
や
る
だ
け
」
。

医
療
の
担
い
手

側
か
ら
の
挑
戦
は
続
く
。

(鈴
木
逸
弘)

朝

日
(
東
京
)
・

夕
刊

2
0
1
5

年
5

月
鈎
日
(
土)

25 



Klrlnukl SOkuhω 

医療と安全管理総集版 2015

石
川
県
能
登
地
区
で
救
急

医
療
か
ら
高
齢
者
向
け
施
設

ま
で
地
域
医
療
を
支
季
そ

け
い
じ
ゅ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
。
恵
寿
総
合
病
院
(
石

川
県
七
尾
市
)
を
中
心
に
複

数
の
診
療
所
や
老
人
保
健
施

設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

な
ど
を
運
営
す
る
。
医
療

か
ら
福
祉
ま
で14
5
4

ベ

ッ
ド
あ
り
、
全
ス
タ
ッ
フ
数

は
約1
7
0
0

人
。
悶
グ
ル

ー
プ
は2
0
1
4

年
1

月
、

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
常
に
同
じ

パ
ソ
コ
ン
環
境
を
使
え
る
仮

想
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

「
仮
想
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で

6
0
0

台
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

8

を
同
時
接
続
す
る
仕
組
み

は
世
界
で
も
例
を
見
な
い
と

聞
い
て
い
る
」
と
神
野
正
博

理
事
長
は
胸
を
張
る
。
病
院

の
カ
ル
テ
と
老
人
向
け
居
住

けいじゅヘルスケア、仮想システム

-
T

で
繋
が
る
地
域
医
療

側
台
同
時
ど

あらゆる場所で同じパソコン環演を使える

院外
(専門医なと

施
設
で
の
情
報
が
一
元
的
に

関
覧
可
能
で
、
院
外
か
ら
も

院
内
と
同
様
に
接
続
で
き
る

の
が
特
徴
だ
。

新
シ
ス
テ
ム
導
入
の
き
っ

か
け
は
基
幹
施
設
の
恵
寿
総

合
病
院
の
建
て
替
え
だ
。
今

後
の
医
療
ニー
ズ
を
考
え
る

と
、
新
病
院
の
入
院
患
者
の

利
用
す
る
病
室
や
手
術
室
、

検
査
室
は
広
く
取
る
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
の
し
わ
寄
せ
を

受
け
た
の
が
通
い
患
者
向
け

の
外
来
機
能
だ
っ
た
。

‘圃圃

で
も
接
続

ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
、
個
人
用
の

デ
ス
ク
ト
v

プ
を
呼
び
出
せ
る

た
だ
、
調
べ
る
と
各
診
療
の
導
入
を
考
え
た
。

斜
の
外
来
の
診
察
室
は
常
に
近
年
い
く
つ
か
の
病
院
で

使
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
導
入
さ
れ
て
き
た
が
、

1

年

病
院
で
は
毎
日
す
べ
て
の
医
程
度
で
破
綻
す
る
病
院
が
多

師
が
外
来
を
担
当
す
る
わ
け
い
と
い
う
。
医
師
は
診
察
室

で
は
な
い
。
各
診
療
糾
は
、
に
自
身
の
専
門
に
関
連
す
る

愚
も
多
く
の
医
師
が
診
察
す
参
考
曹
を
置
く
。
だ
が
、
フ

る
日
時
に
合
わ
せ
て
診
察
室
リl
ア
ド
レ
ス
制
で
は
こ
れ

を
確
保
し
て
い
た
の
だ
。
ら
の
書
籍
を
診
察
室
に
常
備

そ
こ
で
産
婦
人
税
や
眼
税
で
き
な
く
な
る
た
め
だ
。

な
ど
診
察
に
特
別
な
機
緑
が
解
決
策
が
出
な
い
た
め
理

必
要
な
診
療
糾
以
外
は
、
随
事
長
権
限
で
決
め
よ
う
か
と

時
違
う
診
療
斜
が
使
え
る
仕
考
え
て
い
た
あ
る
日
、
デ
ル

組
み
「
フ
リl
ア
ド
レ
ス
制
」
か
ら
「
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

8

」

ドレス制一アフリ病院に
の
仮
想
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
導
入

に
関
す
る
売
り
込
み
を
受
け

た
。
各
ユ
ー
ザ
ー
が
利
用
す

る
ソ
フ
ト
を
す
べ
て
サ
ー
バ

ー
側
で
管
理
で
き
、
シ
ス
テ

ム
担
当
の
負
荷
を
軽
減
で
き

る
の
が
利
点
と
い
う
。

神
野
理
事
長
は
、
こ
れ
を

フ
リ
l

ア
ド
レ
ス
制
の
運
用

に
使
お
う
と
発
案
。
ど
の
診

察
室
で
も
自
身
の
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
で
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
も
接
続
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
「
ネ
ッ
ト
が
使
え

れ
ば
メ
ー
カ
ー
の
サ
イ
ト
で

薬
の
情
報
を
入
手
で
き
る
。

専
門
信
も
電
子
デ
!
タ
で
用

怠
し
て
お
げ
ば
い
い
」
(
神

野
理
事
長
)

シ
ス
テ
ム
構
築
費
用
は
ハ

ー
ド
が2
億
円
、
ソ
フ
ト
で

2

億
4
0
0
0

万
円
。
こ
の

規
模
の
シ
ス
テ
ム
開
発
と
し

て
は
「
破
格
の
低
価
格
」
(
神

野
理
事
長
)
と
い
う
。

同
時
に
、
医
師
に
限
っ
て

2

種
類
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使

う
こ
と
で
院
外
か
ら
も
院
内

の
シ
ス
テ
ム
を
使
え
る
よ
う

に
し
た
。
専
門
医
が
院
内
に

い
な
く
て
も
当
直
の
医
師
に

指
示
を
出
せ
る
た
め
、
医
師 の

過
重
労
働
を
軽
減
で
き
る

と
い
う
。
現
在
、
院
外
か
ら

は
パ
ソ
コ
ン
で
の
み
嬢
続
可

能
だ
が
、
今
後
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
も
使
え
る
よ
う
に
す
る
。

介
護
施
設
も
合
め
全
職
員

1
7
0
0

人
い
る
中
、60

0

人
が
問
時
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
。
診
療
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
医
師
は
全
員
が
常
時
っ

か
え
る
よ
う
に
し
た
。

医
療
か
ら
介
護
ま
で
を
一

本
化
し
た
神
野
理
事
長
は
、

地
織
住
民
の
日
々
の
情
報
も

一
元
的
に
管
理
す
る
方
法
を

模
索
中
だ
。
高
齢
化
が
進
む

七
尾
市
で
は
移
動
の
手
段
を

持
た
な
い
高
齢
者
も
多
い
。

け
い
じ
ゅ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
は
今
秋
か
ら
市
内
の

店
舗
と
連
携
し
、
高
齢
者
向

け
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
高
齢

者
の
移
動
デー
タ
や
参
加
店

舗
で
の
購
買
デl
タ
も
電
子

カ
ル
テ
の
デ
ー
タ
に
組
み
込

む
こ
と
で
、
地
域
住
民
へ
の

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

狙
う
。
(

山
崎
大
作
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
お
日
(
木
)
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か
か
り
つ
け
医
が
過
去
を
把
握
し
た
り
で
き
る
。
の
声
が
出
て
い
る
と
い
解
消
に
役
立
て
る
。

の
受
診
歴
を
確
認
し
た
患
者
か
ら
は
「
か
か
り
つ
う
。
一
方
、
病
院
で
治
療
を

り
、
基
幹
・
中
核
病
院
を
け
医
が
経
過
を
知
っ
て
く
退
院
な
ど
で
基
幹
・
中
受
け
た
高
齢
者
が
自
宅
で

シ
ス
テ
ム
は
阪
神
医
療
紹
介
し
た
後
も
治
療
経
過
れ
て
い
る
か
ら
安
心
」
と
核
病
院
が
地
域
の
診
療
所
暮
ら
す
た
め
、
医
療
と
福

福
祉
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
寸
I
M
I
l
l
-
-
4
1
1
1
1
寸
|
|
|
J
を
逆
照
会
す
る
際
も
、
検
祉
の
一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

一
一
一
一

「h
よ

n
s
h
i
n

む
の
石
畑
一

1

一
!
一

i

一
警
護
情
報
な
ど
の
記
へ
、
協
警
は
介
護
現
場

ね
っ
と
」。

重
の
よ
孟
け
一
位
二
一
録
が
閲
覧
で
き
る
た
め
、
島
を
共
有
す
る
仕
組

師
会
や
病
院
、
自
治
体
関
ス
幅
曙
「I
l
l
1「
|
|
」
|
|
」
切
れ
目
の
な
い
治
療
が
可
み
も
書
す
る

。

係
害
り
で
つ
く
る
協
議
会
以
「
撒
一

一

一
一
能
に
な
る

。

2
0
1
4

年
筆
会
は
「
セ
キ
ユ
リ

瞳
局
面
倒
一

i

一
一
一

が
運
営
し
て
い
る
。

問
一
釧
則
一
一
一
一
度
の
実
績
で
は
、
患
者
延
テ
ィ

l

対
策
を
万
全
に
し

高
度
先
重
量
う
翻
霞
一
一
一
一
ぺ

T
o

父
宮
て
、
さ
ら
に
君
事

基
幹
病
院7
カ
所
と
中
核
医

1
J
1

削
オ
イ
|
寸
|
」
用
し
た
と
い
う。

増
や
し
、
患
者
に
も
浸
透

震
6

カ
所
は
撃
や
検
峨
一
一
託
部
一
立
m
一
震
・
診
療
所
の
診
療
を
号
た
い
」
と
す
る

。

目
ヶ

l

一
宮
丹
西
名
一
木
西
可
一

i

一

査
な
ど
の
情
報
を
提
供
。

尚
一
崎
一

E
m
m
紘
一
示
が
一
市
一
科
目
や
機
能
埋
も
共
有

む
孟
て

j
J
i
-
-
l
j
一
、
日
一

患
意
向
璽
9
れ
ば
、
初
進
況1
J尽
な
凧
一
凧1
1
一
本
都
市
一
す
る

。

霊
は
、
揺
・

期
治
療
を
行
う
撃
窓
で
状
二
刷
号
詩
型
榊
翠
=
一
長
に
約
占

8

ど

(現
在1
7
1

カ
車
内
み
→
よ
り
d
H
4
吋
ぃ
下
」
カ
所
あ
る
と
さ
れ
る
医
療

県
組
一L

北
一
耕

一

ヵ
、
震
前
の
寵
懸
持
庫
J

一
端
一
K

二
ト
ア
レ
卜
一
菌
の
号
約4
製
登

つ
霊
堂
ッ
ト
を
通
じ
釘
三
一
川
ニ
川
ニ
ゆ
一
録
。
雲
の
マ
ッ
チ
ン
グ

一
一
一
北
、
ネ

一

め
不
一

て
閲
覧
で
き
る
仕
組
み
0

・

「
B
I
L
-
-比
|
|
「
M
H

ト
悼
げ
」
や
救
急
病
院
の
満
床
状
態

刷
機
関
が
シ
ス
テ
ム
運
用

入退院や検査などで患者が転院する際、切れ目のな

い治療を提供しようと、阪神・三田地域8市町の病院

や診療所が、患者情報を共有するシステムの本格運用
を始めた。 患者の同意を得て診療内容を共有し、病状
に合った医療機関の紹介や無駄な二重投薬・重複検査
の解消などにつなげる。 将来的には介護現場との連携
も模索する。 兵庫県などによると、北播磨地域と淡路
島で同様のネットワーク化が進むが、阪神・三田地域

は参加医療機関数で愚大規模となる。(井関徹)

報
E
有

情
亜
共

者
函
で

患
霊
聞

院
盃
院

転
]
病
県
内
最
大
規
模

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
m
日
(
水
)
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提言

問
1E ヨ

報D
B
化

匡豆
県

マ
イ
カ
ル
テ
に
川
億
円

て
具
現
化
を
急
ぐ
。

試
作
と
な
るD
B
や
シ
ス
テ

ム
構
築
費
な
ど
と
し
て1
億
6

千
万
円
を
盛
り
込
ん
だ2
0
1

5

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案

を
、
日
日
の
県
議
会
第2
固
定

例
会
に
提
案
す
る
。
黒
岩
知
事

は
会
見
で
「
県
が
進
め
る
ヘ
ル

ス
ケ
ア
・

ニ
ュ
1

フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
の
実
現
の
鍵
を
握
る
の
が
医

療
・

健
康
情
報
の
I
C
T

化

だ
」
と
強
調
し
た
。

今
夏
に
も
事
業
提
案
を
募

り
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
事

業
者
を
決
定
す
る
。
同
意
を
得

ら
れ
た
患
者
ら
約
千
人
と
医
療

機
聞
か
参
加
す
る
実
証
事
業
を

本
年
度
に
行
い
、
課
題
や
利
活

用
ル
1

ル
な
ど
を
検
証
す
る
。

県
に
よ
る
と
、
利
用
者
は
ウ

エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
で
得
ら
れ
る

脈
拍
や
歩
数
な
ど
の
デ1
タ
と

県
は
2
0
1
5

年
度
、
医
療

機
闘
が
保
管
し
て
い
る
電
子
カ

ル
テ
情
報
や
健
康
保
険
組
合
な

ど
が
保
有
す
る
健
診
デ
ー
タ
な

ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
(
D
B
)

化
し
て
一
元
管
理
し
、
県
民
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
利
活
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
に
乗
り
出
す
。
黒
岩
裕
治
知

事
が
1

期
目
か
ら
提
唱
し
て
き

た
「
マ
イ
カ
ル
テ
構
想
」
と
し

全
国
先
駆
の
地
域
医
療
連
携

併
せ
て
自
ら
の
医
療
・

健
康
情

報
を
閲
覧
し
て
健
康
増
進
に
つ

な
げ
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
初

め
て
受
診
す
る
医
療
機
関
で
も

過
去
の
検
査
や
診
療
を
踏
ま
え

た
的
確
で
効
率
的
な
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
医
療
費
削

減
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

ま
た
、
最
終
的
に
は
電
子
カ

ル
テ
に
記
録
さ
れ
た
投
薬
や
受

診
履
歴
、
検
査
結
果
、
回
復
経

過
な
ど
の
情
報
を
匿
名
化
し
て

ビ
ッ
グ
デ
1

タ
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
最
も
効
果
的
な
治

療
法
を
導
く
こ
と
な
ど
も
期
待

さ
れ
る
。
災
害
時
に
病
院
のD

B
が
破
壊
さ
れ
た
際
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
担
う
役
割
も
想
定
し

て
い
る
。

マ
イ
カ
ル
テ
構
想
は
、
黒
岩

知
事
が
ロ
年5
月
の
「
医
療
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
盛
り

込
ん
だ
目
玉
施
策
の
一
つ。
県

は
日
年
5

月
、
導
入
貨
を
抑
え

る
た
め
に
「
お
薬
手
帳
の
電
子

化
実
験
」
(
事
業
費
約28
0

0

万
円
)
か
ら
着
手
し
た
が
、

利
用
者
数
が
目
標
の
半
分
の7

0
0

人
程
度
と
広
が
り
を
欠
い

た
ま
ま
実
験
を
終
え
て
い
た
。

策
定
中
の
総
合
計
画
実
施
計

画
案
で
は
「
マ
イ
未
病
カ
ル
テ
」

と
称
し
、
墨
剥
用
者
を
四
年

度
に
1

万
人
、
げ
年
度
に5
万

人
、
同
年
度
に
日
万
人
に
増
や

す
目
標
を
設
定
す
る
。
黒
岩
知

事
は
今
春
知
事
選
の
公
約
で
も

「初
年
ま
で
に1
0
0

万
人
」

と
掲
げ
て
い
た
。

(
高
本

地
域
の
医
療
機
関
か
そ
れ
ぞ
れ

所
有
す
る
医
療
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
活
用
し
て
共
有
し
、
地

域
全
体
の
医
療
水
準
を
高
め
、
高

齢
化
社
会
で
ま
す
ま
す
必
要
に
な

る
在
宅
医
療
の
拡
充
に
も
結
び
付

け
よ
う
と
す
る
「
地
域
医
療
I
C

T

(情
報
通
信
技
術)
ネ
ッ
ト
ワ

の
が
長
崎
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
協
議
会
、
通
称

「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」
(
小
尾
重

厚
会
長
)
だ
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

地
域
の
共
有
財
産
を
今
後
も
県
民

ぐ
る
み
で
発
展
さ
せ
、
理
想
の
地

域
医
療
追
求
の
拠
点
と
し
た
い
。

地
域
医
療I
C
T
ネ
ッ
ト
ワl

の
診
療
歴
な
ど
が
時
系
列
に
沿
っ

て
把
握
で
き
る
の
で
、
病
院
を
変

え
て
も
、
一
貫
レ
た
治
療
が
受
け

ら
れ
る
と
い
う
画
期
的
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
患
者
が
ど
の
病
院
を

訪
ね
て
も
、
そ
こ
に
自
分
の
こ
れ

ま
で
の
医
療
情
報
が
そ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
訪
ね
た
病
院
が
、
そ
の で

、
既
に
全
県
統
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
完
成
し
て
い
る
。

今
後
、
同
ネ
ッ
ト
に
期
待
が
高

ま
る
の
は
、
在
宅
医
療
に
果
た
す

役
割
だ
。
同
医
療
は
医
師
と
患
者

や
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
歯

科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
へ

ル
パ
ー
な
ど
、
多
く
の
職
種
の
人

|神奈川新聞・朝刊 I 2015年6月 17 日(水) I 

雅
通

門
医
が
適
切
に
助
言
で
き
る
態
勢

が
整
備
さ
れ
、
本
県
医
療
の
標
準

化
、
高
度
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

5

月
上
旬
、
長
崎
市
で
聞
か
れ

た
「
地
域
医
療I
C
T
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムi
n

長
崎
」

に
は
、
全
国
か
ら
関
係
者
が
参
加

し
、
「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト」
を
モ

デ
ル
に
各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
開
発
し
た
医
療
情
報
連
携
ン
ス

テ
ム
が
多
く
紹
介
さ
れ
た
。
長
崎

発
の
地
域
医
療
モ
デ
ル
が
全
国
に 一一一一一一」

28 
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ク
」
構
築
の
取
り
組み
が
、
全

国
で
本
格
化
し
て
き
た

。

地
域
医
療
、
在
宅
医
療
の
拡
充

と
い
う
日
本
の
医
療
が
直
面
す
る

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
鍵
と
な

る
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

。

そ
れ

を
先
駆
的
に
実
現
、
現
在
も
全
国

最
大
規
模
を
維
持
し
て
「
長
崎
モ

デ
ル
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

佐
渡
の
挑
戦

ク
は
、
患
者
が
最
初
に
か
か
っ
た

医
療
機
関
で
の
受
診
記
録
を
、
次

に
か
か
っ
た
医
療
機
関
で
も
、
患

者
の
同
意
を
得
た
上
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
て
医
療
情
報
の
共
有

を
図
り
、
治
壁
刀
針
の
迅
速
な
確

立
、
医
療
の
効
率
化
を
進
め
よ
う

と
す
る
も
の。

患
者
が
地
域
内
の

ど
の
病
院
で
受
診
し
て
も
、
過
去

医
療
と
介
護

「
佐
渡
で
、
医
療
と
介
護
を
情
報

通
信
技
術
(
I
C
T
)で
結
ぶ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

患

者
の
情
報
を
、
病
院
や
開
業
医
、
調

剤
薬
局
、
福
祉
施
設
が
共
有
し
、
互

い
に
閲
覧
で
き
る
そ
う
で
す
」

そ
ん
な
話
を
商
社
の
方
か
ら
聞
い

た
。

「
医
療
と
介
護
が
、
I
C
T

で

協
力
す
る
例
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
」

と
思
い
、4
月
上
旬
、
新
潟
県
佐
渡

市
に
渡
っ
た。

歯
判
明
医
の
隅
田
光
弘
さ
ん
に
会
っ

た
。

「
ま
ず
、
患
者
が
飲
ん
で
い
る

薬
を
端
末
で
確
認
し
ま
す
。

た
と
え

ば
、
馬
髪
店
灯
薬
に
は
、
按
歯
時

に
は
飲
ん
で
い
な
い
方
が
よ
い
薬
も

あ
る
。

そ
の
揚
合
、
内
制
医
な
ど
に

薬
を
休
む
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
」

特
別
養
護
老
人
ホ1ム
「
大
浦
の

塁
」
の
井
野
端
司
園
長
は
、
「
こ
の

場
で
直
ち
に
「か
か
り
つ
け
医」

に
な
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る

。

そ
の
全
国
の
先
駆
け
が「あ
じ

さ
い
ネ
ッ
ト

」

で
、
2
0
0
4

年

に
発
足。
叩
年
を
過
ぎ
た
現
在
、

情
報
提
供
病
院
却
、
閲
覧
施
設

2

4
4

(う
ち
薬
局
叫)
、
患
者
登

録
数
約4
万
4

千
人。
県
内
主
要

医
療
機
関
が
参
加
し
て
い
る
の

が
協
力
し
て
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

こ
こ
で
、
同
ネッ
ト
を
利
用

し
た
情
報
共
有
が
多
職
種
連
携
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
糖
尿
病
な
ど
治
療
が
遅

れ
る
と
重
症
化
の
恐
れ
の
あ
る
疾

病
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど
専
門
医
が
少

な
い
分
野
の
疾
病
な
ど
の
治
療
で

も
、
同
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
て
、
専

結
ん
で
み
て
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
l

管
理
さ
れ
た
メl
ル
、
掲
示
坂

が
あ
る
。

お
年
寄
り
の
体
調
の
変
他

も
病
院
と
や
り
と
り
で
き
る
。

医
療

と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
」
と
い
う

。

話
の
通
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
動

い
て
い
た。

岡
市
の
高
齢
佑
率
は
全

国
の
お
%
を
上
回
る
お
%。
医
療
、

介
護
態
勢
も
十
分
と
は
い
え
な
い

。

限
ら
れ
た
「資
源
」
を
ど
う
生
か
す

か
。

白
河
の
長
年
の
課
題
だ
っ
た

。

中
核
と
な
る
佐
渡
総
合
病
院
の
佐

藤
賢
治
副
院
長
ら
が
構
想
を
ね
り
、

2

年
前
、N
P
O

法
人
が
運
営
す
る

「
さ
ど
ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
」
が
発
足

し
た
。

仮
想
の
「
佐
渡
島
病
院
」
。

1
0
0

を
超
え
る
島
内
施
設
の
6

劃

が
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
運
営
費

を
分
担
す
る。

島
の
住
民
の4
人
に

1

人
が
登
録
し
て
い
る。

医
師
や
介
護
従
事
者
は
、
ひ
ま
わ

り
ネ
ッ
ト
か
ら
、
個
々
の
患
者
の
治

療
内
容、
処
方
薬
、
検
査
結
果
、
X

線
や
内
視
鏡
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
な
ど

を
、
時
系
列
で
閲
覧
で
き
る
。

情
報
入
力
は
診
療
報
酬
明
細
の
デ

ー
タ
と
連
動
し
て
お
り
、
医
療
側
は

ネ
ッ
ト
用
に
入
力
す
る
必
要
は
な

い
。

電
子
カ
ル
テ
の
有
無
は
参
加
の

条
件
で
は
な
く
、
医
療
機
関
は
従
来

の
手
順
の
ま
ま
ネ
ッ
ト
を
使
え
る

。

佐
藤
副
院
長
は
「
患
者
情
報
を
知

る
意
味
は
大
き
い
」
と
言
う

。

情
報

を
生
か
せ
ば
、
薬
の
併
用
に
注
意
を

払
い
、
検
査
や
薬
の
重
複
も
軽
摘
で

き
る
。

ま
た
、
治
療
し
た
患
者
が
、

ど
ん
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
貯
て
い

る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
は
、
地
域
の
医
療
と
介
護
を
I

C
T

で
結
ぶ
事
例
は
米
国
で
広
が
つ

広
が
り
つ
つ
あ
る。
そ
の
本家
で

あ
る
本
県シ
ス
テ
ム
に
、
さら
に

磨
き
を
掛
け、
全
国
の
先
頭
を
走

り
続
け
た
い。

(高
層
信
雄)

長
崎
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
幻
自
(
土
)

て
い
る
。

-
D
Z
m円
但
芯
【
同
町
内
出
-
H

y
o
m
w
同1
0
ロ
O
伴
者
。
円
}
内
(
I
H
N)

と
い
う
非
営
利
組
織
が
、
5
0
0

以

上
あ
る。

I
H
N
は
、
多
く
の
施
設
を
つ
な

ぎ
、
効
率
的
な
還
営
、
重
複
投
資
の

抑
制
を
め
ざ
し
て
い
る
。

有
名
な
の

が
ピ
ッ
ツ
パl
グ
。

か
つ
て
の
鉄
鋼

の
衝
は、
-
H
N

が
多
く
の
雇
用
を

生
均十全
米
有
数
の
医
療
産
業
都
市

に
変
貌
し
た。

佐
渡
の
事
例
を
「
雛
島
だ
か
ら
、

高
齢
社
会
だ
か
ら
回
っ
て
い
る
」
と

例
外
視
す
る
の
は
危
う
い。
佐
渡

は
、
そ
う
遠
く
な
い
先
の
日
本
の
都

市
の
姿
で
あ
ろ
う
。

事
例
は
増
え
そ

う
だ
。

岩
手
県
で
も
「
気
仙
圏
域
」

の
2

市
1

町
が
、
同
様
の
仕
組
み
を

と
り
入
れ
る
準
備
を
始
め
て
い
る

。

靭

日
(
東
京
)
・

朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
間
日
(
日
)
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〔
氾
濫
す
る
が
ん
情
報
]

山
田
麻
未

東
京
社
会
部
(
前
生

が
ん
患
者
が
よ
り
よ
く
生
き
る

た
め
に
、
い
ま
必
要
な
と
と
を
探

る
連
載
「
が
ん
社
会
は
ど
と
へ

第
1

部
迷
え
る
患
者
た
ち
」(
2

月
、
く
ら
し
ナ
ピ
面・
計
6

回
)

の
取
材
に
加
わ
っ
た
。
連
載
の
テ

ー
マ
の
一
つ
は
「
が
ん
に
関
す
る

情
報
を
ど
う
選
摂
す
る
か
」
。
取

材
に
当
た
り
が
ん
情
報
に
つ
い
て

調
べ
た
と
と
ろ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
書
籍
で
情
報
が
氾
濫
し
て
い

る
と
と
に
飽
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が

正
し
さ
を
主
張
し
て
い
る
。
情
報

が
あ
ふ
れ
返
る
い
ま
、
科
学
的
裏

付
け
が
明
確
な
情
報
を
自
身
で
選

別
で
き
る
判
断
力
を
高
め
る
と
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

書
店
に
行
く
と
、
平
積
み
に
な

っ
て
い
る
が
ん
関
連
の
本
は
、
現

代
の
治
療
法
を
批
判
す
る
も
の
や

独
自
の
治
療
法
で
が
ん
が
治
っ
た

と
い
う
奇
跡
の
よ
う
な
体
験
談
な

ど
、
極
端
な
主
強
を
す
る
も
の
が

見極めを科学的裏付け
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
が
ん
患
者
で

な
い
私
に
と
っ
て
、
が
ん
情
報
は

縁
遠
く
、
医
師
の
言
う
こ
と
は
皆

信
頼
で
き
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
本
に
よ
っ
て
意
見
も
対
立

し
て
お
り
、
ど
う
や
ら
そ
う
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

専
門
外
の
医
師
が

本
で
極
端
な
主
張

表
紙
に
コ
元
国
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
医
師
」
と
、
あ
る
西
日
本
の
「
が

ん
セ
ン
タ
ー
」
勤
務
経
験
に
触
れ

た
医
師
の
本
が
あ
る
。
乙
の
医
師

が
監
修
し
た
本
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
高
い
評
価
の

コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
希
望
が
持
て
た
」
「
信
じ
ち
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
信
じ
て
い
き

た
い
」l
ー
な
ど
だ
。

と
の
本
は
、
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
た
現
時
点
で
の
最
替
の
治
療

法
「
標
準
治
療
」
で
な
く
、
健
康
食

品
に
よ
る
「
代
替
療
法
」
を
勧
め
て

い
る
。
国
立
病
院
の
名
前
を
出
す

乙
と
で
、
「
信
頼
性
の
高
い
本
で
あ

る
」
と
強
調
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

当
該
の
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
と
の
監

修
者
の
医
師
に
つ
い
て
「
1

年
間
、

整
形
外
科
の
非
常
勤
職
員
と
し
て

勤
め
た
事
実
は
あ
る
が
、
と
れ
の

み
で
は
誇
大
な
広
告
」
と
ホ
l

ム

ペ
ー
ジ
で
告
知
し
て
い
た
。

日
本
医
科
大
学
武
蔵
小
杉
病
院

で
、
抗
が
ん
剤
を
専
門
に
扱
う
腫

湯
内
科
教
授
、
勝
俣
範
之
医
師
は

「
が
ん
患
者
の
つ
ら
さ
や
再
発
へ

の
恐
怖
な
ど
の
弱
み
に
つ
け
込
ん

で
商
売
す
る
悪
徳
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

多
い
の
で
注
意
す
べ
き
だ
」
と
指

摘
す
る
。
医
師
だ
か
ら
と
い
っ
て

す
べ
て
信
頼
で
き
る
と
は
限
ら

ず
、
特
に
が
ん
専
門
医
で
な
い
医

師
に
よ
る
が
ん
情
報
は
注
意
深
く

み
た
方
が
よ
い
よ
う
だ
。

情
報
を
得
る
手
段
は
、
本
や
医

療
施
設
側
の
宣
伝
だ
け
で
は
な

い
。

プ
ロ
グ
や
ソ1
シ
ャ
ル
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
(
S

N
S
)の
存
在
も
大
き
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
世
界

保
健
機
関(
W
H
O
)が抗
が
ん
剤

を
や
め
る
よ
う
言
い
出
し
た
」
と

い
う
話
題
が
拡
散
さ
れ
て
い
た
。

公
益
社
団
法
人
日
本W
H
O
堕
E

に
尋
ね
て
み
る
と
「
そ
の
よ
う
な

公
表
商
事
実
は
な
い
」
と
回
答
。
「
ネ

ッ
ト
で
貝
た
方
か
ち
時
々
問
い
合

わ
せ
を
受
け
ま
す
」
と
の
と
と
だ
。 プ

ロ
グ
を
た
ど
っ
て
鯛
べ
て
み

る
と
、
「
ま
だ
公
表
前
の
情
報
。

W
H
O
と
関
係
の
あ
る
医
師
か
ら

得
た
話
で
、W
H
O内
の
一
部
で

識
輸
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
」

と
の
と
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
プ
ロ
グ
の
一
部
が
抜

き
出
さ
れ
た
り
改
編
さ
れ
た
り
し

て
、
引
用
元
も
坦
示
し
な
い
形
で

広
ま
っ
て
い
る
。
自
分
の
意
見
と

一
致
す
る
話
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

安
易
な
転
載
や
改
編
は
混
乱
を
招

く
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

治
療
方
法
を
巡
り

家
族
問
で
対
立
も

ま
た
、
「
医
師
は
自
分
や
自
分

の
家
族
が
が
ん
に
な
っ
た
ら
抗
が

ん
剤
を
使
わ
な
い
」
と
い
う
話
も

よ
く
聞
く
が
、
実
際
は
ど
う
な
の

か
。
勝
俣
医
師
は
「
抗
が
ん
裂
回

療
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
し
、
受

け
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
も
そ
も

一
概
に
く
く
れ
な
い
話
。
な
ぜ
な

ら
、
部
位
、
病
状
、
年
齢
な
ど
状

混
に
よ
り
全
く
違
っ
て
く
る
」
と

説
明
す
る
。

取
材
を
通
し
て
、
家
族
間
で
治

療
方
法
を
巡
り
対
立
し
た
と
い
う

話
も
聞
い
た
。
「
家
族
が
自
分
の

希
望
と
は
違
う
治
療
を
勧
め
て
き

て
困
っ
た
」
と
い
う
ケl
ス
の
ほ

か
、
「
『
正
し
い
情
報
』
を
知
ら な

か
っ
た
か
ら
治
療
法
の
選
摂
を

誤
っ
た
」
と
亡
く
な
っ
た
家
族
に

つ
い
て
話
す
ケl
ス
も
あ
っ
た
。

あ
ふ
れ
返
る
が
ん
情
報
が
家
族
関

係
に
も
影
響
を
与
-
え
て
し
ま
う
と

と
は
不
幸
と
感
じ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
が
ん
情

報
に
つ
い
て
、
信
頼
で
き
な
い
情

報
や
研
究
段
階
の
治
療
を
勧
め
る

な
ど
、
内
容
に
問
題
の
あ
る
も
の

が
半
分
以
上
あ
る
と
い
う
研
究

(
2
0
0
7年
、
後
藤
悌・
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
医

師
)
も
あ
る
。

信
頼
性
の
低
い
情
報
も
広
が
っ

て
い
る
と
と
を
認
識
し
た
上
で
、

不
安
や
疑
問
が
あ
れ
ば
、
専
門
的

な
が
ん
医
療
を
提
供
す
る
「
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
堕
な
ど
全
国

4
2
4

カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

相
談
窓
口
、
「
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
尋
ね
て
ほ
し
い
。

患
者
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
な

ど
周
囲
の
人
の
相
談
も
可
能
で
、

全
国
ど
と
か
ら
で
も
電
話
を
受
け

付
け
て
い
る
。
「
ブ
ロ
グ
で
こ
う

い
う
情
報
を
見
た
け
れ
ど
・
・
・
・
・
・
」

「
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
見
た
の
だ
が
」

と
い
っ
た
相
談
に
医
療
関
係
者
が

応
じ
て
く
れ
る
。

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
四
日
(
火
)
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患
者
の権
利
を
めぐ
る
医
療

用
語は
外
来
語
が
多
い。
「
イ

ン
フ
ォー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト」

は
、
治
療
法
を
決
め
る
前
に
、

患
者
が
医
師
か
ら
十
分
な
説
明

を
受
け
た
上
で
承
諾
す
る
こ

と
。

1
9
9
0
年
、こ
れを
「説

明
と
同
意
」
と
表
現
した
日
本

医
師
会
の
報
告
書
が
発
表
さ

れ
た。そ

の
解
釈
を「医
師
の
視
点

し
か
入
って
い
な
い
」
と
い
ち

早
く
批
判
して
「患
者
か
ら
見

れ
ば
『理
解
と
選
択』
。
両
者

鱗
を
並
べ
て
使
う
の
は
い
か
が
」

と
提
案
し
た
の
が
、
患
者
の
主

体
的
な
医
療
参
加
を
進
め
る
N

P
O

「さ
さ
え
あ
い
医
療
人
権

セ
ン
タ
ー

c
0
M
L

(コ
ム

ル
)
」
を
設
立
し
た
辻
本
好
子

さ
ん
(故
人
)
だ
っ
た
。

鋭
い
指
摘
に
深
く
う
な
ず
い

た
が
、
彼
女
の
訳
が
広
く
採
用

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

あ

ま
り
に
長
く
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
問
題
も
あ
っ
た
が
、
医
師

ー
ー

へ
の
l

明お
任
せ斗
意
識
が
ま
だ

的確なら概念普及早い
幅
を
き
か
せ
て
い
た
こ
ろ
だ。

提
案
自
体
が
早
過
ぎ
た
の
か
も

し
れ
な
い。

そ
の
後
「十
分
な
説
明
と
同

意
」な
ど
の
訳
も
登
場
し
た
が
、

依
然
言
い
尽
くせ
て
い
な
い
感

が
あ
り
、
今
は
カ
タ
カ
ナ
の
ま

ま
使
わ
れ
る
こと
が
多
い。
ぴ

た
り

と
は
ま
る
訳
語
が
あ
れ

ば
、
も
っと
早
く
広
ま
り
、
概

念
の
普
及に
も
役
立
った
か
も

し
れな
い
と
思
う。

今
後
、
ど
う
訳
さ
れ
る
か
と

注
目
して
い
る
新
し
い
医
療
用

語
が
あ
る。
「
シ
ェ
ア
ド
・

デ

ィ
シ
ジ
ョ
ン
・
メ
l

キ
ン
グ
」
。

や
は
り
治
療
法
の
決
定
に
関
す

る
一
言暴で
、
医
療
者
は
正
確
な

医
療
情
報
を
、
患
者
は
自
分
の

価
値
観
や
考
え
方
を
積
極
的
に

提
示
し
て
話
し
合
い
、
患
者
に

と
っ
て
最
善
と
思
わ
れ
る
治
療

法
を
両
者
が
協
力
し
て
選
択
す

る
こ
と
を
指
す。

病
気
の
経
過
が
長
期
に
及

び
、
治
療
法
に
関
す
る
正
解
も

一
つ
で
は
な
い
よ
う
な
慢
性
疾

患
を
め
ぐ
る
選
択
を
す
る
際
に

役
立
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

。

直
訳
っ
ぽ
い
「共
同
意
思
決

定
」
で
は
社
会
に
広
ま
り
に
く

い
だ
ろ
う。
セ
ン
ス
あ
る
訳
語

が
見
つ
か
る
と
い
い
の
だ
が
。

〈
共同
通
信
〉

静
岡
新
聞
・
朝

刊

2
0
1

5

年
6

月
ロ
日

(
金
)

厚労省調査

患
者
の
4

割
「
知
ら
な
い
」

医
療
機
関
に
カ
ル
テ
の
開
示
義
務
が
あ
る
こ
と
を
患
者
の

4

割
以
上
が
知
ら
ず
、
開

一否
乞
求
め
た
こ
と
の
あ
る
患
者
は
1
割
に
満
た
な
い
こ
と
が

m
日
ま
で
に
、
厚
生
労
働

省
の
調
査
で
分
か
っ
た
。

担
当
医
と
は
別
の
医
師
に
診
断
内
容
の
意
見
を
求
め
る
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
利
用
し
た
患
者
も
約
2
割
に
と
ど
ま
っ
た

。

専
門
家
は
「患
者
の

権
利
を
守
る
た
め
、
制
度
の
周
知
と
普
及
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

患
者
が
自
ら
の
病気
や
診

療
内
容
を
十
分
に
理
解
し
、

医
師
と
の
信
頼
関
係
を
確
保

の
成
人
患
者
か
ら
イ
ン
タ
ー
す
る
た
め
、
厚
労
省
は
医
療

ネ
ッ
ト
上
で
回
答
を
得
た
。

機
関
に
対
し
、
患
者
側
の
求

-
1

→
1
1
1
1
1

」

め
が
あ
れ
ば
カ
ル
テ
な
ど
の

A

一ι
一
J

一
ベ
一
診
療
記
録
を
原
則
開
示
す

a

一
円
ソ
t

一

n
h
u

一

n
t
u

一

ぃ
ιけ
十
|同
|
ι
|川
上
る
よ
う
指
針
で
定
め
て
い

一

可

は
長

一
・3

一

五
一用

一か

一
之

一

平
人
利

一分

一
調
査
の
結
果
、
医
療
機
関

一い
お
刈
ぶ

一に
原
則
と
し
て
カ
ル
テ
を
開

示
只
オ

一な

一
示
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を

b
説
記
ん
伝
記

一
「
知
っ
て
い
る
」
と
の
回
答

る
王
」
ヨ
ド
」
思一恩

一

渇
一三
五
味
土
三

一は
日
・

8
%
で
、
「知
ら
な

M
J
l
f九
バ

一対

一
い
」
2

・

2
%
だ
っ
た。

ム
恥
広
い
か
立…立
い

一実
際
に
「カ
ル
テ
の
開
示
を

た

一利
蒜
加
役
長
な一求
め
た
こ
と
が
あ
る」は
6

1
卜
L
H
M
r
L
I
-
-

」

・
2
%
に
と
ど
ま
っ
た。
ヵ

を
除
き
、
原
則
と
し
て
開示
ル
テ
の
開
示
を
受
け
た
人
の

す
る
よ
う
明
記
し
た
。
創
-
8
%
は
「役
に
立
っ
た
」

M
W年
施
行
の
個
人
情
報
保
と
答
え
た

。

護
法
で
カ
ル
テ
は「個
人
情
担
当
医
と
は
別
の
医
師
に

報
」
と
さ
れ
た。
5

千
件
以
診
断
内
容
や
治
療
方
法
に
つ

上
の
カ
ル
テ
を
保
有
す
る
医

療
機
関
は
、
患
者
の
求
め
が
い
て
意
見
を
求
め
る
セ
カ
ン

あ
っ
た
場
合
に
は
開
示
す
る
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
利
用
し
た

王
示
義
務
付
け
ら
れ
件up
J

ι
と
が
あ
る
患
者
は
守4

実
際
に
要
求
1

割
未
満

調
査
は
昨
年
ロ
月i
今
年

1
月
、
全
国
の
男
女5
千
人

カルテ開示を知っている人などの割合

①カルァ開示義務を知っている 57.8% 
----ー・b ・..・b ・・.-.--.・ー ・・ ・・ 4・--- - -・----------・・
知らない 42.2 

②カルァ開示を求めたことがあ
6. 2 

る
--・・・・..._--‘・・，ー_.-ー・..・p ・--・-----・・・--------圃圃 -.・・ ・ ・
求めたことはない 93.8 

③セカンドオピニオンを利用し のの A 

V
カ
ル
テ
の
開
示義
務

厚
生
労
働
省
は
2
0
0
3
年

に
策
定
し
た
指
針
で
、
す
べ

て
の
医
療
機
関
は
患
者
の
治

療
内
容
や
経
過
な
ど
を
記
入

し
た
カ
ル
テ
に
つ
い
て
、
患

者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
場

合
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
な
ど

%
だ
っ
た。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
利
用
し
た
患
者
の

飴
・

1
%
が
「
役
に
立
っ
た
」

と
回
答
し
、
カ
ル
テ
開
示
と

同
様
、
多
く
の
患
者
が
有
用

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
た。

医
療
関
係
者
に
よ
る
と
、

患
者
側
が
担
当
医
へ
の気兼

ね
か
ら
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
を
利
用
し
な
い
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。

厚
労
省
検
討会
の
座
長
を

務
め
た
多
国
羅
浩三
大
阪
大

名
督
教
授
は
「患
者
の
権
利

を
し
っ
か
り
と
守
る
に
は
、

カ
ル
テ
開
示
や
セ
カンド
オ

ピ
ニ
オ
ン
が
常
識
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い」と
指
摘。

そ
の
上
で
「
各
地
の
拠
点
病

院
が
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オン

を
受
け
付
け
る
組
織
を殻け

る
な
ど
、
制
度
を普
及
さ
せ

る
努
力
が
必
要
だ」
と
話
し

て
い
る。



Klrlnuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2015

、者がん J

心
ゆ
く
ま
で
、
し
か
も
無
料
で
相
談
に
乗
っ
て

も
ら
え
る。

が
ん
治
療
に
詳
し
い
医
師
に
、
分
か

ら
な
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
、
何
で
も

l
。

県
立

広
島
病
院
(
広
島
市
南
区
)
の
「
が
ん
専
門
医
よ

ろ
ず
相
談
芭
。
窓
口
に
医
師
を
配
置
す
る
、
全

国
で
も
珍
し
い
試
み
だ
。

開
設
か
ら
約8
カ
月
で

延
べ
2
1
7

人
が
訪
れ
た。
相
談
者
は
何
を
求
め
、

何
を
得
た
の
か。
そ
の
答
え
は
、
が
ん
医
療
が
抱

え
る
課
題
と
重
な
る
。

病
院
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
探
っ
た。
(

標
葉
知
き

どちらかというと
満足 ・納得

腿
お
臥
「
現
実
受
け
止
め
ら
れ
た
」

相
謹
附
は
昨
年7
月
、
同
病
院
に
開
設

し
た
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院
(車
京
)
な
ど
に
勤
務
し
わ
克Z昔
郎

医
師
(町
)H
中
区
H

が
担
当。
毎
週
火
喝

日
の
午
後1
1
4

時
に
応
じ
て
い
る。
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た21
1

人
中
、8
割

に
当
た
る
1
6
8

人
が
「十
分
満
足
・
納

得
で
き
た
」
と
里
巴
た。

高
い
満
足
感
を
も
た
ら
す
理
由
は
何
だ

ろ
う
。

自
由
記
述
で
自
に
付
く
の
は
、
次

の
よ
う
な
感
想
だ
。

「
詳
し
く
話
を
聞
い
て
く
れ
た
」
「
細

か
く
教
え
て
も
ら
え
た
」
「
ゆ
っ
く
り
相

談
で
き
た
」
「
不
安
に
思
う
こ
と
を
全
て

聞
い
て
い
た
だ
い
た
」
・
:
。

-
人
当
た
り
の
薗
談
は
平
均
必
分
。
「時

間
」
を
気
に
せ
ず
、
じ
っ
く
り
対
話
が
で

き
た
充
実
感
が
伝
わ
る
。

ま
た
、
児
玉
医

師
と
の
「
距
離」
の
近
さ
を
喜
ぶ
声
も
多 か

っ
た。

「
主
治
医
に
聞
け
な
い
こ
と
が
聞
け
た
」

「
向
き
合
っ
て
も
ら
え
る
安
心
感
が
あ
っ

た
」
「
優
し
く
接
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
」
「
(自
分
の
症
状
に
つ
い
て)前

も
っ
て
調
べ
て
く
れ
て
い
た
」
:
・
。

資
料
や
自
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
を
使
い
、
症

状
や
治
療
法
を
か
み
砕
い
て
説
明
す
る

。

時
聞
を
か
け
て
、
患
者
に
寄
り
添
い
な
が

ら
|
。

こ
ん
な
児
玉
医
師
の
姿
勢
は
、
相

談
者
に
大
き
な
「
気
付
き
」
を
も
た
ら
し

て
い
く
。

「
現
実
を
受
け
止
め
ら
れ
た
」
「
分
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
」
「
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
治
療
へ
の
目
標
が
は
っ
き
り
し
た
」

i
。

相
談
者
の
約
半
数
は
、
進
行
が
ん
や
再

発
が
ん
の
治
療
中
で
完
治
が
難
し
い
へ
た

っ
た。
児
玉
医
師
は
こ
う
諮
る
。

「
斐
叩

感 / 現場退いた医師活用を児玉医師

「医療関係者がアイデアを
出し合い連機を強める之と
で、 5分診療の隙間を埋め
ていきたい」と寄る児玉医師

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
透
け
て
見
え
る
患
者
た
ち
の
願
い

。

そ

れ
は
、
自
分
な
り
に
気
持
ち
を
整
理
し
、
納
得
し
て
治
療
に

臨
む
こ
と
ー。

そ
の
た
め
に
は
十
分
な
情
報
と
力
強
い
伴
走

者
が
必
要
だ。

「5
盆
頑
」
と
い
わ
れ
る
い
ま
の
体
制
で

は
、
限
界
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

。

今
後
の
が
ん
医
療
は
ど
う

あ
る
べ
き
か。

児
玉
医
師
に
聞
い
た
。

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。

が
ん
の
告
知
を
受
け
た
患
者
の
多
く
は
、
頭
の
中

が
真
っ
白
に
な
り
ま
す
。

し
ば
ら
く
し
て
、
治
療
へ

の
不
安
や
疑
問
が
湧
い
て
く
る

。

主
治
医
に
聞
き
た

く
て
も
気
後
れ
し
て
し
ま
う
。

納
得
で
き
な
い
ま
ま

治
療
が
進
ん
で
し
ま
う
ケ
l

ス
が
と
て
も
多
い
ん
で

す
ね。そ

う
い
う
構
図
は
私
自
身
、
頭
で
は
分
か
っ
て
い

ま
し
た。

で
も
こ
の
活
動
を
始
め
て
み
て
、
篤
い
た

。

知
り
た
い
こ
と
を
聞
け
て
い
な
い
患
者
が
こ
ん
な
に

多
い
の
か
、
と。
医
師
が
1

人
の
患
者
に
割
く
時
聞

が
、
や
っ
ぱ
り
圧
倒
的
に
足
り
て
い
な
い
ん
で
す
ね

。

要
因
の
一
つ
が
、
国
が
定
め
る
診
療
報
酬
の
在
り

方
で
す
。

田
知
行
制
度
は
手
術
や
検
査
、
投
薬
と
い
っ

た
医
療
行
為
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
収
入
が
上
が
る

「
出
来
高
払
い」。
-
人
に
時
間
を
か
け
る
よ
り
患

者
数
を
こ
な
す
ほ
う
が
、
報
酬
が
増
え
る
シ
ス
テ
ム

な
ん
で
す。

た
だ
、
制
度
を
変
え
る
に
は
時
聞
が
か
か
り
ま
す

。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
は
、
利
用
料
が
高
く
て

足
を
運
べ
な
い
人
も
多
い
。

限
ら
れh
f虐療
資
源
を
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が
ん
相
談
員
の
活
動
支
援

が
ん
患
者
へ
の
相
談
支
援
を
充

実
『
与
』
る
た
め
、
県
は

1

目
、
熊

本
大
病
院
(
熊
本
市
中
央
区
)
に

「県
が
ん
相
談
員
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
た。

県
健
康
づ
く
り
推
進
課
に
よ
る

と
、
県
内
に
は
固
と
燥
が
指
定
す

る

「が
ん
勢
ノ
療
連
機
拠
点
病
院
」

が
日
カ
所
あ
り
、
各
病
院
で
は
患

者
や
家
族
か
ら
の
相
談
に
無
料
で

対
応
し
て
い
る。
県
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
看
護
師
、
医
療
ソ
|

シ
ャ
ル
ワ
l

カ
l

ら
各
病
院
の
が

ん
相
談
員
(
約1
0
0

人
)
の
活

動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
患
者

の
悩
み
や
不
安
の
軽
減
を
図
る
。

同
セ
ン
タ
ー
に
は
看
護
師
と
事

務
職
員
の
2

人
を
配
置。
治
療
や

生
活
面
の
悩
み
な
ど
各
病
院
に
寄

せ
ら
れ
た
相
談
内
容
を
集
約
し
た

• • ー
自
に
開
館
さ
れ
た「県
が
ん
相
鍛
員
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー

」
。今
後
は
相
政
員
向
け
の
研
修
会
を
開
く
な
ど
し
て

患
者
支
媛
の
充
実
を
図
る
H

熊
本
市
中
央
区
の
熊
本
大
病
院

アンケートの自由記述欄に書かれた愈者や

家族の思い。 r納得できたJ r心強しリな
どのコメントが目立つ

トセンター県がサボー

治
療
を
ど
う
す
る
か
、
家
族
は
『
も
し
も

の
時
』
を
ど
の
程
度
覚
悟
し
て
お
く
べ
き

か
|
。
厳
し
い
状
態
は
正
直
に
話
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
で
も
、
一
人
で
闘
う
の

で
は
な
い
と
伝
え
ま
す
。
迷
っ
た
ら
、
何

度
で
も
こ
こ
へ
来
て
い
い
の
だ
と
」

相
談
所
へ
の
要
望
一
で
は
、
「
土
日
も
聞

け
て
」
「
他
の
地
域
に
も
あ
れ
ば
い
い
の

に
」
な
ど
の
声
が
目
立
ち
、
一
一

l

ズ
の
高

さ
を
恩
わ
せ
る
。
「
知
り
合
い
に
相
談
所

を
勧
め
た
い
か
」
と
い
う
聞
い
に
は
、
約

9

割
が
「
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
。

。

相
談
は
要
予
約
0

2
0
8
2
(
2
5
6
)

q
u
F
Dハ0
1
ム
。

熊本大病院に開設

最
大
限
活
用
し
て
い
く
視
点
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
、
蛍

z
e
e

相
整
忍
後
セ
ン
タ
ー
。
看
護
師
や
医
療
ソ

1

シ
ャ
ル

ワ
l

カ
l

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
治
療
の
本
質

に
つ
い
て
答
え
る
に
は
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私

の
よ
う
な
現
場
を
退
い
た
医
師
が
チ

l

ム
に
加
わ
れ

ば
、
よ
り
幅
広
い
ニ
l

ズ
に
対
応
で
き
る
。
そ
ん
な

工
夫
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

患
者
の
悩
み
を
い
か
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
ど
う
応
え

る
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が
、
私
た
ち
医
療
関
係
者
に
投

げ
掛
け
た
宿
題
は
大
き
い
。
知
恵
を
絞
っ
て
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

診療時間の不足痛

り
、
相
談
員
向
け
の
研
修
会
を
開

い
た
り
し
て
適
切
な
支
援
に
つ
な

げ
る
。

が
ん
の
経
験
者
に
よ
る
相

談
支
援
を
進
め
る
た
め
、
「ピ
ア
サ

ポ
l

タ
l

」養
成
に
も
取
り
組
む
。

県
が
負
担
す
る
委
託
料
は
職
員

の
人
件
費
や
研
修
会
の
開
催
資
な

ど
年
間
約1
2
0
0

万
円。

健
康
づ
く
り
推
進
課
は「高
齢

化
が
進
む
中
で
、
が
ん
患
者
も
増

加
し
て
い
る。

相
談
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
、
相
談
員
の
資
質
向

上
や
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る。(

田
中
祥
三
)

※
県
内
の
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
(
凶
カ
所
)
は
そ
れ
ぞ
れ
「が

ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー」を
設
慣

し
、
相
談
員
が
患
者
や
家
族
ら
の

悩
み
に
無
料
で
対
応
し
て
い
る
。

同
支
援
セ
ン
タ
ー
は
別
表
の
通

ハ
ソ。

中

国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
4

月
沼
田
(
月
)

33 



が
ん
患
者
や
家
族
が
、
医
療
チl
ム
と
相
談
を

繰
り
返
し
な
が
ら
治
療
や
療
獲
の
方
針
を
決
め
て

い
く
「
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ(A
C

P
)
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る。
患
者
の
希
望
や
生

活
を
噂
置
し
、
将
来
の
状
態
の
変
化
に
も
備
え
る

こ
と
で
、
納
得
感
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
試
み

だ
。

(鈴
木
教
秋
)

Klrlnukl Sokuhou 
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進
行
性
の
胃
が
ん
を
思
うA
さ
ん

(叩
)は
、
告
知
後
、
不
安
に
か
ら
れ

て
い
た
。
同
居
す
る
妻
や
、
独
立
し

た
息
子
た
ち
に
迷
惑
は
か
け
た
く
な

い
。

治
療
費
は
工
面
で
き
る
か。
ど

ん
な
暮
ら
し
が
待
っ
て
い
る
の
か
|

。

思
い
切
っ
て
、
病
院
の
緩
和
ケ

ア
チ
1

ム
の
医
師
に
相
談
し
た
。

単

に
患
者
の
心
身
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
予
防
し
、
生

t
j

活
の
質
を
高
め

\
心
円A
W
〆

る
役
割
だ
と
病

J
明
ボ
引
\
l

院
で
聞
い
た
か

一
\

ら
だ。

\
U

・
医
師
は

「あ

L川
く
ま
で
見
通
し

F
E』
で
す
が

」
と
断

・

E
ι
ト
っ
て
、
先
々
の

寸
J
Y

列
生
活
の
イ
メ
ー

マ
メ
M
阿
川
ジ
に
つ
い
て
具

ョ
F
F
、
ョ
司
体
的
に
説
明
し

崎
町v
u
v
'

て
く
れ
た
。

抗
が
ん
剤
の

副
作
用
が
重
い
場
合
と
軽
い
場
合

で
、
通
院
の
大
変
さ
や
家
族
の
負
担

が
ど
う
異
な
る
か
。
再
発
後
の
経
過

や
治
療
法
の
選
摂
肢。
体
調
の
恵
化

ACPとは?ん医療で注目

-アドバンスケアプランニングの流れのイメージ
~進行性の筒がんを治療するAさんの場合

医鏑「治療後の生活lëI:こん~感じ
です(異体的に)J

種目置師「奥さんも交え、今後について
話しあいましょうJ

医師f心配事lま遠慮恕く言って
くださいJ

医師「万が一、体調を崩した時lま
どう過ごしたいですかJ

迷い

気持ちの
揺らぎ

納得

落ち込み

不安

失望

院
繍

臥←再
在宅つ司
自慢餐

患
者
と

「

最
善
」

分
や
家
族
に
と
っ
て
ど
ん
な
生
活
が

よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
か
、
話
し
あ

っ
て
い
け
る
。
大
ま
か
な
方
向
性
を

家
族
を
含
む
チ1
ム
で
共
有
し
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
専
門
家
が
協
力
し

て
く
れ
る
。

A
さ
ん
は
少
し
ほ
っ
と

し
た
。

入
院
時
、
A
さ
ん
は
、
遺
産
配
分

や
家
族
へ
の
思
い
な
ど
を
記
す
「
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノI
ト

」
や
、
延
命
治

ワ
l

カ
l

ゃ
、
連
携
す
る
訪
問
看
護

師
ら
が
、A
さ
ん
の
食
事
や
入
浴
、

ト
イ
レ
、
移
動
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た。

婆
に
付
き
添
わ
れ
て
の
通
院
が
続

い
た
が
、
生
活
環
境
を
快
適
に
改
善

し
た
た
め
、
ベ
ッ
ド
に
寝
て
ば
か
り

と
い
う
日
々
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
も
情
報
が

共
有
さ
れ
、A
さ
ん
は
納
得
で
き
る

時
聞
を
過
ご
し
た
。

死
か
ら
目
を
背
け
ず
に
自
分
の
こ

と
と
し
て
引
き
受
け
、
元
気
な
う
ち

か
ら
準
備
を
す
る
こ
と
で
、
自
分
の

生
き
方
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き

る
。

国
は
「診
断
が
つ
い
た
時
か
ら

の
緩
和
ケ
ア
」
を
提
唱
す
る
が
、
そ

れ
を
実
現
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
が
A
C

P
だ
。

だ
が
、A
C
P
先
進
国
の
米
国
で

の
治
療
探
る

も
、
-
置
い
た
ら
お
し
ま
い
で
は
な
く
、

一緒
に
考
え
、
曾
き
直
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
が
重
要
だ
と
教
わ
っ
た
。

「今
の
時
点
で
ど
う
こ
う
で
は
な

い
の
で
す
が
、
万
が
て
体
調
が
崩

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
ど
こ
で
過

ご
し
た
い
で
す
かヤ
と
も
聞
か
れ
た
。

時
聞
を
か
け
て
考
え
る
う
ち
、A
さ

ん
の
中
で
、
過
度
な
治
療
よ
り
婆
と

平
穏
に
暮
ら
す
時
聞
を
優
先
し
た
い

も
、
実
施
率
は
多
い
州
で
3

割
程
度。

日
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
試

行
錯
誤
が
続
い
て
い
る
段
階
だ
。

「
患
者
さ
ん
が
最
善
の
意
思
決
定

を
す
る
た
め
、
ど
ん
な
支
援
が
必
要

な
の
か
、
倫
理
的
な
問
題
を
含
め
検

討
を
重
ね
、
指
標
を
作
っ
て
い
き
た

い
。

法
的
な
裏
付
け
も
今
後
議
論
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
、
国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院(千
葉
県



な
ど
で
意
織
が
混
乱
し
、
自
分で方

針
を
決
め
にく
く

な
る
時
期
が
訪
れ

る
司
能
性
が
あ
る
こ
と
。

体
が
衰
え

て
も
、
家
で
過
む
す
こ
とが
で
き
る

こ
と
、
な
ど
だ。

チ
l

ム
の
看
護
師
も
「奥
さ
ん
も

交
え
て
、
治
療
方
針
を
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
く

れ
た
。

自

カS

療
を
ど
う
す
る
か
を
決
め
て
お
く

「リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
」
を
自
分
で
作

ら
な
け
れ
ば
なら
ず
、
い
っ
た
ん
書

く

と
内
容
は
寝
せ
な
い
と
思って
い

た
。だ

が
、
入
院
時
も1
年
後
の
再
発

時
も
、
医
師
ら
と丁
寧
な
話
し
合
い

が
で
き
た。
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
な
ど

柏
市
)
精
神
腫
療
科
長の
小
川
朝
生

さ
ん
は
話
す
。

と
い
う
気
持
ち
が
固
ま
っ
て
い
っ

た
。や

が
て
、
再入
院
。

抗
が
ん
剤
治

療
を
ど
の
程
度
まで
行
》?
か、
抗
が

ん
剤
が
効
か
なく
な
っ

た
時
、
ど
ん

な
療
養
を
選
訳
す
る
か
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
た。
A
さ
ん
が
自
宅
療
養
を

選
ぶ
と
、
病
院
の
医
療
ソ
l

シ
ャ
ル

司
法
解
剖足
り
ぬ
医
師

犯
罪
の
疑
い
の
あ
る
遺
体
を
調
べ

る
司
法
解
剖
を
患
っ
法
医
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る。
青
森
県
で
は
、
た

だ
1

人
の
担
当
医
師
が3
月
末
で
退

任
し
、
一時
解
剖
が
で
き
な
く
な
る

事
態
に。
政
府
は
、
明
ら
か
な
病
死

な
ど
を
除
く
「異
状
死
」
の
死
因
究

明
を
推
進
す
る
が
、
解
剖率は
侭
迷

し
た
ま
ま
だ。
関
係
者
は
人
材
育
成

と
と
も
に
、
解
剖
を
手
伝
う
補
助
員

の
増
員
な
ど
に
よ
る
法
医
の
負
担
軽

減
を
求
め
て
い
る
。

と安全管理総集版 2015年 9号
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犯
罪
死
見
逃
す
恐
れ

「捜
査
に
遅
れ
が
出
か
ね

な
い
」。

殺
人
事
件
な
ど
の

後
査
に
あ
た
る
青
森
県
警
同
捜

査
1

課
の
幹
部
は
懸念
す

る
。
県
内
の
司
法
解
剖
を一

手
に
引
き
受
け
て
き
た
弘
前

大
大
学
院
の
女
性
准
教
授
が

3

月
末
で
退
任。
埼
玉
医
判
明

大
か
ら
男
性
教
授
が
着
任
す

る
5

月
ま
で
、
空
白
期
間
が 生

じ
る。

県
警
は
こ
の
間
、
岩
手
医

制
大
と
秋
田
大
に
司
法
解
剖

を
依
額
す
る
が
、
遺
体
搬

送
に
は
片
道
約2
時
間
半1

約
3

時
間
半
か
か
る
と
い

う
。

幹
部
は
「遺
体
を
返
す

ま
で
の
時
間
も
余
計
に
か
か

り
、
遺
族
の
精
神
的
な
負
担

も
増
え
か
ね
な
い
」
と
も
話

穏類 対象など

司法解剖 犯罪の疑いのある遺
体。 裁判所の許可が
必要

行政解剖 中毒、災害などによ
り死亡した疑いのあ
る遺体、誰にもみと
られない孤独死など
死因が分からない潰

除去併j
体

警察などが扱う遺体
のうち、箸察署長が
特に死因究明が必要
と判断した遺体

死因究明のための主な解剖

す
。弘

前
大
で
は20
1
0

年

度
に
も
当
時
在
籍
し
た
男
性

教
授
が
体
調
を
崩
し
、
約
1

年
間
司
法
解
剖
を
休
止。
女

性
准
教
授
も
研
究
や
購
義
と

並
行
し
て
年
間20
0

件
超

の
解
剖
を
こ
な
し
て
き
た

。

同
大
学
医
学
研
究
斜
の
男
性

事
務
長
は
「1
人
で
は
負
鰻

が
大
き
す
ぎ
る。
志
望
者
は

少
な
く
、
人
材
育
成
は
簡
単

で
は
な
い
」
と
話
す
。

「1
人
だ
け
」却
県

司
法
解
剖
な
ど
で
死
因
を

調
べ
る
法
医
の
不
足
は
全
国

的
な
問
題
だ。
日
本
法
医
学

会
に
よ
る
と
、
約m
ω県
で
司

法
解
剖
の
担
当
医
が
1

人
し

か
い
な
い。

政
府
は
犯
罪
死
の
見
逃
し

な
ど
を
防
ぐ
た
め、

異
状
死

し
た
遺
体
の
解
剖
率
を
加
%

ま
で
引
き
上
げ
る
目
標
を
娼

げ
る
。

文
部
税
学
省
は
東
北

大
や
千
葉
大
、
長
崎
大
な
ど

5

大
学
に
死
因
究
明
の
た
め

の
教
育
・

研
究
費
用
を
積
み

増
す
な
ど
、
法
医
の
育
成
を

強
化
し
て
い
る
。

警
察
庁
に
よ
る
と
、
は
年

に
全
国
の
警
察
が
扱
っ
た
異

状
死
の
遺
体
約
問
万
6

千
体

(東
日
本
大
震
災
と
交
通
事

故
関
係
を
除
く
)
に
対
し
、

解
剖
率
は日
・
7
%
に
と
ど

ま
る
。

全
国
の
国
公
私
立
大

で
司
法
解
剖
に
あ
た
る
法
医

は
は
年
度
で1
5
3

人
と5

年
間
で日
人
し
か
増
え
て
い

な
L常

勤
・

非
常
勤
合
わ
せ
て

約
ω
人
の
医
師
が
所
属
す
る

東
京
都
箆
察
医
務
院
の
男
性

事
務
長
も
「
人
繰
り
は
ぎ
り

ぎ
り
だ
。
高
齢
者
の
堵
加
な

ど
に
伴
い
、
扱
う
遺
体
は
増

え
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は 読

士
冗(東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
引
日

(日
)

人
員
の
拡
充
が
必
要
に
な

る
」
と
指
摘
す
る
。

補
助
員
増
員
を

都
市
部
も
合
め
て
法
医
を

志
望
す
る
人
が
少
な
い
の

は
、
待
遇
に
比べ
て
仕
事
の

負
担
が
貫
く
、
研
究
に
充
て

る
時
間
も
確
保
し
づ
ら
い
こ

と
が
原
因
と
さ
れ
る
。

日
本
法
医
学
会
庶
務
委
員

長
で
和
敬
山
県立医
判
明
大
の

近
緩
稔
和
教
授(幻
)
は「法

医
が
減
る
と1
人
当
た
り
の

負
担
が
増
す。
そ
れ
を
敬
遠

し
て
、
志
望
者
が
減
る
と
い

う
悪
循
環
に
なっ
て
い
る
」

と
し
た
上
で「解
剖
の
質
を

港
と
さ
な
い
た
め
に
も
、
毒

物
の
鑑
定
な
ど

、

関
連
す
る

作
業
を
手
伝
う
補
助
員
の
増

員
や
設
備
の
充
実
に
よ
る
負

担
軽
減
も
必
要
だ」
と
話
し

て
い
る。

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
5

年
3
月
お
日
(月
)

35 
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み
る
と
、
2
0
07
年
の
と
し
た
。
る
例
も
多
い
。
さ
つ
ま
町

大
相
撲
時
津
風
部
屋
の
カ
ロ
年
の
鹿
児
島
県
内
の
で
日
年

6

月
、
男
が
ハ
義

士
暴
行
死
事
件
や
、
交
際
解
剖
率
は
4
%
ど
ま
り
。
を
殴
り
死
な
せ
た
傷
害
致

男
性
が
相
次
い
で
亡
く
な
県
替
は
的
年
は
3
人
だ
っ
死
事
件
は
当
初
、
遺
体
の

っ
たω
年
の
首
都
圏
連
続
た
検
視
官
を
ロ
人
に
増
員
状
況
に
事
件
性
が
な
い
と

不
審
死
事
件
な
ど
、
解
剖
し
て
お
り
、
捜
査

1

課
内
み
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、

さ
れ
な
い
ま
ま
「
事
件
性
に
検
視
室
を
設
け
た
。
現
聞
き
込
み
捜
査
な
ど
と
総

な
し
」
と
判
断
さ
れ
る
ケ
場
で
の
検
視
に
立
ち
会
う

A
E
て
司
法
解
剖
し
た
結

l

ス
が
続
い
た
。

「臨
場
率
」
は
、
的
年
が
果
、
摘
発
に
つ
な
が
っ
た
。

1
9
9
8
年
以
降
、
死
4・
5
%
だ
っ
た
の
に
対
県
普
の
南
茂
昭
検
視
室

因
の
誤
り
な
ど
に
よ
る
犯
し
、
昨
年
は
日

・

3
%
と
長
は
、
司
法
解
剖
の
増
加

罪
死
の
見
逃
し
は
全
国
で
大
幅
に
上
が
っ
た
。
傾
向
を
「
見
逃
し
を
防
ぐ

U
年
が
約
凶
万
9
千
体
で
必
件
あ
っ
た
。
警
察
庁
は
鹿
児
島
は
全
国
的
に
み
意
識
が
県
議
全
体
に
浸
透

川
四
年
の
約
臼
万
6

千
体
に

ω
年
に
死
因
究
明
制
度
の
て
も
高
齢
者
の
1
人
暮
ら
し

、

態
勢
も
整
っ
て
き
た
」

比
べ
て
約
2
割
培
え
た
。
や
嘱
託
の
医
師
が
遺
体
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
研
究
し
世
帯
が
多
く
、
地
域
で
と
し
た
上
で
、
「
犯
罪
性

高
齢
化
や
1
人
暮
ら
し
世
状
況
や
生
活
実
態
な
ど
を
会
を
設
置
。
全
国
の
解
剖
住
民
の
結
び
付
き
は
希
薄
を
払
し
ょ
く
で
き
な
い
部

帯
で
の
孤
独
死
な
ど
を
反
調
べ
る
検
視
・

死
体
検
案
率
を
監
察
医
務
院
の
置
か
化
し
つ
つ
あ
る
。
死
亡
し
分
が
あ
る
限
り
、
解
剖
で

映
し
、
今
後
も
増
加
傾
向
を
し
て
犯
罪
の
疑
い
が
認
れ
た
重
泉
都
の
却
%
ま
で
た
人
の
生
活
実
態
が
把
握
死
因
究
明
す
る
し
か
な

は
続
く
と
み
ら
れ
る
。
め
ら
れ
た
場
合
に
実
施
さ
引
き
上
げ
、
将
来
的
に
国
で
き
な
い
た
め
、
事
件
性
い

」
と
話
し
た
。

司
法
解
剖
は
、
普
察
官
れ
る
。
だ
が
、
全
国
的
に
際
水
準
の
印
%
を
皐
芋
が
否
定
で
き
ず
に
解
剖
す

(山
下
期
吾
)

G

ズ
l
ム
剖

。

裁
割T
の
鑑
定
処
分
許
可
犯
罪
死
の
見
逃
し
を
防
ぐ
た

状
に
基
づ
き
、
捜
毒
関
に
嘱
め
、
2
0
1
3
年
4
月
に
興
行

司
法
解
剖
託
さ
れ
た
医
師
が
実
施
す
る

。

さ
れ
た
死
因・昼
藷
資
法
で
・

犯
罪
に
よ
る
死
亡
が
明
ら
か
こ
の
ほ
か
、
事
件
性
は
薄
い
が
、
は
、
事
件
性
の
有
無
が
分
か
ら

…
な
遺
体
や
、
犯
罪
で
死
亡
し
た
死
因
不
明
の
場
合
は
監
察
医
に
な
い
辺
体
に
つ
い
て
も
ば
族
の

…
疑
い
が
あ
る
遺
体
に
つ
い
て
死
よ
る
行
政
解
剖
や
遺
族
の
承
諾
承
諾
な
し
に
解
剖
で
き
也
ょ
う

・

因
を
特
定
す
る
た
め
に
行
う
解
を
得
て
の
承
諾
解
剖
が
あ
る

。

に
な
っ
た
。

犯
罪
死見
逃
し
防
げ
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長 ZZ 2353iE3告主要芸品 gpg
玲 2 話番ミ訳書22EZY23 長
鹿追賢官紫嘉義鯉持伊 院主 ぎ望 ?2

-H議会計量
主連筆 宅整費量

53 号 iiii
158i 
けま数す

軒 ?3
率死 8 法

宗達佐罰

詩持

検視官臨場は6割超

@鹿児島

南
日

本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
沼
目
(
日
)

大法医学教室忙殺

小
片
教
授
を
含
む
解
剖
医
林
敬
人
講
師
が
入
る
ま
で
に
あ
る
。
日
本
法
医
学
会

「自
主
的
な
取
り
組
み
を

2
人
、
解
剖
を
手
伝
う
准
は
小
片
教
授
が
一
人
で
解
の
調
査
(仰
年
度)
に
よ
促
す
」
と
し
た
。

教
授
ら
補
助
員
3
人
の
計
剖
を
担
っ
て
き
た
。

「
犯
る
と
、
国
立
大
学
法
人
化
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

5
人
態
勢
。
解
剖
に
は
1
罪
を
見
逃
さ
な
い
た
め
多
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
法
に
関
わ
っ
た
千
葉
大
学
大

体
当
た
り
3
1
8
時
間
か
く
の
遺
体
を
受
け
入
れ
た
医
学
教
室
の
予
算
や
教
員
学
院
の
岩
瀬
博
太
郎
教
授

か
り
、
組
織
襟
本
や
血
液
、
い
が
、
1
人
当
た
り
年
間
数
は
減
少
。
説
会
は

ω
年
、

(法
医
学)
は
「
犯
罪
の

薬
物
検
査
な
ど
を
経
て
、
関
件
程
度
が
限
度
。
全
国
国
の
予
算
で
各
都
道
府
県
見
逃
し
が
起
こ
れ
ば
、
国

1
件
の
鑑
定
曾
を
作
成
す
的
に
み
れ
ば
医
師
2
人
は
に
「
死
男
萌
医
療
セ
ン
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
。

司
法
解
剖
急
増
刊
年
間
件

加
担

「あ
ま
り
に
負
担
が
大

き
い
。
主
要
業
務
で
あ
る

講
義
や
研
究
に
影
響
が
出

て
い
る
」。
鹿
児
島
大
学
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犯
罪
死
の
見
逃
し
を
防

ぐ
た
め
司
法
解
剖
の
件
数

が
急
増
す
る
一
方
、
解
剖

を
相
一
う
法
医
学
の
医
師
不

足
は
深
刻
化
し
て
い
る
。

監
察
医
制
度
が
あ
る
5

都

府
県
を
除
き
、
解
剖
を
実

施
す
る
の
は
大
学
の
法
医

学
教
室
だ
け
。
鹿
児
島
大

学
で
も
ポ
ス
ト
に
は
限
り

が
あ
り
、
負
担
は
増
す
ば

か
り
だ
。
現
場
か
ら
は
人

材
育
成
と
と
も
に
、
死
因

究
明
に
特
作υ
た
専
門
機

関
の
設
置
を
求
め
る
声
が

上
が
る
。

足りぬ医師増す負

h
uノ

涌
店

ハ
H
U

ハ
H
U

ハ
H
u

a
A

斗
・
4

T
ψ
I』

山
口
さ
ん
は
名
古
屋
帯
大
付
属
医
学

ー
ベ
ノ

専
門
部
(
現
・

名
古
屋
大
医
学
部
)
を

弘
」

卒
業
し
、
伊
勢
湾
台
風
が
襲
来
し
た
一

、
』

九
五
九
年
に
開
業
。

六
三
年
に
警
察
医

つ
に
委
嘱
さ
れ
、
主
に
名
古
屋
市
南
部
で

、

刑
事
た
ち
と
現
場
を
踏
ん
で
き
た。

δ
口

「
た
と
え
似
た
よ
う
に
見
え
る
状
態
の

L
L
・

遺
体
で
も
、
人
生
の
閉
じ
方
は
一
人
一

J
』
r
、

人
絶
対
に
違
う。
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

寸
川
川J

を
感
じ
取
ら
ね
ば
」
。

病
死
や
交
通
事

j
r
H
H
'|
故
死
が
多
く
、
自
殺
も
二
割
ほ
ど
を
占

医
学
部
法
医
学
教
室
の
小

片
守
教
授
は
嘆
く。
研
究

室
に
は
鑑
定
書
を
作
成
す

る
ま
で
に
電
短3
カ
月
程

度
を
要
す
る
と
い
う
。
多

く
て
1

日
3

件
の
依
頼
が

ポ
ス
ト
に
限
り

人
材
育
成
課
題

る
た
め
の
資
料
が
山
積
み

に
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
作
業

が
終
わ
ら
な
い
う
ち
、
次

々
と
解
剖
の
依
頼
が
舞
い

込
み
、H
自
転
車
操
業M

状
態
が
続
い
て
い
る
。

鹿
大
法
医
学
教
室
は
、

入
る
と
と
も
あ
る
。

2
0
1
4

年
の
司
法
解

剖
は
1
4
8

件
で
、
m
年

前
の
4

倍
だ
。
年
々
、
解

剖
業
務
に
忙
殺
さ
れ
、
本

業
と
の
両
立
が
難
し
く
な

っ
て
い
る。
ω
年
4

月
に

警
察
医
と
し
て
人
知
れ
ず
亡
く
な
っ
た
人
の
検
視
に
立
←
り
会
い
、
五
十
年
余

に
わ
た
り
四
千
人
の
遺
体
と
向
き
合
っ
た
医
師
が
い
る

。

愛
知
県
内
最
高
齢
の

警
察
医
で
、
三
月
末
に
引
退
し
た
名
古
屋
市
南
区
の
外
科
医
山
口
勇
さ
ん

(
八
七
)

。

物
言
わ
ぬ
故
人
と
向
き
合
い
な
が
ら
生
と
死
の
意
味
を
考
え
続
け
、
自

殺
と
判
明
し
た
場
合
は
遺
族
に
「
自
分
を
貸
め
な
い
で
」
と
伝
え
て
き
た

。

(
社
会
部
・
中
野
裕
紀
)

め
た
。

記
憶
に
残
る
検
視
が
あ
る
。

あ
る
年

の
桜
が
満
開
の
こ
ろ
、
八
十
歳
を
超
え

た
夫
婦
の
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
。
夫
が

認
知
症
の
妻
を
絞
殺
し
、
丁
寧
に
北
向

き
の
布
団
に
寝
か
せ
、
傍
ら
で
首
を
つ

っ
て
い
た。

「
私
に
胃
が
ん
が
見
つ
か

っ
た
。

二
人
と
も
動
げ
な
く
な
っ
て
家

族
や
皆
に
迷
惑
を
か
け
る
前
に
、
一
緒

に
逝
き
ま
す
」。

夫
の
遺
書
を
見
て
、

胸
が
つ
ぶ
れ
そ
う
に
痛
ん
だ
。

検視50年名古屋の警察医が引退
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う

が
、

依
頼
が
描
唱
え
続
け
れ

ば
対
応
は
難
し
い
」
と
小

片
教
授
。

死
因
を
調
べ
る
法
医
学

の
医
師
不
足
は
全
国
的
な

問
題
だ。
醤
察
庁
の
資
料

に
よ
る
と
、
全
国
の
解
剖

医
は
1
5
4

人
(
日
年

度
)。
お
県
で
司
法
解
剖

を
担
う
機
闘
が
一
つ
し
か

な
く
、V
2り
お
県
は
解
剖

医
が1
人
だ
け。
鳥
取
県

に
至
つ
て
は
ゼ
ロ
だ
。

加
え
て
、
全
国
の
大
学

法
医
学
教
室
は
縮
小
傾
向

タ
l

(仮
称
)
」
を
設
置

し
、
1
2
0

人
程
度
の
解

剖
医
を
配
置
す
る
よ
う
提

雪F
Uた
。

国
は
、
病
死
以
外
の
解

剖
率
を
現
状
の
m
%
程
度

か
ら
加
%
に
引
き
上
げ
る

目
標
を
掲
げ
る。
欧
米
諸

国
に
比
べ
、
解
剖
率
が
著

し
く
低
い
た
め
だ
。
だ
が
、

HH年
4

月
の
死
因
究
明
制

度
に
関
す
る
最
終
墾
量

で
は
抜
本
的
な
対
策
は
示

さ
れ
ず
、
地
方
に
対
し
死

因
究
明
等
推
進
協
議
会

(仮
称
)
の
設
鐙
を
求
め
、

末
期
が
ん
を
患
い
、
食
事
を
拒
否
し

て
餓
死
し
た
高
齢
の
男
性
も
い
た

。

死

体
検
案
書
に
は
「
病
死
」
と
し
た
が
、

自
ら
人
生
の
幕
を
引
い
た
尊
厳
死
と
も

感
じ
た
。

自
殺
で
も
遺
寄
が
な
い
場

合
、
遺
族
や
友
人
が
「
救
え
な
か
っ

た
」
と
自
貨
の
念
を
感
じ
た
り
、
「
な

ぜ
死
を
選
ん
だ
」
と
考
え
た
り
す
る
。

そ
ん
な
姿
を
見
聞
き
し
、
機
会
が
あ
れ

ば
「
故
人
は
残
さ
れ
る
人
の
幸
せ
を
願

い
な
が
ら
、
亡
く
な
っ
た
は
ず
。

苦
し

み
過
ぎ
て
は
故
人
の
死
が
無
に
な
る
」

と
伝
え
て
き
た。

検
視
の
立
ち
会
い
で
、
時
代
の
移
り

変
わ
り
も
感
じ
る。
家
族
や
地
域
の
結

び
つ
き
が
強
か
っ
た
こ
ろ
は
、
死
亡
か

ら
間
も
な
く
見
つ
か
る
遺
体
が
大
半
。

最
近
は
、
発
見
ま
で
月
日
が
た
つ
た
独

り
暮
ら
し
の
孤
独
死
が
泊
え
た
。

高
額

国
が
先
頭
に
立
っ
て
、
法

医
学
医
の
育
成
と
受
け
皿

の
整
備
に
早
急
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
、
手
遅
れ
に

な
る
」
と
替
鐙
を
鳴
ら
し

た
。

南
日
本
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
沼
田
{
日
)

の
財
産
が
あ
り
な
が
ら
病
死
し
、
一
カ

月
近
く
た
っ
て
発
見
さ
れ
た
高
齢
の
男

性
も
い
た。
覚
せ
い
剤
以
外
に
危
険
ド

ラ
ッ
グ
な
ど
が
手
に
入
り
や
す
く
な
っ

た
せ
い
か
、
薬
物
に
よ
る
若
者
の
中
毒

死
も
目
立
っ
て
き
た。

戦
後
日
本
の
繁
栄
を
支
え
て
き
た
世

代
が
、
誰
に
も
み
と
ら
れ
ず
息
を
引
き

取
る。
若
者
が
薬
物
に
溺
れ
、
未
来
を

失
う。
命
の
は
か
な
さ
を
感
じ
な
が
ら

務
め
を
果
た
し
て
き
た
半
世
紀
。

「
つ

ら
い
仕
事
だ
が
、
誰
か
が
誠
実
に
見
つ

め
ね
ば
な
ら
な
い
」。
信
頼
で
き
る
南

区
内
の
後
輩
医
師
に
後
任
を
託
し
た
。

中
日
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
5

年
4

月
お
目
(
木
)

37 
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逃さぬ犯罪死
犯
罪
に
よ
る
死
を
見
逃
さ
な
い

た
め
、
滋
賀
県
や
県
警
、
県
医
師

会
な
ど
県
内
の9
関
係
機
闘
が
連

携
し
、
「
死
因
究
明
等
推
進
協
議

会
」
を
近
く
立
ち
上
げ
る
。

死
因

究
明
に
向
げ
た
施
策
を
定
め
た
計

画
が
昨
年6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
た
取
り
組
み
で
、

同
様
の
協
議
会
設
置
は
愛
麗
県
、

福
岡
県
に
続
い
て
全
国
で3
番

目
、
関
西
で
は
初
と
い
う
。

死
因
究
明
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
り
は
、20
0

7

年
の
大
相
撲
時
樟
風
部
屋
の
力

士
零
行
死
事
件
。

欝
察
は
当
初
被

害
者
を
解
剖
せ
ず
「
事
件
性
な
し
」

と
判
断
し
た
が
、
遺
族
側
が
自
費

で
解
剖
し
、
傷害
致
死
事
件
だ
っ

た
こ
と
が
判
明
。

そ
の
後
、
会
菌
の

響
察
で
検
視
官
の
増
員
な
ど
が
進

み
、
検
視
態
勢
が
強
化
さ
れ
た

。

そ

れ
で
も
ω
年
の
埼
玉
連
続
不
審

死
、
昨
年
の
京
都
な
ど
4
府
県
で

の
青
酸
カ
リ
連
続
不
審
死
な
ど
、

犯
罪
死
の
鳳
越
し
は
無
く
な
ら
な

'
ν
 協

議
会
に
撃
す
る
滋
賀
医
科

大
の
一杉
正
仁
教
授
(
必
)
は
「
死

因
の
究
明
は
県
民
の
安
心
安
全
に

つ
な
が
る。
犯
罪
死
の
鼠
越
し
を

防
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
う

つ
ぶ
せ
寝
に
よ
る
子
ど
も
の
突
然

死
な
ど
、
同
じ
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
必
曹
と
話
す
。

事
会
は
6
月
2

日
に
初
会
署

聞
き
、
県
内
の
死
因
究
明
制
度
の

現
状
に
つ
い
て
報
告
や
情
報
交
換

を
守
つ
予
定
だ
。

(
田
中
俊
太
郎
)

僻緬
協議会設置関西初死因究

京
都
(
滋
賀
て
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
引
日
(
日)

社
会
で
高
齢
化
が
進
む
中
、
孤

日
独
死
な
ど
警
察
が
取
り
扱
う
遺
体

一
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

2
0

日

1
3

年
は
会
菌
で
約
げ
万
体
に
上

…
り
、
叩
年
前
の1
・

M
倍
。

滋
賀

川

で
も
昨
年
は1
6
1
3

体
で
過
去

…
最
多
と
な
り
、
そ
の
7

割
以
上
を

…
ω
歳
以
ょ
が
占
め
た
。

今
後
も
遺

…
体
の
取
り
扱
い
数
が
増
え
る
の
は

…
確
実
だ
が
、
死
因
究
明
制
度
の
充

…
実
へ
の
課
題
は
多
い

。

滋
賀
医
科
大
の一杉
正
仁
教
授

(
必
)
は
、
遺
体
の
解
剖
率
の
低

…
さ
を
指
摘
す
る
。

県
内
に
は
解
剖

…
医
が3
人
お
り
、
他
府
県
に
比
べ

-断章鵠皇箆認仙沼l語講飽錨鴎同園

500 

hu 
-
<U吋

4

n
U
 

側
側
町

内
〆
』

3
1

14年

態勢充実も低い解剖率
検案担当医不足が深刻

13 12 11 

て
解
剖
の
態
勢
は
充
実
し
て
い

る
と
い
う。

だ
が
、
滋
賀
の
解
剖

率
は
5
%
程
度
で
会
薗
平
均
の
日

%
の
半
分
に
と
ど
ま
る
。

一
杉
教

授
は
、
死
因
が
特
定
さ
れ
る
ま
で

の
過
程
が

一
般
に
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
と
し
、
「
死
因

を
し
っ
か
り
と
調
べ
な
い
こ
と
は

故
人
の
尊
厳
に
も
関
わ
る
し
、
犯

罪
の
隠
ぺ
い
に
も
つ
な
が
る
」
と

話
す。

県
警
は
「
遺
族
に
解
剖
が
で
き

る
こ
と
を
説
明
し
て
も
望
ま
れ
な

い
場
合
が
あ
る
」
と
説
明
し
、
解

剖
が
で
き
な
い
場
ム
弔
」
も
犯
罪
死

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
検
視
の
充
実

な
ど
を
図
っ
て
い
る
。

検
視
官
の

現
場
立
ち
会
い
率
は
昨
年
で
円

%
、
今
年
は4
月
末
ま
で
に
的
%

を
超
え
た。

警
察
か
ら
の
要
請
を
受
フ
遺
体

を
確
認
す
る
検
察
担
当
医
の
不
足

も
探
刻
だ。
警
察
署
や
遺
体
発
見

現
場
な
ど
に
出
動
し
、
変
死
の
疑

い
の
あ
る
遺
体
の
死
因
調
査
な
ど

を
坦
つ
が
、
県
警
捜
査
1

課
に
よ

る
と
、
昨
年
に
県
瞥
が
取
り
扱
つ
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
国
が
し

っ
か
り
後
押
し
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

2
0
1
3

年
に
警
察
か
取
り
扱
っ
た

遺
体
は
約
時
万9
千
体
。
孤
独
死
の
増

加
な
ど
を
背
景
に
、
過
去
叩
年
間
で

M

%
増
え
た
。
う
ち
事
件
性
が
疑
わ
れ
る

ケ
l

ス
な
ど
解
剖
が
行
わ
れ
た
の
は
1

割
で
、
大
半
は
「
非
犯
罪
」
事
例
と
し

て
体
の
状
態
を
調
べ
る
程
厚
生
ど
ま

る
。
大
型m
圏
以
外
に
は
専
門
医
が
ほ

支
援
す
る
の
か
が
見
え
に
く
い
。

財
政
措
置
を
含
め
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
な
げ
れ
ば
、
協
議
会
の
活
動
は
進
む

ま
い
。
省
庁
の
垣
根
を
越
え
た
推
進
姿

会
薗
で3
番
目
、
関
西
で
は
初
め
て
勢
を
、
具
体
的
に
示
す
べ
き
だ
。

の
「
死
因
究
明
等
推
進
協
議
会
」
が
滋
一
方
、
協
議
会
に
は
人
材
育
成
な
ど

賀
県
で
発
足
し
た
。
県
や
県
警
、
大
学
に
坦
え
、
遺
族
か
ら
の
相
談
・
要
望
の

な
ど
9
機
闘
が
初
会
合
を
開
き
、
穆
件
窓
口
づ
く
り
や
、
死
因
究
明
の
過
程
で

性
が
疑
わ
れ
た
り
、
医
師
に
か
か
ら
ず
得
ら
れ
た
情
報
の
活
用
に
も
取
り
組
ん

孤
独
死
し
た
り
と
い
っ
た
事
例
の
死
因
で
も
ら
い
た
い
。
近
年
、
遺
体
を
コ
ン

究
明
の
課
題
を
話
し
合
っ
た
。
ピ
ュ

l

タ
l

断
層
撮
影
す
る
死
亡
時
画

協
議
会
の
設
置
像
診
断

(
A
i
)が

は
、
昨
年6
月
の
死
司
ヨ

d

」
込
三
九
区
邑

A
A
h
J

画
・

-
L
・
死
因
調
査
の
切
り
札

一
玉
一b

卒
』
剤
章
一
子
し
℃
こ
そ

因
究
明
等
推
進
計
画
F
E
J
A

一J
E

〉

E
E
-
-又

E
t
v
'
t
d

と
し
て
期
待
さ
れ
て

の
閣
議
決
定
を
受
げ
い
る
。
し
か
し
得
ら

て
国
が
各
都
道
府
県
に
要
請
し
て
い
れ
た
結
果
を
ど
の
よ
う
に
遺
族
に
開
示

る
。
た
だ
、
多
く
の
宮
治
体
の
動
き
は
す
る
か
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し

鈍
く
、
財
政
難
の
な
か
「
死
者
よ
り
も
た
う
え
で
デ
ー
タ
を
ど
う
蓄
積
・
分
析

生
者
の
医
療
介
護
に
予
算
を
使
い
た
し
、
疾
病
予
防
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く

い
」
と
の
声
も
聞
こ
え
る
。
か
は
明
確
で
な
い
。

だ
が
死
因
究
明
も
医
療
の
一
つ
だ
。
デ
ー
タ
を
社
会
に
役
立
て
て
こ
そ
、

犯
罪
の
原
選
し
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
死
因
究
明
の
意
義
が
あ
る
。
遺
族
の
声

隠
れ
た
病
気
の
発
見
、
予
防
に
も
つ
な
を
聞
き
、
検
査
や
解
剖
に
不
安
が
あ
る

が
る
。
都
道
府
県
は
協
議
会
の
設
置
を
場
ム
日

L
は
丁
寧
に
説
明
し
、
検
杏
結
果

急
ぐ
と
と
も
に
、
保
健
向
上
の
視
点
を
を
国
民
会
葎
の
健
康
に
生
か
す
。
そ
う

も
っ
て
専
門
医
の
育
成
や
地
元
機
関
の
し
た
努
力
が
欠
か
せ
な
い
。

死
因
究
明
の
推
進

と
ん
ど
い
な
い
こ
と
が
主
な
理
由
だ
。

改
醤
に
向
け
、
死
因
究
明
の
専
門
機

関
を
会
菌
に
整
備
す
る
案
が
こ
れ
ま
で

度
々
議
論
さ
れ
た
も
の
の
、
遺
体
の
大

半
を
占
め
る
非
犯
罪
事
例
に
つ
い
て
は

所
管
室
庁
が
明
確
で
な
く
、
進
ま
な
か

っ
た
。
推
進
計
画
が
で
き
た
こ
と
で
よ

う
や
く
内
閣
府
を
中
心
に
実
現
へ
踏
み

出
し
た
が
、
厚
生
労
働
省
、
警
察
庁
、

文
部
科
学
省
ほ
ど
に
ま
た
が
る
業
務
を

ど
う
調
整
し
、
各
地
の
協
議
会
を
ど
う

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
6

日
{
土
)

た
遺
体1
6
1
3

体
に
対
し
、
初

体
以
上
の
検
察
を
担
当
し
た
医
師

は
昭
人
に
上
る
。
-
人
当
た
り
の

負
担
が
大
き
い
う
え
に
、
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
と
い
う
。
県
警
は

検
察
担
当
医
を
確
保
す
る
た
め
、

当
番
制
導
入
を
県
医
師
舎
L提
案

し
て
い
る
。

東
近
江
市
八
日
市
の
医
師
鳥
越

公
準
。
ん
(
位
)
は
1
9
7
1

年

か
ら
東
近
江
署
や
旧
八
日
市
署
の

管
内
で
検
察
を
担
当
患
者
の

診
察
や
出
張
の
傍
ら
、
要
請
が
あ

れ
ば
昼
夜
間
わ
ず
現
場
に
仔
く
。

現
在
も
年
間
約
初
体
を
検
察
す

る
と
い
い
、
鳥
越
さ
ん
は
「
体
力

が
続
く
限
り
や
り
た
い
」
と
し

つ
つ
、
「
検
察
は
経
験
が
大
切
。

若
い
人
も
や
っ
た
方
が
い
い
」
と

話
す
。

死
因
究
明
等
推
進
協
議
会
の
基

礎
と
な
る
国
の
計
画
で
は
、
死
因

究
明
を
「
重
要
な
公
益
性
が
あ
る
」

と
評
価
し
た
。
県
響
捜
査
1

課
の

小
林
孝
行
検
視
官
室
長(
M
)は

「
死
因
究
明
は
警
察
や
検
寒
す
る

医
師
だ
け
で
な
く
、
関
係
機
関
や

社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課

題
。
協
議
会
が
そ
の
一
歩
に
な
れ

ば
」
と
期
待
を
込
め
る
。

(
田
中
俊
太
尽

京
都
(
滋
賀
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
別
日
(
日
)
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産
科
医
基
幹
病
院
に
集
約

学
会
計
画

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
は
初

日
、
深
刻
化
す
る
産
科
医
不
足

へ
の
対
応
策
を
ま
と
め
た
行
動

計
画
を
公
表
し
た。
地
域
の
基

幹
病
院
に
産
科
医
を
集
め
て
、

医
師

一人
ひ
と
り
の
負
担
を
減

ら
す
と
と
も
に
、M
時
間
安
心

出
産
担
時
間
体
制
を
確
保

し
て
出
産
で
き
る
場
を
確
保
す

る
こ
と
が
柱
だ。

過
酷
な
勤
務
な
ど
が
敬
遠
さ

れ
、
産
科
医
は
初
年
前
に
比
べ

て
、
2

割
減
少
。

新
た
に
産
科

医
に
な
る
医
師
は2
0
1
0

年

度
の4
9
1

人
を
ピ
l

ク
に
4

年
連
続
で
減
り
、
昨
年
度
は
3

6
8

人
だ
っ
た。
都
道
府
県
聞

の
格
差
も
広
が
り
、
人
口
凶
万

人
あ
た
り
の
産
科
医
数
は
東
京

と
沖
縄
の
日
・
-
人
に
対
し

て
、
茨
城
は4
・
8

人
で
2

倍

以
上
の
差
が
あ
る。

都
道
府
県
別
の
人
口
叩
万
人
あた
り
の
産
科
医
数

行
動
計
画
で
は
、
現
在
の
お

産
の
体
制
を
続
け
る
に
は
、
毎

年
5
0
0

人
の
新
た
な
産
科
医

が
必
要
だ
と
指
摘。

救
急
に
も
対
応
で
き
、M
時

間
安
心
し
て
出
産
で
き
る
場
を

維
持
す
る
た
め
、
産
科
開
業
医

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
都
道
府

県
の
中
核
で
リ
ス
ク
の
高
い
出

産
や
高
度
な
新
生
児
医
療
に
対

応
す
る
「総
合
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
」
に
初
人
以
上
、

地
域
の
中
綴
で
比
較
的
高
度
な

産
科
医
療
に
対
応
す
る「地
域

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー」

に
凶
人
以
上
の
常
勤
の
産
科
医

を
集
め
る
こ
と
を
目
療
に
掲
げ

た
。

集
約
化
で
、
当
直
な
ど
の

産
科
医
一
人
ひ
と
り
の
負
担
を

軽
減
し
て
、
産
科
医
の4
割
を

占
め
る
女
性
医
師
が
、
子
育
て

や
妊
娠
中
に
も
無
理
な
く
働
け

る
よ
う
に
す
る。

ま
た
、
地
域
で
幅
広
く
診
療

す
る
総
合
診
療
医(家
庭
医
)と

の
連
携
や
、
高
い
能
力
を
持
つ

助
産
師
の
育
成
も
計
画
に
盛
り

込
ん
だ。
国
や
自
治
体
、
大
学

と
情
報
共
有
し
て
、
都
道
府
県

が
5

年
ご
と
に
作
る
医
療
計
画

な
ど
に
対
策
を
反
映
さ
せ
る
。

同
学
会
は
産
科
医
を
中
心
と

し
た
集
ま
り
で
、
今
年3
月
末

の
会
員
数
は
約1
万
6
0
0
0

人
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
引
日
(
目
)

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
は
初
日
、
過
酷
な

勤
務
な
ど
に
よ
り
産
科
医
不
足
が
続
く
状
況

に
対
処
す
る
た
め
、
基
幹
病
院
に
産
科
医
を

集
め
て
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
な
ど
を
柱
と

し
た
行
動
計
画
を
公
表
し
た
。

だ
が
、
医
師

数
な
ど
、
地
域
で
事
情
は
異
な
り
、
問
題
の

解
決
に
向
け
た
道
の
り
は
厳
し
い
。
(
医
療

部
利
根
川
昌
紀
、
岩
永
直
子
)

全国平均

北海道 ・・・・
青森 ・・・・・ :
岩手 ・・・・・ :
宮械 ・・・・・圃
秋田 ・・・・・ :
山形 ・・・・・圃
福島 ・・・・
茨織・・・
栃i;f: 園田園

群馬 ・・・・・ :
筒玉 ・・・・ i 
千葉 ・・・・ ;
東京 ーーーー-ー-

神療川 ・・・・・・ 1
山梨園_:

長野 ・・・・・ i
静岡 ・・・・・ 1
新潟 ・・・・・ :
富山 ・・・・・圃
石111 ・・・・・・
福井 ・・・・・・
厳車 ・・・・・ ;
変知 ・・・・・・
三重 ・・・・・ ;
滋賀 圃・・・・・
京都

大阪

兵庫 ・・・・・ :
奈良

和歌山 ・・・・・・ :
鵬取 ・圃・・・・圃・
醐・圃園田

岡山 ・・・・・ ;
広島 ・・・・・ :
山口 ・・・・・ ;
徳島 田・・・・・
香川 ・・・・・ ;
愛媛 ・・・・・・;
高知聞・・
福岡 田・・田
佐賀 ・・・・・岡
長崎・・・・・圃
熊本 ・・・・・;
大分 ・・・・・ :
宮崎 ・・・・・・・
鹿兜島 ・・・・・・
沖縄 ーーーー--.--

024681012人

半
径
叩
J
3

人
で

「お
な
か
が
張
っ
て
い
る
ね
」

岩
手
県
立
二
戸
病
院
の
入
院

病
棟
。
産
婦
人
科
の
秋
元
義
弘

科
長
は
、
帝
王
切
開
を
鐙
え
た

家
庭
医
が
健
診

産
科
医
不
足
へ
の
対
応
策
と
し

て
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
行
動

計
画
に
は
、
幅
広
い
診
療
能
力
を
持

で
育
成
す
る
体
制
を
鐙
え
る
。

日
本

看
護
協
会
な
ど5
団
体
も
、
低
リ
ス

ク
の
分
娩
を1
人
で
行
え
る
助
産
師

を
認
証
す
る
制
度
を8
月
か
ら
始
め

る
。

1
0
0

例
以
上
の
お
産
経
験
な

ど
が
嬰
件
で
、
研
修
を
受
け
て
.
類

審
査
と
試
験
に
合
格
し
た
助
産
師
を

• 助
産
師
活
用
も

リ
ス
ク
の
低
い
妊
婦
を
中
心
に
原

則
妊
娠
%、事
広
で
診
療
。
出
産
は
同

病
院
な
ど
で
行
い
、
産
後
は
再
び
母

回
唯
男
院
長
は
「
ま
だ
年
間mi
m
ω

例
程
度
し
か
行
っ
て
い
な
い
が
、
多

少
な
p
c

も
産
科
医
の
負
担
軽
減
に



ø集版 2015年9号

妊
婦
に
語
り
か
け
な
が
ら
、
お

な
か
に
手
を
あ
て
が
い
、
メ
ス

を
入
れ
る
位
置
を
確
か
め
た
。

こ
の
妊
婦
は
子
宮
筋
腫
が
あ

り
、
帝
王
切
開
時
、
大
量
出
血
の

危
険
が
高
い
。
切
開
位
簡
を
慎

重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

同
病
院
は
、
リ
ス
ク
の
高
い

出
産
に
対
応
す
る
地
域
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
だ
。
青
森

県
の
一
部
を
含
め
、
半
径
約
叩

J
の
範
囲
を
カ
バ
ー
し
、
年
間

約
6
0
0

件
の
お
産
を
担
う
。

産
科
医
療
の
基
幹
病
院
だ
が
、

産
婦
人
科
の
常
勤
医
は4
人
だ

け
。

-
人
は
車
で1
時
間
以
上

か
か
る
岩
手
県
立
久
慈
病
院
に

交
代
で
派
遣
さ
れ
、
実
質
3

人

で
日
常
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

医
師
1

人
あ
た
り
の
出
産
件
数

は
全
国
平
均
の1
・
6

倍
だ
。

来
春
、
年
間
約30
0

件
の

お
産
を
取
り
扱
う
地
域
の
産
院

が
医
師
の
高
齢
化
で
閉
院
す

る
。
二
戸
病
院
は
そ
の

一部
を

引
き
受
け
る。
秋
元
科
長
は
「扱

う
出
産
数
は
増
え
て
も
医
師
は

増
え
な
い。
緊
急
時
に
問
題
な

く
対
応
す
る
の
は
、
よ
り
難
し

く
な
る
」
と
漏
ら
す。

2

交
代
制
導
入

日
本
産
婦
人
科
医
会
に
よ
る

と
、
常
勤
医
の4
割
を
女
性
医

師
が
占
め
る
。m
j
m
ω歳
代
で

は
6

割
を
超
え
る
。
女
性
医
師

の
約
半
数
が
妊
娠
中
や
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
を
抱
え
て
お

つ
総
合
診
療
医
(
家
庭
医)
と
の
連

携
や
、
助
産
師
の
能
力
を
よ
り
高
め

る
体
制
作
り
も
盛
り
込
ん
だ
。

千
葉
県
館
山
市
の
亀
田
フ
ァ
ミ
リ

ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
館
山
は
、
系
列
の
亀

田
総
合
病
院
の
産
科
と
連
携
し
、
2

0
0
6

年
か
ら
家
庭
医
が
妊
婦
健
診

を
行
っ
て
い
る
。

子
と
も
に
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
診
察
す

る
。

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
健
診
を
受
け

る
妊
婦
(
お
)
は
「
上
の
2

人
の
子
ど

も
も
、
こ
こ
で
健
診
を
受
け
た。
日

頃
か
ら
子
ど
も
の
ぜ
ん
そ
く
な
ど
も

診
て
く
れ
る
の
で
、
安
心
で
す」
と

話
す。家

庭
医
で
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
岡

つ
な
が
れ
ば」
と
話
す。
同
病
院
産

科
の
鈴
木
真
部
長
は
「他
の
診
療
科

の
医
師
ら
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
産

科
医
は
リ
ス
ク
の
高
い
妊
婦
や
患
者

の
治
療
に
集
中
で
き
る」
と
感
謝
す

る
。

助
産
師
に
つ
い
て
は
、
正
常
該
肌

を
担
え
る
よ
う
、
地
域
の
基
幹
病
院

認
証
す
る。

同
協
会
の
福
井
ト
シ
子
常
任
理
事

は
「助
産
師
に
も
し
っ
か
り
と
し
た

技
術
や
知
識
が
必
要
だ
。

妊
婦
の
高

齢
化
で
リ
ス
ク
の
高
い
出
産
も
増
え

て
お
り
、
妊
婦
の
急
変
を
い
ち
早

く

察
知
し
、
医
師
に
つ
な
ぐ
能
力
も
求

め
ら
れ
る」
と
話
す。

産
科
医
集
約

り
、
当
直
を
免
除
さ
れ
た
り
、
お

産
の
担
当
か
ら
外
れ
た
り
す
る

こ
と
が
多
い。
妊
娠
や
出
産
を

扱
う
産
婦
人
科
は
女
性
の
視
点

が
生
か
せ
る
分
野
で
、
妊
婦
も

女
性
医
師
を
歓
迎
す
る。
し
か

し
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
女
性
医
師

が
楠
唱
え
た
こ
と
が
、
残
り
の
医

師
の
負
担
を
重
く
し
て
い
る
。

日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー(東
京

都
渋
谷
区)
産
婦
人
科
は2
0

0
9

年
、
産
婦
人
科
で
は
日
常

化
し
て
い
る
当
直
明
け
の
診
療

を
や
め
、
自
動
に
引
き
継
ぐ
2

交
代
制
を
導
入
し
て
、
妊
娠・

育
児
中
の
女
性
医
師
も
勤
務
に

入
り
や
す
く
し
た。
長
時
間
連

続
勤
務
を
し
な
い
こ
と
で
、
疲

労
に
よ
る
ミ
ス
が
減
り
、
不
公

平
感
も
是
正
さ
れ
た
と
い
う
。

都
心
で
最
新
の
設
備
も
整っ

た
向
セ
ン
タ
ー
に
は
お
人
も
の

地
方
ん
難
題

、.. 

「
絶
対
数
足
り
な
い
」
負
担
減
必
要

産
科
医
が
そ
ろ
う
。
第
二
産
婦

人
科
の
木
戸
道
子
部
長
は
「
子

育
て
中
の
女
性
医
師
も
働
き
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
各
都
道
府
県

に
1

か
所
だ
け
で
も
医
師
を
集

め
、
交
代
勤
務
制
を
導
入
す
る

べ
き
だ
」
と
主
張
す
る
。

高
度
な
医
療
を
行
う
都
道
府
県

の
中
核
と
な
る
総
合
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
産
婦
人
科

の
常
勤
医
を
別
人
以
上
、
地
域

の
中
核
の
地
域
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
に
叩
人
以
上
集
め

る
と
い
う
目
標
を
明
記
。

主
治

医
制
を
廃
止
し
、
交
代
勤
務
を

し
や
す
く
す
る。
病
院
内
に
は

保
育
所
を
設
置
す
る
な
ど
し
、

男
女
間
わ
ず
医
師
が
適
正
に
勤

務
で
き
る
環
境
も
聾
え
る
。

格
差
2

倍
以
上

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
行

動
計
画
で
も
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「大
規
模
化
・
重
点
化」述
。

だ
が
、
人
口
あ
た
り
の
産
科

医
数
は
都
道
府
県
に
よ
っ
て
2

倍
以
上
の
差
が
あ
り
、
産
科
医

不
足
が
全
国
で
解
消
で
き
る
か

ど
う
か
は
不
透
明
だ
。

二
戸
病

院
の
秋
元
科
長
は
「地
方
は
産

科
医
の
絶
対
数
が
足
り
な
い。

医
師
を
集
め
ら
れ
る
の
は
、
病

院
や
医
師
が
多
い
都
市
部
だ

け
F
」
た
め
息
交
じ
り
で
話
す
。

行
動
計
画
の
策
定
に
関
わ
っ

た
海
野
信
也
・

北
里
大
病
院
長

は
「地
方
で
医
師
を
集
め
る
こ

と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い

が
、
働
き
や
す
い
勤
務
環
境
を

盤
備
し
、
少
し
で
も
多
く
の
若

手
医
師
に
産
科
を
志
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
力
し
た
い」
と
話

し
て
い
る
。

41 
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ス
ポー
ツ
に
励
む

子ど
も
サ
ポ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
い
る
成
長
期
の
子
ど
も
の
け
が
を
予
防

し
よ
う
と
、
島
根
大
学
医
学
部
付
属
病
院
整
形
外
科
の
医
師
や

理
学
療
法
士
ら
で
つ
く
る
島
根
ス
ポ
ー
ツ
医
学

・

リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
研
究
会
が
烏
根
県
内
各
地
に
出
向
き
、
ス
ト
レ
ッ
チ

や
食
事
の
取
り
方
な
ど
、
予
防
に
役
立
つ
知
識
を
無
料
で
学
べ

る
講
座
を
聞
い
て
い
る。
代
表
の
内
尾
祐
司
同
学
部
教
授
(
臼
)

は

「子
ど
も
や
指
導
者
、
保
護
者
に
正
し
い
情
報
を
璽
示
し
、

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
講
座
の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る

。

「
野
球
の
投
球
動

作
は
、
ね
じ
れ
と
し

な
り
を
使
っ
て
下
半

身
か
ら
上
半
身
に
力

を
伝
え
る。
下
半
身
が
硬
い
と
上

半
身
の
負
担
が
増
え
、
肘
や
肩
を

痛
め
や
す
い
」。
出
雲
市
荻
耳
打
町

の
川
跡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
5

月
呂
田
に
あ
っ
た
講
習
会

で
、
同
科
の
門
脇
俊
助
教
(
部
)
が

野
球
選
手
に
起
き
や
す
い
け
が
に

つ
い
て
解
説
し
た。

出
雲
市
立
北
陽
小
学
校4
年
で

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
森
山
航
大

朗
君
(
9
)は
「
太
も
も
の
裏
の
筋

肉
が
闘
い
乙
と
が
分
か
っ
た
。

ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
て
け
が
を
し
な
い

体
を
作
り
た
い
」
と
話
し
た
。

門
脇
助
教
に
よ
る
と
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
の
成
長
期
の
子

安21守管蓄lj 利用呼び掛け

耳
を
傾
け
た
の
は
、
出
雲
市
内

で
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
小
学
生
や

高
校
生
と
保
護
者
、
指
導
者
色
目

人
。

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
濠
学

療
法
士
か
ら
膝
や
足
首
な
ど
の
状

態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
ス
ト
レ

ッ
チ
ン
グ
の
方
法
を
実
習
し
た
。

子
ど
も
の
膝
や
足
首の状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
島根
ス
ポー
ツ
医
学
・
リ

ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
H

出
雲
市
荻
野
町
、
川
跡
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ど
も
の
多
く
は
骨
の
成
長
が
先
行

し
、
相
対
的
に
筋
や
賦

m
M隅
鴨
川
酌

(
柔
軟
性
)
が
不
足
す
る
。

加
え
て
、

過
度
の
練
習
を
行
う
と
未
熟
な
骨

や
関
節
な
ど
へ
の
負
担
が
大
き
く

な
り
、
け
が
を
し
や
す
く
な
る
。

同
科
で
手
掛
け
る
年
間m
s
叩

件
の
膝
の
職
概
損
傷
手
術
の
う

ち
、
半
数
以
上
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
す
る
中
学・
高

校
生
で
、
年
間
山
件
ほ
ど
の
肘
の

軟
骨
移
植
手
術
は
野
球
を
す
る
小

中
学
生
が
ほ
と
ん
ど。
雲
南
市
の

小
学
生
ら
高
校
生5
千
人
を
対
象

に
2
0
0
5
3
m年
に
行
っ
た
調

査
で
は
、
骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど
に

け
が
や
痛
み
を
抱
え
る
子
ど
も
の

割
合
は
、
的
年
は
ロ
・
2

物
と
凶
年

に
比
べ
て
倍
婚
し
た。

げ
が
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
強
化

し
よ
う
と
ロ
年4
月
、
同
科
の
内

尾
教
授
や
門
脇
助
教
、
連
学
療
法

士
と
、
出
雲
市
民
病
院
の
理
学
療

法
士
ら
9

人
が
同
研
究
会
を
設

立
。

現
在
、
会
員
は
出
雲
市
外
の

医
師
ち
も
含
め
加
入
に
増
-
え
た

。

講
座
は
、
学
校
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
の
求
め
に
応

じ
て
開
催。
門
脇
助
教
ら
が
、
体

を
い
い
状
態
に
保
つ
た
め
の
食
事
や

水
分
の
取
り
方
な
ど
も
交
え
、

l

固

に
つ
き
2
5
3

時
間
の
指
導
を
行

う
。

こ
れ
ま
で
松
江
や
出
雲
、
安

来
、
雲
南
、
臨
岐
の
島
な
ど
で
年
間

5
5
m
回
聞
き
、
参
加
者
は
間
3
0

0
5
5
0
0

人
を
数
え
た。
門
脇
助

教
は
「
げ
が
は
選
手
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る。
講
習
を
通
し
て
、

予
防
の
意
識
と
知
識
を
選
手
や
指

導
者
、
保
護
者
の
闘
で
共
有
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た。

講
座
の
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込

み
は
島
根
大
医
学
部
付
属
病
院
の

門
脇
助
教
、
電
話0
8
5
3
(
2

0
)
2
2
4
2
0
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県
助
産
師
会
(
会
員
数
1

…

6
5

人
)
が2
0
0
2

年
度
…

か
ち
取
り
組
む
、
命
の
大
切
…

さ
を
伝
え
る
出
前
教
室「パ
…

l

ス
デ
ィ
1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
…

ト

」
が
県
内
の
学
校
で
広
が
…

り
を
見
せ
て
い
る。
教
室
の
…

評
判
を
聞
き
つ
け
た
県
が
委
…

託
事
業
と
し
て
小
中
学
校
や
…

高
校
で
実
施
を
進
め
た
こ
と
…

も
あ
り
、
H
H年
度
は
前
年
の
…

2

倍
の
2
0
0

講
座
を
超
え
…

た
。

県
は
同
年
度
も
間
数
の
…

実
施
を
貝
込
ん
で
い
る
。

県
助
産
師
会
は
、
少
年
事
件

や
自
ら
命
を
絶
つ
未
成
年
が
増

え
た
乙
と
を
背
景
に
、
命
の
大

切
さ
や
思
春
期
の
心
と
体
の
変

化
な
ど
へ
の
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
将
来
設
計
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
教
室
を
始
め
た
。

会
員

2

人
が
保
育
所
や
小
中
学
校
、

高
校
へ
出
向
き
、
世
代
に
応
じ

た
内
容
を
提
供
し
て
い
る。

初
年
度
か
ら
日
年
度
ま
で
は

年
間
1
0
0

講
座
を
切
っ
た

が
、
口
コ
ミ
で
評
判
が
広
が
り
、

学校で210講座
鼠語説「少子化対策にも」
昨年度

日
年
度
は
県
の
関
係
者
が
教
室

を
視
察。
学
齢
期
に
妊
娠
や
出

産
の
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と

は
少
子
化
対
策
に
有
効
と
し

て
、
県
はM
H年
度
、
委
託
事
業

と
し
て
小
中
学
校
な
ど
で
計
2

1

0

講
座
を
開
い
た。

日
年
度
も
継
続
し
て
お
り
、

ロ
日
は
、
雲
南
市
立
海
潮
中
学

校
で
同
校
の1
年
生
9

人
が
受

講
し
た
。

助
産
師
が
受
精
の
仕

組
み
ゃ
胎
児
の
成
長
過
程
を
イ

ラ
ス
ト
や
人
形
を
使
っ
て
解
説

し
た
ほ
か
、
出
産
の
場
面
を
劇 に

し
て
紹
介。
足
後
に
「
思
春
期

の
食
生
活
や
生
活
リ
ズ
ム
が
、

精
子
や
卵
子
の
質
を
左
右
す

る
。

思
春
期
は
命
を
つ
な
ぐ
準

備
の
時
期。
大
切
に
過
ご
し
て」

と
呼
び
掛
け
た。

学
校
や
年
代
に
よ
っ
て
講
座

の
内
容
は
変
え
る。
最
近
は
、

性
交
渉
の
低
年
齢
化
や
県
内
の

凶
歳
以
下
の
人工
妊
娠
中
絶
率

に
改
替
が
見
ら
れ
な
い
と
と
か

ら
、
中
学
校
や
高
校
で
は
デ
ー

ト

D
V
(
若
い
世
代
の
恋
人
閣

の
暴
力
)
や
性
被
害
へ
の
対
処

海潮中であった講座で、人形を使って出
産の瞬間を模した椴子を見学する生徒

法
も
説
明
す
る。

県
助
産
師
会
の
加
瀬
部
洋子

会
長
(
印
)
は
「
命
の
大
切
さ
を

学
ぶ
授
業
は1
回
切
り
で
は
な

く
、
成
長
に
合
わ
せ
て
何
度
も

受
け
る
と
と
に
意
味
が
あ
る。

今
後
も
で
き
る
限
り
対
応
し
た

い
」
と
話
し
た。

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
刊
日
日
(
土
}
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精
神
科
医
療
の

静
岡
県
焼
津
市
の
児
童
精
神
科
医
で
、
自
身

も
精
神
疾
患
の
経
験
が
あ
る
夏
苅
郁
子
さ
ん

(
六O
)が
、
精
神
科
を
受
診
す
る
全
国
の
患
者
や

家
族
か
ら
、
診
察
へ
の
評
価
を
聞
き
取
る
調
査

を
進
め
て
い
る。
患
者
の
本
音
を
聞
く
こ
と
か

ら
、
精
神
科
医
療
を
よ
り
よ
く
す
る
糸
口
を
探

る
狙
い
だ。

(
佐
橋
大
)

夏
苅
さ
ん
は
、
母
が
統
合
失
査
結
果
な
ど
と
同
じ
く
重
要
な

調
症
だ
っ
た
こ
と
や
、
自
身
が
情
報
だ。
正
確
な
情
報
の
や
り

心
の
病
気
か
ら
回
復
し
た
過
程
と
り
や
円
滑
な
人
間
関
係
は
、

を
つ
づ
っ
た
エ
ッ
セ
ー
「
心
病
適
切
な
治
療
に
つ
な
が
る

。

患

む
母
が
遺
し
て
く
れ
た
も
の
者
や
家
族
の
思
い
を
正
し
く
知

精
神
科
医
の
回
復
へ
の
道
の
る
こ
と
が
、
精
神
科
医
療
を
改

り
」
を
二O
一
二
年
に
出
版。医
蓄
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考

師
、
患
者
、
患
者
の
家
族
と
三
え
た
。

者
の
視
点
を
踏
ま
え
、
精
神
疾
調
査
で
は
、
担
当
医
を
選
ぶ

患
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
際
に
重
視
す
る
点
の
ほ
か
、
診

た
め
、
各
地
で
講
演
し
て
い
る
。

察
で
「
診
断
の
根
拠
を
十
分
説

そ
う
し
た
折
に
、
患
者
や
家
明
さ
れ
た
か
」
「治
療
の
選
択
に

族
か
ら
話
を
聞
く
と
「
診
察
時
十
分
な
情
報
を

一不
さ
れ
た
か
」

聞
に
は
限
り
が
あ
る
が
、
そ
の
「
で
き
る
だ
け
話
を
聴
く
工
夫

中
で
一
生
懸
命
に
話
を
聞
こ
う
を
し
て
く
れ
る
か
」
「
副
作
用

と
し
て
く
れ
る
」
な
ど
、
主
治
を
含
め
て
薬
の
説
明
を
し
て
く

医
に
対
す
る
好
意
的
な
評
価
が
れ
る
か
」
な
ど
を
質
問

。

つ
つ

あ
る
。

一
方
、
気
兼
ね
し
て
医
れ
し
か
っ
た
、
印
象
に
残
る
担

師
に
本
音
を
言
い
に
く
い
と
思
当
医
の
ひ
と

一冨
」
「
あ
な
た
に

っ
て
い
る
患
者
や
家
族
が
少
な

く
な
い
こ
と
も
実
感
し
た。

患
者
が
伝
え
る
言
葉
は
、
検

静
岡
の
医
師

二
千
人
や
、N
P
O
法
人
地
域

精
神
保
健
福
祉
機
構・
コ
ン
ボ

が
発
行
す
る
月
刊
詰
の
読
者
約

八
千
人
が
調
査
察
の
発
送
を
担

当
す
る
な
ど
、
調
査
に
協
力
し

て
い
る
。

夏
苅
さ
ん
は
「
で
き
る
だ
り

広
く
意
見
を
募
り
た
い
」
と
話

し
、
集
計
用
ホ1
ム
ペ
l

ジ
H

F
H円
刀
一
\
\ロ
白
一
[
印
Z
W白
ユ
・
〕
℃
\

上
模
索

患者の本音を調査

と
っ
て
理
想
の
担
当
医
は
」
と

い
っ
た
事
項
も
盛
り
込
ん
だ
。

趣
旨
に
賛
同
し
た
精
神
障
害

者
家
族
ら
の
全
国
組
織
、
全
国

精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
(
み

ん
な
ね
っ
と
)
の
会
員
約
一
万

主治医に気兼ねする例も

精
神
科
医
療
で
は
、
患
者
の
症
状
を
把

優
し
薬
を
出
し
た
り
、
悩
み
に
対
応
す
る

助
言
を
し
た
り
す
る。
そ
の
た
め
、
患
者

と
医
師
の
信
頼
関
係
の
有
無
が
治
療
自
体

を
大
き
く
左
右
す
る
。

夏
苅
さ
ん
は
学
生
時
代
、
大
量
の
抗
う

つ
薬
な
ど
を
処
方
さ
れ
た
時
期
も

。

喉
の

渇
き
な
ど
の
副
作
用
が
あ
っ
た
が
、
主
治

医
に

一言
え
ず
、
薬
を
駅
の
ご
み
箱
に
姶
て

た
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
経
験
か
ら
、
医
師

と
し
て
患
者
と
の
意
思
疎
通
に
心
を
配
っ

て
き
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
本
音
を
十
分

に
は
聞
け
て
い
な
か
っ
た
と
感
じ
た
こ
と

も
あ
る
。
「精
神
科
医
療
全
体
の
課
題
と
し

て
、
ど
れ
く
ら
い
本
音
を
聞
き
出
せ
て
い

る
の
か
。

そ
こ
が
知
り
た
い
」
と
話
す
。

統
合
失
調
症
を
患
う
母
と
の
生
活
を
描

い
た
漫
画
「
わ
が
家
の
母
は
ピ
ョl
キ
で

す
」
の
作
者
、
中
村
ユ
キ
さ
ん
(
回

一む
は
、
患

者
が
本
音
を
明
か
し
に
く
い
背
景
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
。

中
村
さ
ん
の
母
は
二
O
一
三
年
に
他

界
。

「
症
状
を
そ
の
ま
ま
医
師
に
伝
え
る

H

で
七
月
十
五
日
ま
で
意
見
を

募
る
。
夏
苅
さ
ん
が
夫
と
と
も

に
焼
津
市
で
開
業
し
て
い
る

「
や
き
つ
べ
の
径
診
療
所
」

H

フ

ァ
ク
ス
0
5
4
(
6
2
0
)
3
1

7
8

H

か
ら
郵
送
で
調
査
票
を

受
け
取
る
こ
と
も
可
能
。

調
査

の
結
果
は
、
精
神
科
関
係
の
学

会
な
ど
で
報
告
し
、
精
神
科
医

療
関
係
者
に
周
知
し
て
い
く
。

と
、
薬
が
揃
唱
え
る
か
ら
言
え
な
い
」
と
、
漏

ら
し
た
こ
と
も
あ
っ
た。

中
村
さ
ん
が
薬

に
つ
い
て
調
べ
「
こ
の
薬
を
試
し
た
い
」

と
言
っ
た
途
端
、
医
師
の
表
情
が
墨
り
、
気

ま
ず
い
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
も
。

症
状
の
せ
い
で
医
師
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

加
え
て
「
患
者
側
に
は
、
障
害
年
金
の
診

断
書
な
ど
を
書
い
て
も
ら
う
医
師
の
気
分

を
領
ね
な
い
よ
う
、
物
を
言
い
に
く
い
面

も
あ
る
」
と
中
村
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

一
方
、
治
療
の
進
め
方
を
本
人
や
家
族

と
話
し
合
う
際
に
「
作
戦
会
議
を
し
ま
し

ょ
う
」
な
ど
と
、
う
ち
解
け
た
雰
囲
気
づ

く
り
に
気
を
配
っ
て
く
れ
た
医
師
に
は
、

正
確
な
病
状
や
希
望
を
伝
え
や
す
か
っ

た
。

「
う
ま
く
い
っ
て
い
る
ケ
1

ス
に
つ

い
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
医
療
の

質
向
上
に
役
立
つ
」
と
調
査
に
期
待
す
る

。

中
日

新
関

・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
9

日
(
火
)
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小
児
科
医
な
ど
常
勤
確
保
を

伊仙で離島医療・救急フォーラム奄
美
大
島
青
年
会
議
所

主
催
の
「
離
島
医
療
・
救

急
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
6

日
、

伊
仙
町
の
ほl
ら
い
館
で

あ
っ
た
H

写
真
。
医
療
、

行
政
、
消
防
関
係
者
5

人

が
、
厳
島
医
療
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
パ
泳
ル
討 議

し
た
。

医
療
の
現
状
に
つ
い

て
、
徳
之
島
徳
洲
会
の
藤

田
安
彦
院
長
は
、m月
か

ら
不
在
と
ほ
る
小
児
科
医

な
ど
専
門
医
不
足
を
挙

げ
、
「
常
勤
医
師
の
確
保

が
今
後
の
課
題
」
と
述
べ た

。
大
久
保
明
伊
仙
町
長

は
総
合
医
の
必
要
性
を
は

じ
め
医
療
機
関
や
行
政
、

地
減
が
協
力
し
て
福
祉
医

療
に
取
り
組
む
重
要
性
を

訴
え
た
。

m
i
ω
代
の
働
き
盛
り

年
代
に
目
立
つ
皐
世
問
題

に
つ
い
て
は
、
飲
酒
や
運

動
不
足
が
指
摘
さ
れ
、

適
量
飲
酒
や
食
生
活
改
善

な
ど
生
活
習
慣
病
の
予

防
を
強
調
し
た
。
救
急
救

命
士
か
ら
は
管
内
の
救

急
件
数
が
倍
増
し
、
現
場

到
着
時
聞
に
遅
れ
が
生

じ
て
い
る
な
ど
の
報
告
も

あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
普
通
救
命
講

習
に
よ
る
基
礎
技
術
の
取

得
や
、
住
民
間
の
情
報
共

有
、
関
係
機
関
と
の
連
携

な
ど
地
減
で
支
え
合
う
こ

と
の
重
要
性
を
確
認
し

た
。
(
重
別
延
岱

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
刊
日
(
木
)

神戸で全国集会開催

認知症テーマ
看護師が交流
「ガイドライン早急に」

全
国
の
看
護
師
が
領
域

の
垣
根
を
超
え
交
流
す
る

「
全
国
看
護
師
交
流
集
会
」

(
日
本
看
護
望
歪
催
)
が

u
日
、
神
戸
市
中
央
区
の

神
戸
国
際
議
場
で
あ
っ

た
。
看
護
分
野
で
も
課
題
の
意
志
が
尊
重
さ
れ
、
住

と
な
っ
て
い
る
詞
苅
症
を
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

考
え
る
講
演
会
で
は
、
さ
続
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の

ま
ざ
ま
な
問
題
提
起
が
な
構
築
を
皐
手
。
認
知
症

さ
れ
、
参
加
し
た
約
2
5

カ
フ
ェ
設
置
や
認
知
症
地

0
0

人
が
聞
きλ
っ
た
。
域
支
援
推
進
員
配
置
3
ど

厚
生
事
面
省
認
知
症
・
に
は
消
費
増
税
分
を
当
て

虐
待
防
止
対
策
推
進
室
の
て
い
る
と
い
い
「
身
近
な

水
谷
忠
由
室
長
カ
「
認
知
病
気
と
し
て
と
ら
え
、
病

症
施
策
推
進
総
合
戦
略
気
と
共
存
し
な
が
ら
種
種

(
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
)
的
に
社
会
と
関
わ
れ
る
よ

に
つ
い
て
」
と
題
し
特
別
う
に
し
た
い
」
と
し
た
。

講
演
。2
0
2
5

年
に
認
続
く
基
調
講
演
で
、
同

知
症
患
者
数
カ
約
7
0
0

協
会
の
坂
本
す
が
会
長
は

万
人
と
推
計
さ
れ
る
中
、
「
保
健
、
医
療
、
福
祉
を
つ

新
プ
ラ
ン
で
は
患
者
本
人
な
ぐ
立
場
か
ら
認
知
症
看

地
方
か
ら
新
し
い
た

。大
会
長
を
金
沢
大
医
薬

予
防
医
学
創
生
を

保
健
研
究
域
医
学
系
の
中

金
沢
で
学
術
総
会
村
裕
之
教
授
が
務
め
、

予
防
医
学
を
研
究
す
る
「
地
方
か
ら
新
し
い
予
防

医
師
や
研
究
者
ら
で
つ
く
医
学
を
創
生
す
る
」
を
テ

る
日
本
予
防
医
学
会
の
学l
マ
に
講
演
会
や
シ
ン
ポ

術
総
会
が
二
十
日
、
金
沢
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。

市
西
念
の
フ
レ
ン
ド
パl

糖
尿
病
に
関
す
る
シ
ン

ク
石
川
で
あ
り
、
学
会
員
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
金
沢
大
の

ら
約
百
二
十
人
が
出
席
し
筆
俊
成
教
授
を
座
長
に
、

護
に
臨
み
た
い
」
と
強
調

し
、
看
護
師
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
地
域
で
の
見
守

り
、
気
づ
き
が
あ
る
と
し

た
。
「
で
き
る
だ
け
早
く
、

認
知
症
看
謹
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
り
た
い
」
と
話

し
た
。
(
片
岡
重
き

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
ロ
日
(
金
)

予
防
や
治
療
の
向
上
に
十
一
日
も
あ
る
。

微
小
粒

励
む
医
師
ら
四
人
が
発
表
子
状
物
質
「
P
M
2
・
5

」

し
た
。
を
テ

l

マ
に
市
民
公
開
シ

三
輪
梅
夫
県
医
師
会
理
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
午
後
一
時
二

事
は
今
後
の
糖
尿
病
対
策
十
分
か
ら
聞
か
れ
る

。

参

に
つ
い
て
「
行
政
な
ど
と
加
無
料

。

連
携
し
て
、
血
糖
以
外
に

も
血
圧
や
肥
満
、
禁
煙
と

い
っ
た
視
点
で
多
面
的
に
介

入
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
提
言
し
た。
総
会
は
こ

(
谷
口
大
河
)

北
陸
中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
引
日
(
日
)
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医
師
に
ぽ
っ
ち
り土佐
弁
集

昨
臼
か
ら
背
中
が
ぞ
ん
ぞ
ん
し
ま
す
。
あ
げ
て
さ
げ
て
、
体
が
う
る
さ
い
で
す
|
|
。
高
知

県
民
の
症
状
の
説
明
に
、
県
外
出
身
の
医
師
や
医
学
生
は
意
味
が
分
か
ら
ず
戸
惑
う
こ
と
が
多

い
と
い
う
。
高
知
大
学
医
学
部

3

年
の
三
次
(
み
つ
ぎ
)
仁
海
さ
ん
(
引
)
は
、
医
療
現
場
で
役

立
つ
方
言
集
作
り
を
進
め
て
い
る
。
(
門
田
朋
=
一
)

「
え
?
た
ご
る
?
」

神
戸
市
出
身
の
三
次
さ

ん
は
高
知
大
に
入
学
後
、

「
せ
き
彩
子
る
」
と
い
う
意

凪謝野能回湿な晶E主湖訓砂時室内

品
めまいがする

しんどい

下痢をする

ひどくつらい、苦しい

うかうかする

うるさい

さげる

?つない

味
の
土
佐
弁
「
た
ご
る
」

に
驚
い
た
。
「
意
味
が
全

く
分
か
ら
ず
、
想
像
も
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
」

懸賞tがするぞいぞいする
ぞんぞんする

たとる

ひょいひょいする

ふたふたする

まける

卒
業
後
は
高
知
県
内
で

働
く
予
定
で
、2
年
生
の

時
に
土
佐
弁
を
調
べ
始
め

た
。

-
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト

ま
ず
、
既
存
の
方
言
集

か
ら
医
療
に
関
係
し
そ
・
つ

な
言
葉
を
選
び
出
し
た
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
呼
び

掛
け
た
県
内
在
住
者
側
人

に
認
知
度
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
「
も
う
使
わ
れ
て

い
な
い
古
い一言
葉
が
か
な

り
あ
り
ま
し
た
」
。

よ
り
実
情
に
合
っ
た
土

佐
弁
を
集
め
よ
予
と
、
高

知
大
が
運
営
を
担
っ
て
い

のうがえい、、ワ、、、しょ診察に

る
土
佐
山
へ
き
地
診
療
所

(
高
知
市
土
佐
山
)
に
通

い
、
診
察
室
の
会
話
を
聞

い
て
意
味
が
分
か
ら
な
か

っ
た
言
葉
を
チ
ェ
ッ
ク
。

患
者
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
「
医
療
現
場
で
よ

く
使
わ
れ
る
土
佐
弁
」
を

印
語
ほ
ど
選
ん
だ
。

症
状
を
表
す
言
葉
で
は

「
さ
げ
る
」
(
下
痢
を
す

る
)
、
「
う
か
う
か
す
る
」

(
め
ま
い
が
す
る
)
、
「
せ
く

る
」
(
幅
吐
H

お
う
と
H

を

催
す
)
、
「
ふ
た
ふ
た
す
る
」

(
動
惇H
ど
う
き
リ

が
す

る
)
、
「
ほ
ろ
せ
」
(
じ
ん
ま

し
ん
)
な
ど
。

「
あ
げ
る
」
(
吐
く
)

の
よ
う
に
、
土
佐
弁
で
は

な
い
も
の
の
、
県
外
で
は

あ
ま
り
使
わ
な
い言葉
も

含
ん
で
い
る
。

「
高
知
の
人
が
『
土
佐

弁
ゃ
っ
た
が
?
』
と
篤
く

言
葉
も
あ
る
」
と三
次
さ

ん
。

「
う
る
さ
い
」
(
し
ん ど

い
て
「
え
ず
い
」
(
汚

い
、
つ
ら
い
)
な
ど
不
快

感
を
表
す
言
葉
、
「
し
よ

う
」
(
と
て
も
)
、
「
ぎ

っ
ち
り
」
(
頻
繁
に
)
な

ど
穣
度
を
表
す
言
葉
も
盛

り
込
ん
だ
。

-
災
害
現
場
で
活
用

俸
の
部
位
を
表
す
言
葉

に
も
高
知
独
特
の
意
味
が

含
ま
れ
て
い
る
。

三
次
さ
ん
の
研
究
を
指

導
す
る
阿
波
谷
敏
英
教
授

に
よ
る
と
、
県
外
出
身
の

医
師
が
ま
ず
驚
く
の
が

「
す
ね
」
だ
と
い
う
。

「
す
ね
」
は
膝
か
ら
く

る
ぶ
し
ま
で
を
指
す
が
、

県
内
で
は
高
齢
者
を
中
心

に
「
膝
」
を
「
す
ね
」
と

呼
び
、
本
来
の
「
す
ね
」

を
「
む
こ'
Z
9ね
」
と
呼

ぶ
人
が
多
い。

「
『
す
ね
が
痛
い
』
と

聞
い
て
む
こ
う
ず
ね
を
調

べ
始
め
た
医
師
が
、
患
者

に
『
先
生
、
遣
う
。

す
ね

よ
ね
』
と
突
っ
込
ま
れ
て

戸
惑
っ
、
と
い
う
光
策
は

よ
く
あ
り
ま
す
」

尻
も
含
め
て
「
腰
」
と

呼
ぶ
人
も
お
り
、
診
察
時

に
ち
ょ
っ
と
し
た
行
き
違

い
が
あ
る
号
詩
、

医
療
現
場
で
の
方
言
集

は
、
東
日
本
大
震
災
房
機

に
軍
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。被

災
地
で
活
動
し
た
医

療
者
が
方
言
に
苦
労
し
た

こ
と
か
ら
、
国
立
国
語
研

究
所
(
東
京
都
立
川
市
)

は
3

年
前
、
東
北
の
方
言

用
例
集
を
作
っ
た
。

本
県

も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
際

は
県
外
か
ら
多
く
の
医
療

者
が
駆
げ
付
け
る
こ
と
が

怨
定
さ
れ
て
い
る
。

三
次
さ
ん
は
今
回
選
ん

だ
言
葉
を
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ

ズ
の
方一言
集
に
ま
と
め
る

予
定。

「
救
急
現
場
や
災

害
時
に
最
低
限
知
っ
て
お

い
た
方
が
い
い
土
佐
弁
を

集
め
ま
し
た
。
診
察
に
役

立
て
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

話
し
て
い
る。

高
知

新

聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
市
日
(
月
)



議
は
相
手
の
立
場
に
立
つ
仕
事
。
学

生
に
は
ホ
ス
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経

験
で
相
手
の
生
活
背
策
を
知
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
感
じ
方
を
学
ん
で
ほ
し

い
」
と
学
生
宅
の
ホ
l

ム
ス
テ
イ
に

こ
だ
わ
る
意
義
を
語
る

。

「
困
っ
た

ら
い
つ
で
も
篭
話
し
て
」
な
ど
と
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
呼
び
掛
け
、

教
員
も
協
力
を
惜
し
ま
な
い

。

留
学
生
が
帰
国
後
も
連
絡
を
取
り

合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
交
流
は
広
が

り
を
見
せ
る。

今
回3
度
目
の
ホ
ス

ト
を
務
め
た4
年
生
の
土
井
啓
骨
さ

ん
(
幻)は
、
-
度
目
の
受
け
入
れ

後
、
チ
エ
ン
マ
イ
大
へ
短
期
留
学
し

た
。

「
宥
届
の
学
生
が
親
切
に
し
て

く
れ
た
お
返
し
と
言
わ
れ
、
歓
事

受
け
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い

。

言

葉
や
習
慣
の
違
い
で
一
緒
に
生
活
す

る
中
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
起
き
る
が
、
視
点
の
違
い
な
ど

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
振

り
返
る。

6

泊
7

日
、
学
生
同
士
の
密
な
時

聞
を
填
」
し
た
リ
ン
サ
ン
サ
イ
さ
ん

は
「
本
棚
に
同
じ
内
容
の
教
科
書
を

見
つ
け
た
り
、
看
護
に
対
す
る
考
え

方
の
違
い
も
話
し
て
み
る
と
面
白

い
」
と
生
活
を
共
に
す
る
中
で
の
発

見
を
喜
ん
だ。

池
間
さ
ん
は「
一
緒

に
食
べ
て
笑
っ
て
話
す
こ
と
で
、
少

し
ず
つ
打
ち
解
け
た
様
子
だ
っ
た

。

ガ
ン
(リ
ン
サ
ン
サ
イ
さ
ん
の
愛

称
)
に
と
っ
て
訂
憶
に
残
る
滞
在
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い

た
。

も
て
な
し
で

学
閥
ゅ
の
心

病
院
訪
問
看
護
師
ら
と
交
流
「
被
災
者
支
え
る
勉
強
を
」

「
ア
ロ1
イ

(お
い
し
い
)
」
。
宮
崎
市
内
に
あ
る
ア
パ

ー

ト
の

一
室
で
食
卓
を
囲
む
タ
イ
の
短
期
留
学
生
と
県
立
看
護
大
生
ら
の
会

話
が
は
ず
む
。
同
大
学
が
学
術
教
育
交
流
協
定
を
結
ぶ
チ
エ
ン
マ
イ

大
か
ら
看
護
を
学
ん
で
い
ゑ
柔
苦
人
が
M
i
羽
田
、
本
県
を
訪
れ

た
。

全
員
が
別
々
の
学
生
宅
に
宿
泊
し
、
昼
間
は
看
護
の
現
場
視

察
、
夜
は
料
理
作
り
な
ど
で
日
本
の
雲
市
を
体
験

。

県
立
看
護
穴
生

は
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
が
違
つ
タ
イ
の
学
生
と
共
同
生
活
を
す
る
こ

と
で
、
相
手
の
立
場
に
配
慮
し
た
看
護
の
心
童
子
ん
だ

。

交
流
壁
づ

回
で
5

回
目。

県
内
の
看
護
学
生8
人
が
今
っ
た
事
前研
修
に
参加
。
米
国
の

夏
、
災
害
時
に
看
護師が
果
た
す
災
害
看
護
の
第
一
人
者
や
エ
ボ
ラ

ベ
麦
舗
を
学
ぶ
研
修
で
渡
米
す
出血
熱
対
策
に
当
た
っ
た
専
門
家

る
。
東日
本
大
震
災
の
被
災地を
の
講
演
に
耳
を
傾
け
た
。

支
援
す
る
日
米
交
流
霊
訪

一環
学
生
た
ち
の
多
く
は
、
被
災
地

で
、
米
国
の
専
門
家
ら
か
ら
指
導
で
病
弱
す
る
看
護
師
ら
の
姿
に
飽

を
受
け
る
。
学
生
た
ち
は
「
摂
火
い
た
憧
れ
が
参
加
の
動
機
に
な
っ

被
災
者
を
支
え
る
勉
強
を
し
た
て
い
る
。

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
智
最
大
看
護
子
部
4

年
の
佐
藤

研
修
は
日
米
交
流
重
宋
「
ト
モ
美
輝
子
さ
ん
a
)は
、
祖
父
が
石

ダ
チ
」
の
一
環
と
し
て
、
官
民
組
巻
市
の
仮
設
住
宅
で
1

人
暮
ら

織
の
「
ト
モ
ダ
チ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
し
。
看
護
師
ら
の
訪
問
活
動
に
心

と
国
内
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン・
エ
ン
ド
を
打
た
れ
、
「
奏
者
の
健
康
維

・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
グ
ル
ー
プ
が
実
持
の
た
め
に
働
者
に
ル
い
」
と
決
意

施
。
菅
原
準
一
東
北
大
教
授
が
協
す
る
。

力
す
る
。
仙
台
徳
洲
看
護
専
門
学
校

2

年

学
生
ら
は
こ
と
し8
月
に
米
国
の
星
い
く
み
セ
ヤ
ん
(
却
)
も
「
災
害

に
2

週
間
滞
在
し
、
首
都
ワ
シ
ン
派
遣
医
療
チ

1

ム

(
D
M
A
T
)

ト
ン
の
国
立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
の
活
隈
を
知
っ
た

。

看
護
師
と
し

ー
な
ど
を
訪
問
。
釜
雇
療
に
携
て
被
災
者
を
支
え
た
い
」
と
述
べ

わ
る
看
護
師
ら
と
交
流
す
る
。
帰
た
。

国
後
昼
塁
尽
や
東
北
各
地
で
盟
国

会
を
開
き
、
災
害
看
護
の
重
要
性

を
広
め
る
活
動
に
当
た
る
。

8

人
は
日
日
、
仙
台
市
内
で
あ

自宅に受け入れ

県内乍'1 : 8 人、 8 けに研修 |

災害看護米で学ぶ

県
立
看
護
大
生

う
に
」
と
気
負
っ
て
来
県
し
た
リ
ン

サ
ン
サ
イ
さ
ん
は
苦
笑
し
な
が
ら

も
、
学
生
の
素
顔
を
垣
間
見
る
機
会

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
つ
た

。

2

人
の
と
き
に
は
洗
濯
物
を
一
緒
に
た

た
ん
だ
り
、
夜
は
お
互
い
の
国
の
こ

と
を
語
り
合
っ
た
り
し
た
と
い
う

。

両
学
生
の
共
事
国
は
蓋
羽
缶
、

池
嗣
さ
ん
は「あ
ま
り
得
意
で
は
な

い
方
」
と
い
う
。

「
ど
ん
な
授
業
が
あ

る
の
?
」
「
宿
題
が
多
く
て
大
至

。

通
じ
な
い
言
葉
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
翻
訳
ア
プ
リ
や
ジ
エ
ス
チ
ャ

1
、

紙
に
文
字
を
書
い
た
り
し
て
伝
え
よ

う
と
す
る
な
ど
、
時
間
を
か
け
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
初
期
か
ら
関
わ

る
川
北
直
子
護
(
英
曹
は
「
看

受
け
入
れ
は
看
護
大
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
務
め
、
今
回
は
1
1
4

年

生
6

人
が
参
加。
お
互
い
に
客
用
布

団
の
貸
し
借
り
を
す
る
な
ど
、
約

2

週
間
前
か
ら
準
備
を
進
め
た

。

ホ
ス

ト
役
の
池
間
功
一
さ
ん
(
幻

)宅
に
は

タ
ナ
ポ
ン
・

リ
ン
サ
ン
サ
イ
さ
ん

(幻
)が
滞
在。
他
の
ホ
ス
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
所
属
す
る
サ
ッ
カ
ー
サ
ー

ク
ル
の
仲
間
を
招
い
て
毎
晩
、
手
巻

き
ず
し
ゃ
チ
キ
ン
南
蛮
な
ど
学
生
が

持
ち
寄
っ
た
料
理
で
も
て
な
し
た

。

手
巻
き
ず
し
の
作
り
方
を
教
え
よ

う
と
し
た
も
の
の
、
「
の
り
の
表
裏

が
分
か
ら
な
い
」
と
看
護
大
生
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
始
め
る
な

ど
、
完
成
ま
で
に
3

時
閉
泣
く
か
か

留学生

総集版 2015年 9号

河
北
新
報
・

朝
刊

宮
崎
日
日
新
聞
・朝
刊
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亙霊園
岩
手
医
大
無
料
ソ
フ
ト
開
発

岩
手
医
大
いわ
て
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・

メ
ガ
パ
ン
ク
機
樽
は口
目
、
遺
伝
性
疾
患
の
発
霊
別

診
断
や
発
病
予
防
な
ど
で
必
要
な
医
療

用
家
系
図
を
簡
単
に
作
成
で
き
る
ソ
フ
ト

「f
t
r

e
e

」
を
開
発
し
た
と
発
表した
。
ソ
フト
は
問
機
構
のホ
l

ム
ペ
l

ジ
で
無
料
ダ
ウ
ンロ
ー

ド
で
き
る
。

室
長
生
支
患
多
訴
こ
手
白
目

可
叫
h
h，t
t
z
e
t由
党
E
E
A
3
6
M
H
'
S
C

臼
E
F

両
親
や
祖
父
母
ら
の
病
歴
な
ど
を
基
に
療
、
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

し
た
医
療
用
家
系
図
は
、
明
ン
ス
ト
ロ
フ
る
。

ィ
l

、
が
ん
、
糖
尿
病3
ど
さ
ま
ぎ
志
国
内
外
で
広
く
活
用
し
て
も
ら
お
う

遺
伝
性
疾
患
の
診
断
に
活
用
さ
れ
る
。
と
、
英
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ソ
フ
ト

を
制
作

ソ
フ
ト
は
必
要
事
項
を
入
力
す
る
だ
け
し
て
い
る
ほ
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
使

で
、
完
成
度
の
高
い
家
系
図
を
短
時
間
に
え
る
「
f
l
t
r
e
e

」
ア
プ
リ
も
開
発

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
常
の
作
図
し
て
い
る
。

に
は
臨
床
遺
伝
の
基
本
知
識
と
専
門
的
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
・

人
材
育
成
副

キ
ル
が
必
要
で
、
問
者
取
り
の
手
間
も
か
部
門
長
の
福
島
明
宗
教
授
(
臨
床
遺
量

4
)

か
る
。
は
「
医
療
用
家
系
図
は
漕
伝
学
的
診
断
に

ソ
フ
ト
を
使
え
ば
、
専
門
外
の
医
師
や
重
要
。
一
般
の
人
に
と
っ
て
も
発
病
の
可

看
護
師
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
医
療
系
学
生
能
性
を
理
解
し
や
す
い
。
臨
床
現
場
の
ほ

も
作
成
で
き
る
。

遺
伝
性
疾
患
の
知
識
か
、
医
学
研
究
や
教
育
の
現
場
で
活
用
し

を
深
め
る
こ
と
で
、
正
し
い
診
断
や
治
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

|河北新報・朝刊 I 201 5年6 月 1 8 日 (木) I 

肺
が
ん
転
移
抑
制

ホ
ル
モ
ン
を
活
用

国
立
循
環器
病
研
究
セ
ン
タ

ー
(
大
阪
府
吹
田
市
)
な
ど
は

1

目
、
心
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る

ホ
ル
モ
ン
を
使
っ
て
、
肺
が
ん

の
手
術
後
の
転
移
を抑
え
る
臨

床
研
究
を
大
阪
大
、
東
京
大
の

各
付
属
病
院
な
ど
園
内
山
施
設

が
9

月
以
降
、
順
次
始
め
る
と

発
表
し
た
。
が
ん
細
胞
で
は
な

く
、
血
管
に
働
き
か
け
て
転
移

を
防
ぐ
新
し
い
タ
イ
プ
の
薬
と

し
て
効
果
が
出
る
か
ど
う
か
注

目
さ
れ
る。

研
兜
に
使
わ
れ
る
の
は
、
心

房
性
ナ
ト
リ
ウ
ム
利
尿
ペ
プ
チ

ド

(
A
N
P
)と
呼
ば
れ
る
ホ

ル
モ
ン
。
心
不
全
の
治
療
薬
と

し
て
す
で
に
承
認
さ
れ
て
い

朝

日

(
東
京
)
・
朝
刊

欝欝翻

中
程
度
だ
っ
た

は

「症
状
が
な
か
っ
た」
(9

勿
)
と

「軽
か
っ
た
」
(
印

勿
)
と
回
答
し
た
人
が8
割
泡

く
を
占
め
た
。
「
中
程
度
だ
っ

た
」
は
m
w
n、

「重
か
っ
た
」

は
2

勿
だ
っ
た
。

効
果
の
自
覚
に
つ
い
て
も

た
。

通
常
2
1
3

カ
月
で
効
果
が

出
始
め
る
と
い
う。
岡
本
教
授

は

「ス
ギ
花
粉
症
か
ど
う
か
検

査
を
受
け
た
上
で9
1
U
月
に

始
め
る
と
続
け
や
す
く
負
担
が

少
な
い
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い

と
て
も
効
い
た

(対象 102人

例年の症状との比較
霊かった

効*のrl'.i't

ス
ギ
花
粉
の
エ
キ
ス
を
口
に

合
ん
で
花
粉
症
を
治
す「舌
下

免
疫
療
法
」
を
受
け
た
患
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
ほ
ぽ8
劉

が
例
年
と
比
べ
て
症
状
が
改
善

し
た
と
答
え
た
と
の
調
査
結
果

臨床研究へ

る
。
近
年
、A
N
P
が
血
管
に

作
用
し
て
、
が
ん
の
転
移
を
抑

制
す
る
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

臨
床
研
究
は
、A
N
P
の
効

果
を
詳
し
く
調
べ
る
の
が
目

的
。

肺
が
ん
の
手
術
を
受
け
る

患
者
5
0
0

人
を
手
術
の
直
前

か
ら
A
N
P
を
3

日
間
点
滴
す

る
群
と
、
点
滴
し
な
い
群
に
分

け
て
、
手
術
後
に
肺
が
ん
が
転

移
し
た
割
合
な
ど
を
比
べ
る
。

主
任
研
究
者
を
務
め
る
因
循

の
野
尻
崇
・

ペ
プ
チ
ド
創
薬
研

究
室
長
は
「A
N
P
が
、
が
ん

の
転
移
を
抑
制
す
る
と
い
う
新

し
い
ア
イ
デ
ア
を
活
用
し
た
初

め
て
の
臨
床
研
究
に
な
る
」
と

話
す
。
(
今

直
也
)

2
0

1

5

年
6

月
2

日

(
火
)

る

〈
共
同
通
信
〉

産

経
(
東
京
)・
朝
刊

2
0

1
5

年
6

月
百
(
会
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を
、
厚
生
労
働
省
研
究
班
が
ま

と
め
た
。

保
険
適
用
の
舌
下
免
疫
療
法

ス
ギ
花
粉
症

8

割
「
改
善
」

要
。

通
院
な
ど
の
負
担
は
あ
る

が
、
2

年
目
と
な
る
来
年
の
方

が
効
果
の
自
覚
は
強
く
な
る
だ

ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

千
葉
大
や
日
本
医
大
、
燭
玉

医
大
な
ど6
施
設
で
、
昨
年
叩

月
か
ら
今
年1
月
に
治
療
を
始

め
た
u
i
花
歳
の
患
者1
0
2

人
を
対
象
に
、
今
年
の
花
粉
飛

散
時
期
の
症
状
な
ど
を
尋
ね

た
。

例
年
の
症
状
と
の
比
較
で

厚労省調査

同
療
法
の
治
療
薬
は
昨
年
印

月
に
発
売
さ
れ
、
ロ
歳
以
上
で

健
康
保
険
適
用
と
な
っ
た
。

研

究
班
の
岡
本
美
孝
・
千
葉
大
教

授
(耳
鼻
咽
喉
糾
)
は

「最
低

で
も
2

年
間
は
毎
日
服
薬
が
必

ば
ん
そ
う
と
う
裂
人
工
皮
膚
。

右
の
丸
い
膜
を
患
部
に

貼
っ
て
左
側
の
フ
ィ
ル
ム
で
覆
う

H

茨
域
県
つ
く
ば
市

の
痩
業
生
物
資
源
研
究
所
で

9

日

「
と
て
も
効
い
た
」
が
お
勿

で
、
「効
い
た
」
(
お
勿
)
や

「や
や
効
い
た
」
(
日
勿
)
と

合
わ
せ
、6
1
8

割
が
高
い
評

価
を
付
け
た。
「
効
か
な
か
っ

た
」
は
4

町
初だ
っ
た
。

1

日
1

回
、
薬
を2
分
ほ
ど

口
に
合
ん
で
飲
み
込
む
必
要
が

あ
る
が
、
「
口
の
か
ゆ
み
」

「の
ど
の
違
和
感」
「
く
し
ゃ

み
」
な
ど
の
副
作
用
が
あ
っ
た

と
答
え
た
の
は
お町
初だ
っ
た
。

7

w
mは

「副
作
用
の
た
め
治

療
の
継
続
を
悩
ん
だ
」
と
し

心
臓
病
の
新
生
児

出
産
直
後
に
手
術

北
里
大
病
院
が
成
功

北
里
大
病
院
(
相
模
原
市)

は
却
目
、
血
液
が
逆
流
す
る
重

い
心
臓
病
が
出
生
前
に
見
つ
か

っ
た
男
児
に
出
産
直
後
、
手
術

を
行
い
、
成
功
し
た
と
発
表
し

た
。
心
臓
の
働
き
が
惑
い
新
生

児
に
対
す
る
出
産
直
後
の
手
術

ば
ん
そ
う
こ
う
型
人
工
皮
膚

盟
業
生
物
資
源
研
究
所

(
茨
城
県
つ
く
ば
市
)
と
佐

賀
大
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、

や
け
ど
な
ど
の
治
療
で
簡
単

に
使
え
、
き
れ
い
に
治
せ
る

「
ば
ん
そ
う
と
う
裂
人
工
皮

膚
」
を
開
発
し
た
。
常
温
で

長
期
の
保
管
も
可
能
な
た

め
、
特
に
皮
膚
潤
移
植
の
設
備

が
な
い
病
院
で
重
傷
者
の
応

急
処
置
に
有
効
だ
と
い
う
。

今
後
、
臨
床
試
験
を
経
て
実

用
化
を
目
指
す
。

人
体
の
皮
膚
は
主
に
コ
ラ

l

ゲ
ン
で
で
き
て
お
り
、
乙

れ
を
素
材
に
し
た
応
急
用
製

豚コラーゲン使い開発

貼るだけ痕残らず
晶
は
既
に
あ
る
が
、
ス
ポ
ン

ジ
状
で
厚
み
が
あ
り
、
割
れ

や
す
い
な
ど
級
い
に
く
い
。

一
方
、
同
研
究
所
の
竹
摂

俊
明
上
級
研
究
員
が
豚
の
コ

ラ
l

ゲ
ン
か
ら
開
発
し
た

「
ア
テ
ロ
コ
ラ
l

ゲ
ン
ピ
ト

リ
ゲ
ル
膜
」
は
薄
く
て
強
度

が
あ
る
上
、
透
明
な
た
め
患

部
の
状
態
を
確
認
す
る
の
も

容
易
だ
。
ラ
ッ
ト
の
実
験
で

は
、
患
部
に
当
て
る
と
組
織

に
定
着
し
つ
つ
、
体
か
ら
運

ば
れ
た
コ
ラl
ゲ
ン
と
一
体

化
し
た。
ケ
ロ
イ
ド
状
に
な

る
な
ど
の
痕
は
ほ
と
ん
ど
残

毎

日

(
東
京
)・
夕
刊

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

使
用
す
る
際
は
、
膜
の
上

に
フ
ィ
ル
ム
を
か
ぶ
せ
、
テ

ー
プ
を
貼
っ
て
固
定
す
る
。

佐
賀
大
の
青
木
茂
久
准
教

授
(
病
理
学
)
は
「
軍
度
の

や
け
ど
の
際
、
移
植
す
る
皮

膚
を
培
養
す
る
の
に
加
日
か

か
る
。
そ
の
聞
の
つ
な
ぎ
役

と
し
て
も
有
効
だ
」
と
強
喝

竹
根
上
級
研
究
員
は
「
膜
は

大
き
さ
や
形
を
自
在
に
変
え

ら
れ
る
。
角
膜
や
鼓
膜
の
治

療
・

再
生
に
使
う
研
究
も
進

ん
で
い
る
」
と
話
レ
た
。

【去
石
信
一
、
写
真
も】

2
0

1
5

年
6

月

ω
日
(
水
)

で
成
功
し
た
例
は
海
外
で
も
報

告
が
な
い
と
い
う
。

同
病
院
に
よ
る
と
、
男
児
の

心
臓
病
は
、
別
の
医
療
機
関
で

行
っ
た
超
音
波
検
査
で
見
つ
か

っ
た
。
全
身
に
血
液
を
送
り
出

す
左
心
室
と
大
動
脈
の
聞
に
ト

ン
ネ
ル
状
の
穴
が
聞
き
、
血
液

が
逆
流
す
る
「
左
室
大
動
脈
ト

ン
ネ
ル
」
と
診
断
さ
れ
た
。

こ
の
病
気
は
非
常
に
ま
れ

で
、
見
つ
か
る
の
は
叩
万
人
に

1

人
以
下
の
割
合
。
男
児
は
、

血
液
の
逆
流
で
心
臓
が
拡
大

し
、
血
液
を
送
り
出
す
力
が
弱

く
な
る
な
ど
、
危
険
な
状
態
だ

っ
た
。

同
病
院
は
、
出
生
前
か
ら
産

婦
人
科
や
小
児
科
、
麻
酔
科
、

心
臓
血
管
外
科
の
医
師
ら
が
治

療
チ
1

ム
を
結
成
。
先
月2
目
、

妊
娠
幻
週
で
帝
王
切
開
を
行
い

出
産
。
そ
の
ま
ま
隣
の
手
術
室

で
人
工
心
肺
を
装
着
し
て
心
臓

を
止
め
た
上
で
、7
ぷ
あ
っ
た

穴
を
ふ
さ
い
だ
。
男
児
の
心
臓

は
ほ
ぼ
正
常
な
状
態
に
回
復

し
、
体
重
も
約
3

・
8
J
と
出
生

時
よ
り
も
l
J
増
え
た
。
今
週

中
に
も
退
院
で
き
る
見
通
し
。

吾喧r

a川

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
お
日
(
金
)
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に
」
と
、
墾
量
の
内
容
価
。
一
方
で
、
鹿
児
島
を
会
を
開
き
、
地
域
医
療
様

に
戸
惑
う
。
は
じ
め
西
日
本
は
民
間
病
想
を
策
定
す
る
。
県
保
健

病
院
と
介
護
を
専
門
に
院
が
多
く「
看
護師
な
ど
医
療
福
祉
課
の
嵐
田
兼
一

し
て
、
鹿
児
島
や
関
西
を
雇
用
の
面
で
は
地
震
済
郎
謀
長
(臼
)
は
「
い
ろ
ん

中
心
に
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
に
与
え
る
影
響
は
大
き
な
方
の
意
見
を
踏
ま
え
作

イ
ン
グ
を
手
動
け
る
ナ
レ
い
」
と
予
測
す
る
。
っ
て
い
く
の
は
間
違
い
な

ツ
ジ
ハ
ン
ズ
の
井
内
徹
社
県
は7
月
か
ら
、
医
療
い
」
と
多
方
面
の
連
携
を

を
報
告
し
た
。
県
内
で
は
一
部
の
地
域
で
あ
っ
た
長

(お
)
は
、
病
床
機
能
で
関
係
者
や
有
識
者
ら
が
メ
模
索
。
池
田
琢
哉
県
医
師

5
6
2

あ
る
医
療
機
関
の
徳
洲
会
と
医
師
会
の
病
院
役
割
が
明
確
に
な
る
と
評
ン
パ
ー
と
な
る
検
討
委
員
会
長

(
ω
)も
県
、
医
療
関

う
ち
5
4
3

が
申
告
、
病
建
設
競
争
も
一
因
。
公
立
司
J

I
-
-
司
l
i
l
-
-
E

い

係
費
住
民
ら
と
の
協
議

床
数
は
計2
万
7
4
6
1

病
院
の
数・
病
床
数
が
少
肩L

邸
調
鯛
」
別
\
開
園広
が
不
可
欠
と
す
る
。

要
望

7
月
1

日
時
患
な
い
、
費
量
充
実
が
霊
的
瞭
附
ド
E
J
A

丞
、
医
療
、
露
、

だ
っ
セ
草
月

1

日
病
床
増
加
に
つ
な
が
っ
た
霊i
r
-
-
L
Z

の
ど
の
回
線
で
ま

現
在
で
は
、
約3
万
6
0

と
い
孟
掃
も
あ
る
。
額
制一
割
窃
藷
湖
一
日
圃
遡
舗
1

て
い
く
の
か
。
回
線
次
第

O
床
あ
っ
た。
上

津
原
甲
一・
前
賃
制
蜘

，

議
藷
髄
踊
箇
J
で
費
島
の
医
療
笑
き

一
方
、
署
管
で
必
要
島
市
立
病
院
長
官
)
は
床
必
副
割
削
叫l』
創
l

」
晴
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

と
さ
れ
た
病
室
は
約1

「
(
入
院
か
皇
室
で
)
病
の

4
撞
ザ

一
棚
る
。
行
方
富
里
れ
る
。

Fの
隼
J
淘
問
題
一

万
3
0
0

床
。
高
度
な
鹿
児
島
は
『
一
病
墜
藷
帯
留
守

|

阿
川
河
耐
劇a
b

乗
車

医
療
が
必
要
急
性
期
で
醤
の
気
襲
撃
っ
ち
頑
議

一

開園
罵
開
聞

附
叫

約
7
6
8

床
、
高
齢
者
そ
の
た
め
、
多
く
の
病
床
面
臨
舗

「
l
i

--同
|
|

固
鹿
野
周到
糊

ら
が
療
養
と
し
て
長
期
入
を
持
つ
中
規
模
の
民
間
病

z
i-
-ij
j
i
i
i
j
i
l
-
-
-
i
i
l
i
-
-
i
j
i
g
-
i
i
i
i
i
i
i
i
f
z

院
す
る
種
期
で
約3
6

院
が
増
え
た
」
ー
い
っ
た

q

子
ろ
。

。
これ
に
対
し
、
病
床
器
産
」
と
ま

m
年

O
O

床
の
開
き
が
あ
っ
面
も
説
明
す
る

‘

墾
嗣
度
に
よ
るM
年
7
月
後
Lど
れ
だ
け
必
要
と
な
る

た
。
口

-
口
医
療
機
関

の
病
床

1
日
時
点
で
の
病
床
数
は
①
か
の
推
計
が
土
台

。
法
律
上

口
-
口

ω
床
を
持
つ
福
元
医
院
各
医
療
機
関
カ
担
う
機
能

1
4
4
3

②
1

万
3
1
1
4

は
泊
年3
月
末
ま
で
に
策
定

大
幅
削
減
の
背
景
に
(
指
宿
市
)
の
福
元
良
英
別
に
①
高
度
急
性
期
(
救
命
③

3
5
1
T

ゐ
事
3
9
3

。
す
る
決
ま
り
だ
が
、
厚
生
労

ー
救
急
、
集
中
治
療
に
対
応
)
②
周
働
省
は
な
る
べ
く
同
年
半
ば

は
、
病
床
数
が
多
い
と
い
院
長
(
釘
)
は
「
病
床
カ
減

急
性期
(
①に
次
ぎ
緊
急
性
地
峨
医
療
纏
克
ま
で
に
事
と
め
る
よ
う
求
め

う
側
面
が
あ
る
。
そ
の
要
る
と
経
営
が
厳
し
く
な
の
高
い
)
③
白
復
期
(
リ
ハ
ピ
団
塊
の
世
代
が
ち
歳
以
上
て
い
る
。
病
床
機
能
再
編
に

因
と
な
っ
た
一
つ
が
、
約
る
。
大
き
い
病
院
は
特
に
リ
や
在
宅
復
帰
向
け

)
④
慢
と
な
る20
2
5

年
の
地
鼠
必
要
な
施
設
撃
備
な
ど
の
財

初
年
前
に
国
が
実
施
し
た
大
変
」
と
憂
え
る
。
同
医
性
期

(
現
在
の
療
養
病
床
に
医
療の将
来
像
を
一
市
す構
源
に
は
、
各
都
道
府
県
に
設

病
床
数
規
制
。
こ
の
と
き
、
院
の
病
床
孟
慢
性
期
向
相
当

)に
分
け
る。
政
府
の
報
想。
昨
年
成
立
し
た
地
銭
雇
置
さ
れ
た
「
地
域
医
療
介
議

』
告
書
で
は
、
鹿
児
島
県
内
で
療

・
介
護
確
保
法
に
話
づ
総
合
確
保
基
金
」
を
充
て
る
。

実
腫
別
に
増
床
の
駆
け
込
け
。
「
(
県
内
で
は
)
高
齢

1
I
l
l
1
1
1
1

i

し
、
一
気
化
率
が
高
い
か
ら
ベ
ッ
ド
堅
持
続
長
髭
守
間
聞

に
病
床
が
禍
唱
え
た
。
が
多
い
の
は
当
然
な
の50
0
③
7
千
④5
8
0

る
。
急性
期
、
慢
性
期
な
ど
T
6

1
5

年
6

月
お臼
{
金
)

「
患
者
や
雇
用
影
響
」

E証明1t;=tF:.1E唖E副院牽ヨ

政
府
が
発
表U
た
、
医
療
費
適
正
化
に
向
け

た
2
0
2
5

年
の
望
ま
し
い
全
国
の
病
床(ベ

ッ
ド
)
数
に
関
す
る
報
告
書
で
、
鹿
児
島
県
は

全
国
で
震
も
多
い
約
1

方
床
の
削
減
を
求
め
ら

れ
た
。
削
減
率
も
お
%
で
全
国
1

位
。

政
府
の

削
減
方
針
に
強
制
力
は
な
い
が
、
県
内
関
係
者

か
ら
は
「病
床
数
の
削
減
で
医
療
機
関
は
経
営

が
厳
し
く
な
り
、
閉
院
も
あ
n
d
つ
る
。
入
院
で

き
な
く
な
る
患
者
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

懸
念
の
声
が
聞
か
れ
る
。

「国
の
財
政
が
厳
し
い
無
理
蓄
箸
は
い
る
」
と

の
は
分
か
る
が
、
病
院
は
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
訴

弱
者
救
済
、
人
命
救
助
と
え
る
。

い
う
使
命
が
あ
る
。
病
床
全
国
の
医
療
機
関
は
M
M

が
減
る
と
、
患
者
に
影
響
年
、
所
在
地
の
各
都
道
府

す
る
。

復
雑
な
心
境
」。
県

に
そ
れ
ぞ
れ
、
「
病
床

1
1
2

の
病
床
が
あ
る
日
機
能
報
告
制
度
」
の
た
め

置
市
吹
上
の
外
科
馬
場
病
の
医
療
機
関
カ
担
う
機
能

院
を
運
営
す
る
医
療
法

人
昭
泉
会
の
馬
場
順
道
理

事
長
(
花
)
は
漏
ら
す

。

国

は
お
年
に
向
付
在
宅
医

療
推
進
も
求
め
て
い
る

が
、
「
い
ろん
な
疾
病
を

抱
え
、
自
宅
や
施
設
で
も

鯨
ム
開
医療関係者は困惑
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出

雲

地
域
の
医
療
人
材
を
宵
成
す

る
岡
山
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
(
岡
山
市
)
の
糸
島
達
也

セ
ン
タ
ー
長
を
招
い
た
講
演
が

包
臼
、
出雲
市
塩
冶
有
原
町2

丁
目
の
ニ
ュl
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ

出
雲
で
あ
っ
た。
糸
島
セ
ン
タ

ー
長
は
、
島
根
県
内
の
医
療
関

係
者
に
対
し
、
岡
山
県
内
の
医

療
体
制
を
独
自
に
数
値
化
す
る

同
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
機
関

の
経
営
状
況
や
病
院
ご
と
の

救
急
搬
送
の
受
け
入
れ
状
視
を

数
値
化
す
る
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る。
糸
島
セ

ン
タ
ー
長
は
「
数
値
化
す
る
と

と
で
医
療
機
関
は
客
観
的
に

課
題
を
把
握
で
き
、
経
営
の
改

善
や
診
療
体
制
の
向
上
に
つ
な

げ
る
と
と
が
で
き
る」
と
説
い

た
。セ

ミ
ナ
ー
は
、
地
域
医
療
の

在
り
方
を
あ
ち
た
め
て
考
、
え
よ

う
と
、
し
ま
ね
地
域
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
(
出
雲
市
境
冶
町
)

が
初
め
て
開
き
、
島
根
県
内
の

の
ぶ
ト

制
学
仕

体
化
む

療
値
棚

医
数
即

精
神
科
を
4

段
階
評
価

患
者
ら
N
P
O

今
夏
公
開

治
療
の
実
態
が
分
か
り
に
く

く
、
良
い
医
療
機
関
を
選
ぶ
手

掛
か
り
が
な
い
精
神
科
の
「
見

え
る
化
」
を
進
め
る
た
め
、
患

者
が
診
療
の
良
し
あ
し
を
評
価

し
、
高
得
点
の
病
院
名
な
ど
を

公
表
す
る
計
画
が
動
き
出
し

た
。

患
者
支
援
団
体
が
約
1

万

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵

送
。

評
価
結
果
を
今
夏
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
。

患
者
と
医
師
ら
で
作
るN
P

O
法
人
「地
域
精
神
保
健
福
祉

機
構
」

(
千
葉
県
市
川
市
)
が

実
施
。
病
気
沼
圃
出
国
や
検
査
値 で

示
せ
る
体
の
病
気
と
違
い
、

回
復
度
が
見
え
に
く
い
精
神
疾

患
は
、
治
療
成
績
の
公
開
が
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

問
機
構
は
、1
0
0

人
以
上

の
精
神
科
医
か
ら
意
見
を
得

て
、
客
観
的
に
評
価
し
得
る
質

問
を
検
討
。
服
用
中
の
薬
の
種

類
や
、
治
療
が
い
つ
完
了
す
る

か
の
説
明
の
有
無
の
他
、
「
医

師
は
人
と
し
て
信
頼
で
者
葛
態

度
で
接
し
て
い
る
か
」
「
医
師
の

質
問
は
(
患
者
の
自
発
的
な
)
気

づ
き
を
助
け
て
い
る
か
」
と
い

っ
た
医
師
の
面
接
掛
術
祉
問
う 病

院
長
や
医
療
担
当
者
約
印
人

が
耳
を
傾
け
た。

併
せ
て
同
セ
ン
タ
ー
の
定
期

総
会
を
聞
き
、
医
師
不
足
の
解

消
を
目
指
し
島
根
大
医
学
部
が

導
入
し
て
い
る
「地
域
枠
」
で

入
学
し
た
医
学
生
ち
に
対
し
、

行
政
や
医
療
関
係
者
が
連
携
し

て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
す

る
方
針
を
確
認
し
た。

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
お
日
(
木
)

質
問
な
ど
お
項
目
を
選
ん
だ
。

問
機
構
の
会
員
患
者
約
1

万
人

に
送
付
、
受
診
中
の
全
国
の
医

療
機
関
を
評
価
し
て
も
ら
う
。

結
果
を
集
計
し
、
医
療
機

関
を
最
高
の
星
三
つ
か
ら
一
つ

ま
で
と
、
星
な
し
の4
段
階
に

ラ
ン
ク
付
け
し
、8
月
に
問
機

構
の
ホl
ム
ペ
l

ジ
で
塁
あ
り

の
医
療
機
関
名
を
公
開
す
る
。

会
員
は
星
な
し
の
医
療
機
関
も

閲
覧
可
能
。
公
開
後
は
評
価
に

対
す
る
意
見
な
ど
も
掲
載
す

る
。
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自
閉
症
者
の
母
で
医
師

鈴

都議自民MU22務内露外科勺時計障木

;iiiiii諸官号車iiii。開時i え
iiiiijjiiiiiii iii開 ;iii!?ii

重
度
の
自
閉
症
者
の
母
で
も
あ
る
横
浜
市
港
北
区
の
医
師

鈴
木
明
子
さ
ん(
ω
)が
、
障
害
者
向
け
の
外
来
診
療
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
名
も
「
明
子
外
来
」
。
初
め
て
の
場
所
が
苦

手
だ
っ
た
り
、
体
調
不
良
を
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
り

す
る
特
性
の
あ
る
人
に
も
、
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
カ
l

ド
を
使

う
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
、
障
害
者
の
育
児
経
験
も
生
か
し
て

診
療
を
進
め
る
。
障
害
者
に
も
予
防
的
な
健
康
管
理
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
の
願
い
が
あ
る
。
(
米
本
良
子
)

し
て
い
る
徹
子
だ
。

。

幻
歳
に
な
る
鈴
木
さ
ん
の
長

男
は
、
知
的
障
害
と
て
ん
か
ん

を
伴
う
重
度
の
自
閉
症
だ
。

鈴
木
さ
ん
は
か
つ
て
繍
浜
市

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
の
医
師
だ
っ
た
。2歳
に

な
っ
て
も
発
語
が
な
い
長
男

は
、
当
時
の
勤
め
先
だ
っ
た
同

セ
ン
タ
ー
で
自
閉
症
と
診
断
さ

れ
た
。

重
度
自
閉
症
児
の
子
育
て
は

困
難
の
連
続
だ
っ
た
。

感
覚
過
敏
が
激
し
く
、
幼
稚

園
時
代
は
友
達
の
弁
当
に
ザ
苦
手

な
食
べ
物
が
入
っ
て
い
る
だ
け

で
吐
い
て
し
ま
う
。
い
つ
も
と

違
う
状
況
が
時
事
子
で
、
外
出
先

で
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
、
車
か

ら
初
分
以
上
出
て
こ
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
。
「
自
分
が
障
害
者

を
診
察
す
る
医
師
で
あ
り
な
が

東
急
東
横
線
網
島
駅
か
ら
徒

歩
3

分
。
夫
の
邦
夫
さ
ん
が
院

長
を
務
め
る
綱
島
鈴
木
整
形
外

科
で
毎
週
火
晦
日
の
午
前
と
、

第
1

、
第
3

土
曜
日
の
午
前
に

設
け
て
い
る
の
が
明
子
外
来

だ
。3

月
、
知
的
障
害
と
自
閉
症

を
伴
う
印
代
のA
子
さ
ん
が
、

グ
ル
ー
プ
ホl
ム
の
女
性
職
員

に
連
れ
ら
れ
て
や
っ
て
き
た
。

A
子
さ
ん
は1
年
前
ま
で
歩

け
た
が
、
昨
年
突
然
歩
か
な
く

な
っ
た
。
足
が
痛
い
よ
う
な
の

だ
が
、
会
話
が
で
き
な
い
た
め

原
因
が
分
か
ら
ず
、
職
員
も
ど

う
対
処
す
れ
ば
い
い
か
因
っ
て

い
た
。

車
い
す
を
押
さ
れ
て
診
察
室
一

に
入
っ
て
き
た
A
子
さ
ん
の
表

情
は
硬
く
こ
わ
ば
っ
て
い
る
。

鈴
木
さ
ん
は
、
ベ
ッ
ド
に
横
た

わ
っ
た
人
が
箔
か
れ
た
カ
ー
ド

を
見
せ
、
「
ベ
ッ
ド
に
横
に
な

者の健康支えたい

-
鈴
杢

C
ん
に
よ
る
と
、
障
害
者
の
大
半
は
、
風
邪

〉
ー
な
ど
の
際
に
は
一
般
の
内
科
や
小
児
科
を
受
診
し
て

\
ぺ
い
る
。
幼
少
時
か
ら
か
か
り
つ
け
医
を
つ
く
り
、
定

切
明
期
的
に
診
察
を
受
け
て
い
る
障
害
者
も
多
い
。

司
主
し
か
し
、
震
い
知
的
障
害
や
自
閉
症
が
あ
る
人
カ

事
A
F
-
検
査
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
で
一
般
の
医
療
機
関
に

必
わ
敬
遠
さ
れ
る
と
と
が
あ
る
の
も
事
実
だ
と
い
う

。
成

閣
制
長
に
つ
れ
て
こ
だ
わ
り
が
強
く
な
っ
た
り
、
転
居
し

M
M

た
り
し
て
、
青
年
期
に
入
っ
て
か
ら
受
診
が
難
し
く

輔
慢
な
る
ケ
l

ス
も
あ
る
。

自
京
特
別
支
援
学
校
時
代
に
は
健
康
診
断
や
衛
生
管

b
U

理
、
適
度
な
運
動
な
ど
の
予
防
的
な
健
康
管
理
習
慣

ロ
レ
を
確
立
し
て
い
た
の
に
、
作
業
所
な
ど
で
の
就
労
に

U
U

整
作
主
盗
に
途
切
れ
て
し
ま
う
ケ
1

ス
も
少
な
く

4
d

な
い
。
鈴
木
さ
ん
は
「
一
般
医
療
機
関
に
も
自
閉
症

-
一
の
人
の
特
性
を
知
っ
て
も
ら
い
、
障
害
者
の
健
康
管

|
理
を
支
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

障
害
を
理
由
に
受
診
を
断
ら

れ
る
こ
と
は
本
来
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
が
、
病
院
が
敬
遠
す
る

理
由
は
い
く
つ
か
思
い
当
た
る

と
い
う
。

A
子
さ
ん
の診
察
も
、
腰
の

エ
ッ
ク
ス
線
は
塁
悪
正
し
い

姿
勢
を
取
れ
ず
に
正
面
か
ら
は

撮
彫
で
き
な
か
っ
た
。
診
察
後

に
施
設
職
員
か
ら
の
質
問
に
も

応
じ
た
た
め
、
診
察
時
聞
は1

時
間
弱
に
及
ん
だ
。

ほ
か
の
患
者
で
もl
枚
撮
る

た
め
に
何
度
も
練
習
を
繰
り
返

し
た
り
、
緊
張
を
ほ
ぐ
す
た
め

一
緒
に
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
を
歌
っ

た
り
し
て
、
私
謡
蒔
閉
カ
初
分

る
。
ま
た
、
体
調
不
良
を
不
機

嫌
な
ど
の
形
で
し
か
表
現
で
き

な
い
場
合
、
「
精
神
的
な
不
調
」

と
解
釈
さ
れ
、
内
科
的
疾
患
の

存
在
が
見
逃
さ
れ
や
す
い
恐
れ

も
あ
る
と
い
う
。

知
的
障
害
や
感
覚
障
害
が
重

い
ほ
ど
未
経
験
の
物
事
へ
の
嘗

戒
感
も
強
く
な
る
が
、
病
院
側

に
も
敬
事
己
れ
が
ち
だ
。
し
か

し
、
そ
う
し
て
通
院
を
避
け
続

け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
病
院
は

「
苦
手
な
場
所
」
の
ま
ま
で
、

結
局
、
病
状
が
深
刻
化
す
る
ま

で
病
院
に
行
か
な
い
と
い
う
惑

循
環
に
陥
る
。

「
自
閉
症
の
人
の
特
性
や
診
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っ
て
足
を
見
せ
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
声
を
掛
け
た
。A
子
さ

ん
は
カ
1

ド
を
手
に
取
り
、
興

味
深
そ
う
に
見
つ
め
た
ま
ま
、

鈴
木
さ
ん
や
職
員
に
介
助
さ
れ

て
ベ
ッ
ド
に
移
動
し
、
診
察
を

受
け
た
。

続
い
て
エ
ッ
ク
ス
線
を
撮
影

し
て
い
る
患
者
の
写
真
を
見

せ
、
「
次
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮

り
ま
し
ょ
う
」
。
無
事
に
撮
影

を
終
え
る
と
、
お
菓
子
を
手
渡

す
。

「
ま
た
来
て
ね
」
と
鈴
木

さ
ん
が
手
を
握
る
と
、A
子
さ

ん
も
う
れ
し
そ
う
に
笑
顔
を
振

り
ま
い
た
。

職
員
も
「
障
害
者
の
特
性
を

知
っ
て
い
る
先
生
な
の
で
、
安

心
し
て
か
か
れ
る
」
と
頼
り
に

ら
、
障
害
の
あ
る
わ
が
子
寺
つ

ま
く
支
え
ら
れ
な
い
申
し
訳
な

さ
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
」

長
男
は
成
人
し
、
福
祉
作
業

所
に
通
う
。
成
長
と
と
も
に
心

配
に
な
っ
て
き
た
の
が
中
年
期

以
降
の
健
康
管
理
だ
。
生
活
習

慣
病
が
現
れ
や
す
く
な
る
今
後

は
医
療
機
関
の
受
診
必
塞
が
増

え
る
。
一
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
長
男
の
不
調
を
ど
う

把
握
し
、
検
査
や
治
療
に
精
ひ

つ
け
る
か
。
今
は
医
師
で
あ
る

自
分
が
担
う
こ
と
が
で
き
る

が
、
将
来
に
不
安
は
尽
き
な
い
。

障害
な
ケ
l

ス
が
多
い
。
保
護
者
が

前
も
っ
て
病
院
を
訪
れ
、
院
内

の
様
子
や
鈴
杢ο
ん
の
写
真
を

撮
影
し
、
診
察
前
に
見
せ
て
患

者
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
も
多
い

と
い
う
。

。

こ
れ
ま
で
の
受
診
者
約
2
0

0

人
の
ほ
ぼ
全
員
に
発
達
障
害

か
身
体
障
害
が
あ
る
。
他
院
で

診
察
を
断
ら
れ
た
経
験
を
し
た

人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
「
病

院
に
通
え
な
く
て
困
っ
て
い
る

障
害
者
が
こ
ん
な
に
い
た
の
か

と
驚
い
た
」

イ
ラ
ス
ト
活
用
、

を
超
え
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
と

い
う
。
「
報
酬
面
で
は
赤
字
」

と
明
か
す
鈴
杢C
ん
は
「
問
診

で
き
な
か
っ
た
り
、
検
査
を
拒

否
さ
れ
た
り
し
て
、
き
ち
ん
と

診
断
で
き
な
い
場
合
も
あ
る

上
、
診
察
時
間
も
長
く
か
か
る

傾
向
が
あ
り
、
敬
遠
さ
れ
る
の

で
は
」
と
推
測
す
る
。

体
調
不
良
を
う
ま
く
表
現
で

き
な
い
障
害
者
の
場
合
、
ほ
か

の
人
か
ら
見
て
は
っ
き
り
と
分

か
る
症
状
が
出
て
き
た
こ
ろ
に

は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

機
会
を
逃
し
て
い
る
こ
と
も
あ

診
察
に
工
夫

患
者
に
合
わ
せ
た
病
院
食
藤
田
保
健

衛
生
大

質
明
市
の
藤
田
保
健
衛
生
大
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
割
り
出
成
さ
せ
る
方
式
に
変
え
る
こ
と

学
病
院
は
回
目
、
患
者一人
ひ
し
、
1

日
2
0
0

種
類
以
上
の
で
、
味
の
劣
化
を
抑
え
、
麺
や

と
り
に
適
し
た
栄
養
成
分
を
含
ロ
即
日
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
立
ご
飯
も
お
い
し
く
出
せ
る
よ
う

む
と
と
も
に
、
出
来
た
て
の
状
て
る
。

に
な
っ
た
。

態
で
提
供
で
き
る
新
し
い
病
院
ま
た
、
業
務
用
麟
開
機
器
こ
の
臼
は
関
係
者
ら
に
よ
る

食
の
「
藤
田
食」
を
披
露
し
た。

メ
ー
カ
ー
「ホ
シ
ザ
キ
電
機」

試
食
会
も
行
わ
れ
、
う
ど
ん
や

各
患
者
が
抱
え
る
病
気
は
も
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、
厨
房
十
六
穀
ご
は
ん
、
天
ぷ
ら
な
ど

と
よ
り
、
身
長
、
体
重
、
採
血
で
作
っ

た
料
理
を
チ
ル
ド
保
存
が
提
供
さ
れ
た
。

参
加
し
た
尾

デ
l

夕
、
点
滴
、
食
べ
残
し
の
後
に
再
加
熱
し
て
運
ぶ
調
理
カ
張
旭
市
の
伊
藤
瑠
美
子
さ
ん

量
な
ど
を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
l

ト
に
新
機
能
を
追
加
。
厨
房(剖
)
は「と
て
も
お
い
し
く
、

に
適
し
た
カ
ロ
リ
ー
、
極
分
、
で7
5
8

割
ほ
ど
調
理
し
た
料
患
者
さ
ん
に
とっ
て
は
う
れ
し

脂
質
と
い
っ
た
栄
養
成
分
量
を
1

理
を
、
カU
ド
マ
の
加
熱
で
完J
い
し
、
元
気
付
州
出
る
記
思
う

]

察
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
く
知
っ
て
も

ら
い
、
障
害
者
が
受
診
し
や
す

い
医
療
機
関
カ
増
え
れ
ば
」

「
明
子
外
来
」
か
ら
輸
が
広

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

a' 

白
日
に
は
知
人
の
婦
人
科
医

師
の
協
力
を
得
て
、
障
害
者
向

け
の
婦
人
科
相
談
も
同
整
形
外

科
で
実
施
す
る。
予
約
制
。

問

い
合
わ
せ
は
、
同
整
形
外
科8

0
4
5
(
5
4
2
)
3
3
5
5
0
 

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
4

月
お
目
(
木
)

と
語
っ
た。

藤
田
食
は
幻
日
か
ら
導
入
さ

れ
、
1

日
約
3
0
0
0

食
を
提

供
。

同
病
院
食
養
部
長
の
由
民
口

高
志
教
授
は
「
こ
の
よ
う
な
形

で
提
供
さ
れ
る
病
院
食
は
圏
内

初
で
は
な
い
か。
口
か
ら
食
べ

る
こ
と
は
治
療
効
果
も
大
き
い

の
で
、
ぜ
ひ
食
事
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

引
日
か
ら
提
供
さ
れ
る
l
h
蕨
回
食
」

哲
叫
士
冗
(
名
古
屋
)
・
朝
刊
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こ
ど
も
病
院
設
立

親
た
ち
の
奮
闘
録

奇跡のこども病院

は
県
内
の
障
害
者
団
体
と
と
も
に

「
母
子
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
設
立
推

進
協
議
会
」
を
発
足
。

2
0
0
0

年
、

街
頭
署
名
活
動
で
却
万
人
近
く
の
署

名
を
集
め
た。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
な
が
ら
、
園
や
県
へ
の
要
請
を

粘
り
強
く
繰
り
返
し
た
。

田
頭
さ
ん
は
「
病
院
は
医
療
に
関

「

奇
跡
の
こ
ど
も
病
院
1

沖
縄
に
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
ま
で

し
出
版

こ
と
し
開
院
叩
年
目
を
迎
え
る
、
県
立
南
部
医
療
セ

ン
タ
ー
-
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
(南
風
原
町
)
の
設
立

経
緯
や
、
運
動
の
歩
み
を
つ
づ
っ
た
「
奇
跡
の
こ
ど
も
病

院
1

沖
縄
に
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
ま
で
」

哲
巌
さ
れ
た
。

病
気
の
子
を
育
て
る
親
や
支
援
者
が
、

行
政
や
県
民
に
働
き
掛
け
た
草
の
根
の
運
動
を
記
録
に

残
し
た。
編
集
委
員
の1
人
で
、
全
国
心
臓
病
の
子
ど
も

を
守
る
会
沖
縄
支
部
運
嘗
委
員
の
田
頭
妙
子
さ
ん

(円
)

は
「
病
院
は
た
く
さ
ん
の
人
の
力
で
で
き
た

。

こ
れ
か
ら

子
を
育
て
る
人
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
い
、
病
院
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
(

湧
田
ち
ひ
ろ)

部
一
規
露
草
の
根
運
動
振
り
返
る

田
頭
さ
ん
と
と
も
に
編
集
し
た
の

は
同
支
部
の
い
ず
れ
も
副
支
部
長
、

玉
城
よ
し
子
さ
ん(礼
)と
金
城
清
美

さ
ん
(臼
)。
2

年
前
か
ら
作
業
を
始

め
た。3

人
と
も
心
臓
病
の
子
ど
も
を
看

病
し
た
経
験
が
あ
る
。

当
時
、
重
症

の
子
ど
も
の
ほ
と
ん
ど
が
県
外
で
手

術
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
況
か ら

、
県
内
に
こ
ど
も
病
院
の
設
立
を

求
め
て
活
動
を
始
め
た
。

玉
城
さ
ん
は
「
手
術
や
治
療
の
た

め
県
外
に
移
動
す
る
の
は
、
子
ど
も

が
小
さ
い
ほ
ど
危
険
も
大
き
い
」
と

語
る。
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
り
、

精
神
的
に
も
負
担
が
大
き
か
っ
た
と

い
う
。

1
9
9
7

年
、
守
る
会
沖
縄
支
部 わ

る
人
や
患
者
、
行
政
を
含
め
た

地
域
社
会
全
体
で
つ
く
っ
て
い
く

も
の
」
と
活
動
を
振
り
返
る。
当

事
者
と
と
も
に
医
師
や
マ
ス
コ
ミ
、

県
民
の
世
識
が
行
政
を
動
か
し
、
実

現
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
る

。

金
城
さ
ん
は
活
動
の
さ
な
か
、
心

臓
病
の
娘
を
口
歳
で
亡
く
し
た

。

「
私

の
よ
う
に
県
外
で
子
ど
も
を
亡
く
し

楽
し
く
食
べ
て
元
気
に
な
ろ

う
ね
l
。

愛
媛
大
医
学
部
付
属

病
院
(東
温
市
志
津
川)
の
小

児
耕
病
棟
に
日
日
か
ら「パ
ン

ダ
の
配
膳
車」
が
登
場
し
、
入

院
中
の
子
ど
も
た
ち
の
食
事
時

聞
を
和
ま
せ
て
い
る
。

病
院
が
、

医
療
機
密
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開

た
親
は
た
く
さ
ん
い
る
。

こ
ど
も
医

療
セ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
、
県
内
で
安

心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る

。

助
か

ら
な
か
っ
た
子
が
助
か
る
よ
う
に
な

る
、
そ
れ
が
一
番
よ
か
っ
た
」
と
諾

し
た
。

開
院
後
、3
人
は
病
院
に
訪
れ
る

親
子
を
支
え
る
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
い
る。
田
頭
さ

ん
は
「
若
い
医
師
に
も
読
ん
で
も
ら

っ
て
、
病
児
の
い
る
家
族
の
気
持
ち

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
レ

た
。

「奇
跡
の
こ
ど
も
病
院
」
は
ボ
ー

ダ
ー
イ
ン
ク
か
ら
千
部
発
行
。

県
内

各
書
店
や
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
-
こ

ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
売
店
で
販
売

中
。

売
上
金
の
一
部
は
守
る
会
沖
縄

支
部
とN
P
O
法
人
こ
ど
も
医
療
支

援
わ
ら
び
の
会
に
寄
付
す
る
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
辺
臼
(
月
)

ダの配膳車人気

付
け
、
後
部
に
は
に
っ
こ
り
笑

う
コ
ッ
ク
姿
の
パ
ン
ダ
の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
貼
付
。

保
温
・

保
冷

機
能
が
あ
り
、
地
下
の
厨
房
(
ち

ゅ
う
ぼ
う
)
か
ら6
階
の
小
児

軒
病
棟
ま
で
一
度
に
最
大
約
ω

人
分
の
食
事
を
運
搬
す
る

。

配
膳
担
当
の
伊
藤
光
代
さ
ん
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済生会第二病院(新潟)

患
者
く
つ
ろ
ぐ

癒
や
し
空
間

済
生
会
新
潟
第
二
病
院
(
新

潟
市
西
区
)
は7
月
1

日
、
喫
茶

ス
ペ
ー
ス
と
図
書
館
機
能
を
備
・

え
た
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
院
内
に
山

開
設
す
る。

全
国
で
病
院
の
売

店
や
カ
フ
ェ
を
手
掛
け
る
光
洋

(
横
浜
市
)
が
運
営
し
、
書
籍
販

売
大
手
の
丸
善
(
夏
原
)
が
図
書

の
選
定
な
ど
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

を
担
う。

光
洋
に
よ
る
と
、
病
院

内
に
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
が
設
置
さ

れ
る
の
は
全
国
で
初
め
て

。

n

H7
 

4
4f
 

国全で内院

ブックカフェ来月開設
ろ
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
本

を
読
ん
で
く
つ
ろ
げ
る
ブ
ッ

ク
カ
フ
ェ
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
た。

現
在
、
一
般
向
け
の
休
憩
ス

ペ
ー
ス
な
ど
と
し
て
活
用
し
て

い
る
病
院2
階
の
約
1
2
0

平

方
M
を
光
洋
が
借
り
て
運
営
す

る
。

そ
の
う
ち
約
初
平
方Mを

図
書
ス
ペ
ー
ス
と
し
、
丸
善
が

約
千
冊
を
納
入
す
る
。

座
席
数

は
カ
フ
ェ
とA
P
Pせ
て
同
席。

カ
フ
ェ
に
併
設
す
る
調
理
室
で

作
る
パ
ン
や
飲
み
物
を
楽
し
み

な
が
ら
、
本
を
読
む
こ
と
が
で

き
る
。

並
べ
る
本
の
テl
マ
は
丸
善

の
専
門
部
署
が
選
定
。

専
門
書

で
は
な
く
、
実
用
書
や
ベ
ス
ト

蔵
書
棚
冊、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

セ
ラ
l

、
児
童
書
、
郷
土
図
書

を
中
心
に
選
ぶ
。
本
は
臨
時

更
新
し
、
蔵
書
数
を
増
や
す
余

裕
も
持
た
せ
る。

閲
覧
し
た

本
は
購
入
で
き
な
い
が
、
併

設
の
売
店
で
注
文
し
て
取
り
寄

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

光
洋
は
「
図
書
館
機
能
を
併

せ
持
つ
カ
フ
ェ
は
全
国
初
の

試
み
な
の
で
、
ど
こ
ま
で
ニ

ー
ズ
が
あ
る
の
か
確
か
め
た

い
」
と
話
す。

丸
善
は
「
病

院
業
界
に
事
業
協
力
す
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
」
と

し
た
。

病
院
の
渡
辺
悦
郎
事
務
部
長

は
「
患
者
に
選
ん
で
も
ら
え

る
病
院
に
な
れ
る
よ
う
な
ス

ペ
ー
ス
に
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る

。

営
業
は
平
日
、
休
日
と
も
午

前
7
時
i

午
後
7

時
。

新
潟
日
報
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
悶
日
(
水
)

発
し
た
自
信
作
で「少
し
で
も

笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

思
い
が
こ
も
っ
て
い
る
。

病
院
栄
養
部
の
利
光
久
美
子

部
長
に
よ
る
と
、
入
院
中
は
化

学
療
法
で
吐
き
気
が
出
る
場
合

が
あ
り
、
食
事
が
嫌
に
な
る
子

も
多
い
と
い
う。
病
院
で
は
、

5

年
ほ
ど
前
か
ら
配
膳
車
を
小

児
が
喜
ぶ
デ
ザ
イ
ン
に
し
よ
う

と
計
画。
利
光
部
長
の
案
を
基

に
、
病
院
の
配
膳
車
を
製
造
し

て
い
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス

ケ
ア
(
重
患
が
改
造
し
、4

月
末
に
納
車
し
た
。

配
膳
車
は
長
さ15
2

・
5

句
、
幅
竹
・2
句
、
高
さ1
8

8

・

5
HンO
前
面
に
樹
脂
製
で

立
体
的
な
パ
ン
ダ
の
顔
を
取
り
病児の食事に笑顔愛媛大病院パン

(
印
)
に
よ
る
と
、
早
速
「
パ
ン

ダ
号」
と
あ
だ
名
が
付
き
、
病

棟
で
大
人
気
に
な
っ
た
。

触
り

に
き
て
「
パ
イ
パ
イ」と
皐
芯

る
子
や
、
保
護
者
に
抱
っ
こ
を

せ
が
ん
で
毎
日
の
よ
う
に
後
を

追
う
子
も
現
れ「会
事
の
時
聞

が
前
よ
り
明
る
い
雰
囲
気
に
な

っ
た」
と
ほ
ほ
笑
む
。

利
光
部
長
は「入
院
中
の
子

は
自
由
度
が
少
な
い
の
で
、
遊

具
的
な
感
覚
で
取
り
入
れ
ら
れ

た
ら
と
思
っ
た
。

子
ど
も
た
ち

が
寄
っ
て
く
る
光
景
を
見
る

と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
だ
け

ど
笑
顔
に
貢
献
で
き
た
か
な

」

と
目
を
細
め
た。(

正
岡
万
弥
)

5

月
中
旬
か
ら
小
児
科
病
棟
で
活
躍
し
て
い
る
パ
ン
ダ

の
配
贈
車

H

m
日
午
前
、
東
湿
車
俗
博
川

愛
媛
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
釘
目
(
日
)

同
病
院
に
は
こ
れ
ま
で
売
店

し
か
な
く
、
リ
ニ
ュ
l

ア
ル

に
合
わ
せ
て
入
院
患
者
や
来

院
す
る
人
の
た
め
に
癒
や
し

の
空
間
を
設
け
た
い
と
考
え

た
。

光
洋
に
提
案
し
た
と
こ
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となり、 03年度から 10年で 2 倍強に増

加。 生活苦で受診に二の足を踏む人のセ

ーフティーネットとして、あらためて注

目が集まっている。 (佐橋大)

経済的に困窮した人たちが、無料や少

ない自己負担で医療を受けられる「無料

低額診療事業」を実施する医療機関が増

えている。 2013年度には全国で591施設

生活困窮者の安全網

実
施
医
療
機
関
が
倍
増

名
古
屋
市
南
区
の
名
南
病

院
。

救
急
も
担
う
百
五
十
八
床

の
病
院
は
、
一
一
年
十
月
に
無

料
低
額
診
療
を
始
め
た
。

三
月

末
ま
で
の
三
年
半
で
約
百
二
十

人
を
、
制
度
を
利
用
し
て
診
察

し
た
。

そ
の
約
七
割
は
保
険
証

は
あ
る
が
自
己
負
担
分
を
支
払

う
余
裕
が
な
い
人
た
ち
だ。

糖
尿
病
を
長
年
春
つ
同
区
の

男
性
(
七
一
む
も
、
そ
の
一
人
。
一

日
二
回
、
ィ
ン
ス
リ
ン
注
射
も

必
要
で
、
月
一
度
は
通
院
し
て

い
る
。

以
前
か
ら
通
院
し
て
い

た
が
、
一
昨
年
秋
か
ら
制
度
を

利
用
し
て
い
る。

き
っ
か
け
は
、
受
診
を
予
約

し
た
日
に
男
性
が
病
院
に
姿
を

見
せ
な
か
っ
た
こ
と。
男
性
が

生
活
保
護
を
打
ち
切
ら
れ
、
一

割
の
自
己
負
担
分
の
支
払
い
に

不
安
を
覚
え
、
病
院
に
行
け
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
主
治
医

の
聞
き
取
り
で
分
か
っ
た。

不況で需要高まる
男
性
は
、
週
三
日
の
ア
ル
バ

イ
ト
代
と
年
金
の
合
計
額
と
、

生
活
保
護
基
準
額
の
差
額
を
受

給
し
て
い
た
が
、
合
計
額
が
基

準
額
を
わ
ず
か
に
超
え
た
た

め
、
生
活
保
護
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
た
。

医
師
か
ら
病

院
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
紹
介

さ
れ
て
制
度
を
知
り
、
現
在
も

自
己
負
担
な
し
で
通
院
。

病
状

も
安
定
し
て
い
る。
ア
ル
バ
イ

ト
も
続
け
て
お
り
「
本
当
に
助

か
る
」
と
、
ほ
っ
と
し
た
表
情

を
浮
か
べ
る。

無
料
低
額
診
療
事
業
社
会
福
祉

法
に
基
づ
き
、
1
9
5
1
年
に
始
ま

っ
た。

病
院
が
必
要
と
判
断
し
た
患

者
に
、
医
療
賓
の
自
己
負
担
額
を
減

免
す
る。
保
険
料
の
滞
納
で
い
っ
た

ん
叩
割
負
担
が
求
め
ら
れ
る
被
保
険

者
資
格
証
明
書
で
受
診
す
る
人
や
、

保
険
料
を
払
え
ず
公
的
医
療
保
険
に

入
っ
て
い
な
い
人
、D
V
(配
偶
者
閣

の
暴
力
)
被
害
者
ら
が
対
象

。

同
病
院
医
療
担
談・
連
携
室

の
医
療
ソ1
シ
ャ
ル
ワ
l

ヵ
ー

を
務
め
る
鴬
野
雅
子
さ
ん
は

「
制
度
を
使
っ
た
医
療
提
供
と

並
行
し
て
、
生
活
保
護
の
受
給

や
保
険
加
入
な
ど
の
手
続
き
も

進
め
、
安
心
し
て
受
診
で
き
る

環
境
を
整
え
る
」
と
話
す
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
無

料
低
額
診
療
を
実
施
す
る
医
療

機
関
数
は
、
三
写
度
は
前
年

度
比
6
%
増
。

一O
、
一
一
年

度
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

統
計
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い

が
、
O
九
年
度
と
の
比
較
で

は
、
社
%
の
大
幅
婚
と
な
る
。

背
景
に
は
、O
一
年
に
無
料
低

額
診
療
を
抑
制
す
る
方
針
を
通

知
し
た
国
が
、
O
八
年
に
方
針

を
見
直
し
た
こ
と
や
、
同
年
の

り
i

マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
生
活
苦
の
人
が
増
え
た
こ
と

が
あ
る
と
み
ら
れ
る。

名
南
病
院
も
、
窓
口
で
「
金

銭
的
に
困
っ
て
い
る
」
と
訴
え

る
受
診
者
が
場
え
た
こ
と
を
受

け
、
O
九
年
に
名
古
屋
市
と
協

議
を
始
め
た
。
同
病
院
な
ど
全

日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会

(
民
医
連
)
に
加
盟
す
る
医
療

機
関
の
半
数
弱
が
制
度
に
よ
る

診
療
を
実
施。

「
恩
賜
財
団
済

生
会
」
な
ど
社
会
福
祉
法
人
や

財
団
法
人
な
ど
の
運
営
で
、
取

り
組
む
医
療
機
関
も
あ
る。

医
療
機
関
に
よ
る
と
、
無
料

・
低
額
化
で
、
病
院
な
ど
は
受

診
控
え
の
患
者
を
掘
り
起
こ
せ

る
。

無
保
険
の
患
者
で
は
収
入

は
な
い
が
、
患
者
が
保
険
加
入

者
な
ら
、
自
己
負
担
分
を
除
い

た
公
的
保
険
負
担
分
の
医
療
費

が
収
入
と
な
る。

制
度
は
、
生
活
保
護
の
受
給

な
ど
で
竺
活
が
改
善
す
る
ま
で

の
つ
な
ぎ
の
位
置
付
け
。

名
南

病
院
も
「
無
料
は
原
則
、
一
カ

月
ま
で
」
な
ど
と
定
め
て
い

る
。

し
か
し
、
当
面
の
収
入
増

が
見
込
め
な
い
な
ど
、
状
況
に

応
じ
て
延
長
し
て
い
る
。

減
免
の
基
準
も
医
療
機
関
に

よ
っ
て
違
い
、
名
南
病
院
は
、

月
収
が
生
活
保
護
基
準
額
の
1

2
0

%
以
下
な
ら
自
己
負
担
を

免
除
、
1
4
0
%
以
下
な
ら
減

額
と
し
て
い
る
。
制
度
で
受
診

で
き
る
医
療
機
関
は
、
都
道
府

県
、
政
令
市
、
中
核
市
の
社
会

福
祉
事
業
を
担
当
す
る
部
署
で

確
認
で
き
る。

た
だ
、
薬
を
院
外
処
方
す
る

医
療
機
関
が
増
え
て
い
る
が
、

院
外
薬
局
で
の
薬
代
は
無
料
や

低
額
の
対
象
に
含
ま
れ
な
い
。

民
医
連
は
「
代
金
を
払
え
ず
に

薬
を
服
用
で
き
な
い
こ
と
が
、

治
療
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ケ
ー

ス
も
あ
る。

国
に
、
制
度
改
善

を
求
め
て
い
き
た
い
」
と
し
て

い
る
。

中
日
新
聞
・
朝

刊

2
0
1
5

年
4

月
引
日
(
火
)
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千
葉
県
松
戸
市
のJ
R

北
松

戸
駅
前
の
複
合
ピ
ル。
こ
こ
に

あ
っ
た
「東
葛
整
形
外
税
・

内

税
」
は
今
年
1

月
口
日
、
廃
業

届
を
出
し
た
。

そ
の
約
2

週
間

後
、
こ
の
医
院
で
「医
師
」
を

し
て
い
た
男
(町
)が
医
師
法
違

反
容
疑
な
ど
で
千
葉
県
警
に
逮

捕
さ
れ
た。

5

月
お
目
、
千
葉
地
裁
松
戸

支
部
。

少
し
伸
び
た
白
髪
を
ゴ

ム
で
結
わ
え
た
眼
鏡
の
男
は
、

よ
く
通
る
声
で
名
前
と
、
職
業

は

「無
職
」
と
答
え
た。

静
け
さ
の
中
、
検
察
官
が
男

の
起
訴
内
容
を
読
み
上
げ
る
。

「柔
道
整
復
師
と
し
て
働
い

て
い
た
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

が
で
き
な
い
こ
と
に
不
満
を
持

ち
、
自
分
に
も
医
療
行
為
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
始

め
た
」「平

成
6

年
ご
ろ
か
ら
書
籍

を
読
み
、
血
液
検
査
や
採
血
、

手
術
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た」

「初
年
3

月
ロ
日
に
は
関
節

腔
内
注
射
を
、
別
の
患
者
に
下

肢
静
脈
痛
手
術
を
行
っ
た」

男
が
問
わ
れ
た
の
は
医
師
法

違
反
罪
と
詐
欺
罪。
医
師
免
許

を
持
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「東
葛
」
と
そ
の
分
院

惨よ‘

で
医
療
行
為
を
し
、
診
療
報
酬

を
請
求
し
た
と
さ
れ
る。
近
所

の
評
判
は
悪
く
な
か
っ
た
が
、

何
百
人
と
い
う
患
者
が
血
管
手

術
や
注
射
な
ど
を
受
け
、
治
療

後
に
体
調
不
良
を
訴
え
た
人
も

い
た
。

警
察
庁
の
統
計
で
は
、

偽
医
者
は
例
年
初1
ω
件
が
摘

発
さ
れ
て
い
る。

被
災
地
で
も
治
療

偽
医
者
が
現
れ
る
の
は
、
医

療
機
関
ば
か
り
で
は
な
い
。

お

年
3

月
の
東
日
本
大
震
災
の
際

に
は
、
宮
城
県
石
巻
市
の
社
会

福
祉
協
議
会
に
「医
師
国
家
資

格
認
定
証」
と
警
か
れ
た
顔
写

真
入
り
カ
!
ド
の
コ
ピ
ー
を
持

つ
男
が
現
れ
、
被
災
地
で
活
動

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
治
療
し

た
。

そ
の
後
、
男
は
医
師
免
許

の
な
い
偽
医
者
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。

宮
城
県
医
閉
会
の
登
米
祐
也

常
任
理
事
に
よ
る
と
、
ほ
か
に

も

「心
療
内
制
医」
と
名
乗
っ

て
、
被
災
者
に
薬
を
渡
し
た
偽

医
者
も
い
た
と
い
う。
混
乱
し

た
災
害
現
場
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
身
元
確
認
が
十
分
に
で

き
な
い
の
が
実
情
だ。

登
米
医
師
は
「わ
れ
わ
れ
は

性
善
説
で
動
い
て
お
り
、
あ
の

現
場
で
、
医
師
と
名
乗
る
人
に

『本
当
に
医
師
で
す
か』
と
は

聞
け
な
い
」
と
話
す。

厚
生
労
働
省
は
、
医
療
機
関

が
医
師
を
採
用
す
る
際
に
は
医

師
免
許
証
の
原
本
を
確
認
す
る

よ
う
通
知
し
て
い
る
。

し
か

し
、
厚
紙
で
で
き
た
大
型
の
免

許
証
は
傷
み
や
す
く
持
ち
歩
く

に
は
不
便
だ。
し
ま
っ
た
ま
ま

の
医
師
も
多
く
、
原
本
で
な
く

コ
ピ
ー
を

一一
小
す
こ
と
が
多
い
。

コ
ピ
ー
な
ら
偽
造
は
難
し
く

な
い
。

被
災
地
で
偽
医
者
の
男

が
示
し
た
の
は
、
実
在
し
な
い

「医
師
資
格
カl
ド

」
の
コ
ピ

ー
だ
っ
た
。

ま
た
、
医
師
紹
介

業
者
を
通
じ
て
の
採
用
で
は
、

川
出
医
師
は
、
男
を
雇
っ
た

病
院
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
県

と
社
会
保
険
事
務
局
の
調
査
に

立
ち
会
っ
た。

県
と
事
務
局
の
担
当
者
は
病

院
長
に
「ど
う
し
て
採
用
時
に

医
師
免
許
の
原
本
を
確
認
し
な

か
っ
た
の
か
」
と
詰
め
寄
っ
た

が
、
川
出
医
師
は
病
院
長
に
代

わ
っ
て
反
論
し
た。

「男
は
県
の
保
険
医
登
録
を

取
っ
て
い
た。
原
本
を
確
か
め

ず
に
保
険
医
登
録
を
し
た
県
や

事
務
局
に
も
責
任
が
あ
る」

行
政
、
医
師
会
、
医
療
機
関

:
・
二
重
、一二
重
に
確
認
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
て
も
、
偽
医
者

は
現
れ
る。
川
出
医
師
は
自
身

の
経
験
か
ら
「事
件
を
防
ぐ
に

も
う
偽
医
者
は
詐
さ
な
い

業
者
と
の
信
頼
関
係
も
あ
っ
て

医
療
機
関
側
の
確
認
が
甘
く
な

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

共
通
の
資
格
証
を

岐
阜
県
医
師
会
の
川
出
靖
彦

副
会
長
も
偽
医
者
に
翻
弄
さ
れ

た
ひ
と
り
だ
。

県
内
で
開
業

し
、
そ
の
後
、
別
の
病
院
に
移

っ
た
眼
判
明
医
が
、
実
は
偽
医
者

だ
っ
た
。

男
は
地
域
の
医
師
会

に
も
所
属
し
て
お
り
、
保
険
診

療
に
必
要
と
な
る
県
の
保
険
医

登
録
も
し
て
い
た。

は
、
医
師
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
共
通
の
資
絡
証
が
必
要

だ
」
と
訴
え
る。

医
師
免
許
証

の
原
本
で
本
人
確
認
を
行
っ
た

上
で
発
行
さ
れ
、
持
ち
運
び
が

簡
単
な
カl
ド
が
理
想
だ。

こ
う
し
た
声
に
応
え
よ
う

と
、
国
や
日
本
医
師
会
が
昨
年

か
ら
導
入
し
た
の
が
、I
C
チ

ッ
プ
を
埋
め
込
ん
だ
「医
師
資

格
証
(医
師
カ
ー
ド)
」
だ
。

そ
の
ま
ま
だ
と
、
医
師
資
格

を
証
明
す
る
だ
け
の
一
枚
の
カ

ー
ド
に
す
ぎ
な
い
が
、
イ
ン
タ

連
携
・

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

ー
ネ
ッ
ト
通
信
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
技
術
(I
C
T
)
に
結
び

付
く
と
、
大
き
な
可
能
性
を
生

み
出
す
。

I
C

チ
ッ
プ
を
埋
め

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
偽
造
防
止

も
で
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
す
る
際
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
維
持
に
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
た
め
だ。

医
師
カ
l

ド
開
発
に
中
心
的

な
立
場
と
し
て
携
わ
っ
て
き
た

石
川
広
己
日
本
医
師
会
常
任
理

事
は
最
大
の
目
的
と
し
て
、

「地
域
に
お
け
る
医
療
連
携」

を
掲
げ
て
い
る。

「医
師
カ
1

ド
が
普
及
す
れ

ば
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
連

携
が
で
き
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

検
査
の
重
複
な
ど
の
無
駄

が
な
く
な
り
、
よ
り
効
率
的
に

正
確
な
医
療
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

患
者
や
家
族
ば
か
り

で
は
な
く
、
国
や
自
治
体
、
保

険
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
と
な
る
」
と
強
調
し
た。

。

医
師
カ
ー
ド
の
普
及
が
急
が

れ
て
い
る。
偽
医
者
対
策
か
ら

地
域
医
療
連
携
、
そ
の
先
に

は
、
高
齢
者
介
護
や
生
活
支
援

を
含
め
た
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の

期
待
が
広
が
る。
医
療
新
世
紀

の
幕
開
げ
と
な
る
の
か。
そ
の

可
能
性
を
探
る。

産

経
(
東
京
)・
朝
刊

2
0

1
5

年
5

月

初
日

(
土
)
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縁
結
び
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
有

名
な
出
雲
大
社
を
抱vえ
る
島
根

県
出
雲
市。
深
田
医
院
院
長
の

深
田
倍
行
医
師
は
そ
の
日
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
輝
行
が
一
段

哲
治
し
た
こ
と
も
あ
り
、
午
後
を

休
診
に
し
て
、
た
ま
っ
た
用
事

を
済
ま
せ
る
こ
と
に
し
て
い

た
。

午
前
中
の
外
来
が
終
わ
る

と
、
隣
の
事
務
室
の
電
話
が
鳴

っ
た
。「先

生
、
A
さ
ん
の
具
合
が

悪
い
そ
う
で
す」
。
以
前
か
ら

通
院
し
て
い
る
患
者
の
め
ま
い

が
い
つ
も
よ
り
ひ
ど
い
と
い
う

連
絡
だ
っ
た。

深
田
医
師
は
、
医
療
秘
書
量

に
救
急
医
療
機
関
で
あ
る
県
立

中
央
病
院
の
受
け
入
れ
状
況
を

調
べ
る
よ
う
指
示。

す
ぐ
に
診

察
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
う
え
で
、
A
さ
ん
の
家
族

に
は

「こ
ち
ら
か
ら
紹
介
状

(診
療
情
報
提
供
讐)
を
送
っ

て
お
き
ま
す。
紹
介
状
を
取
り

に
来
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん。

直
媛
、
中
央
病
院
に
向
か
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
回
答
レ
た。

か
か
っ
た
時
間
は
数
分。
A

さ
ん
の
診
療
情
報
は
、
独
自
の

回
線
を
使
っ
た
地
域
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム

「ま
め
ネ
ッ
ト
」
を

砂中4

通
じ
、
電
子
署
名
付
き
の
正
式

な
紹
介
状
と
し
て
中
央
病
院
に

送
信
さ
れ
た。

「こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
が
な

か
っ
た
ら
、
救
急
車
で
運
ん
で

も
ら
う
に
し
て
も
、
診
療
情
報

を
提
供
す
る
紹
介
状
は
、
改
め

て
取
り
に
来
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
」

診
療
情
報
を
共
有

「搬
送
さ
れ
て
く
る
患
者
の

診
療
情
報
に
事
前
に
ア
ク
セ
ス

で
き
れ
ば
、
心
構
え
も
で
き
る

し
、
必
要
な
検
査
の
手
配
も
事

前
に
で
き
る。

受
け
入
れ
側
の

医
師
の
負
担
も
軽
事
。
れ
、
そ

の
分
を
患
者
対
応
に
充
て
ら
れ

る
。

検
査
情
報
を
共
有
で
き
れ

ば
、
何
度
も
同
じ
検
査
を
し
な

く
て
済
む
」

中
央
病
院
の
場
合
は
、
院
内

の
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
う
ち
必

要
な
部
分
を
ま
め
ネッ
ト
に
移

行
さ
せ、

紹
介
状
(診
療
情
報

提
供
曾)
へ
の
返
信
で
も
活
用

し
て
い
る
。

闘
で
患
者
の
病
名
、
ア
レ
ル
ギ

ー
の
有
無
、
各
種
検
査
の
デ
ー

タ
と
い
っ
た
診
療
情
報
を
共
有

す
る
「連
携
カ
ル
テ」
が
中
心

の
シ
ス
テ
ム
だ
。

患
者
が
複
数
の
医
療
機
関
に

か
か
っ
て
い
る
場
合
に
も
診
療

情
報
は
二
元
化
さ
れ
る。
端
末

の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
(読
み
込

み
機
)
に
日
本
医
師
会
が
発
行

す
る
「医
師
資
格
証
(医
師
カ

ー
ド

)
」
を
セ
ッ
ト
し
て
認
証

を
受
げ
れ
ば
、
電
子
署
名
付
き

の
正
式
な
紹
介
状
(診
療
情
報

提
供
曾
)
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
送

る
こ
と
も
で
き
る。

東
西
2
3
0
J
、

ω
i
m
J

離
れ
た
日
本
海
上
に
は
隠
岐
諸

現
場
の
負
担
軽
減

t th !? 
域 軒
連 組

携

「まめネッ ト」 の参加同意申込窓口
=島根県出雲市の県立中央病院ロビー

島
が
点
在
す
る
島
根
県
。

そ
の

面
積
は6
7
0
7

平
方
J
M
。

医
療
機
関
や
医
師
の
不
足・
偏

在
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
中

国
山
地
に
沿
っ
て
県
南
部
に
広

が
る
中
山
間
部
や
隠
岐
地
区
で

は
特
に
顕
著
だ。

平
成
お
年
の
島
根
県
患
者
調

査
に
よ
る
と
、
入
院
の
自
圏
域

内
完
結
率
は
、
大
国
市
な
ど
1

市
3

町
の
大
田
圏
、
隠
岐
諸
島

の
4

町
村
で
構
成
さ
れ
る
隠
岐

圏
、
雲
車
m
な
ど
1

市
2

町
の

雲
南
圏
で
印w
mを
下
回
っ
て
い

る
。

つ
ま
り
、
入
院
を
必
要
と

す
る
患
者
の
う
ち3
人
に
1

人

以
上
が、
自
宅
か
ら
遠
い
病
院

へ
の
入
院
を
余
儀
‘
よ
く
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ま
め
ネ
ッ

ト
は
こ
う
し
た
地

域
事
情
事
踏
ま
え
た
う
え
で
、

県
が
整
備
を
進
め
て
き
た
地
域

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
だ。
シ
ス

テ
ム
精
築
費
は
国
の
補
助
金
な

ど
で
賄
わ
れ
た
が
、
運
営
費
は

参
加
医
療
機
関
の
利
用
料
か
ら

捻
出
さ
れ
る。

近
隣
の
急
患
だ
け
で
な
く
、

教
急
へ
リ
で
穏
岐
諸
島
な
ど
か

ら
の
患
者
を
受
げ
入
れ
て
い
る

県
立
中
央
病
院
の
小
阪
真
二
医

師
は
診
療
情
報
共
有
の
メ
リ
ッ

ト
を
強
調
す
る。

改
修
費
用
が
課
題

た
だ
、
院
内
の
シ
ス
テ
ム
が

ま
め
ネ
ッ

ト
に
適
合
し
て
い
な

い
と
、
か
え
っ
て
手
聞
が
か
か

る
場
合
も
あ
る。

松
江
市
の
松
江
赤
十
字
病
院

の
場
合
、
紹
介
状
を
ま
め
ネ
ッ

ト
で
送
ら
れ
て
も
、
自
動
的
に

院
内
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
む

こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
た

め
、
ま
め
ネ
ッ
ト
で
の
確
認
と

印
字
、
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
で
の

診
療
予
約
の
確
認
、
窓
口
で
の

最
終
的
な
確
認
を
経
て
、
ど
う

い
う
患
者
が
、
い
つ
来
院
す
る

か
を
但
当
医
師
に
曾
類
で
届
け

て
い
る
。

事
務
作
業
は
複
雑
に

な
り
、
職
員
の
負
担
は
~
以
前
よ

り
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う。

地
域
医
療
連
携
課
の
薦
藤
文

章
課
長
は
「新
規
来
院
患
者
の

情
報
を
、
医
師
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
は
あ
る。

地
域
医
療
連
携

に
は
有
用
な
シ
ス
テ
ム
だ
と
思

う
」
と
認
め
な
が
ら
も
、「シ

ス
テ
ム
の
変
更
、
改
修
に
は
、

か
な
り
の
費
用
が
か
か
る」
と

話
し
た。

ま
め
ネ
ッ
ト
の
普
及
を
推
進

し
て
き
た
小
竹
原
医
院(松
江

市
)
院
長
の
小
竹
原
良
雄
医
師

は

「シ
ス
テ
ム
開
発
で
、
医
師

は
事
務
的
な
作
業
に
追
わ
れ
る

こ
と
が
な
く
な
る。
パ
ス
代
を

か
け
て
患
者
や
家
族
が
紹
介
状

を
取
り
に
来
る
必
要
も
な
い
。

し
か
し

、

シ
ス
テ
ム
は
数
年
に

一
度
の
改
修
が
必
要
で
、

そ
の

費
用
を
ど
う
す
る
か
が
課
題」

と
指
摘
す
る。

-
枚
の
カl
ド
が
医
療
現
場

を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る。

課

題
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域

医
療
や
介
護
の
連
携
、
医
療
の

質
の
向
上
、
患
者
の
負
担
軽
減

と
い
っ
た
目
指
す
べ
き
方
向
は

見
え
て
き
て
い
る。

産

経
(
東
京
)・朝
刊

2
0

1

5

年
5

月

引
目
{日
)
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「医
師
資
格
証
(医
師
カ
ー

ド

)
」
は
、
偽
医
者
対
策
以
上

に
医
療
現
場
に
劇
的
な
変
化
を

も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い。

茨
城
県
医
師
会
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
域
医

療
「い
ば
ら
き
安
心
ネ
ッ
ト」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た。

こ
れ
は、
参
加
し
た
医
療
機

関
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
に
必

要
な
ゲ
ー
ト
ウ
エ1
サ
ー
バ
ー

(イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て

情
報
提
供
を
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

)
を
設
置
し
、
同
意
書
を

提
出
し
た
患
者
の
診
療
情
報
を

医
療
機
関
関
で
共
有
す
る
シ
ス

テ
ム
だ
。

県
医
師
会
が
接
続
・

閲
覧
状
況
を
管
理
し
、
個
人
情

報
の
外
部
流
出
に
歯
止
め
を
か

け
て
い
る
。

「必
要
な
情
報
だ
け
を、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
担
保
さ
れ
た

環
境
で
運
用
す
る」
(県
医
師

会
常
任
理
事
の
塚
田
篤
郎
医

師
)
が
基
本
ポ
リ
シ
ー
で
、
日

本
医
師
会
が
発
行
す
る
医
師
カ

ー
ド
で
認
証
を
受
げ
な
げ
れ
ば

惨下司

ア
ク
セ
ス
は
で
き
な
い。

同
意
患
者
の
情
報
蓄
積

参
加
医
療
機
関
は
、
ゲ
ー
ト

ウ
エ
l

サ
ー
バ
ー
に
同
意
患
者

の
診
療
情
報
を
蓄
積
し
、
別
の

医
療
機
関
や
医
師
は
患
者
が
同

意
し
た
場
合
に
限
り
情
報
を
関

シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
、
県
南

の
取
手
市
医
師
会
が
先
駆
的
に

導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る。

取
手
整
形
外
判
明
医
院
院
長
で

県
医
師
会
副
会
長
の
松
暗
信
夫

医
師
は
「電
子
カ
ル
テ
ま
で
は

い
ら
な
い
と
い
う

診
療
所
で

も
、
イ
ン
タ
ー
ネッ
ト
通
信
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
技
術I
T

化
は
あ
る
程
度
、
必
要
だ
。

患

者
の
病
名
や
処
方
の
内
容
な
ど

の
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
い
る診

療
報
酬
請
求
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ

ば
、
安
心
ネッ
ト
に
十
分
対
応

ン
パ
l

」
制
度
と
、
患
者
ご
と

の
「医
療
番
号」
制
を
連
携
さ

せ
る
こ
と
で
、

医
師
や
薬
剤

師
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
国
民
一

人
一
人
の
診
療
情
報
を
共
有
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
も

の
だ
。

医
療
・
介
護
分
野
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
信
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
技
術
(I
C
T
)
を
生
か

す
取
り
組
み
は
、
ほ
か
の
先
進

諸
国
に
比
べ
て
大
き
く
遅
れ
て

い
る
。

「診
療
情
報
は
究
極
の

個
人
情
報
で
あ
り
、
慎
重
な
対 な

り
、
不
必
要
な
投
薬
や
検
査

の
重
複
も
な
く
な
る。
将
来
的

に
、
病
気
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

ま
で
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
医
療
は
「治
療
」
か
ら

「予
防
」
へ
と
変
化
し、
医
療

の
研
究
が
新
た
な
産
業
創
出
に

つ
な
が
る。
高
齢
化
、
人
口
減

少
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
社
会

的
な
問
題
を
解
決
し
た
う
え

で
、
持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を

生
み
出
そ
う
と
い
う
夢
の
構
想

だ
。

日
本
医
師
会
の
横
倉
義
武
会

治
療
か
ら
予
防
・
・
・
夢
の
構
想

覧
で
き
る。

生
年
月
日
や
連
絡
先
、
保
険

の
種
類
、
入
退
院
・
通
院
歴
な

ど
を
必
要
に
応
じ
て
閲
覧
で
き

る
う
え
、
紹
介
状
(診
療
情
報

提
供
書
)
の
作
成
も
で
き
る。

手
書
き
の
紹
介
状
を
函
像
と
し

て
取
り
込
み
、
電
子
署
名
を
付

け
る
こ
と
も
可
能
だ。

参
加
し
て
い
る
医
師
の
人
名

録
も
あ
り
、
専
門
斜
や
所
属
医

療
機
関
の
所
在
地
な
ど
紹
介
状

作
成
の
参
考
に
な
る
情
報
も
共

有
可
能
だ。
全
県
的
な
普
及
と

で
き
る
」
と
い
う
。

「成
長
戦
略
改
訂
版
の
目
玉

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
」
。
4

月
刊ω日
に
聞
か
れ
た

政
府
の
産
蓋
響
力
会
議
の
作

業
部
会。
甘
利
閉
経
済
再
生
担

当
相
は
、

厚
生
労
働
省
が
患
者

の
診
療
情
報
を
二
元
管
理
す
る

「医
療
番
号」
の
導
入
を
前
向

き
に
検
討
す
る
考
え
を
示
し
た

こ
と
に
期
待
感
を
表
明
し
た
。

社
会
保
障
や
納
税
の
効
率
性

や
透
明
性
を
高
め
る
た
め
個
人

情
報
を
二
克
化
す
る
「マ
イ
ナ

応
が
必
要
だ」
と
い
う
議
論
が

根
強
か
っ
た
た
め
だ。

し
か
し
、
I
C
T

活
用
は

「時
代
の
要
請」
で
あ
り
、
医

療
は
「成
長
産
業
」
と
し
て
安

倍
政
権
の
戦
略
の
柱
に
位
置
付

け
ら
れ
た。

持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム

医
師
カ
ー
ド
を
入
り
口
に

、

I
C
T
で
疾
病
の
原
因
が
特
定

で
き
れ
ば
、
新
薬
の
開
発
が
進

み
、
難
病
治
療
に
も
光
明
が
差

す
。

医
療
計
画
が
立
て
や
す
く

長
は
4

月
の
政
府
の
健
康
・
医

療
戦
略
推
進
本
部
次
世
代
医
療

I
C
T
基
盤
協
議
会
で、

「わ

れ
わ
れ
医
師
が
、
国
民
の
(診

療
)
デ
ー
タ
を
発
出
し
、
最
終

的
に
は
国
民
に
還
元
さ
れ
る

『新
し
い
公
益
』
の
時
代
を
支

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
述
べ
た。
医
師
会
は
こ

れ
ま
で
の
慎
重
姿
勢
か
ら
脱
却

し
、
医
師
カ
l

ド
普
及
を
中
心

に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
、

I
C
T

の
活
用
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る。

政
府
は
、
団
塊
世
代
が
花
歳

以
上
に
な
っ
て
患
者
数
が
増
え

る
と
見
込
ま
れ
る
平
成
幻(2

0
2
5

)
年
に
備
え
、
都
道
府

県
の
主
導
で
地
域
内
の
医
療
機

関
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て

医
療
機
関
相
互
の
連
携
を
は
か

る
地
域
医
療
の
再
編
多
握
進
し

て
い
る
。

「病
院
完
結」
型
か
ら
「地

域
完
結
」
型
へ
。

高
齢
の
患
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る。
そ

の
た
め
に
、
医
師
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、

介
護
職
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

、

企
業
な
ど
が
連
喫
し

て
、

訪
問
診
療
・
看
護
、
介

護
、

身
の
回
り
の
生
活
支
援
と

い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に

提
供
す
る
。
「
地
域
包
括
ケ

ア
」
時
代
の
到
来
は
近
い。

。

こ
の
連
載
は
、
関
田
伸
雄
、

河
合
雅
司
、
道
丸
摩
耶
が
担当

し
ま
し
た。

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
1

日
(
月
)
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携ヘ世代超え医療・福祉
医
療
や
介
護
の
現
場
で
働
く
若
手
で
つ
く
る
仙
台
市
の
「
せ
ん

だ
い
医
療
・
福
祉
多
職
種
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
さ
か
ま
ハ
ン

ズ
」
が
ユ
ニ
ー
ク
な
活
甑
を
展
開
し
て
い
る
。
活
動
の
目
玉
で
、

参
加
者
が
仕
事
へ
の
思
い
を
聴
衆
の
前
で
語
る
イ
ベ
ン
ト
「

M
E

D
プ
レ
ゼ
ン
」
を
訪
ね
る
と
、
職
種
や
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場

に
な
っ
て
い
た。

(
生
活
文
化
部
・
安
達
孝
太
郎
)

に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
紹
介
し

た
。

女
性
が
血
液
検
査
を
し
た
こ

と
を
聞
き
、
詳
し
く
尋
ね
る
と
腎

機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
と
い
う。

女
性
が
服
用
し
て
い
た
糖
尿
病

の
薬
は
腎
臓
で
代
謝
さ
れ
る
た

め
、
腎
機
能
が
低
下
す
る
と
投
与

I i ve 
とうほく

さ
さ
か
ま
ハ
ン
ズ
医
療
や
福…

祉
、
牛
若
守
療
を一体
的
に
提
供

…

す
る
地
減
包
括
ケ
ア
の
充
実
存
邑…

指
そ
2

、

2
0
1
3

年
に
仙
台

…

市
で
結
成
さ
れ
在
高
体
。

中

…

心
メ
ン
バ
ー
は
約
叩
人
で
、
シ
ン…

ポ
ジ
ウ
ム
や
研
修
会
な
ど
も
関
い

て
い
る
。

話
し
た。

発
表
を
終
え
、
「
仕
事
を
見
つ

め
直
す
い
い
機
会
に
な
っ
た
」
と

橋
爪
さ
ん。

「
他
の
人
の
発
表
を

聞
い
て
、
職
種
は
違
っ
て
も
阜
掴

す
も
の
は
同
じ
だ
と
感
じ
た
。

も

っ
と
連
携
し
て
い
当
に
凡
い
」
と
力

を
込
め
た。

こ
の
日
の
発
表
者
は
看
護
師
、

理
学
療
法
土
ら
多
彩
な
顔
触
れ
の

叩
人
が
務
め
た。
若
手
だ
け
で
な

雪崩録2FZi 薬漏
出是正千五剤 |塁
弾韓日i 師 |を
悠介て前んし甲山ら |ざ

10 白
人事

も
の
は
同
じ

を
減
ら
さ
な
い
と
い
け
な
い。
そ

こ
で
、
適
切
な
投
与
量
と
と
も
に
、

同
じ
作
用
で
肝
臓
で
代
謝
さ
れ
る

薬
が
あ
る
こ
と
を
医
師
に
伝
え

た
。

橋
爪
さ
ん
は
患
者
の
状
況
に

応
じ
た
提
案
を
で
き
る
仕
事
の
や

り
が
い
を
語
る

一方
、
「
お
薬
を

渡
す
だ
け
の
関
係
の
患
者
さ
ん
も

い
る
。

も
っ
と
気
軽
に
相談
で
き

る
存
在
に
な
り
た
い」
と
悩
み
も

日
h
d、
五
日
p
a

E
A
B
M
4
4
1日
・
ペ

く
、
ベ
テ
ラ
ン
も
登
場
し
た

。

「
穂

波
の
郷
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
(大
崎
市
)

の
三
浦
正
悦
院
長(侃
)は
、
が
ん

と
宣
告
さ
れ
一
度
は
心
を
閉
ざ
し

た
人
が
、
生
寺
」
が
い
だ
っ
た
農
業

を
通
じ
て
苦
悩
を
乗
り
越
え
た
様

子
を
報
告
し
た。

「ど
ん
な
に
医
療
を
駆
使
し
て

も
心
の
苦
し
み
を
訴
え
続
け
る
人

が
い
る。
自
分
に
は
在
宅
緩
和
ケ ア

は
無
理
か
と
思
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た。

立
ち
往
生
す
る
自
分
を
何

度
も
励
ま
し
て
く
れ
た
の
が
、
苦

し
み
を
乗
り
趨
え
て
新
た
な
物
語

を
作
り
始
め
た
患
者
さ
ん
だ
っ

た
」三

浦
さ
ん
の
率
直
な
語
り
口

に
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。M

E
Dは
「メ
デ
ィ
カ
ル
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
デ
ザ
イ

ン
」
の
略
で
、
イ
ベ
ン
ト
は
職
種

聞
の
連
携
促
進
や
、
医
療
・
福
祉

の
現
場
に
い
る
人
の
や
る
気
を
高

...札2・

----・n~.. '包・E 晶~τ司10 11'三E・

.・

め
る
こ
と
な
ど
が
目
的
だ
。

2
0

0
9

年
に
千
葉
県
の
医
療
関
係
者

が
始
め
、
仙
台
で
は
セ
与
J」
か
ま
ハ

ン
ズ
が
昨
年
初
め
て
開
催
し
た
。

今
後
も
定
期
的
に
実
施
さ
れ
る

予
定
で
、
さ
さ
か
ま
ハ
ン
ズ
の
須

藤
健
司
代
表
(
お
)
H介
護
桑
専

門
員H
は
「
患
者
セ
ヤ
ル
の
病
気
や

障
害
だ
け
で
な
く
、
人
生
を
見
る

。

そ
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
ベ

テ
ラ
ン
の
思
い
が
、
若
手
に
伝
わ

る
場
に
も
な
っ
て
い
る」と
手
応

え
を
語
っ
て
い
る。

医
療
や
福
祉
に
従
事
す
る
人
た
ち
の
交
流
を

深
め
よ
う
と
開
か
れ
たM
E
D
プ
レ
ゼ
ン
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認知症の相談
医療介護連携

越
前
市
、
南
越
前
町
で
の
医
療
と
介

護
の
連
携
を
目
指
し
た
「顔
の
見
元
る

多
職
種
連
携
会
議
」
が
日
日
夜
、
岡
市

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

。

高

齢
者
の
増
加
で
対
策
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
認
知
症
に
つ
い
て
、
両
市
町
の
医

師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
約

1
5
0

人

が
、
相
談
や
情
報
共
有
の
方
法
を
詰
し

合
っ
た。
(

大
(
禽
平)

総集版 2015年 9号

越前市、南越前

田
美
和
子
医
師
は「(主
治

医
ら
の
所
へ)相
談
の
回
答

を
取
り
に
ワ
\
と
き
は
面
談

を
基
本
に」
な
ど
シ1
ト
の

両
市
町
は2
年
前
か
ら
同一H
以
上
)
が
日
・1
%
と
全

一
岡
市
市
民
福
祉
部
の
土
田

一活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
を
披
露

会
塾
生
定
期
的
に
開
い
て
い

一国
平
均
よ
り
高
く
、
通
算

6

雇
聾
理
事
は「今
の
社
会
は一し
た。
ま
た
、
例
え
ば
昼
夜

る
。

岡
市
は
白
描
以
上
の
高

一回
目
と
な
る
今
回
の
会
議
で

一デ
ー
タ
の
互
換
性
が
非
常
に

一逆
転
の
生
活
が
問
題
の
原
因

齢
者
に
占
芝
認
知
症
患
者一初
め
て
認
知
事
安1
ン
テ

一高
く
な
っ
た
が
、
患
者
完一に
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
と

の
割
合
(
日
常
生
活
自
立
度

一!
マ
と
し
た。
一

を
支
援
す
る
連
携
の
輪
、

(互
一し
、
シ
l

ト
に
認
知
症
患
者

一い
に
)
顔
の
見
各
企
又
援
は

一の
生
活
状
視
を
警
」
入
れ
る

一そ
れ
以
上
に
大
切
だ
と
思一場
合
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

てっ
」
と
あ
い
さ
っ
し
た。
一
利
用
時
間
な
ど
表
面
的
な
も

一
参
加
者
は
近
隣
地
区
ご
と

一の
で
は
な
く
、
困
っ
て
い
る

一
に
叩
班
に
分
か
れ
、
グ
ル

l

一
部
分
や
本
人
の
意
思
を
伝
え

子
討
議
を
行
っ
た
。

議
題
は
、一る
こ
と
が
大
切
と
し
た

。

一ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
が
主
治

一
こ
れ
ま
で
の
連
携
会
議
に

一医
や
薬
剤
師
に
相
談
す
る
際

一出
た
経
験
の
あ
る
参
加
者
も

一に
使
う
「連
携
シl
ト

」
の

一多
く
、
各
班
か
ら
は「全
て

一活
用
法。
夫
に
介
護
し
て
も一の
関
係
者
が
情
報
交
換
す
る

吉
っ
て
い
る
認
知
症
の
高
齢
二刀
法
と
し
て
、
メ
ー
ル
や
ラ

一女
性
の
事
例
に
つ
い
て
、
主

一イ
ン
も
利
用
で
き
る
の
で

一治
医
ら
に
相
談
し
た
い
こ
と

一は
」
「薬
の
内
服
管
理
が
で

一
な
ど
を
同
シ
l

ト
に
記
入
し一き
て
い
な
い
場
合
に
シ
l
ト

一
た
。

ど
の
よ
う
な
と
き
に
シ

一を
活
用
す
べ
き
な
ど
積
極

丁
ト
を
使
う
ベ
『
忌
な
ど
に

一的
な
意
見
が
出
て
い
た

。

一つ
い
て
も
意
見
を
交
わ
し

一た
。

同
市
の
中
村
病
院
副
院
長

で
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
永

シ
ー
ト
活
用
を
模
索

約
1
5
0

人
が
認
知
症
に
お
け
る
医
療
と
介
護
の
連
携

の
在
り
方
を
話
し
合
っ
た
会
鵠

H

日
日
夜
、
越
前
市
福

祉
健
康
セ
ン
タ
ー

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
げ
日
(
水
)
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トンヒ認知症と生きる

認
知
症
の
人
の
医
療
や
介
護
に
か
か

る

「社
会
的
資
用
」
が
年
M
-
5

兆
円

(2
0
1
4

年
)
に
上
り
、
家
族
の
介

護
負
担
が
そ
の4
制
を
占
め
る
|
|。

厚
生
労
働
省
研
究
班
が
、
こ
う
し
た
初

自
分
や
家
族
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
と
、
戸
惑
い
、
不
安
に
掃
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
る
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
う
時
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
、
い
き
い
き
と
過
ご
す
工
夫
を
却
の
ヒ
ン
ト
に
ま
と
め
た
本

が
で
き
た
。
当
事
者
や
家
族
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
「
パ
タ
ー

ン
ニ
フ
ン
ゲ1
ジ
」
と
い
う
手
法
を
使
っ
て
整
理
し
た
。

「
経
験
者
の
工
夫
役
立
て
て
」

<
V

認
知
症
の
人
を
支
え
る
た
め
社

会
全
体
で
一
体
ど
れ
く
ら
い
の
費

用
が
か
か
る
の
か。
認
知
症
の
社

会
的
影
響
を
把
握
し
、
施
策
に
生

書籍とカード

「
旅
の
こ
と
ば
認
知
症
と
と
も

に
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
」
(
丸
善
出
版
)
。
持
膨
崇
・

慶
応
大
総
合
政
策
学
部
准
教
授
の
研

兜
室
と
、
企
業
や
自
治
体
、
N
P
O

な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
認
知
症
フ

レ
ン
ド
リ
l

ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
」
が
製
作
し
た
。
専
門
知
識

や
ノ
ウ
ハ
ウ
で
は
な
く
、
当
事
者

や
周
囲
の
人
た
ち
が
前
向
き
に
生
き

る
た
め
の
行
動
や
工
夫
を
ま
と
め

た
。た

と
え
ば
、
自
己
紹
介
で
恩
V
9よ

う
に
言
葉
が
出
な
い
な
ら
、
ア
ル
バ

ム
や
ノl
ト
で
自
分
の
写
真
な
ど
を

持
ち
歩
け
ば
焦
る
こ
と
な
く
伝
え
ら

か
す
た
め
、
今
回
、
初
の
推
計
が

行
わ
れ
た。
担
当
し
た
慶
応
大
の

佐
渡
諮
問
助
教
(精
神
神
経
学〉

は
「医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費

用
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
負
担
の

れ
る
と
い
っ
た
内
容
だ
。

パ
タ
ー
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
は1
9

7
0

年
代
に
米
国
で
生
ま
れ
た
。
建

築
家
が
専
門
知
識
が
必
要
な
建
物
や

ま
ち
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
し
、
誰
も
が

理
解
で
き
る
共
通
言
語
を
作
り
、
デ

ザ
イ
ン
の
過
程
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
と
提
唱
し
た
手
法
だ
。

い
ろ
い
ろ
な
経
験
か
ら
起
こ
る
問

題
や
そ
の
解
決
方
法
を
パ
タ
ー
ン
に

す
る
。
解
決
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
名

前
を
つ
け
て
維
に
で
も
分
か
る
よ
う

に
す
る
。
利
用
す
る
人
は
、
解
決
方

法
を
自
分
な
り
に
具
体
他
し
て
実
行

す
る
。
井
庭
研
究
室
は
こ
の
手
法
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
教
育
と
い

っ
た
人
間
の
活
動
に
応
用
で
き
る
よ

う
研
兜
し
て
い
る
。

認
知
症
の
当
事
者
や
家
族
ら
約
四

人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
子
ー
を
中
心
に
、

問
題
や
解
決
策
を
付
筆
に
書
き
出
し

た
。
そ
れ
ら
を
分
類
し
、ωの
ヒ
ン

ト
に
し
た
。

環
境
情
報
学
部3
年
の
松
杭
開
ざ

ん
(
担
)
は
「
父
が
認
知
症
の
祖
母
の

援必要

「当
た
り
前
と
恩
わ
れ
が
ち
な
家

族
介
護
の
負
担
が
初
め
て
可
視
化

さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
社
会

的
な
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。

負
担
に
見
合
う
支
援
策
を
充 変

化
に
葛
藤
し
疲
れ
て
い
る
の
を
見

て
悔
し
か
っ
た
。
経
験
者
か
ら
話
を

聞
き
、
前
向
き
に
な
っ
た
過
程
を
知

り
た
か
っ
た
」
と
話
す
。
総
合
政
策

学
部
4
年
の
玉
置
嚢
さ
ん
(
辺
)
は

「
認
知
症
で
も
楽
し
く
生
活
し
て
い

る
人
が
い
る
と
わ
か
っ
た
」
と
振
り

返
る
。

弁
庭
准
教
授
は
「
性
格
や
症
状
、

家
族
構
成
が
異
な
っ
て
も
、
工
夫
を

共
有
で
き
る
」
と
話
す
。
認
知
症
に

関
す
る
催
し
で
展
示
し
、
関
係
者
に

配
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
評
判
を
呼
ん

で
出
版
が
決
ま
っ
た
。
日
本
語
版
は

1
3
0
0

円
(
税
別
)
で
、
英
語
版

も
今
月
中
に
出
版
予
定
。
本
の
内
容

を
披
粋
し
た
カl
ド
も
あ
る
。
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
(
Z
G一\
\
Z
Eロ
O
K。

件
。
ぴm
w
-氏
0
・W
O
E
-印
。
・
甘
)
で
情

報
を
見
ら
れ
る
。
(
及
川
綾
子)

朝

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
ロ
白
(
金
)

介
護
般
職
し
た
人
は
年
叩
万
人
に

上
る
。

介
護
休
業
制
度
は
あ
る
が
、

取
得
率
(凶
年
度)は
0

・

M山%
。

周
知
不
足
な
ど
が
背
最
に
あ
る
。

立
命
館
大
の
酔
民
正
敏
教
授
は
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の
推
計
を
行
っ
た
。
限
ら
れ
た
財
源
で
、

急
増
す
る
認
知
症
の
人
と
家
族
の
生
活

を
ど
う
支
え
て
い
く
の
か
が
課
題
だ
。

(
野
口
博
文
、
大
広
悠
子
)

「ま
だ
ま
だ
働
け
る
年
齢
な
の

で
、
本
当
な
ら
働
き
た
い
」

川
崎
市
内
の
自
宅
で
、
認
知
症

の
義
母
(
釘
)
を
介
護
す
る
男
性

(侃
)
は
語
る
。

夫
(
的
引
)
と

2

人
暮
ら
し
だ
っ
た

義
母
は
、
約
凶
年
前
に
認
知
症
を

発
症
。
隣
の
家
に
上
が
り
込
ん
だ

り
、
俳
御
し
て
行
方
不
明
に
な
っ

た
り
し
た
。

夫
も
軽
度
の
認
知
症

で
、
義
母
の
介
護
は
難
し
い
。
こ

の
た
め
、
男
性
は
妻
(
印
)
と
一
緒

に
昨
年3
月
、
横
浜
市
内
の
自
宅

か
ら
川
崎
市
の
義
母
宅
に
引
っ
越

し
、
同
居
を
始
め
た
。

介
護
の
必
要
性
が
高
い
「
要
介

護
4

」
の
義
母
は
、
週6
日
、
介

護
保
険
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
。

利
用
料
は
食
費
も
含
め
て

月
約
5

万
円。
自
宅
で
は
、
義
母

か
ら
目
が
雌
せ
な
い
。
次
々
に
湯

飲
み
を
出
し
て
は
お
茶
を
入
れ
、

財
布
や
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
な
ど

を
ど
こ
か
に
し
ま
い
込
む。
男
性

は
そ
の
都
度
、
家
中
を
捜
し
回
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
パ
ー
ト
で

働
く
妻
も
、
帰
宅
後
は
義
母
ら
の

食
事
の
支
度
な
ど
に
追
わ
れ
る
。

男
性
は
「介
護
は
い
つ
ま
で
続

く
の
か
分
か
、
り
な
い
し、自
分
た

ち
の
老
後
に
必
要
な
生
活
費
も
心

配
だ
ト
と
不
安
を
口
じ
し
た
。

年14.5兆円認知症の「社会的費用」

20 

10 

15 

5 

。 L 園田園幽M 凶幽..........幽 JO

201214 15 20 25 303540455055ω年

大
き
さ
を
初
め
て
明
確
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
た」と
意
義
を
語
る
。

推
計
で
は
、
認
知
症
に
か
か
る

医
療
費
は
年1
・
9

兆
円
、
介
護

費
は
年
6

・
4

兆
円
。
一
方
、
家

族
に
よ
る
介
護
を
金
額
に
換
算
す

る
と
、
総
額
で
は
年6
・
2

兆
円

と
介
護
費
に
匹
敵
し
、
認
知
症
の

人
l

人
当
た
り
年3
8
2

万
円
に

上
っ
た
(
推
計
方
法
は
表
参
照
)
。

N
P
O
法
人
「
介
護
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
-
ァ

ラ
ジ
ン
」
の
牧
野
史
子
理
事
長
は

仕事との両立など支

実
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

<
V

認
知
症
の
人
は
現
在
約50
0

万
人
で
、
お
年
に
は
約70
0

万

人
に
増
え
る
見
通
し
だ
。
在
宅
で

介
護
を
担
う
人
の
約7
割
は
印
歳

以
上
で
「
老
老
介
護
」
の
世
待
も

目
立
つ
。
体
力
的
、
精
神
的
な
負

担
か
ら
体
調
を
崩
す
人
も
多
い
。

現
役
世
代
は
仕
事
と
の
両
立
も

課
題
だ
。
総
務
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
ロ
年
時
点
で29
1

万
人
が

働
き
な
が
ら
介
護
を
担
う
。
一
方
、

家
族
介
護
が
4

割
重
い
負
担

「介
護
離
職
に
よ
っ
て
働
き
手
、

納
税
者
を
失
う
。
介
護
に
よ
る
疲

隣
や
離
職
を
防
が
な
け
れ
ば
、
社

会
的
な
損
失
は
さ
ら
に
広
が
る
」

と
強
調
す
る
。

介
護
者
支
援
に
は
、
い
つ
で
も

利
用
で
き
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や

M
時
間
対
応
の
訪
問
介
護
が
有
効

だ
が
、
不
足
し
て
い
る
。
日
本
女

子
大
の
堀
越
栄
子
教
授
は
「
心
身

の
健
康
を
保
ち
、
仕
事
な
ど
社
会

生
活
を
送
り
な
が
ら
、
介
護
で
き

る
環
境
を
襲
え
な
け
れ
ば
、
家
族

も
共
倒
れ
し
、
医
療
費
や
介
護
費

の
治
大
に
跳
ね
返
る。
先
行
投
資

が
欠
か
せ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

始まったばかりだ。

今回の推計で、認知症の

社会的費用は、うつ病(約

3兆円)の 5 倍に迫る規模

であることが分かった。東

京都医学総合研究所の西田

淳志副参事研究員は「認知

症は、医療・介護にとどま
らず、財政的にも深刻な問

題であることが示された。
国家の優先課題と位置づ

け、必要な施策を推進する
とともに、費用対効果の高

いサービスの研究・普及に

力を入れるべきだ」と指摘
する。(飯田裕子)

売(東京)・斬IJ I 2015年6月 14日(日) I 

E知疲高蹴者数の
将来線計(左目盛り)

万
人

n
U

ハ
U

A

U

n

U

 

ハU
n

白

400 

200 

「世界で6040億円レJ WHO報告

l 認知症の社会的費用につ
、ては、世界保健機関 (W

HO) が、 2012年に 110年

時点で世界で6040億ドル(約

戸兆円)に上る」と報告。
米国では10年時点で年2150
億ドル(約27兆円)と試算、

菜園も14年に年263億や(約
5 兆円)と発表し、政策に

活用している。

日本でも今年 1 月、初の

関家戦略 「新オレンジプラ

ン」を策定。認知症の予防
ト 治療法の開発や、介護家

族の支援の充実など七つの
柱を掲げたが、取り組みは

読

600 
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待
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
な
ど
喜
し

合
っ
た
。
来
月
以
降
は
が
ん
看
護
の
専

期
門
書
も
同
席
し
、
震
や
語
、

学
習
薗
で
の
相
談
を
受
フ
付
け
る

。

家

援
族
会
の
市
司
代
表
(
紛
)
は
「
一
人

+
文
で
悩
ん
で
い
る
人
に
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
欲
し
い
」
と
話
す
。

族
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
憲
章

生
労
働
省
に
よ
る
と
、
小
児
が
ん
は
子

家
ど
も
が
か
か
る
が
ん
の
巻
、
白
血

ん
肝
鍛
前

h
M
H長

川
か
が

2

割
を
占
め
る。
大
人
の
よ
う
に
肺

が
ん
や
胃
が
ん
に
な
る
こ
と
は
な
く
、

旧
ん
サ
ロ
ン
は
毎
月
第

1
土
標
午
後
、

e
F
a
m
-
-
y
(レ
イ
ク
フ
ア
年
開
発
症
者
数
は

2
千
5
2
5
8

1
、
大
津
市
の
滋
賀
医
科
大
で
治
療
を
受
付
、
、
D
l
)
」
が
芋
葎
と
な
っ
て
聞
く
。

人
。

子
ど
も
の
死
亡
原
因
と
し
て
の
が

E

パ
パd
た
小
児
が
ん
患
者
の
家
族
会
「
L
a
k

初
回
の6
日
は
、
患
者
の
母
親
3
人
が
、
ん
は
、
m
i
M
歳
で
1
位
、5
5
9

歳

古
川
さ
ん
は
今
年4
月
、
入
院
中
に

親
し
く
な
っ
た
母
親
仰
聞
と
、

3

年
目

を
迎
え
た
小
児
が
ん
患
者
の
家
族
会

「L
a
k
e
F
a
m
i
l
y

」
の
事

務
局
を
引
き
受
付
た
。

8
月
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
活
動
に
、
A可月
か
ら

「
子
ど
も
の
が
ん
サ
ロ
ン
」
で
の
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
が
加
わ
っ
た
。

同
病
院
副
院
長
で
、
N
P
O
法
人
淡

海
か
い
っ
ぷ
り
セ
ン
タ
ー
長
の
藤
野
み

つ
子
さ
ん
(
日
)
は
「
小
児
が
ん
は
大

人
の
が
ん
よ
り
発
症
率
が
低
く
、
家
族

が
孤
立
し
て
し
ま
い
が
ち
。

同
じ
親
の

立
場
を
知
る
こ
と
で大き
な
ヒ
ン
ト
を

得
ら
れ
る。
意
義
は大
き
い
」
と
し
て

い
る
。

(
岡
本
早
苗
)

小
児
が
ん
の
子
ど
も
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る

「
子
ど
も
の
が
ん
サ
ロ
ン
」
が
今
月
、
大
津
市
の

N

P
O

法
人
「
淡
海
か
い
っ
ぷ
り
セ
ン
タ
ー
」
内
に
開

設
さ
れ
た。
日
本
国
民
の2
人
に
1

人
が
が
ん
を
経

験
す
る
時
代
。
県
内
で
も
「
が
ん
サ
ロ
ン
」
の
開
設

が
相
次
い
で
い
る
が
、
小
児
が
ん
に
特
化
し
た
集
ま

り
は
初
め
て
。
小
児
が
ん
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
親
の
精
神
的
負
担
ぢ
大
き

い
。

親
同
士
が
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
共
有
し
、
お
互
い
の
不
安
や
負
担
を
和

ら
げ
る
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
の
役
割
が
特
に
期
待
さ
れ
て
い
る

。 御調

大
津
の
サ
口
ン
、
月
1

回
開
設

悩
み
共
有
、
負
担
軽
減

子
も
親
も孤立
さ
せ
な
い

小児がんの支援

「
ど
う
し
よ
う
、
柚
衣
が
死
ん
じ
ゃ

う
」
。

2
0
1
3

年
1

月
、
東
近
江
市

南
須
田
町
の主
婦
古
川
司
さ
ん
(
必
)

は
、
近
江
八
幡
市
内
の
総
合
病
院
で
次

女
柚
衣
ち
ゃ
ん(
4
)が
「
白
血
病
の

可
能
性
が
高
い
」
と
告
げ
ら
れ
た

。

相

官
弘
ち
ゃ
ん
は
当
時
、
-
歳
半

。

翌
朝
か

ら
滋
賀
医
科
大
付
属
病
院
(
大
海
市
)

で
治
療
が
始
ま
っ
た
。

抗
が
ん
剤
が
投
与
さ
れ
る
と
、
相
衣

ち
ゃ
ん
の
髪
は
す
べ
て
抜
け
た

。

感
染

防
止
の
た
め
、
果
物
や
乳
製
品
な
ど
生

も
の
は
禁
止
。
お
も
ち
ゃ
は
床
に
落
ち

中
を
た
た
い
て
寝
か
し
つ
け
た

。

だ
が
当
初
の
絶
望
的
な
気
持
ち
は
、

同
室
の
母
親
と
話
す2り
に
落
ち
着
い

て
い
っ
た。

半
年
後
の7
月
7

日
、
七

夕
の
夜
に
化
学
療
法
を
終
え
相
衣
ち
ゃ

ん
は
退
院
し
た
。

そ
れ
か
ら2
年
。

相
衣
ち
ゃ
ん
は
白

血
病
細
胞
が
見
つ
か
ら
な
い
状
態
が
維

持
さ
れ
て
い
る。
で
も
柏
衣
ち
ゃ
ん
が

体
調
を
崩
す
た
び
、
古
川
さ
ん
は
再
発

の
不
安
に
駆
ら
れ
る
。

5

月
末
に
は
、

柚
衣
ち
ゃ
ん
と
同
じ
病
室
に
い
た
男
の

子
が
亡
く
な
っ
た
。

ま
だ
4
歳
だ
っ
た。

加
入。
少
数
な
の
に
加
え
、
「
不
治
の

病
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
根
強
く
、
病

気
へ
の
理
解
は
進
ん
で
い
る
と
は
言
い

難
い。県

教
育
委
員
会
は
本
年
度
か
ら
、
が

ん
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
げ
、
予
防

や
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
「
が
ん
教
育
」

を
小
中
学
校
で
本
格
導
入
す
る

。

実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
小
児
が
ん
患
者
や
経

験
者
、
家
族
を
が
ん
で
亡
く
し
た
子
ど

も
ら
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る

。

県
教

委
ス
ポ
ー
ツ
健
康
謀
は
「
授
業
前
に
保

護
者
の
了
解
を
得
た
り
、
小
児
が
ん
はい発症数理解これから

で
は
不
慮
の
事
故
に
次
い
で

2

位
と
多

い
(
2
0
1
2年
)
。

古
川
さ
ん
の
次
女
柚
衣
ち
ゃ
ん
(
4
)

が
、
急
性
骨
髄
性
白
血
病
と
診
断
さ
れ

た
の
は2
0
1
3

年
1

月
。
当
時1
歳

半
だ
っ
た
柚
衣
ち
ゃ
ん
は
、
昼
間
か
ら

テ
ー
ブ
ル
に
突
っ
伏
し
て
ウ
ト
ウ
ト
す

る
こ
と
が
僧
え
て
い
た
。

(
岡
本
早
苗
)

-
尽
都
(
滋
賀
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
引
日
(
日
)
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心臓病の子どもを守る京都父母の会「パンダ園」

る
た
び
に
ア
ル
コ
ー
ル
で
消
毒
し
た
。

古
川
さ
ん
夫
婦
は
交
代
で
泊
ま
り
込

み
、
夜
は
膝
を
折
り
曲
げ
て
柚
衣
ち
ゃ

ん
の
ベ
ビ1
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
り
、
背

京
軍
巾
左
京
区
の
鴨
川
に
近
い
閑
静

な
住
宅
街
の
一
角
に
「
パ
ン
ダ
園
」
(
杉

本
寿
一
園
長
)
が
あ
る
。
「
心
臓
病
の

子
ど
も
を
守
る
京
都
父
母
の
会
」
が
運

営
す
る
自
主
保
育
園
だ
。

火
曜
日
と
金
曜
日
の
週
2

回
、
パ
ン

ダ
園
は
開
か
れ
る
。
心
臓
病
を
持
つ
就

学
前
の
子
ど
も
を
中
心
に
障
害
児
や
健

常
児
ら
も
通
う
。
た
い
て
い
は
母
親
に

速
れ
ら
れ
て
や
っ
て
来
る
。
重
い
心
臓

病
の
子
は
酸
素
吸
入
用
の
小
剖
京
ン
ベ

や
チ
ュ
ー
ブ
装
着
が
欠
か
せ
な
い
。

6
月
5

日
、
親
も
含
め
て
約
却
人
が

や
っ
て
来
た
。
親
子
で
の
び
の
び
と
遊

ん
だ
り
、
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
、

工
作
を
し
た
り
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
。
も
ち
ろ
ん
保
育
土
ら
が
し
っ
か

り
と
見
守
っ
て
い
る
。
昼
食
は
み
ん
な

の
楽
し
み
だ
。
同
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 骨

髄
移
植
の
普
及
な
ど
医
療
の
進
歩

に
よ
り
、
小
児
が
ん
の
7
1
8

割
は
治

る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
同
病
院
に

よ
る
と
、
県
内
の
年
開
発
症
者
数
は
約

生
活
習
慣
が
原
因
で
は
な
い
こ
と
を
強

調
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
の
対
応
が
必
曹
と
す

る
。

少な

励まし合い半世紀勇気を共有、

が
作
る
も
の
で
手
の
、
込
ん
だ
料
理
が
好

評
だ
。
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
、
「
お

い
し
い
ね
」
と
言
っ
て
食
べ
て
い
る
。

同
園
の
行
事
は
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。

杉
本
園
長
は
京
都
市
北
区
で
農
業
も
や

っ
て
お
り
、
そ
の
農
園
で
の
イ
チ
ゴ
狩

り
や
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、
イ
モ
掘
り
な
ど

は
恒
例
行
事
で
闇
児
ら
は
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
神
戸
市
で
の

2

泊
3

日
の
体
験
旅
行
や
秋
の
遠
足
、

春
に
は
お
別
れ
遠
足
も
行
う
。

子
ど
も
が
心
臓
病
で
あ
る
と
分
か
っ

て
か
ら
の
親
の
心
配
は
尽
き
な
い
。
子

ど
も
が
無
事
に
生
き
続
け
て
く
れ
る
の

か
、
そ
の
不
安
と
も
戦
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
パ
ン
ダ
園
は
こ
う
し
た
悩
み
を
抱

え
る
親
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
集
え
る
場
な
の
だ
。
公
共
の
保
育
の

場
で
心
臓
病
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
時
代
の
、
今

か
ら
必
年
前
に
「
京
都
父
母
の
会
」
の

メ
ン
バ
ー
ら
が
設
立
し
た
。
そ
れ
は
関 係

者
に
と
っ
て
大
き
な
間
報
だ
っ
た
。

お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
情
報
な
ど
を

交
換
し
、
生
き
る
雲
町
を
も
ら
い
、
優

し
さ
が
宿
る
場
と
し
て
機
能
し
て
き

た
。佐

原
良
子
・
主
任
保
育
士
は
パ
ン
ダ

園
の
運
営
に
携
わ
っ
て
も
う
犯
年
に
な

る
。
「
本
も
心
臓
病
の
子
ど
も
を
持
ち

ま
し
た
。
こ
こ
は
病
気
の
子
も
母
親
も

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
心
か
ら
ほ
っ
と
で
き

る
場
で
す
。
こ
の
居
場
所
が
あ
る
こ
と

で
励
ま
さ
れ
る
親
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
す
。
子
ど
も
の
笑
顔
か
ら
元
気
を
得

る
の
で
す
。
そ
し
て
子
ど
も
に
感
謝
す

る
の
で
す
」
と
パ
ン
ダ
園
の
あ
り
方
な

ど
を
熱
む
に
説
明
す
る
。

パ
ン
ダ
園
を
開
設
し
た
「
京
都
父
母

の
会
」
は
、
あ
る
病
院
の
心
臓
病
の
小

児
外
科
の
笠
量
か
ら
生
ま
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
「
京
都
父
母
の
舎
は
も

う
す
ぐ
発
足
印
周
年
を
、
パ
ン
ダ
園
は

ω
周
年
を
迎
え
る
。
杉
本
園
長
は
「
み

安
心
、
笑
顔
、
感
謝
が
集
う

京

都
(
滋
賀
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
引
日
(
日
)

心
臓
病
の
平
ル
』
も
を
守
る
京
都
父
母
の

会
「
パ
ン
ダ
蘭
」
1
9
7
5

年
、
心

臓
病
児
の
た
め
の
自
主
保
育
の
場
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。
京
都
市
左
京
区
下
鴨

の
「
京
都
葵
教
会
」
内
の
一
角
で
運
営

す
る
。
運
営
主
体
の
「
京
都
父
母
の
舎

は
1
9
6
5

年
に
発
足
し
た
。

な
さ
ん
の
ご
苦
労
に
よ
っ
て
今
日
が
あ

り
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
感
謝
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
私
も
心
臓
病
の
子
を
持
ち
、

多
く
の
こ
と
を
こ
こ
で
学
ば
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
運
営
は
大
変
で
す
が
、
ず

っ
と
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
強
調
す
る
。

病
気
の
子
ど
も
が
頑
張
っ
て
生
き
て

い
く
様
子
な
ど
を
結
末
と
し
て
伺
冊
も

発
行
し
て
い
る
佐
原
さ
ん
。
「
子
ど
も

の
就
学
時
の
戸
惑
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

応
援
隊
も
出
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
以
前
と
変
わ
り
な
く
励
ま
し
合
い
、

前
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
声
は
明
る

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月

M
日
(
日
)
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が
ん
患
者
の
外
見
ケ
ア

抗
が
ん
剤
の
副
作
用
に
は、
吐
き
気
や
免
疫
抑
制
の
よ
う
に
身
体
に
苦

痛
を
与
え
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

「
外
見
」
に
影
響
を
与
え
る
も
の
も
少

な
く
な
い
。

こ
う
し
た
副
作
用
に
悩
む
が
ん
患
者
が

、

よ
り
自
分
ら
し
い

日
常
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
動
き
が

、

が
ん
の
専
門
病
院
を
中
心
に
全

国
の
医
療
機
関
で
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。

福
岡
市
南
区
の
国
立
病
院
機
精

九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー。
乳
腺
税
な

ど
の
患
者
が
入
院
す
る
4

階
東
病

棟
に
は
、
ネ
イ
ル
や
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
、
ウ
ィ
ッ
グ
(
か
つ
ら
)

な
ど
が
並
ぶ1
室
が
あ
る。
お
も

に
病
棟
の
入
院
患
者
を
対
象
に
、

「外
見
」
の
悩
み
の
相
談
に
乗

り
、

個
々
に
合
っ
た
ケ
ア
の
方
法

を
助
言
し
て
い
る
。

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
は
4

年

間
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
で
盾
毛

が
絞
け
た
悩
み
を
訴
え
た
患
者
が

い
た
。

病
院
で
は
、
頭
髭
の
脱
毛

に
つ
い
て
は
治
療
前
に
患
者
に
説

明
し
、
ウ
ィ
ッ
グ
情
報
な
ど
も
伝

え
て
き
た
。

だ
が
、
眉
毛
の
脱
毛

に
は
気
が
回
ら
な
か
っ
た。

病
棟
の
看
護
師
が
入
院
患
者
臼

人
に
聞
き
取
る
と
、
眉
毛
が
妓
け

て
「
困
っ
た
」
と
回
答
し
た
人
の

半
数
が
「
外
出
で
き
な
い
」
「
精

神
的
シ
ョ
ッ
ク
」
な
ど
複
数
の
理

由
を
選
ん
だ。

医療機関、治療薬副作用の悩み支援

乳
が
ん
の
標
準
治
療
で
使
う
抗

が
ん
剤
で
は
、
脱
毛
の
ほ
か
、

爪

が
割
れ
た
り
黒
ず
ん
だ
り
、
皮
膚

の
色
素
が
枕
着
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
。

「
も
っ
と
支
援
が
必
要
な
の
で

は
」
。

こ
れ
を
機
に
、
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
(
墓
京

都
)
で
外
見
ケ
ア
を
専
門
に
助
言

す
る
臨
床
心
理
士
の
野
沢
佳
子
さ

ん
を
病
棟
に
招
く
な
ど
し
て
、

手

法
を
学
ん
だ。

「
爪
が
黒
ず
み
、

買
い
物
の
支

払
時
に
気
に
な
る
」
と
い
う
悩
み

の
患
者
に
は
、
れ
ん
が
色
の
マ
ニ

キ
ュ
ア
を
勧
め
る
。

仕
事
柄
、
派

手
な
色
が
使
え
な
い
人
に
は
下
地 に

白
い
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
塗
る
こ
と

を
提
案。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
薄

い
色
で
も
黒
み
が
隠
れ
る
と
い

う
。

「
皆
さ
ん
心
配
さ
れ
ま
す

が
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
買
え
る

も
の
で
大
丈
夫」
と
看
護
師
の
川

野
友
美
さ
ん。

ウ
ィ
ッ
グ
は
8

千
s
m
万
円
と

幅
広
い
価
格
を
用
意
し
、
助
言
す

る
。

乳
が
ん
患
者
に
は
小
さ
な
子

ど
も
が
い
る
女
性
も
多
く
「
お
金

を
か
け
ら
れ
な
い
」
と
の
声
も
。

ウ
イ
ツ
グ
の
肌
触
り
を
試
し
て
も

ら
い
、
「
値
段
と
良
さ
が
出
例
す

る
わ
け
で
は
な
い
で
す
よ
」
と
説

明
す
る
。

副作用で爪が黒くなった人向けのネイルの見
本=いずれも福岡市の九州がんセンタ ー

脱毛・爪変色.. .適切に助言
眉
の
メ
イ
ク
が
消
え
に
く
い
方

法
や
、
色
素
沈
着
し
た
肌
に
悩
む

人
に
は
カパ
l

力
の
強
い
医
療
用

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
す

る
。

「
外
出
し
よ
う
と
思
え
た
」

「
今
ま
で
通
り
仕
事
や
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」。
喜
ぶ
声

が
聞
こ
え
て
き
た。

看
護
師
の
福

井
陽
子
さ
ん
は
「
患
者
さ
ん
が
前

向
き
に
な
れ
る
よ
う
、
医
療
者
が

ち
ょ
っ
と
ド
ア
を
聞
け
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
事
で
す
」
と
話
す
。

当
初
は
「
病
院
で
お
化
粧
な
ん

て
」
と
、

院
内
で
の
評
価
は
芳
し

く
な
か
っ
た。

だ
が
口
コ
ミ
で
評

判
が
広
ま
っ
た
の
か
、
今
で
は

「
子
ど
も
の
入
学
式
に
出
た
い
の

で
相
談
し
た
い
」
な
ど
と
、
ほ
か

の
病
棟
か
ら
患
者
が
紹
介
さ
れ
て

く
る
こ
と
も
あ
る。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央

病
院
の
野
沢
さ
ん
は「既
存
の
他

粧
品
を
使
っ
て
も
大
丈
夫
か
な

ど
、

患
者
さ
ん
は
不
安。
医
療
機

闘
が
正
し
く
助
言
す
る
こ
と
で
患

者
さ
ん
は
安
心
で
き
る
」
と
話

す
。野

沢
さ
ん
た
ち
の20
1
2

年

の
調
査
で
は、
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
2
7
4

施
設
の
多
く
が、

さ
ま
ざ
ま
な
外
見
の
悩
み
に
対
応

し
て
い
る
と
回
答
し
たH
グ
ラ

フ
。

し
か
し、
同
セ
ン
タ
ー
が2

度
聞
い
た
外
見
ケ
ア
の
研
修
に

は
、

全
国
か
ら
定
員
を
超
す
医
療 抗

が
ん
剤
に
よ
る
外
見
変
化
に

対
応
す
る
指
政
敵

厚
労
省
研
究
班
の
報
告
〈2
0
1
2

〉

か
ら
.

が
ん
惨
療
連
携
帽
拠
点
病
院
}

2
7
4

施
政
が
回
答

J

m制250 200 
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臨む毛田園圃旦
0 切 1∞ 150

ス
タ
ッ
フ
の
希
望
者
が
殺
到
。

九

州
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
約

1
0
0

人
が
知
識
や
技
術
を
習
得

し
、
自
ら
の
病
院
で
新
た
に
対
応

を
始
め
た
と
こ
ろ
だ。

さ
ら
に
、

全
国
1
1
8

の
が
ん

診
療
拠
点
病
院
の
調
査
で
は
、
院

内
美
容
室
の
理・
美
容
師
の
前%

が
「
研
修
に
参
加
し
た
い
」
と
回

答
し
た。

野
沢
さ
ん
は
「
翠・
美

容
師
へ
も
適
切
な
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
が
必
要
」
と
話
し
て
い

る
。

(小
林
舞
子)

朝

日

(
福
岡
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
沼
田
(
月
)
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放
射
線
治
療
後
の
が
ん
患
者
や
家
族
を
守
護
す

る
N
P
O
法
人
「
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
神
一
戸
」
(
神

戸
市
北
区
、
浜
島
健
児
理
事
長
U
を
、
神
戸
大
医

学
部
付
属
病
院
(
岡
市
中
央
区
)
や
国
立
病
院
機

構
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
(
岡
市
須
磨
区
)
な
ど
県

内
8

カ
所
の
医
療
機
関
の
医
師
や
看
護
師
ら
が
立

ち
上
げ
た
。
放
射
線
治
療
の
患
者
ら
に
特
化
し
た

支
援N
P
O
法
人
は
全
国
初
と
い
う
。
治
療
後
の

患
者
が
抱
え
る
が
ん
の
再
発
や
副
作
用
へ
の
不
安

を
、
病
院
外
で
も
長
期
的
に
軽
減
す
る
狙
い
。

7

月
5

自
に
神
戸
市
内
で
催
し
を
聞
き
、
医
療
者
と

患
者
ら
が
交
流
す
る
。
(
金
井
恒
幸
)

再
発
、
副
作
用
の
不
安
を
軽
く

放射線治療後の
がん患者支援

放
射
練
治
療
は
抗
が
ん

剤
、
手
術
と
並
ぶ
が
ん
の
主

な
治
療
法
で
、
が
ん
患
者
の

約
3

割
が
受
け
て
い
る
と
さ

れ
る
。
手
術
と
比
べ
体
の
負

担
が
軽
い
場
合
が
あ
り
、
患

者
の
高
齢
化
に
伴
い
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

治
療
後
の
放
射
線
専
門
医
療

者
に
よ
る
継
続
守
護
に
課
題

が
あ
っ
た
。

神
戸
大
医
学
部
付
属
病
院

放
射
線
腫
蕩
科
の
佐
々
木
良

平
特
命
教
授
(
訂
)
ら
医
師
や

放
射
線
技
師
な
ど
約
加
入
が

昨
年9
月
、
神
戸
市
の
認
証

を
受
け
てN
P
O
法
人
を
設

立
。
治
療
後
の
生
活
に
役
立

つ
よ
う
に
と
、
放
射
線
を
当

て
た
場
所
に
よ
っ
て
副
作
用

が
異
な
る
点
や
、
症
状
悪
化

を
防
ぐ
日
常
の
姿
勢
や
動
作

な
ど
を
写
真
烈
り
で
解
説
し 県内8医療機関の医師、看護師ら

全国初のNPO設立
た
冊
子
を3
0
0

部
作
成

し
、
参
加
す
る
医
療
機
関
で

近
く
配
布
す
る
と
い
う
。

催
し
は
患
者
ら
を
元
気
づ

け
よ
う
と
企
画
。
小
学
生
の

合
唱
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

に
よ
る
ト
l

ク
シ
ョ
l

、
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピl
や
理
学
療
法

士
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
、
記

念
撮
影
よ
ど
を
計
画
し
て
い

る
。N

P
O
法
人
理
事
で
控
戸

大
医
学
部
付
属
病
院
の
大
田

史
江
看
護
師
(
幻
)
は
「
今
後

は
患
者
さ
ん
同
士
が
体
験
を

語
り
合
う
場
も
つ
く
り
、
孤

立
し
が
ち
な
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
患
者
な
ど
を
市
民
と
し

て
支
え
続
け
た
い
」
と
話
す
。

「体験談」サイト開設
奇哲史日常の注意点など紹介

【
大
田
原
】
胃
が
ん
患
者
の
社
会
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
際
医
療

福
祉
大
の
専
門
職
チ1ム
「I
P
A
-
G
P
」
(
ア
イ
パ
・
ジ
l

ピ
l

、
代

表
・お
弗
縦
手
同
大
教
授
)
は
こ
の
ほ
ど
、
胃
が
ん
に
よ
る
手
術
を
受

け
た
人
の
体
験
談
な
ど
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
プ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。
糸

井
教
授
(
日
)
は
「
胃
が
ん
に
よ
る
手
術
を
受
け
た
人
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の

参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
(
田
中
え
り
)

同
チ
1

ム
は
、
同
大
や
同
大

三
田
病
院
(
墓
尽
)
の
看
護
師
、

医
師
、
理
学
療
法
士
な
ど
日
人

で
組
織
。
胃
の
全
摘
出
や
一
部

摘
出
手
術
を
経
験
し
た
患
者
が

生
活
の
中
で
抱
え
る
不
安
や
困

り
ご
と
を
調
査
し
た
り
、
手
術

後
に
社
会
復
帰
し
た
人
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
た
講
演
会
を
都
内
で

聞
い
た
り
し
て
い
る
。
今
後
は

市
内
で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
聞
く
考
え
。

サ
イ
ト
は
、
胃
が
ん
や
胃
切

除
後
の
生
活
に
つ
い
て
胃
が
ん

患
者
に
手
軽
に
知
っ
て
も
ら
お

予
と
立
ち
上
げ
た
。

体
験
談
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
で
は
現
在
、
術
後
2

年
以
上

が
経
過
し
た
男
女3
人
の
声
を

紹
介
。
職
場
・
社
会
復
帰
、
気

分
転
換
乙
体
ガ
同
上
、
通
院
や

健
康
管
理
を
テl
マ
に
、
「
徐

々
に
仕
事
量
を
増
や
し
3

カ
月

で
完
全
に
復
帰
で
き
た
」
「
通

勤
時
に
ト
イ
レ
の
場
所
を
気
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
経
過
や
工
夫
し

た
点
が
投
稿
さ
れ
て
い
る
。

体
験
談
の
共
有
は
患
者
同
士

の
支
え
合
い
に
も
つ
な
が
る
た

め
臨
時
募
集
し
、
今
後
も
掲
載

を
増
や
し
て
い
く
予
定
。

食
事
や
お
酒
と
の
付
き
合
い

方
な
ど
、
胃
が
ん
に
よ
る
手
術

経
験
者
が
白
骨
荏
寺
田
を
送
る
中

で
の
注
意
点
な
ど
を
ま
と
め
た

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
る
。

サ
イ
ト
は
、
宮
吾川
\
\
者
宅

老

-
-
E
Z
宅
・
田
口
・
』
司
\
』
唱
曲
同
司
\

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
お
自
{
木
}

下
野
新
聞
・
朝
刊

1
2
0
1
5

年
6

月
7

日
(
臼
}
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四
月
上
旬
、
一
七
三
二4
の

小
さ
な
男
の
赤
ち
ゃ
ん
が
昭
和

大
江
東
隻
洲
病
院
(
璽
京
都
江

東
区
)
で
誕
生
し
た。
母
親

(=
一七
)
は
妊
婦
健
診
で
羊
水
が
少

な
い
異
常
が
見
つ
か
り
、
予
定

よ
り
一
カ
月
半
も
阜
く
帝
王
切

開
で
出
産
し
た。

赤
ち
ゃ
ん
は
新
生
児
集
中
治

療
室
(
N
I
C
U
)に
入
り
、

母
親
は
母
乳
を
届
け
よ
う
と
搾

乳
器
で
乳
を
搾
っ
た
が
出
な
か

っ
た。

体
に
母
乳
を
作
る
準
備

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら

だ
。す

ぐ
に
小
児
内
科
の
水
野
克

己
教
授
(
五己か
ら
院
内
に
あ
る

「
母
乳
パ
ン
ク
」
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た。
母
乳
が
出
な
か

っ
た
り
病
気
で
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
り
す
る
母
親
に
代
わ
り
、

提
供
者
の
女
性
「
ド
ナl
」
の

母
乳
を
低
温
殺
菌
処
理
し
て
飲

ま
せ
る
取
り
組
み。
母
親
は
提

供
を
依
頼
し
、
鼻
か
ら
チ
ュ
ー

ブ
を
通
し
て
少
量
ず
つ
一
日
八

回
、
赤
ち
ゃ
ん
に
与
え
て
も
ら

っ
た
。

生
後
三
日
目
、
母
親
に
母
乳

が
出
始
め
、
赤
ち
ゃ
ん
に
与
え

ら
れ
る
よ
う
に。
退
院
前
の
五

月
上
旬
、
今
度
は
自
分
が
搾
っ

て
余
っ
た
母
乳
を
パ
ン
ク
に
提

供
し
た。

「
小
さ
く
産
ん
だ
上

に
、
母
乳
が
出
な
く
て
子
ど
も

に
申
し
訳
な
か
っ
た。
母
乳
を

譲
っ
て
も
ら
い
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
の
で
、
恩
返
し
し
た

か
っ
た
」
と
涙
ぐ
む。

母
乳
パ
ン
ク
は
昨
年
七
月
、

低
温
殺
菌
と
冷
凍
保
存
設
備
を

備
え
た
施
設
と
し
て
、
水
野
教

授
が
圏
内
で
初
め
て
設
立
し

た
。

早
産
児
の
病
気
予
防
が
一

番
の
目
的
で
、
こ
れ
ま
で
七
人

の
赤
ち
ゃ
ん
に
ド
ナ
ー
の
母
乳

を
与
え
て
き
た。

「
免
疫
成
分

か
め
て
冷
凍
保
存。

保
存
は
最

長
三
カ
月
で
、
必
要
と
す
る
赤

ち
ゃ
ん
が
い
れ
ば
解
凍
し
て
与

え
る
。

水
野
教
授
は
「
高
齢
出

産
の
増
加
に
伴
い
早
産
の
赤
ち

ゃ
ん
が
増
え
て
い
る。
母
乳
パ

ン
ク
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

早
産
児
に
は
命
綱
に

が
多
い
母
乳
は
、
早
産
児
に
と

っ
て
薬
の
よ
う
な
も
の
」
と
水

野
教
授。
母
乳
は
粉
ミ
ル
ク
に

比
べ
て
消
化
が
よ
く
、
腸
の
粘

膜
を
保
護
す
る
機
能
も
あ
る。

腸
へ
の
血
流
が
滞
り
細
菌
に
感

染
す
る
こ
と
で
か
か
る
病
気

「
懐
死
性
腸
炎
」
を
防
ぐ
効
果

が
期
待
で
き
る。

パ
ン
ク
へ
の
母
乳
提
供
は
無

償
が
条
件。
提
供
者
は
血
液
検

査
を
受
け
、
飲
酒
や
喫
煙
、
感

染
症
で
問
題
が
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。

譲
り
受
け
た
母
乳

は
、
低
温
殺
菌
処
理
を
し
て
か

ら
病
原
菌
が
い
な
い
こ
と
を
確

予
定
よ
り
早
く
生
ま
れ
、
パ
ン

ク
の
母
乳
を
も
ら
っ
た
男
の

子
。

体
置
は3
2
0
0
4ま
で

増
え
たH
東
京
都
江
東
区
で

る
」
と
話
す。

N
I
C
U

が
あ
る
岐
阜
県
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
(
岐
阜
市
)

も
早
産
児
へ
の
母
乳
育
児
を
推

進
。

新
生
児
内
科
部
長
・
河
野

芳
功
さ
ん
(
五
包
は
「
小
さ
く
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
ほ
ど
、
免
疫

成
分
が
多
い
母
乳
は
命
綱
に
な

る
」
と
話
す。
出
産
直
後
か
ら

母
親
に
母
乳
を
搾
っ
て
も
ら
う

が
、
与
え
ら
れ
な
い
母
親
も
お

り
、
圏
内
メ
ー
カ
ー
が
開
発
中

の
装
置
が
製
品
化
さ
れ
れ
ば
ド

ナ
!
の
母
乳
を
低
温
殺
菌
処
理

し
て
与
え
る
体
制
を
整
え
た
い

と
い
う
。

水
野
教
授
が
委
員
を
務
め
る

厚
生
労
働
省
研
究
班
は
昨
年
七

月
、
N
I
C
U

を
備
え
る
全
国

百
七
十
九
の
病
院
に
調
査
。

回

答
を
得
た
百
二
十
六
施
設
の
う

ち
七
割
以
上
が
「
母
乳
パ
ン
ク

が
必
要
」
と
し
た。
お
%
に
あ

た
る
三
十
二
施
設
は
母
親
以
外

の
女
性
か
ら
譲
り
受
け
た
低
温

殺
菌
し
て
い
な
い
「
も
ら
い

乳
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
。

う
ち
二
施
設
で
は
、
も

ら
い
乳
が
原
因
で
赤
ち
ゃ
ん
が

ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
感
染
し
、
体

制
の
不
備
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。ネ

ッ
ト
上
に
は
、
母
乳
の
販

売
を
う
た
う
業
者
の
書
き
込
み

も
あ
る
。

「
自
己
判
断
で
も
ら

い
乳
を
利
用
す
る
の
は
リ
ス
ク

が
高
く
、
絶
対
に
や
め
て
ほ
し

い
」
と
水
野
教
授
は
訴
え
る

。

O
I
l
-
-o
 

母
乳
育
児
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。

で
も
赤
ち
ゃ
ん
に
あ
げ
た

く
て
も
あ
げ
ら
れ
な
い
と
、
悩

ん
で
い
る
人
も
多
い。
母
親
た

ち
の
思
い
と
、
育
児
を
応
援
す

る
取
り
組
み
を
随
時
紹
介
す

る
。

(
細
川
暁
子
)

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
5

日
(
金
)
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「
赤
ち
ゃ
ん
の
吸
う
力
っ

て
、
こ
ん
な
に
強
い
ん
だ
」

名
古
屋
市
中
村
区
の
女
性

(三
忍
は
一
月
、
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
三
女
に
初
め
て
あ
げ
た
お

っ
ぱ
い
に
感
動
し
た
。

生
ま
れ
つ
き
胆
汁
の
流
れ
が

滞
る
肝
臓
の
病
気
「
先
天
性
胆

道
閉
鎖
症
」
だ
っ
た。

高
校
卒

業
後
の
一
九
九
八
年
、
京
都
大

病
院
で
父
親
会
七
)
の
肝
臓
の
一

部
を
移
植
す
る
手
術
を
受
け
、

免
疫
抑
制
剤
を
毎
日
飲
む
の
が

欠
か
せ
な
い。

母
乳
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

る
た
め
、
三
女
の
育
児
は
そ
の

後
、
粉
ミ
ル
ク
に
切
り
替
え

た
。

誕
生
直
後
に
ち
ょ
っ
と
だ

け
母
乳
を
含
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
今
も
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
だ
。

結
婚
し
た
の
は
こO
O
八
年

だ
っ
た
。

子
ど
も
が
欲
し
か
っ

た
が
、
妊
娠
・

出
産
で
き
る
か

分
か
ら
な
か
っ
た。

高
校
一
年

か
ら
診
察
を
受
ゴ
て
き
た
三
重

大
病
院
(
津
市
)
消
化
管
・
小 児

外
科
の
内
田
恵
一
准
教
授

(
四
九
)
に
相
談

。

既
に
生
体
肝
移

植
患
者
の
出
産
事
例
が
あ
り
、

内
田
准
教
授
か
ら
「
大
丈
夫
、

産
め
る
よ
」
と
後
押
し
さ
れ

た
。

屋
市
内
の
病
院。
産
婦
人
科
医

に
母
乳
を
あ
げ
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
伝
え
る
と
、
「
出
産
直

後
に
少
し
だ
け
な
ら
あ
げ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
言
わ

れ
た。

だ
が
、
「
移
績
患
者
が
医
師

か
ら
妊
娠
を
止
め
ら
れ
た
り
、

産
婦
人
科
で
妊
婦
健
診
を
断
ら

れ
た
り
す
る
ケ

1

ス
が
あ

る
」
。

日
本
移
植
学
会
理
事
で

藤
田
保
健
衛
生
大
(
愛
知
県
豊

臓
器
移
植
後
初
の
授
乳

一O
年
十
月
、
同
病
院
で
帝

王
切
開
に
よ
り
、
双
子
の
長
女

と
次
女
を
出
産
し
た
。

生
体
肝

移
植
患
者
が
同
病
院
で
出
産
し

た
の
は
女
性
が
初
め
て。
産
婦

人
科
医
や
小
児
科
医
ら
が
話
し

合
い
、
双
子
に
は
粉
ミ
ル
ク
を

与
え
る
こ
と
に
な
っ
た。
免
疫

抑
制
剤
が
母
乳
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
の
科
学
的
根
拠
が
な

か
っ
た
か
ら
だ。
女
性
は
母
乳

を
あ
げ
た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た

が
、
「
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え

た
ら
、
あ
げ
る
の
を
や
め
て
お

い
た
方
が
い
い
な
」
と
思
い
直

し
た
。

三
女
を
出
産
し
た
の
は
名
古

三
女
は
口
を
半
聞
き
に
し
な

が
ら
乳
首
を
探
し
、
吸
い
付
い

て
き
た
。

お
っ
ぱ
い
で
子
ど
も

と
つ
な
が
る
幸
せ
は
何
物
に
も

替
え
が
た
か
っ
た。
女
性
は

「
自
分
の
後
に
続
く
移
植
患
者

の
た
め
に
も
、
薬
が
母
乳
に
ど

ん
な
影
響
を
与
え
る
の
か
、
も

っ
と
知
り
た
い
」
と
話
す
。

<>

一
九
八
九
年
に
圏
内
で
初
め

て
生
体
肝
移
植
が
行
わ
れ
て
か

ら
二
十
六
年。
日
本
肝
移
植
研

究
会
の
二O
一
一
年
の
調
査
で

は
、
生
体
肝
移
植
を
受
け
た
母

親
か
ら
三
十
一
人
の
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
た。

明
市
)
医
学
部
臓
器
移
植
科
の

剣
持
敬
教
授
(
五
七
)
は
指
摘
す

る
。

移
植
患
者
に
不
可
欠
な
免

疫
抑
制
剤
の
添
付
文
書
に
は
、

妊
婦
へ
の
投
与
を
避
け
る
よ
う

書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た

め
だ
。

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
(
車
京
都
世
田
谷
区
)
で
生

体
肝
移
植
を
受
け
た
二
十
代
の

母
親
は
、
五
月
に
次
女
を
出
産

し
た
。

免
疫
抑
制
剤
を
飲
ん
で

い
る
が
、
本
人
の
希
望
に
よ
り

母
乳
で
育
て
て
い
る。
小
児
科

医
ら
が
、
母
乳
や
赤
ち
ゃ
ん
の

血
液
中
の
薬
の
濃
度
を
計
測

し
、
与
え
て
も
問
題
な
い
と
判 断

し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
妊
娠

と
薬
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
阻
沼

幸
医
師
に
よ
る
と
、
「
臓
器
移

犠
後
に
使
わ
れ
る
免
疫
抑
制
剤

の
母
乳
中
濃
度
は
低
く
、
赤
ち

ゃ
ん
に
与
え
る
影
響
は
少
な

い
」
と
す
る
海
外
の
論
文
は
複

数
あ
る
と
い
う。
剣
持
教
授
と

肥
沼
医
師
ら
は
、
臓
器
移
植
患

者
と
医
療
関
係
者
向
け
の
妊
娠

と
出
産
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

草
案

は
十
月
に
も
移
樽
学
会
で
発
表

す
る
予
定
だ。

肥
沼
医
師
は
「
母
乳
の
メ
リ

ッ
ト
と
薬
に
よ
る
リ
ス
ク
を
含

め
、
正
し
い
情
報
を
医
師
が
説

明
し
た
上
で
、
母
親
自
身
が
母

乳
か
ミ
ル
ク
か
を
選
べ
る
環
境

を
整
え
た
い
」
と
話
す
。

(
細
川
暁
子
)

中
日
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
間
日

{
会
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臓
器
移
植

意思表示して「提供OKJ の人

狙
p
u・
定
め
啓
発

、

マ
!
ケ
テ
ィ

ン
グ
手
法
で

臓
器
移
植
推
進
に
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
を
l
。

国
内
で
脳
死
や
心
停
止

に
よ
る
臓
器
提
供
が
不
足
し
て
い
る
現
状
を
打
開
し
よ
う
と
、
同
志
社
大
商
学
部

の
瓜
生
原
葉
子
准
教
授(ω
)が
、
学
生
と
と
も
に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
促

進
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る。

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
取
り
入
れ
、

「提
供
O
K
」
の
意
思
を
淘
く
人
に
、
実
際
に
表
明
し
て
も
ら
?
と
こ
ろ
に
ま

で
つ
な
げ
て
「人
々
の
行
動
を
変
え
る」
こ
と
を
目
指
し
、
活
動
を
加
速
さ
せ

る
た
め
今
年
度
中
にN
P
O

法
人
も
設
立
す
る。
(

前
田
武
)

よ究忍川の綬教准子葉原生瓜

-・・・i時昌司副'.IJi議事遣問陶ーiJ.U，‘ゆ~å帰結当圃圃圃・

医
師
や
患
者
の
関
係
者
以
外

で
、
移
植
推
進
を
目
指
すNP

O
を
設
立
す
る
ケl
ス
は
例
が

な
い
と
い
い
、
瓜
生
原
氏
は

「臓
器
提
供
にN
O
で
も
か
ま

わ
な
い。
意
思
表
示
す
る
人
を

増
や
す
こ
と
が
大
切」
と
話
し

て
い
る
。

同
大
准
教
授
ら
N
P
O

設
立
ヘ

瓜
生
原
氏
の
ゼ
ミ
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
社
会
問

題
に
応
用
す
る
「ソ
l

シ
ャ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を
用
い
て

活
動
。

白
人
の
学
生
が
参
加
し

て
お
り
、
今
春
か
ら「シ
ェ
ア

・

ユ
ア
・
バ
リ
ュ
ー
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る。

瓜
生
原
氏
が
行
っ
た
調
査
で

は
、
「臓
録
提
供
に
関
心
が
あ

る
」
と
い
う
人
は
全
体
の
約
必

勿
。
う
ち
約
闘が
万が
臓
器
提
供

に
肯
定
的
で
、
そ
の
約ww
nが

意
思
表
示
に
前
両
き
だ
っ
た
。

し
か
し
、
前
向
き
な
人
の
う
ち

実
際
に
意
思
表
示
し
た
人
は
約

臼
勿
に
と
ど
ま
っ
た。

平
成
お

年
度
の
内
閣
府
の
世
論
調
査
で

も
、

臓
器
提
供
に
つ
い
て
何
ら

か
の
意
思
表
示
を
し
た
人
は
約

世
界
最
低
レ
ベ

心
臓
や
腕
、
腎
臓
な
ど
の
臓
器
移

-

場
合
、
そ
れ
を
尊
重
し
た
い
と
考
え
-
ト
ッ
プ
の
ス
ペ
イ
ン
で
約
お
人

。

フ

植
を
待
つ
患
者
は
圏
内
に
約
1

万
3

て
い
る
人
は
約
幻勿
に
の
ぼ
る
。

一
ラ
ン
ス
は
約
お
人
、
ド
イ
ツ
が
約
時

千
人
い
る
が
、
脳
死
や
心
停
止
に
よ
方
で
実
際
に
意
思
表
示
し
て
い
る
人
人
だ
が
、
日
本
で
は
約

1

人
と
世
界

る
臓
器
提
供
で
手
術
を
受
り
ら
れ
る
・
は
約
臼
勿
に
す
ぎ
な
い。

で
も
最
低
の
レ
ベ
ル
だ。

の
は
年
間3
0
0

人
程
度。
世
界
最
…
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証
に
臓
世
界
的
に
ド
ナ
ー
は
不
足
し
て
お

高
水
準
の
医
療
技
術
が
あ
り
ょ
が
ら
器
提
供
の
意
思
を
記
入
す
る
欄
が
あ
り
、
国
内
の
臓
器
提
供
が
侭
迷
し
て

ド
ナ
!
の
数
は
最
低
レ
ベ
ル
に
と
ど山る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
い
る
日
本
の
現
状
に
は
国
際
的
な
批

ま
っ
て
い
る。
…

意
思
表
示
も
で
き
る
が
、
活
用
さ
れ山

判
も
あ
る
と
い
い
、
瓜
生
原
氏
は

内
閣
府
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、山て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
だ。・
「

日
本
で
ド
ナl
の
数
が
少
な
い
の

脳
死
と
判
定
さ
れ
た
家
族
が
事
前
に…
瓜
生
原
氏
に
よ
る
と
、
人
口10

…は
、
医
学
で
は
な
く
社
会
の
問
題

臓
器
提
供
の
意
思
を
表
示
し
て
い
た

…0
万
人
あ
た
り
の
ド
ナ
|
数
は
世
界…だ
」
と
指
摘
す
る。

ド
ナ
i

数

yレ

日
w
mし
か
い
な
い
。

外
資
系
製
薬
会
社
で
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
経
営
戦
略
な
ど
の

部
門
に
約
初
年
間
勤
務
し
た
経

験
も
あ
る
瓜
生
原
氏
は
、
「
単

な
る
啓
発
で
は
な
く
、
理
論
に

基
づ
い
た
戦
略
プ
ラ
ン
を
実
践

し
た
い
」
と
強
調。

調
査
結
果
か
ら
、
臓
器
提
供

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

マ
意
思
表
示
に
前
向
き
な
人
が

行
動
に
移
る
よ
う
に
す
る
こ
と

ー

の
2

点
を
重
視。
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
知
識
の

提
供
が
有
効
で
、
実
際
に
意
思

表
示
し
て
も
ら
う
に
は
す
で
に

行
っ
て
い
る
人
と
の
交
流
が
効

果
的
と
分
析
し
て
い
る
。

現
在
は
約2
0
0

人
の
学
生

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分

析
な
ど
を
進
め
て
お
り
、

人
々

の
意
識
を
ど
う
高
め
る
か
を
検

討
、
3

年
後
に
は
、
臓
器
提
供

の
意
思
表
示
を
し
て
い
る
人

を
、
2

倍
の
剖
勿
に
す
る
こ
と

を
目
指
す。

瓜
生
原
氏
は
「や
み
く
も
に

『意
思
表
示
し
よ
う』
と
呼
び

か
け
る
の
で
は
な
く
、
狙
い
を

定
め
て
働
き
か
け
る
こ
と
が
肝

心
」
と
話
し
て
い
る。

産

経
(
大
阪
)・朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
9

日
(
火
)

〔編集の都合上、写真等を曹IJlfしております) 70 
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E
z
t
h
V
E
-
-
s
z

、
3

司
量

町
園
者
本
布

R
4
q
E
m
E

自
室

構
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
、
佐
世
保
者
が
圏
内
で
相
当
数
潜
在
し
て
い

掛
川
妥
結

噌
』

旬
以
子
、
，
ι
・

市
立
総
合
病
院
の
共
同
臨
床
研
究
る
と
み
ら
れ
る
。

能

タ

で
、
日
議
室
ネ
ッ
ト
ワ
|
調
書
、
匿
名
化
処
理
さ
れ
た

融
問
脇

島

ク
の
特
別
支
援
事
業
と
し
て
昨
死
亡
者
症
例
を
使
用
。
救
命
救
急

副
頭

-

年
昨
季
子
し
、
既
に
症
例
収
集
セ
ン
タ
ー
や
集
中
治
療
室

(I
C

動

デ

高
始
。
来
年
度
ま
で
に5
0
U

)
に
入
院
後
に
死
亡
し
た
人
の

認

5

0

例
以
上
に
つ
い
て
分
析
す
る
之
、
臓
器
提
供
の
適
応
と
な
り

主

軸

吋
蝦

予
定
。
得
た
症
例
を
抜
き
出
し
、
病
院
が

援

副

日
本
の
移
植
医
療
は
、
2
0
当
時
、
適
応
の
い
か
ん
を
検
討
し

必
袋

五
-
1
0

年
の
改
正
臓
器
移
植
法
施
た
か
、
患
者
の
意
思
表
示
の
有
無

凶お
晶

O
-

行
で
、
脳
死
下
臓
器
提
供
が
増
を
把
握
し
た
か
、
選
択
肢
の
説
明

町
四
鳴

し
H
r

私費

用
則

え
た
が
、
そ
れ
ま
で
多
か
っ
た
が
実
行
さ
れ
た
か
ー
な
ど
を
確

醤
開

μ
M

心
停
止
後
提
供
は
急
減。総数
認

。

提
供
に
享
ゃ
な
か
っ
た
理
由

後
紙

同
I

は
凶
年
の1
1
3

件
か
ら
、
は
を
分
析
し
、
系
統
的
か
つ
確
実
な

じ
長

司
当

年
は
竹
件
ま
で
落
ち
込
み
、
移
手
順
が
実
施
で
き
る
方
策
を
探

E
E
E

植
を
待
つ
待
機
患
者
の
需
要
数
る
。

圏
内
の
臓
器
移
植
数
が
低
迷
す
に
対
応
で
き
な
い
状
況
が
深
刻
長
崎
大
学
病
院
救
命
救
急
セ
ン

る
一
因
と
さ
れ
る
医
療
機
関
側
の
化
し
て
い
る
。
タ
ー
の
平
尾
朋
仁
助
教
は
「
提
供

障
害
を
探
る
実
態
調
査
が
、
県
内
低
迷
は
、
臓
器
提
供
の
意
思
興
設
側
の
課
題
を
整
理
す
る
基
礎

の
3

次
救
急
施
設
を
対
象
に
実
施
表
蚕
豆
9
る
国
民
意
識
が
広
が
ら

的
デ
l

タ
に
な
る
と
思
う」
と
話

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
死
亡
者
な
い
こ
と
が
要
因
と
さ
れ
る
が
、
し
、
今
秋
、
中
間
報
告
を
出
す
予

に
含
ま
れ
る
臓
器
提
供
の
可
能
性
病
院
側
の
問
題
も
大
き
い

。
重体
定
。
厚生
労
働
省
移
植
医
療
対
策

が
あ
っ
た
症
例
の
状
況
や
、
提
供
患
者
の
治
療
に
忙
殺
さ
れ
る
中
推
進
室
は

「
医
療
側
の
体
制
聖
書

に
至
ら
な
か
っ
た
原
因
を
把
握
す
で
、
適
応
可
能
性
の
あ
る
症
例
や
、
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
調
査
に

る
大
規
模
な
調
査
は
乏
し
く

、
医
家
族
ら
に
提
供
意
思
の
表
示
の
有
な
る
」
と
し
て
い
る。

療
機
関
側
か
抱
え
る
問
題
と
聖
書
無
を
確
認
す
る
難
し
さ
、
提
供
を

(森
永
玲)

策
を
検
討
す
る
圏
内
初
の
基
礎
デ
含
む
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
説
明

ー
タ
に
な
る。

す
る
負
担
感
が
横
た
わ
り
、
実
際

長
崎
大
学
病
院
、
国
立
病
院
機
に
は
提
供
可
能
性
が
め
っ
た
死
亡長
崎
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
幻
自
(
土
)

が
ん
切
除
し
腎
移
植

「病
気
腎
と
は
異
な
る
」

県
立
中
央

病
院
医
師

生
体
間
腎
移
植
で
、
ド
ナ
!

(提
供
者
)
か
ら
摘
出
し
た
腎

臓
に
数ミ
リ
の
公
」
な
腎
が
ん
が

見
つ
か
っ
た
も
の
の
、
が
ん
部

位
を
切
除
し
て
移
植
す
る
手
術

が
、
県
立
中
央
病
院
(
松
山
市

)

で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
お

日
、
分
か
っ
た。
泌
尿
器
判
明
部

長
の
岡
本
賢
二
郎
医
師
が
、
松

山
市
で
あ
っ
た
講
演
で
紹
介
し

た
。

岡
本
医
師
は「病
気
腎
(
修

復
腎
)
移
植
で
は
な
い
が
、
こ

う
い
っ
た
ケl
ス
は
た
び
た
び

起
こ
る
と
思
う
の
で
、
議
論
し

て
い
く
必
要
が
あ
る」と
問
題

提
起
し
て
い
る。

県
内
の
腎
移
植
を
受
け
た
人

や
家
族
ら
で
つ
く
る「え
ひ
め

移
植
者
の
会」
(
野
村
正
良
会

長
)
の
本
年
度
総
会
で
、
開
会

顧
問
の
岡
本
医
師
が
講
演
し
、 最

近
担
当
し
た
症
例
と
し
て
紹

介
。

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
(
被
移
植

者
)
は
印
代
で
、
手
術
後
約
3

カ
月
で
社
会
復
帰
し
て
働
い
て

い
る
と
い
い
、
ド
ナl
の
腎
臓

の
が
ん
は
、
手
術
前
検
査
で
は

把
握
で
き
な
か
っ
た
。

手
術
の

実
施
日
や
保
険
適
用
の
有
無

は
、
講
演
で
は
発
表
し
て
い
な

い
。

手
術
の
内
容
を
日
本
臨
床

腎
移
植
学
会
で
発
表
し
て
い

る
。

岡
本
医
師
に
よ
る
と
、
学

会
報
告
後
、
座
長
が
賛
否
を
一
尋

ね
た
と
こ
ろ
半
々
だ
っ
た
と
い

-
つ。講

演
や
質
疑
の
中
で
、
臨
床

研
究
以
外
で
の
病
気
腎
移
植
の

禁
止
を
盛
り
込
ん
だ
厚
生
労
働

省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

岡
本
医
師
は
「病
気
腎
移
植
と

は
病
気
の
治
療
の
た
め
摘
出
し た

腎
臓
を
移
植
に
使
う
こ
と

で
、
今
回
は
異
な
る」と
強
調

し
た
。

さ
ら
に
「ゃ
っ
た
こ
と
は
同

じ
だ
が
、
移
植
の
た
め
に
摘
出

し
た
腎
臓
に
た
ま
た
ま
小
さ
い

が
ん
が
見
つ
か
っ
た」と
病
気

腎
移
植
と
の
違
い
を
説
明
。

腫

膚
の
程
度
や
レ
シ
ピ
エ
ン
卜
の

年
齢
な
ど
「リ
ス
ク
に
応
じ
て

移
植
の
是
非
を
考
慮
す
る
こ
と

が
大
事」
と
述
べ
た。

(正
岡
万
弥)

愛
媛
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
包
臼
(
月
)
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見
据
え
る
べ
き
点
が
2

つ
あ

る
の
に
、
そ
の
一
つ
に
自
を
奪

わ
れ
る
あ
ま
り
、
も
う
一
つ
が

視
界
か
ら
は
み
出
し
た
ま
ま
。

記
者
自
実
こ
の
種
の
失
敗
は

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

さ
ら
に
自
省
を
込
め
る
と
、

2
0
1
4

年
の
人
口
動
態
統
計

の
結
果
を
載
せ
た6
臼
付
本
紙

の
報
道
も
、
そ
う
し
た
例
か
も

し
れ
な
い
。
記
事
中
に
こ
ん
な

く
だ
り
が
あ
る
。
「
今
後
の
出

生
率
は
ゆ
る
や
か
な
低
下
傾
向

を
た
ど
り
、
日
本
の
人
口
減
少

ペ
!
ス
は
今
よ
り
も
加
速
す
る

公
算
が
大
き
い
」(
5面
)

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
女
性

1

人
が
生
涯
に
産
む
で
あ
ろ
う

子
供
数
の
推
計
値
、
合
計
特
殊

出
生
率
が9
年
ぷ
り
に
下
が

り
、
出
生
数
は
統
計
史
上
最
少

の
1
0
0

万
3
5
3
2

人
だ
っ

た
。
記
事
は
こ
の
点
に
比
箆
を

割
く
が
、
産
声
を
あ
げ
る
赤
ち

ゃ
ん
が
減
っ
た
点
だ
け
を
人
口

減
に
結
び
つ
け
る
の
は
飛
鼠
が

あ
ろ
う
。
死
亡
数
が
戦
後
最
多

を
記
録
し
た
も
う
一
つ
の
点
に

触
れ
て
い
な
い
の
だ
。

@ 

@ 

@ 

そ
の
数1
2
7

万
3
0
2
0

人
。
海
外
と
の
行
き
来
を
除
く

日
本
国
内
に
住
む
日
本
人
は
差

し
引
き
お
万94
8
8

人
減
っ

た
。
-
年
で
水
戸
市
が
消
滅
し

た
計
算
に
な
る
。
国
立
社
会
保

という選択しく逝く人ら
編
集
委
員

肺
炎
|
|
o
m
年
と
同
じ
だ
。

何
ら
か
の
理
由
で
怠
識
が
戻
ら

な
い
状
態
に
陥
り
、
意
志
に
反

し
て
延
命
医
療
を
受
け
て
い
る

人
も
い
る
だ
る
つ
。
自
然
の
摂

理
に
照
ら
す
と
、
本
来
の
死
亡

者
は
も
っ
と
多
い
は
ず
だ
。

自
殺
を
手
助
け
す
る
非
政
府

大
林

尚
き
、
e
x
i
t

が
「
(
遠
回
し

に
)
こ
の
世
を
去
る
こ
と
」
を

意
味
す
る
の
を
知
っ
た
。

ど
ん
な
団
体
か
。
数
字
で
確

認
し
よ
う
。
ス
タ
ッ
フ
句
人
に

対
し
会
員
数
は
ロ
万
人
。
会
員

資
格
を
持
つ
の
は
同
歳
以
上
の

ス
イ
ス
居
住
者
。
年
会
費
は
必

-
n吟
(
約6
0
0
0

円
)
だ
。

自
ら
の
死
へ
の
考
え
を
あ
ら
か

じ
め
曾
面
に
残
す
リ
ビ
ン
グ
ウ

イ
ル
を
表
明
す
る
人
は
年
2

万

人
。
会
員
は
サ
ー
ビ
ス
を
無
料

で
受
け
ら
れ
る
互
助
組
織
だ
。

会
員
の
な
か
で
昨
年1
年
間

に
死
を
望
ん
だ
人
は
約
3
0
0

0

人
い
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
結
果
、
考
え
を
改
め
た
の
が

多
死
社
会
ヘ

組
織
(
N
G
O
)がス
イ
ス
に

あ
る
と
聞
い
た
。
訪
れ
て
話
を

聞
く
と
自
殺
智
助
(
ほ
う
じ
ょ
)

と
い
う
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い

法
律
用
語
と
は
無
縁
の
活
動
が

み
え
て
き
た
。
「
私
た
ち
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
は
、
や
む

に
や
ま
れ
ず
死
期
を
早
め
る
選

択
を
し
た
人
で
す
」
。
ペ
ル
ン

ハ
ル
ト
・
ス
ッ
タl
代
表
の
言

法
的
な
支
援
を
提
供

過
去
に
度
重
な
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
末
、
死
期
を
早
め
る

選
択
を
し
た
ひ
と
り
が
テ
ィ
ー

ズ
・
ヲ
ェ
ニ
ィ
氏
だ
。
起
業
家 ト

の
対
象
か
ら
外
れ
る
。

最
期
の
場
所
は
鈎
%
の
人
が

自
宅
の
ベ
ッ
ド
を
選
び
、
家
族

に
見
守
ら
れ
つ
つ
、
そ
の
燐
聞

を
迎
え
る
。
高
齢
者
ホ
l

ム
に

の
備
え
あ
る
か

2
0
0
0

人
。
残
る1
0
0
0

人
に
は
さ
ら
に
丁
寧
に
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
す
る
。
4
0
0

人

は
考
え
を
改
め
、60
0

人
が

死
を
選
択
し
た
。
「
何
は
と
も

あ
れ
、
ま
ず
死
以
外
の
選
択
を

勧
め
ま
す
」
(
ス
ッ
タ
l

氏
)

ー@ 

@ 

で
あ
り
、
ス
イ
ス
議
会
議
員
で

も
あ
っ
た
一νェ
ニ
ィ
氏
は
、
引

歳
で
末
期
の
進
行
性
胃
が
ん
が

見
つ
か
っ
た
。eX
1
t

の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
て
自
ら
命
を
絶

っ
た
の
が
臼
歳
の
と
き
。
「
人
間

ら
し
く
逝
く
。
そ
れ
に
精
力
を

傾
注
し
ま
す
」
と
ス
ッ
タ
!
馬

使
う
薬
はN
a
p

。
服
薬
後

3

分
で
催
眠
状
態
に
陥
り
、
m出

入
っ
て
い
た
な
ど
の
理
由
で
身

寄
り
や
自
宅
が
な
い
人
に
は
、

e
x
i
t

が
オ
フ
ィ
ス
内
に
設

け
た
そ
の
た
め
の
部
屋
を
提
供

す
る
。
昨
年
、
犯
人
が
そ
の
部

屋
を
使
っ
た
。
家
族
に
反
対
者

が
い
れ
ば
サ
ポ
ー
ト
は
受
け
ら

れ
な
い
が
、e
x
i
t

が
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も

に
本
人
の
怠
志
を
尊
重
す
る
家

100 
2016年 20 25 30 35 40 

(注) 国立社会保障・人口問題研究所の2012年中位推計より.
外国人を含む

ω
分
ほ
ど
で
終
え
、
検
視
や
司

法
解
剖
は
し
な
い
。

こ
う
し
て
亡
く
な
っ
た
人
の

死
因
を
ス
イ
ス
政
府
は
自
殺
に

合
め
な
い
。
末
期
が
ん
患
者
な

ら
そ
の
病
名
が
死
因
に
な
る
。

@ 

@ 

@ 

1
9
8
2

年
の
e
x

i
t

設

立
前
、
年
間16
0
0

人
程
度

だ
っ
た
ス
イ
ス
の
自
殺
者
は
現

在
1
1
0
0

人
に
減
っ
た
。
徹

底
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
成

果
で
あ
る
。
そ
の
ス
イ
ス
も
、

医
師
会
や
教
会
関
係
者
が
e
x

i
t

を
恕
め
る
よ
う
に
な
る
ま

で
に
は
歳
月
を
要
し
た
。

今
も
し
同
じ
こ
と
を
日
本
で

す
る
と
、
当
然
、
刑
法
に
抵
触

し
、
自
殺
糊
助
罪
な
ど
に
関
わ
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障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る

と
、
年
間
の
死
亡
数
が
1
5
0

万
人
に
達
す
る
の
は
9

年
後
。

少
産
に
歯
止
め
を
か
け
、
多
死

へ
の
対
応
を
急
ぐ
。
二
正
面
作

戦
は
日
本
人
に
重
い
課
題
だ
。

調
査
か
ら
は
日
本
人
の
死
因

が
わ
か
る
。
多
い
順
に
①
悪
性

新
生
物
(
が
ん
)
②
心
疾
患
③

終
末
期

葉
で
あ
る
。

そ
の
団
体e
x
l
t
(エ
グ

ジ
ッ
ト
)
は
チ
ュl
リ
ヒ
の
住

宅
街
の
一
角
、3
階
建
て
の
小

さ
な
ピ
ル
に
入
っ
て
い
た
。
外

壁
一
面
が
オ
フ
ホ
ワ
イ
ト
に
塗

ら
れ
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
・
マ
ン

シ
ョ
ン
の
よ
う
だ
。
看
板
や
表

札
は
な
い
。
改
め
て
辞
曹
を
引 こ

れ
ま
で
に
考
え
を
改
め
た

人
は
次
の
選
択
を
し
た
。

マ
親
を
亡
く
し
た
ば
か
り
の
男

性
ウ
ェ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
(
引
)

↓
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
表
明

マ
初
期
認
知
症
の
女
性
(
臼
)

↓
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
継
続

マ
怠
識
不
明
に
陥
っ
た
夫
(
布
)

に
関
す
る
委
(
応
)
の
希
望
↓

9

割
病
院
希
望

奥州市議会
調査特別委

及
川
院
長

(
時
包
括
)
懇
談
で
報
告

奥
州
市
議
会
の
地
域
医
療

調
査
特
別
委
員
会
(
阿
部
加

代
子
委
員
長
)
は
お
目
、
及

川
雄
悦
ま
と
乙
ろ
病
院
長
と

佐
々
木
勝
忠
衣
川
歯
科
診
療

所
長
を
招
き
、
懇
談
し
た
。

こ
の
う
ち
、
在
宅
医
療
と
終

末
期
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

及
川
院
長
は
、9
創
の
人
が

病
院
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と

を
希
望
し
て
い
る
と
い
う
実

態
を
閉
ち
か
に
し
た
上
で

「
体
制
を
箆
え
る
の
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
市
民
の
考
え
方

を
変
え
な
い
と
い
け
な
い
」

と
課
題
を
示
し
た
。

及
川
院
長
は
、
在
宅
医
療

の
現
状
と
し
て
内
科
医
4

人

と
外
科
医1
人
で
対
応
し
て

い
る
訪
問
診
療
の
取
り
組
み

を
紹
介
。
県
立
大
地
域
政
策

研
究
セ
ン
タ
ー
が
行っ
た
在

宅
介
護
利
用
者50
0

人
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の 結

果
、
胆
沢
区
の
在
宅
医
療

満
足
度
が
船
・6
偽
に
上
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
、
在
宅
医
療
と
終
末

期
医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て

及
川
院
長
は
「
こ
れ
か
ら
却

年
、
叩
年
す
る
と
、
み
と
り
の

数
が
も
の
す
ご
く
轡
え
る
と

分
の
聞
に
静
か
に
息
を
引
き
取

る
。
こ
の
薬
を
使
え
る
の
は
、

自
分
で
飲
む
、
あ
る
い
は
自
分

で
注
射
す
る
怠
志
と
力
が
あ
る

人
に
限
る
。
第
三
者
が
手
を
出

す
の
は
ご
法
度
。
家
族
の
力
を

借
り
る
の
も
認
め
な
い
。
認
知

症
患
者
の
多
く
は
自
分
の
意
志

で
服
用
で
き
な
い
の
で
サ
ボ
l

と
は
確
か
。
何
と
か
し
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
大
変
な

課
題
を
突
き
付
け
ら
れ
て
い

る
状
祝
だ
」
と
し
、
「
ま
と
こ

ろ
病
院
で
は
在
宅
で
も
み
と

り
が
で
き
る
と
い
う
話
を
す

る
と
9

割
は
『
こ
の
ま
ま
病

院
で
』
と
い
う
ご
と
に
な
る
。

今
後
、
ベ
ッ
ド
が
減
り
、
在
宅

あ
る
い
は
終
末
期
を
自
宅
で

と
い
う
時
に
、
体
制
を
整
え

る
の
は
も
ち
ろ
ん
大
事
だ

が
、
市
民
の
考
え
方
を
変
え

な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
っ

ち
の
方
が
む
し
ろ
問
題
。
旅

タ

族
が
増
え
て
い
る
。

法
的
手
続
き
は
ど
う
か
。
本

人
の
死
亡
後
た
だ
ち
にex
l

t

の
ス
タ
ッ
フ
が
私
服
警
官
と

監
察
医
を1
人
ず
つ
呼
ぶ
。
一

部
始
終
を
説
明
し
、
整
え
て
お

い
た
書
類
を一示
す
。
警
官
は
家

族
か
ら
も
顛
末
(
て
ん
ま
つ
)

を
聞
く
。
す
べ
て
の
手
続
き
は

立
つ
人
へ
巌
善
を
尽
く
す
こ

と
が
大
事
だ
」
と
述
べ
た

。

一
方
、
佐
々
木
所
長
は
歯

科
医
師
の
現
状
や
高
齢
化
に

伴
う
口
腔
ケ
ア
の
取
り
組
み

を
紹
介
。

経
営
状
視
に
つ
い
て
佐
々

木
所
長
は
「
人
件
費
は
診
療

収
入
の1
・
3

倍
に
な
っ
て

い
る
。
歯
科
特
有
の
も
の
で
、

診
療
点
数
が
低
い
の
で
、
公

務
員
ベl
ス
の
人
件
費
は
払

え
な
い
」
と
述
べ
た
上
で
、
現

在
繰
り
入
れ
し
て
い
る
約
2

8
0
0

万
円
の
う
ち
、
市
の れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で

多
死
社
会
は
確
実
に
や
っ
て
く

る
。
議
論
を
た
め
ら
っ
て
い
る

余
裕
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

(
チ
ュl
リ
ヒ
で
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
お
日
(
月
)

持
ち
出
し
分1
3
0
0

万
円

を
半
減
さ
せ
る
た
め
、
「
市
か

ら
の
お
金1
3
0
0

万
円
を

6
0
0

万
円
ぐ
ら
い
に
減
ら

し
た
い
。
そ
れ
に
は
私
の
給

料
を
減
ら
す
こ
と
が
一
番
。

来
年
3

月
で
退
職
し
、
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
働
く
乙
と

で
、
支
出
を
少
な
く
し
た
い
」

と
私
案
を
明
ら
か
に
し
た
。

岩
手
日
日
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月

幻
自
(
水
)
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法案骨子自民が了承

海
外
実
施
の
ケ
i

ス
を
想
定

特
例
法
案
は
、
園
内
で
の
代

理
出
産
を
認
め
る
も
の
で
は
な

い
が
、
海
外
で
行
う
ケl
ス
が

あ
る
た
め
、
民
法
で
明
文
化
さ

れ
て
い
な
い
親
子
関
係
を
定
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

骨
子
で
は
、
第
三
者
の
卵
子

を
用
い
た
場
合
、
出
産
し
た
女

性
を
そ
の
子
の
母
親
と
す
る
と

規
定
し
た。
卵
子
の
提
供
を
受

け
て
、
子
を
望
む
女
性
が
自
分

ーーーーー一日E羽田，，---

EÐ}+官よj

必要告の

忘『靴

民i量の特例滋..子で
定める続子関係

で
出
産
す
る
ケl
ス
で
は
、
こ

の
女
性
の
希
望
に
沿
う
こ
と
に

な
る
。

子
を
望
む
夫
婦
が
受
精
卵
を

提
供
し
て
、
要
以
外
の
女
性
に

産
ん
で
も
ら
う
代
理
出
産
で

は
、
要
は
す
ぐ
に
母
親
に
は
な

れ
ず
、
養
子
縁
組
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
と
な
る。

自
民
党
の

合
同
会
議
で
は
今
後
、
代
理
出

産
を
依
頼
し
た
夫
婦
と
生
ま
れ

子

E ーーー司~重対f i

た
赤
ち
ゃ
ん
で
親
子
関
係
が
成

立
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
検
討

す
る
と
い
う。

早
稲
田
大
学
の
棚
村
政
行
教

授
(
家
族
法
)
に
よ
る
と
、
代

理
出
産
を
認
め
て
い
る
米
国
の

一
部
の
州
で
は
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
前
に
、
代
理
出
産
す
る

女
性
と
の
契
約
内
容
を
裁
判
所

に
確
認
し
て
も
ら
え
ば
、
生
ま

れ
た
時
に
依
頼
し
た
夫
婦
の
子

と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

豆
泉
大
の
神
墨
彩
子
特
任
准

教
授
(
生
命
倫
理
政
策
)
は
「
子

一一一一一一.'"官盃同~一一一一ー

慧岩手殺に悶憲

学斗
の
福
祉
を
考
え
れ
ば
、
産
ん
だ

女
性
を
母
親
と
す
る
の
は
妥
当

だ
。

た
と
え
代
理
出
産
の
依
頼

者
が
引
き
取
り
を
拒
否
し
て

も
、
必
ず
母
親
が
存
在
す
る
こ

と
に
な
る
。
生
ま
れ
て
き
た
子

が
健
や
か
な
人
生
を
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
、
法
的
な
親
子
関

係
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く

こ
と
が
大
切
」
と
指
摘
す
る
。

金
沢
大
の
日
比
野
由
利
助
教

(
社
会
学
)
は
「
代
理
出
産
を
認

め
る
の
な
ら
、『産
ん
だ
女
性
が

母
』
は
時
代
遅
れ
。

代
狸
出
産

を
認
め
て
い
る
国
で
は
、
養
子

縁
組
を
経
ず
に
依
頼
者
を
親
と

す
る
仕
組
み
も
あ
る
」
と
語
る
。

ま
た
骨
子
で
は
、
夫
以
外
の

男
性
か
ら
精
子
の
提
供
を
受
け

た
場
合
、
そ
の
提
供
に
同
意
し

た
夫
は
生
ま
れ
た
子
を
認
知
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
し
た
。

生
殖
補
助
医
療
の
法
盤
備
を

検
討
し
て
い
る
自
民
党
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
l

ム
座
長
の
古
川
俊

治
参
院
議
員
は
、
民
法
特
例
法

案
を
今
国
会
に
提
出
し
た
い
と

述
べ
た
。
た
だ
、
生
殖
補
助
医
療

の
法
制
化
は
圏
内
で
代
理
出
産

を
認
め
る
か
を
め
ぐ
っ
て
意
見

が
分
か
れ
て
い
る
。2
年
か
け

て
国
会
で
議
論
し
て
も
ら
い
、

議
員
立
法
を
目
指
し
た
い
と
し

て
い
る
。
(
福
富
智
代
、
合
因
縁
)

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2

0
1

5

年
6

月

幻
日
(
土
)

調査は昨年 2 月、インターネット上で実施。 20-

59歳の男女2500人が回答した。第三者の卵子を使っ
た体外受精を「利用したいJ r配偶者が賛成したら
利用したいJ と答えた人は26.8%、第三者の精子、
代理出産はそれぞれ24 . 9% 、 29.1%だった。卵子や
精子の提供は社会的に認められないと考える人は
26.6%で、理由は「育ての親と血がつながっていな
bリが最も多かった。代理出産カ1社会的に認められ
ないと回答したのは21. 8%で、 「家族関係が不自然
になる」という理由が最多だった。どちらも認めて
よいと考えている人も29.3%いた。
調査した東京大の大須賀議教綬(産婦人税)は
「きちんとした議論が求められているJ と話してい
る。(合国縁)

厚
労
省
調
査

卵子提供や代理出産

「利用希望J 2'""3割

第
三
者
が
か
か
わ
っ
た
生
殖
補
助
医
療
で
、
複
雑
化
す
る
恐
れ
の
あ
っ
た
親
子
関
係

を
規
定
す
る
法
案
の
概
要
が
固
ま
っ
た

。

自
民
党
の
法
務
部
会・厚
生
労
働
部
会
な
ど

の
合
同
会
議
が
お
目
、
民
法
の
特
例
法
案
の
骨
子
を
了
承
し
た
。
法
的
な
母
を
め
ぐ
っ

て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
代
理
出
産
は
、
依
頼
し
た
女
性
で
は
な
く
、
産
ん
だ
女
性

を
母
親
と
定
め
る。
子
ど
も
の
保
措
置
を
優
先
さ
せ
た
形
だ
。

子どもを望んでもなかなか恵まれないとしたら、
卵子や精子の提供、代理出産を利用したいと考える
人が 2-3割いることが、厚生労働省の研究班の調
査でわかった。
圏内では生殖補助医療について定めた法律がな

い。日本産税婦人税学会は卵子提供や代理出産を認
めていないが、海外で利用する人もいる。一方、匿
名の第三者による精子提供は60年以上前から実施さ
れている。

日 (東京) ・ 夕刊| 加5年6月 11 日 (木) I |朝
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着
床
前
診
断
確
率
変
わ
ら
ず

名
古
屋
市
大
な
ど
自
然
妊
娠
と
出
産
比
較

受
精
卵
の
一
部
を
取
り
出
し

て
遺
伝
情
報
を
調
べ
る
「
着
床

前
診
断
」
を
し
て
子
ど
も
を
得

ら
れ
る
確
率
は
、
特
定
の
染
色

体
異
常
で
流
産
を
繰
り
返
す
患

者
に
つ
い
て
は
自
然
妊
娠
を
試

み
た
場
合
と
変
わ
ら
な
か
っ
た

と
す
る
調
査
結
果
を
、
名
古
屋

市
立
大
な
ど
の
チl
ム
が
ま
と

め
た
。
異
常
の
な
い
受
精
卵
を

選
び
出
産
の
確
率
を
上
げ
よ
う

と
い
う
手
法
だ
が
、
効
果
の
限

界
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。

着
床
前
診
断
は
特
定
の
遺
伝

子
や
染
色
体
に
限
っ
て
受
精
卵

を
調
べ
る
検
査
で
、
す
べ
て
の

染
色
体
を
対
象
と
し
た
「
着
床

前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
と
は
異

な
る
。

チ
ー
ム
が
調
べ
た
の
は
、
夫

婦
の
少
な
く
と
も
一
方
の
染
色

体
に
「
均
衡
型
転
座
」
と
い
う

種
類
の
問
題
が
あ
っ
て
、
正
常

な
受
精
卵
が
で
き
に
く
い
習
慣

受
精
卵
検
査
で
流
産
率
低
下

神
戸
の
産
婦
人
科
別
組
実
施
、
印
勿
に

不
笠
間
療
専
門
の
産
婦

人
科
医
院
「
大
谷
レ
デ
ィ

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
(
神
戸

市
中
央
区
)
は
お
日
、
受

精
卵
の
全
て
の
染
色
体
異

常
を
調
べ
、
正
常
な
受
精

卵
を
選
ん
で
出
産
を
試
み

る
着
床
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
(
受
精
卵
検
事
を5

5
9

組
の
夫
婦
に
行
っ
た

結
果
、
流
産
率
は
約
印
%

だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。生

殖
補
助
医
療
を
受
け

た
妊
婦
の
流
産
率
初
i
ω

%
と
比
べ
て
大
幅
に
低
下 し

た
と
い
う
。
初
日
に
干

葉
市
で
開
か
れ
る
日
本
遺

伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会

で
発
表
す
る
。

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
よ
る

と
、
受
精
卵
検
査
を
導
入

し
た
2
0
1
1

年
2

月
か

ら
H
年
7

月
ま
で
、5
5

9

人
の
妊
婦
が
受
検
。
こ

の
う
ち
3
2
7

人
で
芹
膏

な
受
精
卵
が
得
ら
れ
、
2

4
6

人
が
妊
娠
し
た
。
出

産
を
確
認
し
た
の
は
1
1

9

人
で
、
ほ
か
に
的
人
が

調
査
時
点
で
妊
娠
を
継
続

し
て
仰
た
。
妊
婦
の
平
均 年

齢
は
ω
・
4

歳
だ
っ

た
。流

産
はM
人
で
、
妊
娠

し
た
う
ち
の9
・
8
%
。

日
本
産
科
婦
人
科
堂
ム
Eの

デ
1

タ
で
は
、
人
工
授
精

や
体
外
受
精
を
実
施
し
た

平
均
年
齢
羽
歳
の
妊
婦
の

流
産
率
は
約
ω
%
、
同
H
U

歳
で
は
約
ω
%
だ
っ
た
。

大
谷
徹
郎
墜
買
は
「
流

産
が
繰
り
返
す
こ
と
は
肉

体
的
に
も
精
神
的
に
も
大

き
な
負
担
で
、
不
妊
に
悩

む
妊
婦
に
と
っ
て
は
福
音

に
な
る
。
妊
婦
の
利
益
を 何

よ
り
優
先
し
た
い
」
と

話
し
た
。

受
精
卵
の
遺
伝
検
査
に

つ
い
て
、
同
営
ム
ロ
は
、
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の

重
篤
な
遺
伝
子
異
常
と
、

習
慣
流
産
の
原
因
と
な
る

染
色
ほ
異
常
に
限
定
し
て

い
る
が
、
全
て
の
染
角
俸

異
常
を
調
べ
る
受
精
卵
検

査
が
流
産
率
低
下
に
つ
な

が
る
か
ど
う
か
を
検
証
す

る
臨
床
研
究
を
本
年
度
に

も
始
め
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

流
産
の
人
た
ち
。
2
0
0
6
年

ロ
月
以
降
、
同
大
学
な
い
し
セ

ン
ト
マ
ザ
l

産
婦
人
税
医
院

(
北
九
州
市
)
を
受
診
し
た
い

ず
れ
も
鈍
歳
以
下
で
、
着
床
前

診
断
を
望
ん
だ
女
性
幻
人
と
、

自
然
妊
娠
を
試
み
た
臼
人
の
経

過
を
昨
年7
月
ま
で
追
っ
た
。

期
間
中
に
子
ど
も
を
得
ら
れ

た
の
は
、
着
床
前
診
断
を
受
け

た
側
で
お
人
(
W・
6
%
)
、

自
然
妊
娠
を
試
み
た
側
で
鈍
人

(
白
・
4
%
)
。
妊
娠
ま
で
の

期
間
は
ロ
・
4
カ
月
と
日
・
4

カ
月
で
、
い
ず
れ
も
統
計
学
的

に
差
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
出

産
ま
で
に
流
産
を
し
た
回
数

は
、
-
人
平
均
だ
と
着
床
前
診

断
を
受
け
た
側
で
0
・
包
囲

と
、
自
然
妊
娠
の
側
の
0
・
回

固
に
比
べ
て
少
な
か
っ
た
。

受
精
卵
を
選
ん
だ
こ
と
で
流

産
が
減
っ
た
一
方
、
妊
娠
に
つ

な
が
り
や
す
い
受
精
卵
が
も
と

も
と
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
出

産
の
確
率
は
高
ま
ら
な
か
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
チ
ー
ム
の
名
古

屋
市
立
大
の
杉
浦
真
弓
教
授
は

「
流
産
が
減
る
意
味
は
決
し
て

小
さ
く
な
い
が
、
着
床
前
診
断

卵
子
凍
結
推
奨
せ
ず

健
康
な
女
性
学
会
が
文
書

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
(
日
産
は
適
切
な
年
齢
で
行
わ
れ
る

産
婦
)
の
専
門
委
員
会
は
、
将
乙
と
が
望
ま
し
い
。
(
卵
子
凍

来
の
妊
娠
・
出
産
に
備
え
た
健
結
は
)
そ
の
代
替
方
法
と
し
て

康
な
女
性
の
卵
子
の
凍
結
保
存
用
い
る
べ
き
技
術
で
は
な
い
」

に
つ
い
て
、
「
推
奨
し
な
い
」
と
明
記
。
推
奨
し
な
い
理
由
と

と
す
る
文
書
を
ま
と
め
、
会
員
し
て
、
①
健
康
な
女
性
に
卵
巣

に
周
知
し
た
。
病
気
の
た
め
若
出
血
や
感
染
症
な
ど
が
起
き
る

い
年
齢
で
卵
巣
機
能
が
損
な
わ
可
能
性
が
あ
る
②
受
精
卵
や
胎

れ
る
女
性
が
や
む
を
得
ず
実
施
兜
へ
の
影
響
が
不
明
③
将
来
の

す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
日
産
妊
娠
・
出
産
が
保
証
で
き
な
い

婦
が
求
め
る
設
備
、
要
員
を
満
ー
ー
な
ど
を
挙
げ
た
。

た
し
た
登
録
医
療
機
関
に
限
定
卵
子
の
凍
結
保
存
を
巡
っ
て

す
る
。
は
、
日
産
婦
は
昨
年
示
し
た
指

ま
と
め
た
の
は
生
殖
・
内
分
針
で
、
が
ん
な
ど
の
治
療
で
卵

泌
委
員
ム
京4委
員
会
。
基
本
的
巣
機
能
の
低
下
や
喪
失
が
予
想

な
考
え
方
と
い
て
「
妊
娠
・
出
さ
れ
る
場
合
に
限
っ
τ
認
め

を
し
て
も
産
め
る
確
率
が
高
ま

る
と
は
限
ら
ず
、
高
額
の
費
用

も
か
か
る
。
受
け
る
か
は
施
設

の
説
明
を
よ
く
聞
い
て
、
慎
重

に
判
断
し
て
ほ
し
い
」
と
話

す
。
結
果
は
刀
日
付
の
米
税
学

誌
で
報
告
さ
れ
た
。(田
村
建
二
)

朝

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
5

年
6

月
間
同
日
(
木
)

た
。
一
方
、
日
本
生
殖
医
学
会

は
2
0
1
3

年
、
「
ω
歳
以
上

は
推
奨
し
な
い
」
な
ど
の
条
件

付
き
で
容
認
。
一
部
の
医
療
機

関
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
千
葉
県
浦
安
市
と
順

天
堂
大
浦
安
病
院
(
岡
市
)
が

今
年2
月
、
市
在
住
女
性
の
凍

結
卵
子
を
保
萱9
る
パ
ン
ク
構

想
や
市
が
補
助
す
る
方
針
を
発

表
し
た
。

【
阿
部
周
一
、
下
桐
実
雅
子
〕

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
お
日
(
土
)
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感触今も捕廃の遺体

医
学
生
の
苦
悩
消
え
ず

ス
九大生体解剖事件

叩
年
前
と
同
じ
青
空
が
広
が

っ
た5
月
5

日
、
大
分
県
竹
田

市
の
山
中
で
慰
霊
祭
が
聞
か
れ

た
。

米
爆
撃
機B
m
が
墜
落
し

た
地。

「
殉
空
之
碑
」
に
は
死

亡
し
た
米
兵
日
人
の
名
が
刻
ま

れ
て
い
る。

う
ち
8
人
は
遠
い

別
の
場
所
で
命
を
落
と
し
た

。

狂
気
の
メ
ス
に
よ
っ
て
|
。

① 

事
情
を
知
る
人
物
が
慰
霊
祭

の
会
場
に
い
た。

福
岡
市
の
医

師
、
耶
野
利
夫
さ
ん
(
卸
)

。

「
解

剖
実
習
室
で
血
の
付
い
た
床
を

流
し
た
と
き
の
何
と
も一言
え
ん

気
持
ち
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ん

と
で
す
」。

事
件
は1
9
4
5

年
5

月
打
日
に
起
き
た
。

九
州
帝
国
大
医
学
専
門
部

(
福
岡
市
)
に
入
っ
て
聞
も
な

い
こ
ろ
だ
っ
た。

教
授
の
手
伝

い
で
解
剖
学
教
室
に
詰
め
て
い

る
と
、
目
隠
し
を
さ
れ
た
白
人

2

人
が
護
衛
兵
に
抱
え
ら
れ
、

実
習
室
へ
入
っ
て
い
っ
た
。

気
に
な
っ
て
の
ぞ
く
と
、
麻

酔
で
眠
る
一
人
が
解
剖
台
に
横

た
わ
り
、
白
衣
姿
の
約
叩
人
に

固
ま
れ
て
い
た。

陸
軍
将
校
が

説
明
す
る。

「
こ
の
捕
虜
は
無

差
別
爆
撃
を
や
っ
たB
m
の
搭

乗
員
で
あ
る。

傷
は
落
下
傘
で

降
り
て
き
た
と
き
に
村
民
か
ら

猟
銃
で
や
ら
れ
た
も
の
だ
」

メ
ス
で
肩
か
ら
胸
に
か
け
て

切
開
さ
れ
た。

ポ
キ
ポ
キ
と
い

う
音
と
と
も
に
あ
ば
ら
骨
が
切

り
取
ら
れ
て
い
く。
赤
紫
の
臓

器
が
取
り
出
さ
れ
た
。

「
人
聞

は
片
肺
で
も
生
き
ら
れ
る
」
。

執
万
医
の
声
が
聞
こ
え
た

。

中

座
し
て
戻
る
と
息
絶
え
て
い

た
。

も
う
一
人
の
手
術
が
始
ま
り

「
君
、
手
伝
っ
て
く
れ
」
と
透

明
の
液
が
入
っ
た
輸
液
瓶
を
持

た
さ
れ
た。

こ
の
捕
虜
に
は
傷

が
見
当
た
ら
な
い。

そ
れ
で
も

メ
ス
の
動
き
に
た
め
ら
い
は
な

か
っ
た。

胸
の
上
下
動
が
し
ば

ら
く
し
て
止
ま
っ
た。

遺
体
が
並
ぶ
中
、
バ
ケ
ツ
の

水
で
床
の
血
を
洗
い
流
し
た

。

上
級
生
が
「
貴
重
定
か
ら
な
」

と
遺
体
か
ら
標
本
を
採
取
し
始

め
た
。

眼
球
摘
出
の
た
め
、
頭

を
押
さ
え
さ
せ
ら
れ
た。

5

日
後
に
も2
人
の
手
術
に

立
ち
会
っ
た。
最
初
か
ら
治
療

す
る
気
な
ど
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
:
・
。

疑
念
が
確
信
に
変

わ
っ
た
の
は
、
自
分
が
不
在
の

聞
に
も
4
人
の
手
術
が
あ
り
、

全
員
が
火
葬
さ
れ
た
と
知
ら
さ

れ
た
と
き
だ
っ
た。

あ
れ
か
ら
叩
年。

東
野
さ
ん

は
両
手
を
開
い
て
眺
め
、
苦
し

そ
う
に
つ
ぶ
や
い
た。

「
ま
だ
ぬ
く
も
り
の
あ
る
頭

を
押
さ
え
た
と
き
の
、
あ
の
感

触
は
、
今
も
消
え
な
い
」

A

V

A

V

 

戦
争
犯
罪
と
し
て
医
師
ら
M

人
、
軍
人9
人
が
死
刑
(
後
に

減
郡
を
含
む
有
罪
と
な
っ
た

九
大
生
体
解
剖
事
件
。

判
決
後

は
ほ
と
ん
ど
の
関
係
者
が
口
を

つ
ぐ
み
、
タ
ブl
視
さ
れ
て
き

た
。

そ
の
植
を
破
っ
て
語
り
始

め
た
人
た
ち
が
い
る
。

思
い
に

迫
る。

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1

5

年
6

月
幻
自
(日
)

同
劇
山
劃
酎
』
併
問
乱
闘
川
町
州
一
一
ゴ
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① 

墜落の村訪問真相調べ

ス
九大生体解剖事件

九
大
生
体
解
剖
事
件
に
関
わ
っ

た
福
岡
市
の
医
師
、
東
野
利
夫
さ

ん
(
鈎
)
は
、
1
9
4
8

年
の
軍
事

裁
判
で
証
言
台
に
立
っ
た
。

そ
の

中
で
、
手
術
中
に
持
た
さ
れ
た
輸

液
瓶
の
中
身
が
博
多
湾
の
海
水
だ

と
知
る。
本
土
決
戦
で
負
傷
者
が

多
数
出
る
こ
と
を
想
定
し
た
「
代

用
血
液
」
開
発
実
験
だ
っ
た
の
だ

。

自
身
は
罪
を
関
わ
れ
ず
、
印
年

に
産
婦
人
科
医
と
し
て
開
業
し

た
。

命
の
誕
生
に
立
ち
会
う
一
方
、

命
を
寧
フ
行
為
に
加
担
し
た
過
去

に
苦
し
ん
だ。
眠
れ
ず
、
心
療
内

科
に
通
っ
た。

「
命
を
救
う
医
者
が
な
ぜ
、
あ

ん
な
残
酷
な
こ
と
を
し
た
の
か
」

。

答
え
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
苦
悩
か

ら
逃
れ
ら
れ
な
い。
裁
判
資
料
を

読
み
、
刑
期
を
終
え
た
元
教
授
に

話
を
聞
く
な
ど
し
て
真
相
を
調
べ

始
め
た。

百
年
に
は
事
件
の
始
ま
り
を
探

ろ
う
と
、
大
分
県
竹
田
市
と
周
辺

を
訪
ね
歩
い
た
。

B
m
の
墜
落
場

所
に
行
き
着
き
、
土
地
の
所
有
者

で
あ
る
工
藤
文
夫
さ
ん
に
会
う

。

「
本
当
に
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
を

し
た
」
と一言
わ
れ
た
と
き
は
、
自

分
と
同
じ
傷
を
負
っ
て
い
る
と
感

じ
た

。

〈絞
首
刑
横
山
(
元
西
部

軍
司
令
官
)
ら
五
名/九
大
生

髄
解
剖
事
件
判
決〉

1
9
4
8

年
8
月
沼
田
の
西

日
本
新
聞
は
、
-
面
大
見
出
し

で
横
浜
軍
事
裁
判
の
結
果
を
伝

え
た
。

そ
の
「
五
名
」
の
中
に

鳥
巣
太
郎
助
教
授
が
い
た
。

当

時
制
歳同
1
逮
捕
後
に
自
殺
し
た 第

1

外
科
教
授
に
代
わ
り
、
首

謀
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

。

「
私
に
と
っ
て
は
極
悪
人
で

は
な
か
っ
た
」。

今
年
5

月
、

め
い
の
熊
野
以
素
さ
ん
(
円
)
を

大
阪
府
豊
中
市
の
自
宅
に
訪
ね

た
。

壁
に
「
守
ろ
う9
条
」
の

ポ
ス
タ
ー。
棚
に
戦
争
関
連
の

本
が
並
ぶ。

「
人
生
の
局
面
局 面

で
私
の
進
む
方
向
を
示
し
て

く
れ
た
」
と
い
う
伯
父
は
、
め

い
に
伺
を
残
し
た
の
か。

A

V

a

'

 

死
刑
判
決
の2
年
後
、
鳥
巣

助
教
授
は
重
男
働
叩
年
に
減
刑

さ
れ
た。

理
由
は
不
明
だ
が
、

そ
の
前
に
妻
が
再
審
を
請
求
し

て
い
る
円
|

② 

墜
落
場
所
の
周
辺
に
は
、
日
本

軍
機
に
体
当
た
り
を
受
け
、
搭
乗

員
ロ
人
が
落
下
傘
で
降
下
し
た

。

1

人
は
墜
落
死
、
-
人
は
拳
銃
自

殺
、1
人
は
住
民
に
猟
銃
で
射
殺

さ
れ
た。

捕
縛
さ
れ
た9
人
が
福

岡
市
の
西
部
軍
管
区
司
令
部
に
移

さ
れ
、
機
長
を
の
ぞ
く8人
が
生

体
解
剖
の
犠
牲
と
な
っ
た
と
さ
れ

る
。

工
藤
さ
ん
の
三
女
、
田
口
ト
シ

子
さ
ん
(
剖)H
大
分
市
川
は
あ
の

日
を
覚
え
て
い
る

。

当
時
日
歳。

国
民
学
校
の
防
空

壕
で
ド
1

ン
と
い
う
音
を
聞
い

た
。

帰
宅
中
、
右
肩
に
被
弾
し
た

搭
乗
員
が
戸
板
に
寝
か
さ
れ
て
い

る
の
を
見
た。
別
の
1

人
を
、
竹

や
り
を
構
え
た
住
民
が
囲
ん
で
い

た
。

1
0
0

人
以
上
い
て
「
あ
だ

討
ち
じ
ゃ
」
と
殺
気
立
っ
て
い
た

。

後
日
、1
弓
硬
貨
を
拾
っ
た

。

「
後
で
返
し
て
や
ろ
v
?と
取
っ
て

お
い
た
け
ど
、
そ
ん
な
日
は
来
ま

せ
ん
で
し
た
」

戦
後
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
(
G

H
Q
)の
捜
査
の
手
は
山
村
に
ま

で
伸
び
た。
竹
田
市
と
熊
本
県
阿

蘇
郡
で
数
百
人
が
取
り
調
べ
を
受

け
、
射
殺
や
暴
行
、
遺
体
に
石
を
投

げ
た
り
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
な

っ
た。

加
害
の
記
憶
が
の
ど
か
な

山
村
に
影
を
落
と
し
、
九
大
事
件

と
同
様
、
誰
も
語
ら
な
く
な
っ
た

。

そ
こ
に
現
れ
た
の
が
東
野
さ
ん

だ
っ
た

。

工
藤
さ
ん
と
資
金
を
出

し
合
い
、
墜
落
跡
地
に
石
碑
を
建

て
た

。

竹
年
か
ら
慰
霊
祭
を
毎
年

聞
き
、
剖
年
に
工
藤
さ
ん
が
叩
歳

で
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
長
男
の
勝

昭
さ
ん
(
沼
)
が
引
き
継
い
で
き

た
。

切
年
が
た
ち
、
戦
争
の
記
憶
は

遠
の
い
て
い
く
。

「
竹
田
の
皆
さ

ん
が
忘
れ
ず
に
い
て
く
れ
る
。

こ

こ
に
来
る
と
救
わ
れ
ま
す
」
と
東

野
さ
ん。

一
方
で
思
う
。

ひ
と
た
び

戦
争
に
な
れ
ば
人
の
心
を
憎
悪
が

支
配
す
る。
九
大
事
件
の
首
謀
者

と
さ
れ
、
逮
捕
直
後
に
自
殺
し
た

第
1

外
科
教
授
は
医
学
界
の
エ
リ

ー
ト
だ
っ
た。
「
私
だ
っ
た
ら
断
れ

た
か

・・
・。

自
信
は
な
い
」
。

東
野
さ

ん
の
自
聞
は
続
く
。

(
下
崎
千
加
)

西
日

本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
引
日
(
日
)

4
回
の
手
術
の
う
ち2
回
目
境
に
弁
明
を
や
め
た

。

医
学
界

の
直
前
、
教
授
を
止
め
た
が
聞
の
霞
頭
、
林
春
雄
東
京
帝
国
大

き
入
れ
ら
れ
ず
、3
回
目
か
ら
名
誉
薮
授
が
証
言
台
で
「
私
な

欠
席
し
た。
そ
の
主
張
も
、
別
ら
参
加
し
な
い

。

医
学
は
治
す

人
の
被
告
全
員
の
罪
を
相
対
的
も
の
で
殺
す
こ
と
で
は
な
い
」

に
軽
く
し
よ
う
と
い
う
弁
護
方
と
断
じ
た
の
だ

。

当
日
の
獄
中

針
か
ら
許
さ
れ
ず
、
刑
が
重
く
日
誌
に
は
「
一

一
吉田一
言
が
私
の

な
っ
た
ー
と
妻
は
替
え
た
。

肺
蹄
を
突
い
た

。

哲
学
の
喪
失

な
た
同!
本
人
は
岨
年5
月
を
〔
次
ベ

l

ジ
に
つ
づ
く
〕

77 
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〔
前
ベl
ジ
よ
り
つ
づ
く
〕

し
た
非
人
間
の
姿
を
わ
が
身
に

見
る
思
い
切
な
り
」
と
あ
る

。

結
審
閉
証
の
被
告
人
質
問
で
も

「
焼
き
殺
さ
れ
て
も
抗
議
す
べ

き
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

-
a
'
 

幼
い
頃
を
都
内
で
週
こ
し
た

熊
野
さ
ん
に
と
っ
て
は
「
牢
屋

か
ら
遊
び
に
来
る
伯
父
さ
ん
」

だ
っ
た。

満
期
が
近
づ
き
、
拘

置
所
か
ら
外
出
を
許
さ
れ
て
い

た
。

出
所
後
は
福
岡
市
で
医
院 を

聞
き
、
体
が
弱
か
っ
た
め
い

を
度
々
療
養
さ
せ
た
。

交
流
は
、
伯
父
が
凶
年
に
邸

歳
で
亡
く
な
る
ま
で
続
い
た

。

事
件
そ
の
も
の
が
話
題
に
上
る 野

さ
ん
に
「
憲
法
を
つ
く
っ
た

日
の
気
持
ち
に
立
ち
返
っ
て
考

え
な
さ
い
」
と
説
い
た
。

板
付

基
瑠
(
現
福
岡
空
港
)
を
飛
び

立
つ
米
軍
機
を
見
て
「
軍
人
は ち

が
決
ま
る
」
と
諭
さ
れ
た

。

a
v
a
'
 

今
春
、
熊
野
さ
ん
は
伯
父
の

視
点
で
事
件
を
描
い
た
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
を
出
版
し
た
。

背
中

あ
ら
が
う
意
志

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
振
り
返

る
と
、
折
に
触
れ
て
出
る
言
葉

に
事
件
の
影
が
潜
ん
で
い
た
。

改
憲
論
議
が
起
き
た
印
年

代
、
法
学
部
の
学
生
だ
っ
た
熊

証
を
取
ら
ん
も
の
だ
」
。

結

婚
を
相
談
し
た
と
き
は
「
信
じ

て
い
た
価
値
観
が
ひ
っ
く
り
返

る
瞬
間
が
あ
る。

名
誉
も
地
位

も
な
く
し
た
と
き
、
人
の
値
打

い
た
大
学
側
の
対
応
な
ど
を
ま

と
め
た
パ
ネ
ル
|
の2
点
で
、

一
部
の
卒
業
生
か
ら
「
こ
れ
で

は
何
も
学
べ
な
い
」
と
厳
し
い

批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。

住
本
英
樹
学
部
長
(
町
)
も

「
十
分
と
は
思
っ
て
い
な
い
」
と

認
め
る。

そ
の
一
方
で
「
こ
れ
が

最
大
公
約
数
だ
っ
た
」
と
も
|

。

「2
点
」
で
十
分
か
、
不
十

・
・

分
か。
九
州
大
医
学
部
(
福
岡
「
歴
史
と
い
う
名
が
付
く
以

市
)
は
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
上
、
後
の
世
に
学
ん
で
も
ら
う

な
お
、
揺
れ
て
い
る0

4
月
4
日
、
創
設1
1
2

年

に
な
る
学
部
の
歩
み
を
紹
介
し

た
医
学
歴
史
館
の
オ
ー
プ
ン
と

③ 

横
浜
軍
裁
判
の
映
像
が
流

れ
、
伯
父
と
説
会
u
す
る

。

や
せ
細
り
、
凍
り
付
い
た
表
情

を
見
て
「
あ
の
時
代
で
も
、
自

分
た
ち
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ

伯
父
に
学
ぶ

を
押
し
た
の
は
伯
父
だ
っ
た

。

高
校
で
社
会
科
教
諭
を
3
年

務
め
た
後
、
市
民
活
動
を
始
め

た
。

2
0
0
8

年
に
参
加
し
た

「9
条
世
界
会
議
・
関
西
」
で

月
ま
で
に4
点
を
選
ん
だ。

逮
l

マ
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
に

捕
後
に
自
殺
し
た
教
授
の
遺
書
巻
き
込
ま
れ
や
す
い

。

の
写
し
も
含
ま
れ
て
い
た
。

資
京
都
大
で
は
、
昨
年
2

月
に

料
の
横
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も
医
学
部
資
料
館
が
完
成
し
て
す

設
置
し
、
犠
牲
に
な
っ
た
米
兵
ぐ
、
7
3
1

部
隊
に
関
す
る
展

の
名
前
や
写
真
、
裁
判
記
録
を
示
が
撤
去
さ
れ
た

。

卒
業
生
が

紹
介
す
る
手
は
ず
だ
っ
た
。

多
く
蓄
し
、
中
国
東
北
部
で

2

月
に
入
っ
て
風
向
き
が
変
捕
虜
の
人
体
実
験
を
し
た
部
隊

わ
っ
た。

こ
の
事
件
の
展
示
内
と
さ
れ
る。

撤
去
理
由
が
明
確

容
に
限
り
、
教
授
会
が一
言
一
に
は
一
否
。
れ
ず
「
外
部
か
ら
の

句
ま
で
相
談
し
て
決
め
る
こ
と
圧
力
が
あ
っ
た
の
で
は

」
と
臆

に
し
た
の
だ。
1

月
に
交
代
し
測
を
呼
ん
だ

。

タ
ブ
!
と
向
き
合
う
決
意

ば
止
め
ら
れ
た
。

お
ま
え
が
そ

れ
を
伝
え
る
ん
だ
」
と言わ
れ

た
気
が
し
た。
遺
言
に
思
え
た。

伯
父
を
通
じ
て
学
ん
だ
「
あ

ら
が
う
強
い
警
」
こ
そ
、
日

め
て
か
ら
「
日
中
、
日
韓
関
係

が
悪
化
し
て
い
る
中
で
攻
撃

材
料
を
与
え
る
だ
け
だ
」
と

い
う
匿
名
電
話
が2
度
か
か
っ

た
。

一方
、
住
本
学
部
長
は
開
館

直
前
の
記
者
会
見
で
、
2

点
に

と
ど
ま
っ
た
理
由
を
「
1

次
資

料
が
少
な
か
っ
た
か
ら
」
と
説

明
し
た。

宮
藤
、
当
時
の
カ
ル

テ
や
捕
虜
リ
ス
ト
は
、
発
覚
を

恐
れ
た
軍
や
九
大
が
廃
棄
し
た

と
み
ら
れ
、
一
切
残
っ
て
い
な

い
。

本
人
や
家
族
ら
の
手
記
に

も
内
容
に
食
い
違
い
が
あ
る

。

住
本
学
部
長
は
「
関
連
資
料
か 本

が
迎
え
て
い
る
今
の
局
面
に

必
要
な
こ
と
だ
と
、
熊
野
さ
ん

は
確
信
す
る。

(
下
崎
千
加
)

西
日
本

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
忽
日

(
月
)

る
力
が
わ
れ
わ
れ
に
な
か
っ

た
」
と
叩
年
前
の
戦
争
犯
罪
に

向
き
合
う
難
し
さ
を
吐
露
し

た
。

開
館
後
は
約
千
人
が
訪
れ
、

学
生
や
市
民
の
姿
も
目
立
つ

。

医
学
部
に
入
っ
た
ば
か
り
の
1

年
生
は
全
員
見
学
さ
せ
、
事
件

に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

た
か

が
2

点
、
さ
れ
ど2
点
。

住
本

学
部
長
は
「
こ
こ
か
ら
は
決
し

て
後
退
し
な
い
と
い
う
大
学
と

し
て
の
決
意
表
明
だ
。

こ
れ
を

ス
タ
ー
ト
と
し
た
い
」
と
誓
う

。

(
下
崎
千
加
)
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同
時
に
、
生
体
解
剖
事
件
の
展

示
を
始
め
た。
医
学
史
上
の
タ

ブ
!
と
さ
れ
、
大
学
と
し
て
公

に
語
っ
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
に

話
題
を
呼
ん
だ。

展
示
資
料
は
①
事
件
に
関
す

る
記
述
が
あ
る
「
大
学
五
十
年

史
」
の
見
聞
き
②
教
員
と
学
生

で
「
反
省
と
決
意
の
会
」
を
開

遠
藤
周
作
の
代
表
作
に
「
海

と
毒
薬
」
が
あ
る

。

九
州
帝
国

大
の
生
体
解
剖
事
件
を
題
材
と

し
た
小
説
で
、1
9
5
8

年
に

出
版
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
り
、
映
画
化
も
さ
れ
た

。

「
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
は

?
」
。

大
阪
市
立
大
の
土
屋
貴

志
准
教
授
(
臼
)
は
5

月
末
の
講

義
で
、
医
学
部
の1
年
生
約1

0
0

人
に
質
問
し
た。

手
を
挙

げ
た
の
は5
人
だ
け
記
タ
た。

た
め
に
も
触
れ
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
」。

歴
史
館
の
建
設

が
進
ん
で
い
た
昨
夏
、
前
学
部

長
の
下
、
事
件
を
取
り
上
げ
る

決
断
が
下
さ
れ
た

。

そ
の
後
、
展
示
担
当
の
卒
業

生
が
、
解
剖
現
場
に
立
ち
会
っ

た
薦
野
利
夫
医
師
(
鈎
)
日
福
岡

市
川
と
面
談
を
重
ね
、
今
年
1

④ 

土
屡
准
教
授
は
倫
理
学
者
で

文
学
部
に
籍
を
置
く
。

2
0
0

4
年
に
医
療
倫
理
学
の
講
義
が

新
設
さ
れ
、
週1
回
、
医
学
部

の
教
壇
に
立
っ
て
き
た

。

毎
年
、

医
師
に
よ
る
戦
争
犯
罪
を
必
ず

取
り
上
げ
て
い
る
。

京
都
大
の

卒
業
生
が
多
く
参
加
し
、
中
国

東
北
部
で
捕
虜
に
細
菌
実
験
を た

学
部
長
自
ら
が
陣
頭
指
揮
を

執
る
異
例
の
態
勢
。

教
授
の
一

人
は
「
戦
後
叩
年
で
マ
ス
コ
ミ

の
取
材
依
頼
が
相
次
い
だ
。

予

想
以
上
の
反
応
が
あ
り
、
慎
重

に
な
っ
た
」
と
打
ち
明
け
る

。

-a' 

日
本
の
加
害
、
戦
勝
国
に
よ

る
軍
事
裁
判
:
・

。

こ
う
し
た
テ

二
度
と
戦
犯
に
な
る
よ
う
な
医

師
が
出
な
い
こ
と
を
願
っ
て
。

A
'
a
'
 

だ
が
、
第2
次
世
界
大
戦
中

の
医
学
犯
罪
を
学
ぶ
医
学
部
は

少
な
い。

京
大
出
身
の
吉
中
丈

志
医
師
(
臼
)
日
京
都
市
川
に
よ

る
侃
年
の
調
査
で
は
、
回
答
し

た
必
大
学
の
約2
割
。

そ
れ
も
、

「
医
の
倫
理
」

九
大
医
学
部
に
も
展
示
を
始
ら
何
を
選
ぶ
の
か
、
判
断
す

そ
こ
に
は
米
国
の
占
領
下
で

省
み
る
機
会
を
失
っ
た
側
面
も

あ
る

。

7
3
1

部
隊
は
冷
戦
を

前
に
細
菌
兵
器
の
開
発
を
急
ぐ

米
国
に
デl
タ
を
渡
し
、
引
き

換
え
に
全
員
が
免
責
さ
れ
た

。

九
大
事
件
に
し
て
も
、
軍
事
裁

判
で
死
刑
判
決
を
受
げ
た
5

人

全
員
が
減
刑
さ
れ
、
責
任
の
所

問
う
覚
悟
は

医学歴史館で生体解自民事

件の展示コーナーを取材
する報道関係者=4月、
福岡市東区の九州大

人
権
保
護
を
徹
底
し
て
き
た

。

一
方
、
戦
後
初
年
の
日
本

。

京
大
は2
年
前
か
ら
、
実
践
重

視
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
再
編
を
理

由
に
「
戦
争
と
医
学
」
の
聾
曹

を
廃
し
た。

九
大
も
講
義
で
は

九
大
事
件
に
触
れ
て
い
な
い

。

大
阪
市
立
大
で
も
、
普
段
は

欠
席
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
医

療
倫
理
学
の
講
義
で
、
戦
争
犯

罪
に
触
れ
た
こ
の
日
は
空
席
も

あ
っ
た。

「
道
を
踏
み
外
し
て

い
な
い
か
、
繰
り
返
し
自
分
に

間
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
が
:
」。
土
屋
准
教
授
は

漠
然
と
危
機
感
を
覚
え
る

。

-A' 

今
、
九
大
事
件
に
立
ち
会
っ

た
唯
一
の
生
存
者
で
あ
る
東
野

利
夫
医
師
(
鈎
)
は
福
岡
市
で
営

む
医
院
で
、
米
固
ま
で
足
を
遼

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月

M
日
(
水
)

し
た
日
本
軍
の7
3
1

部
隊
な

ど
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
。

こ
の
日
は
最
後
に
、
医
師
の

卵
た
ち
に
こ
，
つ
語
り
掛
け
た

。

「
医
療
の
目
的
は
人
を
治
し
、

癒
や
す
こ
と。

一
方
で
人
を
傷

つ
け
て
発
展
し
て
き
た
過
程
も

あ
る

。

医
療
と
は
そ
う
い
う
も

の
だ
と
分
か
っ
て
ほ
し
い
」
。

扱
つ
題
材
は
ナ
チ
ス
の
人
体
実

験
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

な
ぜ
かl
。

宮
藤
に7
3
1

部
隊
の
跡
地
を
訪
ね
る
な
ど
し

て
「
戦
争
と
医
の
倫
理
」
を
検

証
し
て
き
た
吉
中
医
師
は
「
戦

争
に
加
担
し
た
事
実
を
、
日
本

の
医
学
界
が
総
括
し
て
こ
な
か

っ
た
た
め
だ
」
と
指
摘
す
る

。

在
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
た

。

吉
中
医
師
は
ド
イ
ツ
で
も
同

様
の
調
査
を
試
み
て
い
る

。

回

答
し
た
ロ
大
学
の
う
ち
、
戦
争

犯
罪
を
講
義
で
取
り
上
げ
て
い

た
の
は
日
大
学。
医
学
界
と
し

て
も
、
1
9
4
8

年
に
「
ニ
ユ

ル
ン
ベ
ル
ク
綱
領
」
を
定
め
、

医
学
研
究
に
お
け
る
被
験
者
の

ん
で
集
め
た
事
件
資
料
を
公
開

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る

。

相
次
ぐ
薬
害
、
後
を
絶
た
な

い
医
療
ミ
ス。

「
人
類
に
貢
献

し
た
い
」
と
い
う
使
命
感
は
時

に
毒
薬
と
な
り
、
平
時
で
す
ら

倫
理
観
を
ま
ひ
さ
せ
る

。

ま
し

て
今
後
、
戦
時
に
で
も
な
っ
た

ら
:
・。

「
だ
か
ら
こ
そ
今
、
生

体
解
剖
事
件
か
ら
学
ん
で
ほ
し

い
。

こ
れ
を
や
ら
な
い
と
、
私

は
死
ね
な
い
」。

老
医
師
は
静

か
に
語
っ
た。

(
下
崎
千
加
)
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日
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新
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朝
刊
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退院支える経験者の病

「
ピ
ア
サ
ボl
タ
l

」

兵
庫
・
淡
路
島
の
取
り
組
み

日
本
で
は
、
精
神
割
病
院
に
担
万
人
を
超
す
人
が
入
院
し
て
い
ま

す
。

3

人
に
l

人
は5
年
以
上
の
長
期
入
院
で
す
。

こ
う
し
た
患
者
の

退
院
と
退
院
後
の
生
活
を
後
抑
し
す
る
た
め
、
自
分
も
心
の
病
と
闘
っ

た
経
験
の
あ
る
当
事
者
が
支
援
者
と
な
る
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う

取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

彼
ら
は
ピ
ア
サ
ボl
タ
!
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

全
国
に
先
駆
げ
て
取
り
組
む
兵
庫
県
淡
路
島
を
訪
ね
ま
し
た

。

不
安
に
耳
傾
け
る

・
地
域
情
報
提
供

訪
問
続
け
て

兵
庫
県
糊
本
市
に
あ
る
アパー

ト
の
一
室
を
、3
人
の
男
性
が
訪

ね
た
。

淡
路
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ピ
ア
サ
ポl
タ
1
2

人

と
精
神
保
健
福
祉
士
だ
。

住
人
の
男
性(印
)は
、
統
合
失

調
症
と
診
断
さ
れ、
四
年
近
く
精

神
耕
病
院
に
入
院
し
て
い
た
。

入

院
中
か
ら
ピ
ア
サ
ボl
タ
l

が
相

談
に
乗
り、

一
緒
に
アパ
ー
ト
を

探
す
な
ど
し
て
、4
年
前
に
退
院

で
き
た
。

い
ま
も
2

週
間
に
1

孤
立
防
ぐ

回
、

ピ
ア
サ
ポ
l

タ
ー
ら
が
見
守

り
訪
問
を
続
け
て
い
る

。

3

月
初
旬
、
こ
た
つ
で
男
性
と

向
き
合
っ
た
ピ
ア
サ
ボl
タ
l

の

柳
尚
孝
さ
ん
(
訂
)
が
、
足
の
具
合

が
よ
く
な
い
と
い
う
男
性
に
話
し

か
げ
た
。

「
最
近
自
転
車
乗
っ
て

る
み
た
い
だ
け
ど
、
足
は
大
丈
夫

で
す
か
」
。

男
性
が
「
こ
げ
る

よ
」
と
答
え
る。

体
調
や
困
り
ご

と
な
ど
、
や
り
と
り
は1
時
間
近

く
続
い
た。

「
病
気
し
た
か
ら
こ
そ
の
仕
事
」

5

年
前
に
ピ
ア
サ
ボl
タ
ー
に

な
っ
た
柳
さ
ん
は
、
大
学
院
を
出

て
メ
ー
カ
ー
の
研
兜
職
と
し
て
働 を

し
た
か
ら
こ
そ
で
き
る
仕
事

だ
。

利
用
者
が
元
気
に
な
る
姿
を

み
る
と、
私
も
元
気
に
な
る
」
と

同じ症状や悩みをもち、同じような立場に
ある仲間=英語で fpeerJ (ピア ) =が、体
験を語り合い、回復を目指す取り組み。 アル
コールや薬物中毒の自助グループ、がんなど
の患者やその家族、教育現場など、さまざま
な分野に広がっている。
精神保健福祉の分野では、 2000年代、米国
で精神障害者が精神保健システムの中のチー
ムの一員として働くようになった。 現在では
多くの州で認定制度がある。
日本のピアサボーターについては、まだ制

度はできていない。 ただし14年の精神保健福
祉法改正に伴う厚生労働省の指針で、 「ピア
サポートを促進する」などと明記された。 入
院体験を話し合うなどのピアサポートは各地
で試みられている。 淡路障害者生活支援セン
ターのピアサボ}ターによる退院支援 ・ 地域
定着の取り組みは、具体的な成果がでている
実践として全国でも注目されているという。

ピアサポート• 支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
新
淡
路
病

院
(
制
本
市
上
加
茂
)
が
運
営
す

る
。

米
固
な
ど
の
先
例
を
モ
デ
ル

に
、
2
0
1
0

年
春
か
ら
ピ
ア
サ

ボ
l

タ
ー
を
導
入
し
た

。

目
的

は
、
退
院
前
か
ら
患
者
を
支
援

し
、
退
院
後
の
地
域
生
活
で
も
孤

立
さ
せ
ず
に
継
続
的
に
支
え
る
こ

と
だ
。

た
。

「
死
に
た
い
、
消
え
て
な
く

な
っ
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
気
持

ち
ゃ
社
会
に
と
っ
て
意
味
を
持

ち
得
な
か
っ
た
自
分
の
経
験
が
、

利
用
者
の
役
に
立
つ
経
験
に
変

わ
っ
た
。

そ
れ
が
何
よ
り
も
う
れ

ピ
ア
サ
ポl
タ
l

は
現
在
、m

s

印
代
の
男
性7
人
・
女
性1
人

の
計8
人
。

会
員
が
統
合
失
調
症

で
入
院
し
た
経
験
が
あ
り
、
通

院
、
服
薬
を
親
切
て
い
る
。

研
修

を
受
け
、
主
治
医
の
了
解
を
得
て

セ
ン
タ
ー
が
面
接
、

ピ
ア
サ
ボl

タ
ー
と
し
て
採
用
す
る
。

時
給8

0
0

円
で
月
に2
万
5
6

万
円
程

き
っ
か
甘
に
も
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

支
援
セ
ン
タ
ー
の
木
下
豪
所

長
(
臼
)
は
「
退
院
支
援
だ
け
で
な

く
、
彼
ら
の
雇
用
の
揚
を
増
や
し

て
い
き
た
い。
ピ
ア
サ
ボ
l

タ
l

の
力
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

度
の
収
入
と
な
る。
ほ
か
の
住
事

と
掛
目
持
ち
し
た
り
、
障
害
年
金

や
生
活
保
護
を
利
用
し
た
り
し
な

が
ら
サ
ボl
タ
ー
を
腕
け
て
い
る

人
が
多
い。

ピ
ア
サ
ポl
タ
l

は
2

人
1

組

で
、
精
神
保
健
福
祉
士
と
と
も
に

入
院
患
者
を
訪
問
し
、
退
院
に
向

甘
た
支
援
を
す
る
。
退
院
後
の
訪

問
も
す
る。
薬
の
副
作
用
や
退
院

へ
の
不
安
を
実
際
に
体
験
し
た
ピ

ア
サ
ボ
l

タ
l

と
接
す
る
こ
と

で
、
患
者
は
医
師
ら
に
は
な
か
な

か
言
え
な
い
歪
墨
語
り
や
す
く

な
る
。
町
の
話
題
や
地
域
で
受
け

ら
れ
る
支
援
な
ど
、
体
験
者
な
ら

で
は
の
情
報
も
患
者
に
は
役
立

つ
。

不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
退

院
に
対
し
て
、
前
向
き
に
な
れ
た

と
い
う
患
者
が
多
い

。

約
H
万
人
が
暮
ら
す
島
内
に
は

約
3
7
0

床
の
精
神
耕
病
床
が
あ

る
。

制
川
本
健
康
福
祉
事
務
所
、
病

院
、
セ
ン
タ
ー
が
会
識
を
重
ね
、

入
院
期
間
や
病
状
な
ど
を
ふ
ま
え

て
支
援
対
象
者
を
選
ぶ
。

こ
れ
ま

で
訂
人
を
支
援、
う
ち
訂
人
が
退

院
し
た
。

「
外
部
の
人
聞
が
入
院
患
者
を
訪

ね
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
医
療

関
係
者
も
少
な
く
な
い
。

医
療
側

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
欠
か
せ

な
い
」
(嗣
集
・

大
久
保
真
紀)
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4心
い
て
い
た
お
歳
の
と
き
に
発
症
。

入
院
は
数
週
間
か
ら
3

カ
月
、
計

5

回
経
験
し
た
。
「
精
神
疾
患
は

マ
イ
ナ
ス
の
経
験
と
と
ら
え
ら
れ

が
ち
。
だ
が
、
そ
の
経
験
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
病
気 語

る
。
い
ま
は
家
庭
教
師
の
仕
事

を
し
な
が
ら
ピ
ア
サ
ボl
タ
ー
と

し
て
働
く
。

藤
江
隆
人
さ
ん
(
川
崎
)
は
日
歳
の

こ
ろ
に
発
症
。
入
院
や
引
き
こ

も
り
な
ど
苦
し
い
日
々
を
送
つ

し
い
」一

緒
に
活
動
す
る
精
神
保
健
福

祉
士
や
保
健
師
に
よ
る
と
、
患
者

だ
げ
で
な
く
、
患
者
の
家
族
に
と

っ
て
も
ピ
ア
サ
ボl
タ
l

が
回
復

の
モ
デ
ル
と
な
り
、
希
望
を
持
つ に

、
(
公
的
補
助
な
ど
の
)
尉
政

的
な
裏
付
け
も
必
要
だ
」
と
話

す
。
患
者
で
も
あ
る
ピ
ア
サ
ボ
l

タ
ー
を
支
援
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
守

る
態
勢
な
ど
、
取
り
組
み
の
普
及

に
は
克
服
す
べ
き
課
題
も
あ
る
。

/噌民
間
病
院
勤
務
の
救
急
医
か
ら
話
を

聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。

「
救
急
医
療
は

大
変
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ
る
が
、
確
か

に
大
変
」
「
と
い
う
の
は
、
う
ち
に
来

院
す
る
救
急
車
の
数
は
年
間
数
千
件

と
多
い
か
ら
」
「
た
だ
重
重
患
者
は
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
交
通
事

故
。

車
の
性
能
が
よ
く
な
り
、
ど
ん
な

に
横
転
し
て
も
乗
っ
て
い
る
人
は
無

傷
だ
」
:。

救
急
医
療
の
最
前
線
の
様

子
が
う
か
が
え
、
興
味
深
く
耳
を
傾
け

て
い
る
と
、
救
急
医
は
自
身
の
現
場
に

お
け
る
今
の
問
題
点
と
し
て
「
過
量
服

薬
で
搬
送
さ
れ
る
患
者
」
を
挙
げ
、

「
年
間1
0
0

人
程
度
で
全
体
に
占

め
る
割
合
は
小
さ
い
が
、
こ
の
人
た
ち精神科医ヘ救急医の要望

へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
」
と
続
け

た
。

救
急
医
に
よ
る
と
、
過
量
服
薬
患
者

の
大
半
は
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
処
方

さ
れ
た
睡
眠
薬
な
ど
向
精
神
薬
を
一
度

に
大
量
に
飲
ん
で
体
調
不
良
に
な
り
、

救
急
車
で
運
ば
れ
て
く
る

。

そ
れ
で
も

身
体
的
な
重
症
度
が
高
く
て
特
段
の
治

療
が
必
要
と
い
う
例
は
あ
ま
り
な
く
、

だ
い
た
い
は
す
ぐ
に
自
宅
に
帰
せ
る
と

い
う
。

た
だ
し
「
自
宅
に
戻
し
て
万
が

一
、
自
殺
な
ん
か
さ
れ
て
し
ま
っ
と
、

こ
ち
ら
救
急
医
の
責
任
が
問
わ
れ
る
」

た
め
、
患
者
の
か
か
り
つ
け
で
あ
る
精

神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
に
つ
な
ぎ
、

そ
の
後
の
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
と

い
う
。

と
こ
ろ
が
夜
間
な
ど
開
院
時
間

外
は
対
応
し
て
く
れ
な
い
た
め
、
患
者

を
そ
の
ま
ま
救
急
医
の
病
院
に
入
院
さ

せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
相
次
山
で い

る
と
い
う。

救
急
医
は
「
せ
め
て
精
神
科
医
に
は

翌
日
に
は
診
て
ほ
し
い
が
、
予
約
が
い

っ
ぱ
い
と一言
わ
れ
、3
日
後
に
診
ま
す

な
ん
て
一
冨わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の

問
、
患
者
の
入
院
は
続
き
、
貴
重
な
救

急
医
療
の
ベ
ッ
ド
が
ふ
さ
が
り
続
け

る
。

医
療
費
と
医
療
資
源
の
無
駄
だ
」

と
憤
る。

さ
ら
に
「
よ
う
や
く3
日
後

に
診
た
と
思
っ
た
ら
、2週
間
分
の
向

精
神
薬
を
処
方
し
た
り
す
る
。

そ
ん
な

こ
と
を
す
る
か
ら
患
者
が
再
び
過
量
服

薬
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」

と
う
ん
ざ
り
気
味
に
語
っ
た

。

精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
た
い
て
い
が

精
神
科
医1
人
で
切
り
盛
り
し
て
い

る
た
め
、
M
時
間
対
応
は
総
じ
て
難
し

い
の
だ
ろ
う。

救
急
医
も
そ
う
し
た
現

状
は
理
解
し
て
い
る
と
し
た
上
で
「
そ

れ
で
も
自
分
の
患
者
が
、
自
分
が
処
方

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
四
日
(
金
)

し
た
薬
で
悪
く
な
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
速
や
か
に
診
る
べ
き
だ
」
と
訴
え

る
。

こ
れ
に
対
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

業
す
る
精
神
科
医
の
一
人
は
「
過
量
服

薬
防
止
で
薬
は
慎
重
に
出
し
て
い
る

。

そ
れ
で
も
万
が一
、
過
量
服
薬
で
救
急

搬
送
さ
れ
た
患
者
が
出
た
ら
少
な
く

と
も
次
の
朝
に
は
診
る
」
と
話
す
が
、

他
の
精
神
科
医
の
皆
さ
ん
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

ぜ
ひ
と
も
意
見
を
寄
せ
て
く

だ
さ
い

。

(
西
山
忠
宏
)

西
日
本
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
ロ
日
(
金
)
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車に搭緊急手術室

で
試
作
し
て
自
定
式
に
転
換
。

八
戸
工
大
と
八
戸
市
立
市
民
病
院
は
、
移
動
型
緊
急
手
術
宰
穣
能
や
医
療
機
器
を
搭
載
し
た

2

議
自
で
完
成
に
こ
キ
活
け

「
ド
ク
タ
ー
ヵl
V
3
」
を
共
同
で
開
発
し
、
市
に
贈
呈
し
た

。

屡
外
で
の
手
術
を
可
能
に
し
た
。
応
急
処
置
に
と
ど
ま
る
通

た
全
国
初
の
取
り
組
み
で
、
遠
隔
地
や
災
害
現
場
で
活
用
す
る

。

運
用
開
始
は
叩
月
の
予
定
。

常
の
ド
ク
タ
ー
ヵ
!
と
異
な
る

運
用
は
市
民
病
院
か
ら
日J

た
め
、
市
民
病
院
内
の
倫
理
委

以
上
離
れ
た
場
所
で
、
ド
ク
タ
員
会
の
承
認
も
得
た

。

ー
ヘ
リ
が
山
出
動
で
き
な
い
夜
間
同
大
で
お
日
に
あ
っ
た
車
両

な
ど
を
想
定。
医
師
ら5
人
が
贈
呈
式
で
、
今
副
院
長
は
「
ド

乗
り
込
み
、
遠
隔
地
で
救
急
車
ク
タ
1

ヘ
リ
、
ド
ク
タ
ー
ヵl

の
倣
送
患
者
を
ス
ト
レ
ッ
チ
に
次
ぐ
3

番
目
の
存
在。
(病

ャ
ー
ご
と
手
術
室
に
収
容
す
院
数
が
多
い
)
大
都
会
と
違
い
、

る
。

下
北
な
ど
で
は
搬
議
中
に
命
を

車
両
に
は
人
工
心
肺
補
助
装
落
と
す
人
も
い
る

。

遠
隔
地
の

置
や
人
工
呼
吸
器
、
仕
葎
モ
ニ
患
者
を
守
る
」
と
意
気
込
み
を

タ
l

を
積
む。
災
害
時
、
が
れ
語
っ
た。

き
に
長
時
間
挟
ま
れ
た
傷
病
者
浅
川
助
教
は
「
救
急
車
で
の

が
圧
迫
か
ら
察
さ
れ
た
と
き
撃
が
難
し
い
災
害
現
場
に
買

に
起
こ
る
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
献
し
た
く
て
開
発
を
始
め
た

。

を
想
定
し
、
人
工
透
析
器
も
準
さ
ら
に
汎
用
(
は
ん
よ
う
)
性

備
す
る。

を
高
め
た
次
世
代
型
の
研
究
を

開
発
は
東
日
本
大
震
災
が
き
進
め
る
」
と
詰
し
た

。

っ
か
け
だ
っ
た。
同
大
工
学
部

の
浅
川
拓
亮
助
教(必
)
が2
0

1
1

年
9

月
、
医
療
分
野
で
の

復
興
支
援
と
し
て
開
発
を
始

め
、
市
民
病
院
の
今
明
秀
副
院

長
(
日)が
協
力
し
た。

当
初
は
小
型
ト
レ
ー
ラ
ー
の

採
用
を
考
え
た
が
、2
号
機
ま

え貴重ミ
普賢明震
う霊長量災
霊場持さ
れ鮮が
語字~8 tt 

iii指
標易手詰番

遠隔地・災害現場で活用語「

河
北
新
報
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
幻
自
(
土
)
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医
師
が
搭
乗
し
て
傷
病
者
の
診
療
と
搬
送
を
素
早
く
行
う
ド
ク

タ
ー
へ
リ
に
つ
い
て
、
県
内
で
は
救
急
医
が
確
保
で
妻
、
導
入

の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い

。

県
は
金
大
に
医
師
の
派
遣
を
依
頼
し

て
い
る
が
、「
救
急
医
は
激
務
で
志
望
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い

」

(県
の
担
当
者)
た
め
、
前
向
当
」
な
返
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
と

い
う
。

医
療
関
係
者
か
ら
は「今
の
状
視
で
ド
ク
タ
ー
へ
リ
に
救

急
医
を
配
置
す
れ
ば
、
地
上
の
救
急
医
が
減
っ
て
診
療
が
手
薄
に

な
り、

元
も
子
も
な
い
」
と
の
声
も
漏
れ
る

。

「
激
務
、
志
願
者
い
な
い
」

ド
ク
タ
ー
へ
リ
は
、
医
師
や
看
急
医
の
育
成
を
急
い
で
い
る
が
、

謹
師
ら
を
乗
せ
て
患
者
の
元
ま
で
派
遣
で
芝
ほ
ど
の
人
員
は
い
な

飛
行
し
、
機
内
に
収
容
し
て
拠
点
い
の
が
実
態
と
い
う

。

病
院
に
戻
る。
救
急
車
と
比
べ
て
能
登
は
医
療
機
関
が
多
い
金
沢

移
動
時
聞
が
短
縮
で
き
、
機
内
で
ま
で
の
搬
送
時
聞
が
加
賀
よ
り
も

医
師
が
手
当
を
す
る
こ
と
で
救
命
長
く
、
重
体
患
者
の
場
合
、
搬
送

率
向
上
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
る

。

中
に
容
体
の
悪
化
を
招
く
可
能
性

県
に
よ
る
と
、
ド
ク
タ
ー
へ
り
が
あ
る
。

能
登
を
重
視
す
る
場
合
、

の
拠
点
病
院
を
県
立
中
央
病
院
と
ド
ク
タ
ー
へ
リ
の
拠
点
病
院
を
公

仮
定
す
る
と
、
通
常
5

人
の
救
急
立
能
登
総
合
病
院
(
七
尾
市
)
と

医
を2
人
増
や
す
こ
と
が
必
要
に
す
る
こ
と
も
選
択
肢
に
入
る

。

同

な
る。

県
は
金
大
に
救
急
医
2

人
病
院
に
は
現
在
、
専
門
の
救
急
医

の
派
遣
を
要
謂
し
、
金
大
側
は
救
が
い
な
い
た
め

、

3
λ以
上
の
新

「地上が手薄だと元も子もない」

医
師
を
乗
せ
て
奥
能
登
の
患
者
を
搬
送

し
た
消
防
防
災
ヘ
リ

H
2
0
1
3

年
ロ
月
、
実
関

規
配
置
が
必
要
と
さ
れ
、
県
立
中

央
病
院
よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
る。自

民
党
県
連
と
県
は
昨
年1

月
、
ド
ク
タ
ー
へ
リ
導
入
を
中
心

テ
l

マ
と
す
る
研
究
会
を
発
足
さ

せ
た。
昨
年
6

月
の
第2
回
会
合

で
は
、
県
側
が
救
急
医
の
確
屋
風

を
検
討
す
る
考
え
を
伝
え
た
が
、

そ
の
後
は
進
展
が
な
く
、
会
合
は

1

年
間
開
か
れ
て
い
な
い

。

一
方
、
富
山
県
は
8

月
下
旬
に

運
航
を
始
め
る
予
定
で
、
来
運
航

は
石
川
や
福
井
な
ど
6

都
県
と
な

る
。

富
山
県
は
ド
ク
タ
ー
へ
り
導

入
の
た
め
、
拠
点
病
院
の
岡
県
立

中
央
病
院
で
救
急
医
を
2

人
増
員

し
た。
1

人
は
同
病
院
に
勤
務
し

て
い
た
医
師
を
救
急
専
門
と
し
、

も
う
1

人
は
救
急
医
を
目
指
し
て

い
た
医
師
を
採
用
し
た
。

ド
ク
タ
ー
へ
リ
に
似
た
制
度
と

し
て
、
石
川
県
は
2
0
1
3

年
目

月
か
ら
、
奥
能
登
の
病
院
の
要
請

を
受
け
た
際
、
消
防
防
災
へ
リ
に

県
立
中
央
病
院
の
医
師
が
搭
乗
し

て
患
者
を
搬
送
す
る
取
り
組
み
を

始
め
た。
こ
れ
ま
で
に
地
元
か
ら

要
請
が
あ
っ
た
却
件
の
う
ち
四
件

で
へ
リ
が
出
動
し
、
県
が
連
絡
を

受
け
て
か
ら
平
均
約
2

時
間
で
患

者
を
県
立
中
央
病
院
に
搬
送
し

た
。

2

件
は
、
天
隼
小
良
で
飛
行

で
差
か
っ
た。

石
川
県
の
担
当
者
は「金
大
か

ら
確
屋
号
提
案
が
あ
れ
ば
検
討

し
た
い」
と
話
す。
自
民
と
県
の

研
究
会
で
座
長
を
務
め
る
岡
田
直

樹
参
院
議
員
は「導
入
が
非
常
に

遅
く
な
っ
て
し
ま
う
と
懸
念
し
て

い
る。

県
は
動
き
を
早
め
て
ほ
し

い
」

と
求
め
て
い
る
。

北
園
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

斧
6
月

m
日
(
土
)
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京都の病院が治験開始• 療薬エボラ臨床試験 l

神
経
の病
に
抗
が
ん
剤

中
審
経
に
障
害
が
起
き
る
難
病
「
需
皐
雪
の
再

発
を
抑
え
る
治
療
薬
の
世
界
初
の
承
認
を
目
指
し
、
国
立
病
院

機
構
宇
多
野
病
院
(
京
都
市
)
な
ど
が
既
存
の
抗
が
ん
剤
を
使

っ
た
医
師
主
導
の
臨
床
試
験
(治
験
)
を
始
め
た
。
効
果
が
確

か
め
ろ
れ
れ
ば
、20
1
8

年
度
中
に
固
に
承
認
申
請
を
す
る

と
し
て
い
る
。
{
藤
野
基
文

】

視
神
経
脊
髄
炎
は
、
難
病
法

で
医
療
費
助
成
の
対
象
と
さ
れ

る
病
気
の
一
つ
。
圏
内
の
患
者 数

は
推
計
約30
0
0

人
で
、

加
5

却
代
の
女
性
の
発
症
が
多

い
。
急
激
な
視
力
の
低
下
や
体 の

し
び
れ
が
翠
」
り
、
対
症
療

法
で
一
時
的
に
改
醤
し
で
も
、

再
発
し
て
失
明
や
歩
行
不
能
に

至
る
と
と
が
あ
る
。
再
発
予
防

に
は
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
投
与
が
有

効
と
さ
れ
る
が
、
免
疫
力
の
低

木
や
糖
尿
病
、
骨
粗
し
よ
う
症

な
ど
の
副
作
用
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

新
た
な
治
療
薬
と
し
て
期
待

ステロイ ド投与削減に期待

さ
れ
る
の
が
、
感
性
リ
ン
パ
贋

の
一
種
に
使
わ
れ
る
抗
が
ん
剤

「
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
」
。
海
外
で

は
半
年
に1
回
の
点
滴
投
与
で

再
発
の
危
険
性
を
印
私
W程
度
ま

で
抑
え
ら
れ
た
と
の
墾
口
が
あ

り
、
字
多
野
病
院
な
ど
が
却
s

m
代
の
男
女
計8
人
へ
の
治
験

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た。
と
れ
ま

で
の
結
果
で
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド

剤
を
使
っ
て
も
再
発
を
繰
り
返

し
て
い
た
患
者
へ
の
ス
テ
ロ
イ

ド
投
与
量
が
半
分
に
減
ら
せ
る

可
能
性
を
示
唆
す
る
デ
l

タ
も

出
て
い
る
と
い
う
。

最
終
的
に
は
他
病
院
の
協
力

ア
ヒ
ガン
間
人
超
に
投
与

て西アフリカ ・ ギニ

ルムク・ループの富山

長〉 のインフルエン

主番号T-705、 一般

て、誼験を主導する

所 CInserm) の研究

た公開シンポジウム

説明した。 これまで

ガンを投与したこと

を示すデータが期待

を開発した富山化学

部長も購買した。

で講演

今
回
の
エ
ポ
ラ
熱
の
流
行
は

2

0
1
3

年
ロ
月
に
ギ
ニ
ア
で
始
ま

り
、
先
月
担
日
現
在
、
世
界
で
感

染
者
数
は2
万
7
1
8
1

人
、
死

亡
者
数
は1
万
1
1
6
2

人
に
上

る
。

現
在
は
終
息
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
一
部
で
新
た
な
感
染
者
が

在
も
続
け
て
い
る
と
い
う

。

中
閥
解
析
結
果
で
は
、
ア
ピ
ガ

ン
は
治
療
開
始
時
の
血
中
ウ
イ
ル

ス
量
が
中
程
度
か
ら
高
い
患
者
に

対
し
、
致
死
率
を
大
幅
に
軽
減
す

る
効
果
を
示
し
た
。

一
方
、
ウ
イ

ル
ス
量
が
非
常
に
高
く
、
既
に
腎

も
得
て
的
人
で
効
果
を
確
か
め

る
予
定
で
、
宇
多
野
病
院
の
海

田
秀
幸
・
臨
床
研
究
部
長
は

「
治
療
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
れ

ば
、
多
く
の
患
者
が
再
発
や
ス

テ
ロ
イ
ド
の
副
作
用
を
心
配
せ

ず
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な

る
」
と
話
す
。

毎

日

(
東
京
)・
夕
刊

2
0
1
5

年
6

月
行
目
(
水
)

手
す
る
予
定
。

ア
ピ
ガ
ン
実
用
化

の
可
能
性
や
耐
性
な
ど
に
加
え
、

他
の
襲
剤
と
の
併
用
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
る
。

第
1

段
階
の

最
終
結
果
に
つ
い
て
は「2
カ

月
以
内
に
公
表
し
た
い
」
と
話
し

た
。富

山
化
学
工
業
の
古
田
副
部
長

は
、
ア
ピ
ガ
ン
の
特
長
や
作
用
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
説
明

。

イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
エ
ボ
ラ
な
ど
各
種

の
「R
N
A
ウ
イ
ル
ス」
に
作
用

を
示
し
た
こ
と
に
触
れ「パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
(世
界
的
大
流
行)を
起
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こ
す
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
薬

と
し
て
、
世
界
の
医
療
に
貢
献
で

き
る
と
信
じ
て
い
る
」
と
強
調
し

た
。

富山化学の治 | 

仏研究員が東京

エボラ出血熱の治療薬とし

アで臨床試験が進む富士フイ

佑学工業(東京 ・ 菅田益司社

ザ治療薬 「アピガンJ (開発

名・ファ ビピラピノレ)につい

フランス国立保健医療研究

員が7 目、東京都内で聞かれ

で講潰し、試験の蓬謡状況を
エボラ熱患者120人超にアピ

を明らかにし 「強力な有効性

できる」 と述べた。 アピガン

工業の古田要介薬理研究部副

機
能
障
害
な
ど
を
発
症
し
て
い
る

重
症
患
者
に
は
効
果
が
見
ら
れ

な

か
っ
た。

マ
ル
ヴ
ィ
研
究
員
は
「血

中
ウ
イ
ル
ス
量
と
ア
ビ
ガ
ン
の
有

効
性
に
は
高
い
相
関
関
係
が
あ

る
」
と
し
、
薬
の
効
果
の
有
無
を

示
す
上
で
ウ
イ
ル
ス
量
の
基
準
値

を
設
げ
る
と
し
た

。

今
月
か
ら
は
集
め
た
デ

l

タ
を

分
析
す
る
試
験
の
第
2

段
階
に
着

発
生
し
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る

。

ア
ピ
ガ
ン
の
臨
床
試
験
を
指
揮

す
る
デ
ニ
ス
・
ジ
ヤ
ン
マ
リ

l

・

マ
ル
ヴ
ィI
n
s
e
r
m上
席
研

究
員
は
、
昨
年
四
月
か
ら
ギ
ニ
ア

圏
内
の
計4
カ
所
で
実
施
し
た
試

験
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介

。

研
究

の
た
め
の
患
者
の
受
け
入
れ
は
先

月
末
で
終
了
し
た
が
、
治
療
は
現

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
8

日
(
月
)

富山化学「アビガン」

-ョ，
タ〆

民軍2・:r，j是認周回生日I組組齢ヨ~11ii鋼

媒
介
感
染
症
に
効
果

圃・・・・・・・

国
立
感
染
症

研
究
所
と
実
験

ウ
イ
ル
ス
増
殖
抑
制

エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
治
療
薬
と
し
て
注
目
さ
れ
た
富
士
フ
ィ
ル
ム
グ
ル
ー
プ
の
富
山
化
学
工
業

(東
京
、
菅
田
益
司
社
長
)
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
「ア
ピ
ガ
ン」
(開
発
番
号
・T|
7
0
5

、
一
般
名
・
フ
ァ
ピ
ピ
ラ
ピ
ル

)
に
つ
い
て
、
聞
社
と
国
立
感
染

症
研
究
所(東
京)
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
圏
内
で
死
亡
者
が
出
て
い
る
マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

「重
症
熱
性
血
小

板
減
少
症
候
群(S
F
T
S
)
」
リ

図
H

の
ウ
イ
ル
ス
増
殖
抑
制
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
を
マ
ウ
ス
実
験
で
確
認
し
た

。

(東
京
支
社
編
集
部
長
・
北
崎
裕
一

)

英
樹
主
任
研
究
官
(4
)ら
が
約1

ル
ス
を
感
染
さ
せ
て
T
1

7
0
5

年
前
か
ら
始
め
た
。

ま
ず
サ
ル
の
を
投
与
す
る
実
験
を
繰
り
返
し
、

腎
臓
の
細
胞
を
用
い
て
、
T
1
7

す
べ
て
の
マ
ウ
ス
で
発
症
予
防
効

0
5

が
S
F
T
S

の
ウ
イ
ル
ス
増
果
が
得
ら
れ
た
と
い
う

。

5

月
下

殖
を
阻
害
す
る
効
果
を
確
認

。

ウ
旬
に
都
内
で
開
か
れ
た
抗
ウ
イ
ル

イ
ル
ス
へ
の
感
受
性
が
高
く
な
っ
ス
療
法
学
会
で
発
表
し
た

。

た
遺
伝
子
欠
損
マ
ウ
ス
に
も
ウ
イ
ア
r
r
は
げ
ン
フ
ル
ー
ン
ザ を

は
じ
め
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
や
、
ク

リ
ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
出
血
熱
と
い
っ
た

マ
イ
ナ
ス
鎖R
N
A
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
S
F
T
S
ウ
イ
ル
ス
も
こ
れ

ら
と
同
じ
分
類
と
な
る

。

富
山
化

学
工
業
は
、
動
物
実
験
で
成
果
を

得
た
段
階
の
た
め「臨
床
応
用

な
ど
今
後
の
展
開
は
未
定
」
と

し
て
い
る
。

国
立
感
染
症
研
究
所
に
よ
る

と
、
S
F
T
S
は
、
高
熱
や
消
化

器
症
状
な
ど
に
な
る
場
合
が
多

い
。

日
本
で
は5
月
末
ま
で
に
1

2
2

人
の
患
者
が
報
告
さ
れ
、
う

ち
高
齢
者
を
中
心
に
加
入
が
死

亡。

発
生
地
域
は
西
日
本
に
韓
中

し
、
県
内
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。

中
国
や
韓
国
に
も
患
者
が
い

る
。

現
段
階
で
治
療
は
対
症
療
法

し
か
な
く
、
有
効
な
薬
剤
や
ワ
ク

チ
ン
が
な
い
。

T
ー

7
0
5

に
よ
る
実
験
は
、

同
研
究
所
ワ
イ
ル
ス
第
一
部
の
谷

軍
症
熱
性
血

小
幅
削
減
少
症
候

群
(
S
F
T
S
)
2
0
1
1
年
に

中
国
の
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
発
表
さ

れ
た
プ
ニ
ヤ
ウ
イ
ル
ス
桝
フ
レ
ポ
ウ

イ
ル
ス
腿
に
分
類
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
ダ
ニ
媒
介
性
感
染
症
。
感
染

す
る
と6
日
か
ら2
週
間
の
潜
伏
期

を
経
て
、
発
熱
や
食
欲
低
下
、
幅
吐

(
お
う
と
)
、
下
痢
の
ほ
か
、
頭
痛
や

筋
肉
痛
、
憲
臓
障
害
な
ど
も
起
こ
す

場
合
が
多
い
。
白
血
球
減
少
や
血
小

板
減
少
も
多
く
の
症
例
で
偲
め
ら
れ

る
。
致
死
率
は
6
・
3
1

羽
市
却
と
さ

れ
る
。
感
染
経
路
は
マ
ダ
ニ
を
介
し

た
も
の
が
中
心
だ
が
、
血
液
な
ど
の

患
者
体
液
と
の
接
触
に
よ
り
人
か
ら

人
へ
の
感
染
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ズ
ー
ム

? 
北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
時
日
(
火
)
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特
許
切
れ
の
医
薬
品
と
同
じ
成
分
で
製

造
さ
れ
る
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

(後
発
薬
)
の
市
場
が
急
拡
大
し
、
各
メ

ー
カ
ー
の
業
績
を
押
し
上
げ
て
い
る
。

医

療
費
の
増
加
抑
制
を
狙
う
政
府
の
普
及
推

進
策
が
追
い
風
だ。

た
だ
、
今
後
は
供
給

が
追
い
つ
か
な
く
な
る
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
、
各
社
は
生
産
設
備
の
増
強
な
ど
を
急

い
で
い
る
。
(

阿
部
佐
知
子)

「最
近
は
患
者
さ
ん
の
方
か

ら

『
ヲ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
な
い
の

?

』
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多

い
」
。
日
本
調
剤
の
新
大
阪
薬

局
(大
阪
市
淀
川
区
)
の
薬
剤

師
は
、
後
発
薬
へ
の
関
心
の
高

ま
り
を
実
感
し
て
い
る
。

後
発
薬
は
、
開
発
費
用
が
抑

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
価
格
は
基

と
な
っ
た
新
薬
よ
り41
8

割

安
い
。

そ
の
上
、
政
府
が
後
発

薬
を
処
方
す
る
病
院
や
薬
局
に

対
し
て
、
診
療
報
酬
や
調
剤
報

酬
を
加
算
す
る
制
度
を
導
入
し

た
こ
と
が
追
い
風
に
な
っ
て
い

る
。全

国
に
約5
1
0

の
調
剤
薬

局
を
展
開
す
る
日
本
調
剤
で

は
、
取
り
扱
う
医
薬
品
の
う
ち

品不足を懸念各メーカー

後発薬の生産設備増強ヘ
後
発
演
が
数
量
ぺl
ス
で
刊
勿

を
占
め
る
と
い
う
。

約
5
0
0

種
類
の
在
庫
を
確
保
し
、
後
発

薬
に
つ
い
て
分
か
り
ゃ
す
く
説

明
で
き
る
よ
う
接
客
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
各
薬
局
に
用
意
す
る
な

ど
、
需
要
増
に
応
え
て
い
く
構

え
だ
。

後
発
薬
最
大
手
の
白
医
工

は
、
平
成
幻
年3
月
期
の
連
結

売
上
高
が
前
期
比n
・
6

%
増

の
1
2
7
0

億
円
と
過
去
最
高

を
記
録。
東
和
薬
品
と
沢
井
製

薬
も
増
収
率
が2
ケ
タ
と
好
調

だ
っ
た
。

高
血
圧
症
の
よ
う
な

生
活
習
慣
病
や
呼
吸
器
系
、
消

他
器
系
な
ど
の
領
績
の
売
り
上

(厚生労働省資料から)

28年度末 32年度末

同:ジェネリック医薬晶(後発薬)のシェア
80. *~~7は後発薬に恒喜換えられる新薬 _&0 
70. と後発薬の合計に占める比率で数量 _ ...... -
印. ベース。平成28年度末と32年度末11___(1.--
50. 政府の目標値 4晶......-

40・ -a・-

30・--20・
10・
O←ーー~
平成17年 19年 21年

9月 9月 9月
25年
9月

げ
が
伸
び
て
い
る
と
い
う。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
後

発
薬
が
使
え
る
分
野
で
の
使
用

比
率
(
数
量
ペ
ー
ス
)
は
お
年

9

月
で
必
・9
勿
。

日
本
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
製
薬
協
会(
G
E薬

協
)
の
調
べ
で
は
お
年m
i
ロ

月
に
日
必
に
達
し
た。

だ
が
、
現
場
で
は
供
給
力
不

足
へ
の
懸
念
が
出
て
い
る
。

G

E
築
協
が
4

月
に
発
表
し
た
調

査
結
果
に
よ
る
と
、
後
発
薬
の

採
用
に
際
し
て
「品
切
れ
が
発

生
し
な
い
こ
と」
を
重
視
す
る

薬
局
が
最
も
多
く
「突
然
製
造

中
止
に
な
る」
こ
と
へ
の
不
安

の
声
も
あ
っ
た
と
い
う

。

東
和
薬
品
の
吉
田
逸
郎
社
長

は
「3
年
前
は
足
り
る
と
思
っ

て
い
た
」
が
、
生
産
能
力
が
現

状
の
ま
ま
で
は
需
要
に
応
え
ら

れ
な
く
な
る
と
判
断。
聞
社
は

今
後
3

年
間
で
約5
0
0

億
円

を
投
じ
、
生
産
能
力
を
現
在
の

約
1

・
7

倍
に
引
き
上
げ
る
ほ

か
、
原
料
の
調
達
先
を
増
や
す

経
営
計
画
を
ま
と
め
た。

今
後
も
後
発
薬
が
順
調
に
伸

び
る
か
は
「製
薬
会
社
次
第

だ
」
(
厚
労
省
)
と
さ
れ
て
お

り
、
沢
井
製
薬
も
三
田
工
場

(兵
庫
県
三
田
市)
の
生
産
能

お王手
9月

力
を
3

割
増
強
、
日
医
工
も
富

山
第
一
工
場
(
富
山
県
滑
川

市
)
を
増
強
す
る
計
画
だ。

こ
う
し
た
中
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
テ
パ
や
ド
イ
ツ
の
サ
ン
ド
と

い
っ
た
品
ぞ
ろ
え
の
豊
富
な
外

資
系
大
手
は
、
日
本
で
の
事
業

を
強
化
す
る
構
え。
日
本
の
後

発
薬
メ
ー
カ
ー
は
、
社
会
的
な

要
請
の
高
ま
り
と
急
激
な
市
場

の
変
化
に
、
同
時
に
対
応
す
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

産

経
{
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
刊
日
(
木
)

薬
歴
書
か
ず
報
酬
請
求
創
万
件

厚
生
労
働
省
は
担
目
、
薬
の

重
複
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
薬
剤

服
用
歴
(
薬
歴
)
を
記
載
せ
ず

に
診
療
報
酬
を
請
求
し
て
い
た

ケ
I

ス
が
、
全
国1
2
2
0

薬

局
で
計
約
剖
万
件
確
認
さ
れ
た

と
公
表
し
た
。
請
求
額
は
計
3

億
円
程
度
に
上
る
と
み
ら
れ
、

厚
労
省
は
該
当
す
る
薬
局
に
診

療
報
酬
の
返
還
を
求
め
る
。

薬
歴
は
、
病
院
か
ら
の
処
方

築
に
沿
っ
て
調
剤
薬
局
が
患
者

に
薬
を
出
す
際
、
薬
の
重
檀
や

効
果
、
副
作
用
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
た
め
に
記
載
す
る
。
来

記
載
で
診
療
報
酬
は
請
求
で
き

な
い
が
、
今
年2
月
以
降
、

薬
局
チ
ェ
ー
ン
で
来
記
載
問

題
が
発
覚
。
厚
労
省
が
全
国

の
薬
剤
師
・
薬
局
が
加
盟
す
る

業
界
3

団
体
に
対
し
、
実
態
を

自
主
点
検
す
る
よ
う
求
め
て
い

た
。そ

の
結
果
、1
2
2
0

の
薬

局
で
、
計
担
万2
1
4
4

件
の

未
記
載
が
判
明
し
た
。
厚
労
省

は
こ
れ
ら
の
薬
局
に
診
療
報
酬

の
返
還
を
求
め
る
と
と
も
に
、

業
界
団
体
に
対
し
、
薬
歴
の
適

切
な
記
載・
管
理
を
徹
底
す
る

よ
う
要
請
し
て
い
る
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
心
掛
目
(
水
)
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l メーカーの資料頼り|
病
院
が
薬
を
採
用
す
る
際
、
ど
ん
な
情

報
を
も
と
に
決
め
て
い
る
の
か
、
鈴
鹿
医

療
科
学
大
(
三
重
県
鈴
鹿
市
)
の
チ
!
ム
が

東
海
地
方
の
病
院
薬
事
委
員
会
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー

ト
し
た
と
こ
ろ
、

八
割
近
く
が

売
り
手
側
で
あ
る
製
薬
会
社
の
資
料
頼
り

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た。
利
害
関
係
の

な
い
論
文
な
ど
を
参
考
に
す
る
委
員
会
は

少
数
に
と
ど
ま
る。

二
十
七
日
か
ら
岡
山

市
で
聞
か
れ
る
「
日
本
医
薬
品
情
報
学
会
」

の
大
会
で
発
表
さ
れ
る。

(
柏
崎
智
子
)

三重の大学調査 薬害の懸念

調
査
は
、
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク

チ
ン
で
重
い
副
作
用
被
害
の
訴

え
が
相
次
い
で
い
る
の
を
き
っ

か
け
に
病
院
で
の
薬
の
採
用
の

現
状
を
調
べ
よ
『
?
と
、
同
大
学

薬
学
部
の
長
南
謙
一
准
教
授
の

チ
1

ム
が
実
施。
昨
年
七
、
八

月
、
日
本
病
院
薬
剤
師
会
に
入

会
す
る
愛
知
、
岐
車
、
三
重
県

内
の
四
百
九
十
一
カ
所
の
病
院

薬
局
へ
郵
送
し
、
百
二
十
五
病

院
か
ら
回
答
を
得
た。

新
し
く
薬
を
採
用
す
る
際
、

病
院
薬
の
採
用
判
断

回 薬事委員会 病院で患
者の治療や予防に使う医
薬品の採択を決定する院

内の機関で、院長や医師、薬
剤師、看護師らで構成。 設置
は義務ではないが、ほとんど
の病院に置かれている。 審議
で参考にする資料は、薬剤師
が用意する場合が多い。

ど
ん
な
資
料
を
参
考
に
す
る
か

複
数
回
答
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

上
位
は
す
べ
て
製
薬
会
社
作
成

の
資
料
だ
っ
た。

「
薬
の
添
付

文
書
」
が
卸%
で
最
も
多
く
、

「製
品
概
要
」
が
七
割
、
「
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
や
添
付
文
書
の

内
容
を
詳
し
く
解
説
し
た
「
イ ン

タ
ビ
ユ
ー
フ
ォ
ー

ム
」
が
六

割
強
、
製
薬
会
社
が
持
つ
非
公

認
デl
タ
な
ど
「
社
内
資
料
」

が
四
割
と
続
い
た。

薬
の
承
認
審
査
の
経
過
や

評
価
結
果
を
ま
と
め
た
厚
生

労
働
省
の
「
審
議
結
果
報
告

書
」
は
中
立
的
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
入
手
で
き
る
が

辺
%
に
と
ど
ま
り
、
治
験
デー

タ
を
ま
と
め
学
術
的
に
認
め

ら
れ
て
い
る
「
原
著
論
文
」
も

は
%
だ
っ
た
。

報
告
書
を
参
照

す
る
委
員
会
は
論
文
に
も
目

を
通
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。長

南
准
教
授
は
「
患
者
に
多

数
の
死
者
が
出
た
抗
が
ん
剤
の

情
報
見
極
め
る
力
必
要

「
数
値
が
合
わ
な
か
っ
た

り
、
グ
ラ
フ
の
目
盛
り
を
細
工

し
て
デ
1

タ
を
誇
張
し
た
り。

製
薬
会
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
は
、
誤
解
を
与
え
て
も
う
そ

を
つ
か
な
け
れ
ば
い
い
の
か
?

薬事委員会が参考にする資料

(
複
数
回
答
)

と
言
い
た
く
な
る
レ
ベ
ル
の
も

の
も
あ
る
」。

婿
玉
協
同
病
院

(
矯
玉
県
川
口
市
)
で
二
年
前

ま
で
薬
事
委
員
会
メ
ン
バ
ー
だ

っ
た
松
川
朋
子
薬
剤
科
長
(
五
巴

は
「
製
薬
会
社
の
情
報
頼
り
は

危
な
い
」
と
実
感
す
る。

病
気
に
苦
し
む
患
者
を
自
の

前
に
す
る
医
師
は
、
よ
く
効
く

新
薬
が
出
た
と
聞
け
ば
使
い
た

く
な
る
。

だ
が
、
国
が
認
可
し
た

薬
で
さ
ま
ざ
ま
な
薬
害
が
起
き

て
お
り
、
使
用
の
可
否
を
検
証

す
る
薬
事
委
員
会
は
、
患
者
の

安
全
を
守
る
最
後
の
と
り
で
。

松
川
科
長
は
「
少
な
く
と
も

厚
労
省
の
審
議
結
果
報
告
書
を イ

レ
ッ
サ
で
は
、
厚
労
省
の
報

告
書
な
ど
か
ら
副
作
用
の
危
険

を
読
み
解
く
能
力
が
な
い
病
院

も
多
く
、
被
害
が
拡
大
し
た
。

薬
事
委
員
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
活
用
し
て
薬
を
適
切
に

評
価
で
き
る
力
を
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
語
る。

読
む
こ
と
は
必
須。
製
薬
会
社

の
デ
l

タ
細
工
の
く
せ
が
見
え

た
り
、
薬
の
構
造
か
ら
副
作
用

を
想
像
で
き
る
こ
と
も
あ
る
」

と
強
調。
た
だ
、
新
薬
は
次
々

に
発
売
さ
れ
、
日
々
の
業
務
の

忙
し
さ
で
読
み
切
れ
な
い
こ
と

も
。

「
報
告
書
は
膨
大
な
デ
ー

タ
の
羅
列
で
、
情
報
の
意
味
を

読
み
取
る
に
は
経
験
や
セ
ン
ス

が
い
る
。

分
か
り
ゃ
す
く
す
る

厚
労
省
の
工
夫
も
必
要
」

矯
玉
協
同
病
院
は
、
近
隣
の

調
剤
薬
局
と
新
薬
評
価
の
話
し

合
い
を
始
め
た。

東

京

新

聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
幻
日
(
土
)
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と管理
圃園。

、圃都道府県医療費、
厚
生
労
働
省
の
懇
談
会
は

9

日
、
2
0
3
5

年
を
見
す

え
た
中
長
期
の
医
療
政
策
の

提
言
を
ま
と
め
た
。
都
道
府

県
ご
と
に
医
療
費
の
総
額
を

管
理
し
、
想
定
を
上
回
っ
た

地
域
は
保
険
医
療
の
公
定
価

格
で
あ
る
診
療
報
酬
を
減
額

す
るム季
語
起
。
医
療
費
そ

の
も
の
の
伸
び
を
抑
え
る
た

め
、

健
康
へ
の
影
響
が
指
摘

さ
れ
る
た
ば
こ
や
酒
、
砂
糖

な
ど
へ
の
課
税
を
強
化
す
る

案
も
盛
り
込
ん
だ
。

「
保
健
医
療
2

0

3
5

」

策
定
懇
談
会
の
渋
谷
健
司
座

長
(
東
大
教
授
)
が
同
日
、

境
崎
恭
久
厚
労
相
に
提
言
曾

医療費が想定を上回れば9療報
酬下げ

供絡が多すぎるサービスは報酬
下げ

医療費抑制に消極的な都道府県
は地方負担を指加

中長期での医療制度の倹討課鱈

総額超過なら
診療報酬下げ

を
渡
し
た
。
厚
労
相
は
「
で
一
と
取
り
組
ま
な
い
都
道
府
県

き
る
も
の
か
ら
着
実
に
進
め
一
で
は
医
療
費
の
地
方
負
担
を

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
一
増
や
す
。

1

人
あ
た
り
の
医

一
療
費
は
最
も
高
い
高
知
県
が

抑
制
を
強
化

一一
白
万50
0
0

円
で
、
最
も

提
言
の
柱
の
一
つ
は
、
地
一
低
い
千
葉
県
の

1

・
6

倍
あ

域
単
位
で
の
医
療
費
の
抑
制
一
る
。
現
在
は
医
療
費
の

-
2
b

策
だ
。
都
道
府
県
の
医
療
費
一
国
が
お
%
、
地
方
が
悶
%
を

が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
定
を
超
え
一
負
担
し
て
お
り
、
残
り
が
保

た
場
合
、
そ
の
地
域
の
診
療
一
険
料
と
患
者
負
担
だ
。

報
酬
を
減
ら
す
こ
と
で
総
額
一
あ
る
地
方
で
医
療
費
が
膨

を
管
理
す
る
。
都
道
府
県
ご
一
ら
め
ば
、
国
全
体
の
負
担
も

と
に
ベ
ッ
ド
数
な
ど
サ
|
ピ
一
同
時
に
膨
ら
む
。
こ
の
た
め

ス
量
の
目
擦
を
示
し
て
も
ら一県
民
の
年齢
構
成
な
ど
徳
造

ぃ
、
供
給
量
が
上
回
っ
た
場
一
要
因
以
外
で
医
療
費
が
膨
ら

合
に
報
酬
を
下
げ
る
案
も
一
歪
ん
で
い
る
部
分
は
、
地
方
の

し
た
。
い
ず
れ
も
医
療
機
関
一
努力
不
足
と
み
な
し
て
国
の

が
受
け
取
る
報
酬
を
調
節
す

一負
担
増
分
を
地
方
自
治
体
に

る
こ
と
で
医
療
費
の
総
額
を

一負
担
し
て
も
ら
う
。

管
理
す
る
考
え
方
だ
。
一
国
民
の
負
担
増
も
盛
り
込

医
療
費
の
抑
制
に
き
ち
ん
一
ん
だ
。
風
邪
な
ど
軽
症
の
患

、
劉
錦
絵
ロ

風邪など経症患者の自己負担掴

年齢でなく所得と資産に応じた
保険料や自己負担に

自営の子育て世帯の保険料負担
軽減

たばこ、酒、砂穏への謀税強化

定年を撤廃し、健康寿命を延ばす

治療の成果に連動した診療報酬に

者
は
自
己
負
担
を
引
き
上
げ

て
頻
繁
な
受
診
を
抑
え
る
。

年
齢
と
所
得
で
決
ま
っ
て
い

る
自
己
負
担
や
保
険
料
も
見

直
し
、
保
有
す
る
資
産
も
踏

ま
え
て
決
め
る
こ
と
に
す

る
。
豊
か
な
高
齢
者
に
応
分

の
負
担
を
求
め
る
考
え
方

だ
。健

康
増
進
へ
課
税

国
民
の
病
気
を
予
防
す
る

た
め
に
、
健
康
を
損
な
う
可

能
性
が
あ
る
た
ば
こ
や
酒
、

砂
糖
へ
の
課
税
強
化
を
求
め

た
。

日
本
で
は
た
ば
こ
税
や

酒
税
は
あ
る
が
、
砂
糖
だ
り

医療費が想定を上回った地域では
惨療報酬を減額する案を盛った

に
課
し
て
い
る
税
は
な
い

。

海
外
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
が

砂
糖
や
塩
を
大
量
に
合
む
食

品
に
課
税
す
る
「
ポ
テ
ト
チ

ッ
プ
ス
税
」
を
導
入
し
た
。

デ
ン
マー
ク
も
マ
ー
ガ
リ
ン

な
ど
脂
肪
を
多
く
合
む
食
品

に
「
脂
肪
税
」
を
一
時
課
し

て
い
た
。
価
格
を
高
く
す
る

こ
と
で
消
費
量
を
減
ら
す
ほ

か
、
財
源
を
確
保
す
る
狙
い

が
あ
る
。

い
ず
れ
の
項
目
も
す
ぐ
に

実
施
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
税
制
改
正
に
は
財
務

省
と
の
調
整
が
必
要
に
な

る
。
地
方
が
取
り
組
む
医
療

賓
の
抑
制
も
具
体
的
な
制
度

設
計
は
こ
れ
か
ら
。
負
担
増

に
は
国
民
の
反
発
が
必
至

だ
提
言
が
想
定
す
る
2
0
3

5

年
は1
9
7

1

年
1

7

4

年
生
ま
れ
の
「
団
塊
ジ
ュ
ニ

ア
世
代
」
が
筋
歳
に
到
達
し

始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
。
医
療

保
険
財
政
が
一
段
と
厳
し
く

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。日

本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
間
日

(水
)

口

就
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前
口
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歳
小
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歳
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市
町
村
が
競
う
よ
う
に
拡
大

し
て
い
る
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
、
全
国
市
長
会

が
「
国
の
負
担
で
一
律
に
す

べ
き
だ
」と
問
題
提
起
し
て
い

る
。

医
療
費
助
成
は
住
民
の

要
望
が
強
く
、
選
挙
で
公
約

す
る
首
長
が
多
い。

少
子
化
や

人
口
減
少
対
策
で
「
医
療
費
無

制
」
をP
R

す
る
市
町
村
も

あ
る
が
、
財
政
の
や
り
く
り

に
は
頭
を
痛
め
て
い
る

。

サ
ー

ビ
ス
競
争
は
ど
こ
ヘ
行
き
着
く

の
か
|

。

(
前
田
隆
夫
)

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、

自
治
体
ご
と
に
対
象
年
齢
、
所

得
制
限
、
自
己
負
担
の
有
無
を

決
め
る。

都
道
府
県
の
助
成
を

基
礎
に、
市
町
村
が
対
象
年
齢

な
ど
を
上
乗
せ
し
て
い
る
の

で
、

ば
ら
つ
き
が
あ
る。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
通

院
費
の
助
成
対
象
は
2
0
0
4

年
度
当
初い
初
忽
の
市
町
村
が

自治体間で拡充競争格差も l

市長会「国負担で、平等に

就
学
前
ま
で
だ
っ
た
が
、
は
年

度
当
初
は
日v
mが
日
歳
(
中
学

3

年
)
の
年
度
末
ま
で
に
広
げ

た
。

日
目
歳
(
高
校
3
年
)
ま
で

も
増
え
て
お
り
、
九
州
で
は
福

岡
県
み
や
こ
町
、
佐
賀
県
多
久

市
、
熊
本
県
球
磨
村
な
ど
が
実

施
(
い
ず
れ
も
通
院
、
入
院
)

。

北
海
道
に
は
辺
歳
ま
で
助
成
す

る
町
も
あ
る。

過
熱

全
国
の
半
数
を
超
え
る
9
8

6
市
町
村
は
自
己
負
担
が
不
要

で
、
対
象
年
齢
ま
で
は
医
療
費

を
無
料
に
し
た。

回
匁
近
く
は

所
得
制
限
も
な
い

。

こ
う
し
た
現
状
に
疑
問
を
抱

く
自
治
体
も
あ
る
。

昨
年
9

月

に
全
国
市
長
会
の
「
少
子
化
対

策
・

子
育
て
支
援
に
関
す
る
研

究
会
」
が
各
市
に
ア
ン
ケ
ー
ト し

た
と
こ
ろ
、
「
子
青
て
支
援

は
国
家
的
課
題
市
町
村
の

聞
で
格
差
の
な
い
制
度
が
必

要
」
な
ど
を
理
由
に
、
回
答
し

た
う
ち
約
7

割
が
全
国
一
律

の
制
度
を
求
め
た

。

「
費
用
負

担
が
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
」

「
歯
止
め
の
な
い
競
争
に
な
っ

て
い
る
」
と
回
答
し
た
市
も
あ

っ
た。

全
国
市
長
会
は
凶
日
の
総
会

で
、
国
の
負
担
で
全
国
一
律
化

を
求
め
る
特
別
提
言
を
採
択
し

た
。

森
民
夫
会
長
(
新
潟
県
長

岡
市
長
)
は
「
(
競
争
を
)
や

め
た
い
と
思
っ
て
い
る
市
長
が

「
看
板
政
策
」財
政
を
圧
迫

九
州
7

県
で
は
過
去1
年
間
刻
な
少
子
化
や
人
口
減
少
を
反

一
な
の
で
、
対
象
は
義
務
教
育
ま

に
、
少
な
く
と
も
羽
以
上
の
市

一映
し
、
子
育
て
支
援
の
強
化
、

一で
と
判
断
し
た
」
と
い
う
。

町
村
が
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

一転
入
者
を
摺
や
す
た
め
の
「
看

一
助
成
範
囲
は
財
政
事
情
に
も

の
年
齢
を
引
き
上
げ
た
。

通
院
蚕
政
策
」
の
側
面
も
あ
る
。
一
左
右
さ
れ
る。

福
岡
県
宮
若
市

費
の
助
成
は
日
緩
ま
で
が
必
第一長
崎
県
島
原
市
は4
月
か
ら

一の
場
合
、
歳
出
増
加(
1
7
0

を
起
す。

熊
本
県
で
は
通
院
費
、一通
院
、
入
院
と
も
「
就
学
前

」
か

一O
万
円
)
を
考
慮
し
て
、
就
学

入
院
費
と
も
日
歳
ま
た
は
時
歳

一ら
「
日
歳
」
ま
で
一
気
に
引
き
上

一前
ま
で
だ
っ
た
助
成
対
象
を
、

ま
で
と
す
る
市
町
村
が
剖
忽
を一げ
た
。

2
4
0
0

万
円
の
歳
出

一4
月
か
ら
通
院
費
は9
歳
(
小

占
め
る
。
一

増
が
見
込
ま
れ
る
が
、
市
民
の一3
)、
入
院
費
は
日
歳
(
中
3
)

拡
大
の
背
景
に
は
①
住
民
か

一要
望
を
受
げ
、
隣
接
す
る
2

市
一ま
で
に
広
げ
た。

福
岡
市
は
来

ら
の
要
望
否
近
隣
や
同
規
模
の

一と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た。

昨
年

一年
1

月
か
ら
入
院
費
の
み
、
円
以

自
治
体
と
の
格
差
是
正
③
首
長

一7
月
か
ら
同
じ
措
置
を
取
る
熊

一歳
か
ら
日
歳
ま
で
に
変
更
す

の
公
約
や
方
針
ー
が
あ
る
。

探
十
本
県
人
吉
市
はh子
育
て
支
援十る
。

歳
出
増
は9
5
0
0

万
3

0

医
療
行
政
・
人
事

大
半
だ
と
思
う。

そ
れ
よ
り
も

孤
立
し
た
母
親
を
支
援
す
る
政

策
な
ど
を
充
実
さ
せ
た
い
」
と

説
明
し
た。

元
埼
玉
県
志
木
市
長
で
、
N

P
O

法
人
地
方
自
立
政
策
研

究
所
の
穂
坂
邦
夫
理
事
長
は

「
子
ど
も
の
医
療
は
福
祉
の

根
幹
に
関
わ
る
の
で
、
自
治
体

に
よ
っ
て
差
が
あ
る
の
は
良

く
な
い
。

全
国
ど
こ
で
も
、

平
等
に
恩
患
が
受
け
ら
れ
る
制

度
が
望
ま
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。

就
学
前
ま
で
の
曹
恥
費
の
年
齢

を
引
き
上
げ
る
予
定
は
、
今
の

と
こ
ろ
な
い

。

医
療
費
の
助
成
は
住
民
に
喜

ば
れ
る
が
、
あ
る
市
の
担
当
職

員
は
「
自
己
負
担
を
求
め
ず
無

料
に
す
る
と
、
必
要
以
上
に
医

療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
に
な

ら
な
い
か
」
と
懸
念
を
口
に
し

た
。

競
争
の
過
熱
で
「
目
的
や

効
果
の
議
論
を
欠
い
て
い
る
」

と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
ロ
自
主
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医
療
者
と
患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
て
信

頼
関
係
を
つ
く
り
、
最
良
の
医

療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
私
た

ち
は
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
研
修
会
を
開
き
、
医
療
現

場
で
の
面
僚
の
場
面
を
想
定
し

た
ロ
l

ル
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
で
は
医
療

者
や
患
者
、
観
察
者
の
三
つ
の

役
を
経
験
し
ま
す
。
観
察
者
役

を
す
る
こ
と
で
、
状
況
を
客
観

的
に
見
て
全
体
を
把
握
す
る
こ

と
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
に
重
要
に
な
る
か

ら
で
す
。

室
町
時
代
に
猿
楽
(
現
在
の

能
)
を
大
成
し
た
人
物
に
世
阿

弥
が
い
ま
す
。

世
阿
弥
は
、

舞
う
時
の
こ

つ
と
し
て

「
観
客
が
見

る
役
者
の
演

技
は
、
離
見

(
客
観
的
に

見
ら
れ
た
自

分
の
姿
〉
で

あ
り
、
こ
れ

を
自
分
自
身

で
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、

自
分
の
見
る

目
が
観
客
の

見
る
目
と
一

大分大学医学部で行われた「ワークショップ ・
霊の国医療コミュニケーションの集いJ。 ロー
ルプレーは医療者、患者、観察者の三つの役を
経験できるよう、3 人一組で取り組んでいる

ロ
ー
ル
プ
レ
ー
で
は
、
医
療

者
役
を
す
る
こ
と
で
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
を
学
び

ま
す
。
患
者
役
を
す
る
こ
と
で

患
者
の
気
持
ち
ゃ
立
場
を
疑
似

体
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
良
き

医
療
者
に
な
る
際
に
役
立
つ

「
気
付
き
」
が
身
に
付
き
ま
す
。

致
す
る
『
離
見
の
島
が
重
要

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

離
. .晃.. 

の
;患

の:
効
濁.. 

患
者
と
の
関
係
を
客
観
視

受
診
控
え
対
応
遅
れ
る

さ
ら
に
観
察
者
役
を
す
る
こ
と

で
医
療
者
と
患
者
の
聞
に
生
ま

れ
る
関
係
を
客
観
的
に
見
る

「
離
見
の
見
」
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

客
観
的
な
視
点
を
身
に
付
け

る
こ
と
は
、
成
長
し
続
け
る
医

療
者
に
な
る
た
め
に
重
要
な
要

素
に
な
り
ま
す
。
私
の
専
門
の

心
身
医
学
の
領
域
で
も
、
心
理

療
法
の
達
人
と
い
わ
れ
る
人
の

多
く
は
「
医
療
者
と
し
て
の
自

分
と
患
者
と
の
関
係
を
診
察
室

の
上
の
ほ
う
か
ら
見
て
い
る
自

分
が
い
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

「
離
見
の
見
」
は
、
脳
科
学

の
言
葉
に
置
き
換
え
る
と
「
メ

タ
認
知
」
に
な
り
ま
す
。
メ
タ

認
知
と
は
、
人
聞
が
自
分
自
身

を
認
識
す
る
際
に
、
自
分
の
思

考
や
行
動
そ
の
も
の
を
対
象
と

し
て
客
観
的
に
把
握
し
-
担
識
す

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
現
在
進

行
中
の
自
分
の
思
考
や
行
動
そ

の
も
の
を
対
象
化
し
て
認
識
す

る
こ
と
で
す
。

将
棋
の
羽
生
善
治
名
人
が
使

う
「
大
局
観
」
も
、
こ
れ
に
通
じ

ま
す
。
最
善
と
な
る
次
の
一
手

話
す
。

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会

(
民
医
連
)
の
調
査
に
よ
る
と
、

2
0
1
4

年
に
金
鎖
的
理
由
で
受

診
が
遅
れ
た
た
め
に
亡
く
な
っ
た

人
は
全
国
で
国
人
。

本
県
で
は
こ

を
瞬
時
に
決
め
る
「
直
感
」
と
、

そ
の
一
手
か
ら
生
ま
れ
る
展
開

へ
の
「
読
み
」
は
勝
つ
た
め
に
軍

要
で
す
。
し
か
し
、
勝
ち
続
げ
る

た
め
に
は
、
全
体
の
動
き
を
見

る
「
大
局
観
」
が
と
て
も
重
要
だ

と
語
っ
て
い
ま
す
。

状
況
を
客
観
的
に
見
る
視
点

を
持
つ
こ
と
で
、
自
分
と
周
り

の
人
と
の
関
係
や
自
分
自
身
を

客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

で
余
裕
が
で
き
、
チ
ー
ム
で
の

作
業
が
円
滑
に
進
ん
だ
り
、
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
日
常
生
活
で
も
役
立

ち
ま
す
。
「
離
見
の
見
」
「
メ

タ
認
知
」
「
大
局
観
」
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
の
中
で
生

活
し
て
い
く
際
に
役
立
つ
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
。

(
大
分
大
学
名
営
教
授・
元

同
大
学
病
院
長
)

大
分
合
同
新
聞
・朝
刊

2
0

1
5

年
5

月

n
日

{
土
)

況
は
不
明
だ
。

佐
藤
さ
ん
は
「
県
内
で
女
性
の

よ
う
な
ケl
ス
は
氷
山
の
一
角
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
。
「
治
療
が

手
遅
れ
に
な
る
前
に
受
診
し
て
も

ら
う
た
め
、
保
険
者
の
市
町
村
に 新聞社以外の許諾も得た上で掲縦しております.
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医療費支払い重荷県央部の女性死亡
自治体把握せず生活実態、

県
央
部
の
印
代
女
性
が
昨
年
秋
、
医
療
費
の
支
払
い
を
負
担
に
感
じ
て
医
療
機
関
の
受
診
を
た
め

ら
い
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

。

亡
く
な
る
直
前
に
救
急
搬
送
さ
れ
た

も
の
の
、
手
遅
れ
だ
っ
た

。

女
性
は
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料

(税
)
を
滞
納
し
、
医
療
費
を
窓
口

で
い
っ
た
ん
全
額
支
払
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い

「被
保
険
者
資
格
証
明
書(資
格
証)
」
の
交
付
を

受
け
て
い
た。
医
療
関
係
者
は「も
っ
と
早
く
女
性
の
生
活
実
態
や
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い
れ
ば

手
の
打
ち
ょ
う
が
あ
っ
た
」
と
悔
や
む。
(

斎
藤
文
太
郎)

昨
年
秋
の
夕
方
、

女
性
は
近
く

に
住
む
親
族
を
通
じ
て「自
宅
で

動
げ
な
く
な
っ
た」
と
1
1
9

番

し
た
。

秋
田
市
の
中
通
総
合
病
院

に
救
急
搬
送
さ
れ
、
末
期
が
ん
と

判
明。
手
術
が
で
き
な
い
ほ
ど
進

行
し
て
い
た。

女
性
は
そ
の
ま
ま
入
院
し
、
同

病
院
医
療
福
祉
相
談
室
の
医
療
ソ

l

シ
ャ
ル
ワl
カ
l

佐
藤
壮
さ
ん

(幻
)に
「以
前
、
腫
聾
が
あ
る
と

診
断
を
受
け
た
。

た
だ
、
医
療
費

が
払
え
な
い
の
で
通
院
し
な
か
っ

た
」
と
打
ち
明
け
た

。

女
性
は
ア
パ
ー
ト
に
1

人
暮
ら

し
で
、
パ
ー
ト
を二
つ
掛
け
持
ち

し
て
い
た。

支
払
う
保
険
糾
は

月
1

万
3

千
円
程
度
だ
っ
た
と

い
う
。

佐
藤
さ
ん
は「仮
に
払
っ

た
と
し
て
も
、
収
入
が
少
な
い
た

め
、
通
常
の
自
己
負
担(医
療
費

の
3

劃
)
も
重
荷
に
な
る
と
考

え
た
の
で
は
な
い
か」
と
推
測
す

る
。

被
保
険
者
資
格
証
明
書
(
資
格
証
)

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定

-
口
負
担
は3
割
で
通
常
通

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の一り
。

資
格
証
の
場
合
は
窓
口

保
険
料
を
長
期
間
滞
納
す
る一
で
い
っ
た
ん
全
額
を
支
払
う

と
、
有
効
期
聞
が
数
カ
月
の

一
必
要
が
あ
る
が
、
申
請
す
れ

短
期
被
保
険
者
証(短
期
証)
…
ば
保
険
給
付
分(7
割
)
が

が
交
付
さ
れ
る
。

そ
の
後
も

…
返
還
さ
れ
る
。

資
格
証
が
交

滞
納
を
続
け
た
場
合
は
、
市一付
さ
れ
て
も
重
い
病
気
に
か

町
村
の
判
断
で
資
格
証
が
交

一
か
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
短

付
さ
れ
る。

短
期
証
で
の
窓一
期
証
に
切
り
替
え
ら
れ
る

。

佐
藤
さ
ん
は
女
性
の
資
格
証
に

つ
い
て
地
元
自
治
体
へ
相
談

。

女

性
が
重
病
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
、
有
効
期
限
は
短
い
が
窓
口
負

担
が
軽
く
な
る「短
期
被
保
険
者

証
(短
期
証)
」に
切
り
替
え
て

も
ら
っ
た。
女
性
は
働
け
な
く
な

っ
て
収
入
も
途
絶
え
た
た
め
、
生

活
保
護
も
申
請
す
る
予
定
だ
っ

た
。

だ
が
、
入
院
か
ら
約
1

週
間

後
、
患
を
引
き
取
っ
た
。

地
元
自
治
体
に
よ
る
と
、
女
性

は
保
険
料
支
払
い
の
相
談
に
訪
れ

て
お
ら
ず
、
女
性
宅
は
民
生
霊
員

の
訪
問
対
象
で
も
な
か
っ
た

。

こ

の
た
め
女
性
の
家
計
状
況
や
健
康

状
態
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
行
政

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト(安
全

網
)
で
す
く
い
上
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
。

担
当
者
は

「
病
気
と
分
か
っ
た
時
点
で
相
談

が
あ
れ
ば
対
応
で
き
た
。

周
囲
も

S
O
S

に
気
付
け
な
か
ヮ
た」!と

医
療
ニ
ュ
ー
ス

の
女
性1
人
だ
っ
た。
調
査
は
民

医
連
加
盟
の
法
人
が
運
営
す
る
全

国
6
4
8

医
療
機
関
が
対
象
。

県

内
の
調
査
対
象
は
6

病
院
・
診
療

所
の
み
で
、
他
の
医
療
機
関
の
状

は
健
康
状
態
や
家
計
の
状
況
を
早

期
に
把
握
し
て
も
ら
い
た
い

。

短

期
証
へ
の
切
り
替
え
や
生
活
保
護

申
請
と
い
っ
た
対
応
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
た。

資
格
証
交
付
に
慎
重
姿
勢

秋
田
市
、
戸
別
訪
問
実
施
へ

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
県
内

で
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
を
長

期
滞
納
し
、
保
険
証
の
代
わ
り
に

「被
保
険
者
資
格
証
明
書
(資
格

証
)
」
を
交
付
さ
れ
て
い
る
の
は

2
8
7
8

世
帯
(2
0
1
3

年
6

月
現
在)
あ
る
。

交
付
に
よ
り
医

療
機
関
の
受診
控
え
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
手
続
き
を
慎
重
に

進
め
る
市
町
村
も
あ
る
。

由
利
本
荘
市
や
大
館
市
な
ど
は

資
格
証
を
交
付
す
る
前
に
滞
納
者

の
自
宅
を
訪
ね
た
り
窓
口
に
来
て

も
ら
っ
た
り
し
て
、
健
康
状
態
、

家
計
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
る
。

重
い
病
気

を
患
っ
て
い
た
り
、
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
場
合
に
は
資
格
証
を
交

付
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。

秋
田
市
は
県
内
市
町
村
で
最
多

の
約1
6
0
0

の
資
格
証
交
付
世

帯
を
抱
え
て
い
る
。

岡
市
は
本
年

度
初
め
て
交
付
前
の
戸
別
訪
問
を

行
う
予
定。
こ
れ
ま
で
は
滞
納
者

に
督
促
状
を
送
り
、
反
応
が
な
け

れ
ば
さ
ら
に
納
付
要
請
曹
や
警
告

書
、
差
し
抑
さ
え
予
告
書
な
ど
で

催
告。
窓
口
に
来
て
納
付
計
画
を

立
て
る
よ
う
文
書
で
呼
び
掛
げ
て

い
た
が
、
窓
口
を
訪
れ
な
い
人
も

多
い。

そ
う
し
た
場
合
は
資
格
証

を
交
付
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
。担

当
の
市
国
保
年
金
課
収
納
推

進
室
は
「滞
納
者
本
人
に
会
わ
な

い
と
生
活
の
実
情
は
分
か
ら
な

い
。

中
に
は
医
療
機
関
を
受
診
で

き
ず
に
い
る
人
も
お
り
、
よ
り
き

め
細
や
か
に
対
応
し
た
い
」
と
し

て
い
る。

秋
田
魁
新
報
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
沼
田
(
火
)
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揺れた50年患者認定

日
本
の
四
大
公
害
の
一
つ
「
新
潟
水
俣
病
」
が
但
日
、
公
式
確
認
か
ら

印
年
を
迎
え
る。
被
害
者
ら
は
今
な
お
、
手
足
の
し
び
れ
と
い
っ
た
障
害

に
苦
し
む。
医
学
的
に
も
未
解
明
な
点
が
残
り
、
全
面
解
決
に
は
ほ
ど
速

い
状
視
が
続
い
て
い
る。

「
複
数
の
症
状
必
要」
覆
る

新潟水俣病 l 

新
潟
水
俣
病
は
、
新
潟
県
の

阿
賀
野
川
流
域
で
発
生
し
た

。

患
者
を
診
察
し
た
新
潟
大
学
の

教
授
が
、1
9
6
5

年
5

月
出

目
、
県
へ
報
告
し
た
こ
と
が
公

式
確
認
と
な
っ
た
。

そ
の
9

年

前
に
熊
本
県
で
水
俣
病
が
公
式

発
見
さ
れ
て
い
た
た
め
、
「
第

二
の
水
俣
病
」
と
言
わ
れ
る
。

風
土
病
や
伝
染
病
な
ど
も
疑
わ

れ
た
熊
本
と
比
べ
、
新
潟
で
は

公
式
確
認
の
当
初
か
ら
「
水
銀

中
毒
」
と
さ
れ
た。

国
レ
ベ
ル
で
は
、
口
年
に
は

環
境
庁
(
現
環
境
省
)
が
発

足
。
「
症
状
が
一
つ
で
も
水
俣

病
と
判
断
し
、
広
く
救
済
す

神
経
疾
患
の
治
療
法

る
」
趣
旨
の
事
務
次
官
通
知
が

出
さ
れ
、
被
害
者
の
全
面
救
済

に
向
か
う
か
に
見
え
た

。

新
潟
県
で
は
、
園
の
水
俣
病

患
者
の
認
定
制
度
に
基
づ
く
申

請
は
印
年
の
お
件
か
ら
、
均
年

に
は
5
1
8

件
に
急
増
。

だ

が
、
反
比
例
す
る
よ
う
に
県
と

新
潟
市
の
認
定
審
査
会
に
よ
る

認
定
率
が
低
下
し
て
い
く

。

当

時
か
ら
被
害
者
ら
を
診
察
す
る

木
戸
病
院
(
新
潟
市
)
の
斎
藤

恒
・

名
沓
院
長
は
「
叩
年
を
境

に
突
然
、
棄
却
が
増
え
た
。

医

学
的
に
は
到
底
説
明
で
き
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
」
と
話
す
。

環
境
庁
は
円
年
「
症
候
の
組

応
用
の
試
み

水
俣
病
の
根
本
的
な
治
療
法
は
見
つ
か
っ
て

い
な
い
。

病
気
の
確
認
か
ら
半
世
紀
以
上
が
た

つ
て
、
新
た
な
治
療
法
を
探
る
試
み
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ。

熊
本
県
水
俣
市
の
閏
立
水
俣
病
総
合
研
兜
セ

ン
タ
ー
(
園
水
研
)
は
、
ほ
か
の
神
経
疾
患
の
最

新
の
治
療
法
を
施
す
研
究
調
査
に
着
手
し
た

。

小
児
脳
性
ま
ひ
で
足
先
が
硬
直
す
る
患
者
な

ど
に
筋
肉
の
緊
張
を
緩
め
る
薬
を
注
射
す
る

「
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
」
や
、
脳
を
磁
力
で
刺
激

し
て
脳
率
中
後
の
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
を
上
げ

る
「
磁
気
刺
激
療
法
」
な
ど
、
五
つ
の
治
療
法

に
つ
い
て
、
水
俣
病
患
者
に
効
果
が
あ
る
か
検

証
す
る。

医
療
ニ
ュ
ー
ス

み
合
わ
せ
が
必
要
」
と
の
新
た

な
通
知
(
円
年
基
準
)
を
出

す
。
厳
し
く
な
っ
た
条
件
の
下

で
一
層
、
救
済
は
絞
ら
れ
て
い

く
。

こ
れ
ま
で
に
公
害
健
康
被

害
補
償
法
に
基
づ
き
、
患
者
と

し
て
認
定
さ
れ
た
の
は
、
新
潟

県
内
で
は
の
ベ2
5
1
8

人
の

申
請
に
対
し
て
、3
割
弱
の7

0
2

人
に
と
ど
ま
る。

救
済
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
人

々
は
裁
判
を
起
こ
し
て
い
く
。

2
0
1
3

年
、
最
高
裁
は、
複

数
の
症
状
が
な
く
て
も
水
俣
病

と
認
定
す
る
余
地
は
あ
る
と
、 基

準
の
運
用
見
直
し
を
求
め
る

判
決
を
下
し
た
。

翌
年
、
環
境
省
は
、
何
年
基

準
は
一
切
変
え
ず
に
残
し
た
上

で
、
感
覚
障
害
だ
け
で
も
認
定

で
き
る
と
す
る
新
指
針
を
通

知
。
水
銀
に
汚
染
さ
れ
た
魚
介

類
を
食
べ
た
こ
と
の
証
明
な
ど

を
被
害
者
ら
に
求
め
た

。

新
潟
水
俣
病
第5
次
訴
訟
原

告
弁
護
団
の
味
岡
申
宰・弁
護

士
は
「
新
通
知
も
ま
た
、
患
者

を
切
り
捨
て
、
問
題
の
幕
引
き

を
は
か
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
」
と
指
摘
す
る
。

低
濃
度
で
も
発
症
例

水
俣
病
は
、
メ
チ
ル
水
銀
佑

合
物
に
汚
染
さ
れ
た
魚
介
類
を

多
く
食
べ
た
こ
と
で
発
症
し
た

中
毒
性
の
神
経
系
の
病
気
だ

。

手
足
の
感
覚
障
害
や
運
動
機

能
の
低
下
、
視
野
が
狭
く
な

る
、
聞
こ
え
に
く
く
な
る
、
な

ど
が
特
徴
的
な
症
状
。

ど
こ
か

ら
水
俣
病
と
す
る
か
は
、
今
な

お
は
っ
き
り
し
な
い。

新
潟
育
陵
大
学
の
丸
山
公
男

教
授
ら
は
、
新
潟
水
俣
病
が
確

国
水
研
の
中
村
政
明
総
合
臨
床
室
長
は
「
ほ

か
の
神
経
疾
患
で
は
、
治
療
法
の
進
歩
で
、
従

来
の
治
療
で
は
効
果
が
な
か
っ
た
人
が
回
復
し

た
例
が
あ
る
。
水
俣
病
に
も
効
果
が
あ
る
可
能

性
が
十
分
に
あ
る
」
と
話
す

。

ま
た
、
緑
内
障
治
療
な
ど
に
使
わ
れ
る
薬
の

成
分
が
、
手
足
の
し
び
れ
な
ど
を
緩
和
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る。
水
俣
病

で
は
初
の
治
療
薬
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ

諒
さ
れ
た1
9
6
5

年
の6
月

に
阿
賀
野
川
流
墳
で
行
わ
れ
た

健
康
調
査
で
の
毛
髪
水
銀
濃
度

の
記
録
を
元
に
、
症
状
な
ど
を

調
べ
2
0
1
2

年
に
発
表
し

た
。

世
界
保
健
機
関
(
W
H

O
)
は
こ
の
健
康
調
査
の
毛
髪

水
銀
濃
度
で
初
期
に
発
症
し
た

人
の
値
を
も
と
に
、
大
人
で
濃

度
が
叩p
p
m
(
p
p
mは1
0

0

万
分
のl
)
以
上
あ
る
と
、

神
経
症
状
が
現
れ
る
危
険
が
あ

る
と
基
準
を
定
め
て
い
る
。

だ
が
、
丸
山
教
授
ら
の
調
査

で
、
そ
の
後
に
発
症
し
医
師
か

ら
水
俣
病
と
診
断
さ
れ
た
人
も

含
め
た
大
人1
0
3

人
の
う
ち

日
B
m

未
満
が
却
人
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
た

。

丸
山
教
授
は

「
高
濃
度
の
汚
染
を
受
け
て
い

な
い
人
も
水
俣
病
を
発
症
し
う

る
。

長
期
の
微
量
汚
染
で
は
慎

重
な
対
処
が
必
要
だ
」
と
し
て

い
る

。

り
、
国
水
研
は
数
年
後
の
臨
床
試
験
を
目
指
し

て
い
る
。

(
松
浦
祐
子
、
斎
藤
矯
史
、
神
田
明
美

)

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
包
日
{
木
)
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同
闘
回
目ω年
に
兆
候

兵庫の病院

ク
ボ
タ
周
辺
複
数
死
者
把
握

大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
「
ク
ボ

タ
」
の
旧
神
崎
工
場
(
兵
庫
県

尼
崎
市
)
周
辺
で
複
数
の
住
民

が
ア
ス
ベ
ス
ト
(
石
綿
)
関
連

が
ん
の
特
島
臨
に
か
か
っ
た

と
い
う
情
報
が
、
尼
崎
市
内
の

病
院
で
1
9
8
9

年
に
作
ら
れ

た
カ
ル
テ
に
記
載
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
中
皮
腫
は

ま
れ
な
が
ん
で
、
問
年
代
は
石

綿
へ
の
社
会
的
な
関
心
が
低
か

っ
た
が
、
同
工
場
周
辺
で
の
患

者
多
発
が
表
面
化
し
た
2
0
0

5

年
6

月
末
に
な
っ
て
注
目
が

集
ま
っ
た
。
乙
の
カ
ル
テ
で
は
、

そ
の
凶
年
前
に
石
綿
と
の
関
連

に
つ
い
て
「
神
崎
工
場
に
家
が

近
い
こ
と
」
と
推
定
し
て
お
り
、

事
態
が
工
場
内
の
労
災
に
と
ど

ま
ら
ず
、
周
辺
に
広
が
る
公
害

だ
っ
た
己
と
を
示
す
情
報
と
い

え
る
。

カ
ル
テ
は
、
1
9
8
9

年
に

お
歳
で
死
亡
し
た
男
性
の
遺
族

が
川
入
院
し
て
い
た
関
西
労
災

病
院
(
尼
崎
市
)
に
開
示
請
求
し

て
入
手
。
男
性
は
工
場
か
ら
約

1
5
0
M
離
れ
た
自
宅
に
生
後

か
ら
死
亡
す
る
ま
で
住
ん
で
い

た
。
自
営
業
で
工
場
で
の
勤
務

歴
は
な
い
が
、
回
年3
月
に
背

中
が
痛
み
出
し
、
同
年
5

月
に

「
中
皮
腫
」
の
診
断
を
受
け
た
。

カ
ル
テ
は
手
書
き
で
「
石
綿

の
職
歴
な
し
」
と
記
載
。
続
く

「
環
境
」
の
欄
に
は
「
あ
唱
え
て

石
綿
と
の
関
連
を
考
え
る
と
、

神
崎
工
場
に
家
が
近
い
こ
と
」

「
患
者
の
ご
く
近
所
に
い
る
人

が
、
最
近
中
皮
腫
で2
人
ω
Z

吋
Z

ロ
(
ド
イ
ツ
語
で
死
亡
)

し
た
。
い
ず
れ
も
職
歴
な
し
。

一
人
は
お
寺
さ
ん
で
、
も
う
一

人
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ

た
」
と
あ
っ
た
。
主
治
医
は
、

工
場
周
辺
の3
人
の
住
民
が
死

亡
し
た
と
い
う
情
報
を
得
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

当
時
の
主
治
医
は
取
材
に
対

し
「
退
職
後
も
守
秘
義
務
が
あ

り
、
記
憶
も
不
確
実
に
な
り
、

重
貨
を
担
う
自
信
も
あ
り
ま
せ

ん
」
と
の
文
書
を
出
し
、
応
じ

て
い
な
い
。

中
皮
腫
・
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ

ス
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
の
名
取
雄

司
医
師
は
「
加
年
ご
ろ
に
は
、
中

皮
腫
と
石
綿
と
の
関
係
は
国
際

的
に
知
色
れ
て
い
た
。
医
師
の

倫
理
上
の
責
務
を
考
え
る
と
、

で
き
る
限
り
調
べ
て
、
警
鐘
を

鳴
ら
す
と
と
が
で
き
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
た
。

ク
ボ
タ
は
2
0
0
6

年
、
工

場
周
辺
の
中
皮
腫
患
者
ち
を
対

象
に
救
済
金
を
支
払
-
つ
制
度
を

設
け
、
現
在2
7
7

人
(
う
ち

中
皮
腫2
7
0

人
)
を
認
定
し

た
。
【
大
島
秀
利
】

毎

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
お
日
(
金
)

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..................................................................................

他
の
医
師
も
異
変
気
付
く

仙
初
年
学
会
発
表
反
論
受
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
(
石
綿
)
場
周
辺
に
住
む
中
皮
腫
患

製
口
型
住
作
っ
て
い
た
ク
ボ
者
ち
が
訪
れ
た
。
中
野
教

タ
旧
神
崎
工
場
(
兵
庫
県
授
が
治
療
の
合
聞
に
、
工

尼
崎
市
)
指
認
複
数
の
場
付
近
に
署
号
、
患

住
民
が
中
皮
腫
で
死
亡
者
の
住
居
を
地
図
に
記
し

し
た
情
報
が19
8
9

年
て
い
く
と
、
工
場
の
南
北

の
カ
ル
テ
に
記
載
さ
れ
て
に
分
布
し
て
い
る
さ
♀
ι

い
た
問
題
で
、
他
の
医
師
っ
た
。
中
野
教
授
は
、
石

も
剖
年
代
に
異
変
に
接
し
綿
の
輸
送
経
路
に
飛
散
し

て
い
た
と
と
を
証
言
し
た
と
考
え
た
が
、
2
0
0

た
。
尼
崎
市
の
隣
の
西
宮5
年
以
降
の
別
の
研
究
者

市
に
あ
る
兵
庫
医
大
の
中
の
疫
学
調
査
で
、
風
に
よ

野
孝
司
教
授
(
回
)
は
、
工
っ
て
石
綿
が
飛
散
し
た
と

場
周
辺
の
患
者
が
徐
々
に
指
摘
さ
れ
た
。

増
え
て
い
る
と
感
じ
た
ま
た
叩
年
に
は
、

m
s

が
、
「
自
の
前
の
患
者
の
剖
年
に
治
療
し
た
中
皮
腫

診
断
と
治
療
に
明
白
暮
の
患
者
の
う
ち
日
人
に
つ

れ
、
全
体
像
は
分
か
ら
な
い
て
治
療
経
過
な
ど
を
学

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
会
で
報
告
。
と
乙
ろ
が
、

中
野
教
授
は
、
中
皮
腫
ベ
テ
ラ
ン
医
師
か
ら
「
聞

を
発
症
し
た
保
育
士
の
女
じ
地
域
で
こ
ん
な
に
中
皮

性
(
後
に
死
亡
)
を
診
察
腫
の
患
者
が
出
る
わ
け
な

し
た
症
例
を
回
年
に
学
会
い
。
診
断
が
間
違
っ
て
い

で
報
告
し
た
。
女
性
は
石
る
の
で
は
」
と
言
わ
れ
た

綿
を
扱
っ
た
経
験
は
な
か
と
い
う
。
「
当
時
は
珍
し

っ
た
が
、
自
宅
が
工
場
近
い
病
気
だ
っ
た
。
私
は
診

く
だ
っ
た
。
察
し
た
患
者
の
と
と
し
か

当
時
は
年
に
数
人
、
工
分
か
ら
ず
、
被
害
の
実
態

石綿公害

医
療
ニ
ュ
ー
ス

を
つ
か
め
て
い
な
か
っ

た
」
と
語
る
。
そ
の
後
、

兵
庫
医
大
を
訪
れ
る
中
皮

腫
患
者
は
徐
々
に
増
え
て

い
っ
た
。
回
年
以
降
に
次

々
と
明
ら
か
に
な
っ
た
住

民
の
被
害
に
つ
い
て
「
思

っ
て
い
た
よ
り
ず
っ
と
多

い
」
と
話
す
。

石
綿
に
よ
る
が
ん
の
発

症
ま
で
の
潜
伏
期
間
は
約

却
年
と
さ
れ
、
今
後
も
中

皮
腫
患
者
が
増
え
る
と
と

が
予
想
さ
れ
る
。
中
野
教

授
は
閃
年
、
兵
庫
医
大
に

中
皮
腫
・
ア
ス
ベ
ス
ト
疾

患
セ
ン
タ
ー
を
設
け
た
。

「
尼
崎
の
近
く
で
患
者
を

診
て
き
た
自
分
が
せ
な
あ

か
ん
」
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

今
も
中
心
と
な
っ
て
、
中

皮
腫
の
治
療
に
力
を
注

ぐ
。
【
柳
楽
未
来
}

毎

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
お
日
(
金
)
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広島・長崎大

体
験
女
性
の
肺
で
撮
影

広
島
大
と
長
崎
大
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
7

目
、
広
島
原
爆
の

「黒
い
雨
」
を
体
験
し
た
女
性

の
肺
組
織
に
ウ
ラ
ン
が
残
存

し
、
現
在
も
放
射
線
を
放
出
し

て
い
る
己
と
を
一
ホ
す
痕
跡
を
初

め
て
撮
影
し
た
と
明
ら
か
に
し

た
。

女
性
は
原
爆
投
下
時
却
歳

で
、
朗
代
で
肺
な
ど
3

臓
器
に

多
重
が
ん
を
発
症
し
、
倒
歳
で

死
亡
し
た
。
解
析
し
た
の
は
1

9
9
8

年
に
切
除
し
保
存
さ
れ

て
い
た
肺
組
織
で
、
グ
ル
ー
プ

は
「
放
射
性
降
下
物
由
来
の
核

物
質
に
よ
る
内
部
被
ぱ
く
が
半

世
紀
以
上
続
い
て
い
た
と
と
が

人
体
影
響
諭
争
に

原
爆
投
下
直
後
に
降
っ
た
黒

い
雨
や
死
の
灰
な
ど
放
射
性
降

下
物
に
よ
る
内
部
被
ぱ
く
の
影

響
は
、
被
爆
叩
年
の
現
在
も
解

明
で
き
て
い
な
い
。
研
究
グ
ル

一
石

ー
プ
は
、
核
物
質
が
長
期
聞
に

わ
た
っ
て
体
内
に
と
ど
ま
っ
て

放
射
線
を
放
出
し
、
人
体
を
傷

つ
け
て
き
た
証
拠
を
捉
え
た
と

し
て
い
る
。

墨
付
け
ら
れ
た
」
と
し
て
い
る
。

広
島
市
で7
日
に
聞
か
れ
た

「
原
子
爆
弾
後
障
害
研
究
会
」

で
報
告
し
た
。

報
告
に
よ
る
と
、
女
性
は
原

爆
投
下
時
、
爆
心
地
か
ら
西
約

4

・
1

キ
ロ
で
黒
い
雨
が
激
し
く

降
っ
た
広
島
市
高
須
地
区
に
い

半
世
紀
残
存

女
性
が
住
ん
で
い
た
高
須
地

区
は
、
「
黒
い
雨
」
が
激
し
く

降
り
、
被
爆
者
援
護
法
の
援
謹

対
象
区
域
内
に
あ
る
。
女
性
は

放
射
線
を
体
外
か
ら
浴
び
る

「
外
部
被
ば
く
」
の
線
量
が
低
い

地
域
に
居
住
し
て
い
た
た
め
、

研
究
グ
ル
ー
プ
は
内
部
被
ば
く

特
定
著
書
の
販
売
禁
止

医
療
ニ
ュ
ー
ス

た
。

出
産
直
後
で
動
廿
ず
、
約

2

週
間
、
近
く
の
畑
で
取
れ
た

野
菜
を
食
べ
た
り
、
井
戸
の
水

を
飲
ん
だ
り
し
て
過
む
し
た
o

m
歳
で
肺
が
ん
と
胃
が
ん
を
、

倒
歳
で
大
腸
が
ん
を
発
症
。
爆

心
地
か
ら
比
較
的
離
れ
た
場
所

に
い
な
が
ら
、
原
爆
被
害
の
特

徴
と
さ
れ
る
多
重
が
ん
に
羅
患

し
た
と
と
か
ち
、
内
部
被
ぱ
く

の
影
暫
が
疑
わ
れ
た
。

女
性
の
手
術
の
際
に
切
除
さ

れ
た
肺
の
が
ん
組
織
と
非
が
ん

組
織
、
隣
接
す
る
リ
ン
パ
組
織

が
広
島
大
に
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
同
グ
ル
ー
プ

が
解
析
を
実
施
。
乳
剤
に
漫
し
、

放
射
綿
が
走
る
跡
(
飛
跡
)
を

録
影
し
た
と
と
ろ
、
主
に
肺
が

ん
組
織
で
核
物
質
が
放
出
す
る

ア
ル
フ
ァ
線
の
飛
跡
を
確
認
し

た
。
飛
跡
の
長
さ
や
他
の
放
射

性
物
質
の
半
減
期
な
ど
と
比
較

し
、
核
物
質
は
広
島
原
爆
由
来

の
ウ
ラ
ン
2
3
5

の
可
能
性
が

非
常
に
高
い
と
し
て
い
る
。

確
認
し
た
飛
跡
の
数
を
基
に

算
出
し
た
放
射
性
物
質
の
量

は
、
肺
の
が
ん
組
織
が1
立
方

今
当
た
り
0

・
0
0
4
9

路
、

非
が
ん
組
織
が
同0
・
0
0
0

4

版
。
組
織
を
切
除
し
た
錦
年

ま
で
の
臼
年
閣
の
推
定
被
ば
く

線
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
1

・
2

約

と
0

・
l

w
と
な
る
。

長
期
間
の
累
積
線
量
が
肺
の

が
ん
化
に
ど
う
影
響
し
た
か
は

比
較
対
象
が
な
い
た
め
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
が
ん
組
織
と
非

が
ん
組
織
で
は
顕
著
な
差
が
あ

っ
た
。
リ
ン
パ
組
織
か
ら
の
検

出
量
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

内
部
被
ば
く
に
関
す
る
研
究

は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
だ
。
研

究
の
中
心
と
な
っ
た
鋪
田
七
男

.
広
島
大
名
沓
教
授
は
「
科
学
的

.
物
理
的
に
も
証
明
が
難
し
い

内
部
被
ぱ
く
の
実
態
を
、
-
人

の
症
例
か
ら
自
に
見
、
え
る
形
で

明
ら
か
に
で
き
た
」
と
し
て
い

る
。

【高
橋
咲
子
、
加
藤
小
夜
】

ウ
ラ
ン
か
ら
放
射
線

の
可
能
性
に
着
目
。
同
グ
ル
ー

プ
の
七
俊
和
子
・
長
崎
大
助
教

ち
が
2
0
0
9

年
、
長
崎
原
爆

の
投
下
直
後
に
死
亡
し
た
被
爆

者
の
臓
器
標
本
を
乳
剤
に
浸
し

て
撮
影
す
る
方
法
で
、
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
が
放
射
綿
を
放
出
し
て

い
る
と
と
を
確
認
し
て
い
た
た

の
著
書
も
並
ん
だ
。

し
か
し
学
会

側
は
、
事
務
運
営
を
担
っ
た
業
者

に
「
岩
田
教
授
の
著
書
は
一
切
、

め
、
同
様
の
手
法
を
試
み
た
。

一連
の
原
爆
症
認
定
訴
訟
で

は
、
内
部
被
ば
く
に
よ
る
人
体

影
響
に
つ
い
て
「
影
響
が
否
定

で
き
な
い
」
と
す
る
司
法
判
断

が
相
次
い
で
い
る
一
方
で
、
国

側
は
「
ウ
ラ
ン
が
長
期
に
わ
た

っ
て
体
内
に
残
留
し
、
内
部
被 ぱ

く
を
継
続
す
る
と
と
は
な

い
」
と
主
彊
し
て
い
る
。

【高
橋
咲
子
、
加
藤
小
夜
、
樋

口
岳
大
】毎

日

(
大
阪
)・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
8

日
(
月
)

も
し
れ
な
い。
言
論
の
自
由
は
学

問
の
進
歩
の
た
め
に
保
障
さ
れ
る

べ
き
最
低
条
件
。
こ
の
よ
う
な
圧
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化学療法学会

日
本
化
学
療
法
支
耳
(
事
務
局

・
東
京
)
が
、
今
月
4
3
6

日
に

東
京
都
内
で
聞
い
た
学
会
総
会

で
、
薬
剤
の
使
用
法
な
ど
に
批
判

的
な
著
書
が
あ
歪
員
の
医
師
の

出
版
物
を
会
場
で
販
売
禁
止
に
し

て
い
た
と
と
が
、
関
係
者
へ
の
取

材
で
分
か
っ
た
。
医
師
は
「
言
論

の
自
由
を
侵
害
す
る
不
当
な
圧
力

だ
」
と
批
判
し
、
学
会
側
は
事
実

関
係
を
調
査
し
て
い
る
。

誤用批判の医師「圧力」

出
版
物
を
排
除
さ
れ
た
の
は
岩

田
健
太
郎
・
神
戸
大
教
授
。
感
染

症
治
療
が
専
門
で
「
関
・
9

物
が

誤
用
の
抗
生
物
質
」
「
絶
対
に
、

医
者
に
殺
さ
れ
な
い
釘
の
心
得
」

な
ど
多
数
の
著
作
が
あ
る
。

運
営
や
販
売
に
関
わ
っ
た
関
係

者
に
よ
る
と
、
学
会
総
会
の
会
場

に
な
っ
た
都
内
の
ホ
テ
ル
に
は
、

医
学
関
連
の
書
籍
を
販
売
す
る
書

店
の
ブ1
ス
が
設
け
ら
れ
、
会
員

展
示
販
売
し
な
い
と
と
」
を
出
版

社
や
書
店
が
守
る
よ
う
指
示
、
従

わ
な
い
場
合
は
参
加
さ
せ
な
い
と

伝
え
た
。
そ
の
結
果
、
岩
田
教
授

の
著
書
は
除
か
れ
、
別
の
著
書
の

本
に
寄
せ
た
岩
田
教
授
の
帯
文
も

外
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

岩
田
教
授
は
「
製
薬
企
業
と
関

連
の
深
い
医
師
に
よ
る
不
適
切
な

抗
生
物
質
な
ど
の
使
い
方
を
批
判

し
て
き
た
と
と
が
排
除
の
理
由
か

力
は
初
め
て
だ
」
と
批
判
す
る
。

同
学
会
は
抗
が
ん
剤
な
ど
の
化

学
薬
品
や
抗
生
物
質
を
使
っ
た
治

療
法
の
発
屋
と
普
及
を
目
的
に
し

た
公
益
社
団
法
人
で
、
会
員
は
約

7
0
0
0

人
。
学
会
総
会
会
長
の

二
木
芳
人
・
昭
和
大
教
授
は
取
材

に
「
特
定
の
著
書
の
販
売
を
禁
止

し
た
の
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
調
査
中
で
今
は
話
せ
な

い
」
と
答
え
た
。
【
千
葉
紀
和
】

ト(Ì SOkuhou 

と安全管理総集版 2015年 9号

対人関係が苦手とされる自閉症など発達障害児の社会性が改

善すると、両親の他者への共感性も高まるなど、親子の心理状

態が連動していることを、金沢大子どものこころの発達研究セ

ンター(金沢市)の研究グループが明らかにした。 発達障害児
の支援には親も含めた包括的な理解が必要なことを示す成果

で、 11 日付の米科学誌電子版に発表した。 (小室亜希子)

金
大
グ
ル
ー
プ
研
究

「
両
方
を
ケ
ア
対
象
に
」

の子

研
究
は
長
谷
川
千
秋
研
究

員
、
菊
知
充
教
授
ら
の
グ
ル
ー

プ
が
、
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ

た
十
七
人
の
幼
児
と
両
親
を
対

象
に
実
施
し
た。

子
に
は
協
調
性
や
適
応
性
な

ど
社
会
性
を
、
親
に
は
ど
れ
だ

け
他
者
の
立
場
に
立
て
る
か
な

ど
の
共
感
性
を
測
定
す
る
質
問

紙
調
査
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
二

年
後
に
一
再
調
査
し
て
変
化
の
関

連
性
を
調
べ
た。

そ
の
結
果
、
子
の
社
会
性
が

改
善
し
て
い
る
場
合
に
両
親
の

共
感
指
数
が
高
ま
る
一
方
、
子

の
社
会
性
が
低
下
し
て
い
る
と

両
親
の
共
感
指
数
も
低
《
な?

て
い
た
。

国
際
標
準
の
質
問
紙
法
を
用

い
て
、
親
子
の
心
理
状
態
が
連

動
L
て
い
る
こ
と
を
学
術
的
に

明
ら
か
に
す
る
の
は
世
界
で
初

め
て
と
い
う。
た
だ
親
と
子
の

ど
ち
ら
が
も
う
一
方
に
作
用
す

る
か
な
ど
、
因
果
関
係
ま
で
は

分
か
っ
て
い
な
い。

発
達
障
害
児
は
他
者
の
心
を

理
解
す
る
の
が
苦
手
な
た
め
に

就
学
後
な
ど
に
周
囲
に
適
応
で

き
ず
、
ま
た
親
や
祖
父
母
が
子

を
受
容
で
き
な
い
ケl
ス
が
み

ら
れ
る
。

長
谷
川
研
究
員
は

「
親
が
子
の
素
質
を
理
解
し

て
、
自
尊
心
を
守
っ
て
あ
げ
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い。
負
の
連

鎖
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
親
も

ケ
ア
の
対
象
に
含
め
て
い
く
必

要
か
あ
る
」1と
指
摘
し
た。

毎 日 (東京) ・夕刊

2015年6月 11 日(木)
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診
察
の
2

日
後
死
亡

「
医
師
に
過
失
な
し
」

甲
府
地
裁
、
遺
族
の
訴
え
棄
却

自
宅
で
頭
を
打
ち
、
市
立
甲
府

病
院
で
診
察
を
受
砂
た
甲
府
市
の

男
性H
当
時
(
飽)
Hが
2

日
後
に

死
亡
し
た
の
は
、
適
切
な
検
査
を

怠
っ
た
医
師
の
過
失
が
原
因
だ
と

し
て
、
男
性
の
遺
族
が
甲
府
市
に

約
5
1
0

万
円
の
損
害
賠
償
を
求

め
た
訴訟
の
判
決
が2
目
、
甲
府

地
裁
で
あっ
た
。

佐
久
間
政
和
裁

判
長
は
「
医
師
に
過
失
は
認
め
ら

れ
な
い」
と
し
て
、
遺
族
の
訴
え

を
棄
却
し
た
。

男
性
は2
0
0
5

年
5

月
に
自

宅
で
倒
れ
、
同
病
院
に
微
送
さ
れ

た
。

担
当
医
師
は
頭
部
打
撲
と
診

断
し
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断

層
撮
影
(
C
T
)を
せ
ず
に
帰
宅

さ
せ
、
男
性
は2
日
後
に
死
亡
。

遺
族
は
「
死
因
は
転
倒
に
よ
る
硬

膜
下
血
腫
で
、
医
師
が
必
要
な
検

査
を
し
て
い
れ
ば
助
かった
」
と

主
張
し
て
い
た
。

判
決
は
「
医
師
にCT
撮
影
す

る
義
務
は
な
かっ
た
」
と
指
摘
。

死
因
に
つ
い
て
も
「
直
ち
に
硬
眼

下
血
腫
が
死
因
と
は
認
め
ら
れ
な

い
」
と
し
た
。

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
3

日
(
水
)

3
歳
女
児
死
亡
賠
償
請
求
訴
訟

九
大
3500 
万
円
支
払
い
で
和
解

福岡地裁

九
州
大
病
院
(
福
岡
市

東
区
)
が
適
切
な
検
査
を

怠
っ
た
た
め
、
尿
素
サ
イ

ク
ル
異
常
症
の
女
児
(
当

時
3

歳
)
が
死
亡
し
た
と

し
て
、
遺
族
が
病
院
を
運

営
す
る
九
大
に
約5
3
0

0

万
円
の
領
害
賠
償
を
求

め
た
訴
訟
は
ロ
目
、
福
岡

地
裁
(膏
木
亮
裁
判
長
)

で
和
解
が
成
立
し
た
。
九

大
が
和
解
金3
5
0
0

万

円
を
支
払
う。

訴
状
に
よ
る
と
、
女
児

は
2
0
1
2

年
5

月
お

が
遅
れ
た
過
失
が
あ
る
」

と
訴
え
た。
九
大
側
は「緊

急
性
は
な
か
っ
た
」
と
し

て
い
た
が
、
地
裁
は
「
検

査
を
怠
っ
た
過
失
が
認
め

ら
れ
る
可
能
性
は
極
め
て

高
い
」
と
和
解
を
勧
め
て

い
た
。

尿
素
サ
イ
ク
ル
異
常
症

は
、
毒
性
の
強
い
ア
ン
モ

ニ
ア
を
無
毒
な
尿
素
に
変

え
る
肝
臓
の
幽
酵
素
が
先
天

的
に
欠
げ
る
た
め
、
ア
ン

モ
ニ
ア
値
を
正
常
に
保
つ

必
要
が
あ
り
、
肝
移
植
も

佐
賀
市
な
ど
の
上
告
棄
却
制

「
腸
重
積
症
」
男
児
死
亡
訴
訟
最

腸
管
が
公
心
が
れ
る「腸
重

積
症
」
を
起
こ
し
ゃ
す
い
遺
伝

性
疾
患
を
持
つ
佐
賀
市
の
男
児

H

当
時
(ロ
)
Uが
不
適
切
な
医

療
措
置
で
死
亡
し
た
と
し
て
、

両
親
が
「休
日
夜
間
こ
ど
も
診

療
所
」
を
運
営
す
る
岡
市
な

ど
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴

訟
で
、
最
高
裁
第
2

小
法
廷(山

本
庸
幸
裁
判
長)
は
日
日
ま

で
に
、
市
と
小
城
市
内
の
民

間
病
院
の
上
告
を
退
け
る
決
定 を

し
た
。

ロ
臼
付。
計
約
2

千

万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
こ
審

福
岡
高
裁
判
決
が
確
定
し

た
。二

審
判
決
に
よ
る
と
、
男
児

は
2
0
0
6

年
3

月
、
唱
吐
や

腹
痛
で
こ
ど
も
診
療
所
や
休
日

担
当
医
だ
っ
た
民
間
病
院
を
受

診
。

い
ず
仇
も
咽
吐
下
痢
症
と

診
断
さ
れ
た
が
、
入
院
先
の
別

の
医
療
機
関
で
容
体
が
悪
化

し
、
腸
重
積
症
で
死
亡
し
た
。

産
後
ケ
ア
両
親
ら
逆
転
敗
訴

偏
向
一
高
裁
判
決
病
院
の
観
察
義
務
否
定

国
立
病
院
機
構
九
州
医
療
セ

ン
タ
ー

(福
岡
市
)
で
生
ま
れ

た
次
女
(5
)の
脳
に
重
い
障
害

が
残
っ
た
の
は
、

助
産
師
ら
が

病
室
の
母
子
の
経
過
観
察
を
怠

っ

た
た
め
な
ど
と
し
て
、

福
岡

県
内
の
両
親
ら
が
問
機
構
に
約

2

億
3

千
万
円
の
岨
損
害
賠
償
を

求
め
た
訴
訟
の
飽
訴
審
判
決
が

加
分
間
、
ベ
ッ
ド
で
母
子
だ
け

に
な
っ
た
。

次
女
は
一
時
呼
吸

が
停
止
し
、
低
酸
素
性
虚
血
性

脳
症
の
後
遺
障
害
が
残
り
、

現

在
も
意
識
が
戻
っ
て
い
な
い。

一
容
は
、
疲
労
や
鎮
痛
剤
な

ど
の
影
響
で
、
母
親
は
次
女
の

様
子
の
急
変
に
的
確
に
対
処
で

き
な
い
と
予
見
で
き
た
、
と
認

一
審
佐
賀
地
裁
は「診
断
時

に
特
段
の
腹
部
所
見
は
な
く
、

腸
重
積
を
疑
う
ベ
宍
症
状
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
請
求
を

棄
却。
両
親
側
が
控
訴
し
、
二

審
は
男
児
の
症
状
の
悪
化
が
続

い
て
い
た
状
況
か
ら
、
「
医
師

は
血
液
検
査
し
て
慎
重
に
原
因

を
探
り
、
高
次
医
療
機
関
に
転

送
す
べ
き
義
務
を
怠
っ
た
」
な

ど
と
被
告
側
の
過
失
を
認
定

し
、
訴
え
の一部
を
認
め
た。

賠
償
額
の
う
ち
佐
賀
市
は
3
0

0

万
円
を
民
間
病
院
と
連
帯
し

て
支
払
う
内
容
。

両
親
側
の
弁
護
士
は「初
期

救
急
で
の
適
切
な
対
応
や
子
ど

も
の
異
変
に
対
す
る
保
護
者
の

説
明
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
を

医
療
機
関
に
求
め
る
判
決
で
あ

り
、
猛
省
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

佐
賀
市
は
「内
容
を
検

討
し
た
う
え
で
今
後
対
応
す

る
」
と
し
た
。

佐
賀
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
日
間
日
(
火
)

度
米
沢
市
立
病
院
の

「
レ
ベ
ル
3
b

」
事
故

隅
過
失
ケ
i

ス
3

件

米
沢
市
立
病
院
はl
臼
、
予
日
の
う
ち
に
、
初
代
田
程
は
後

定
外
の
処
置
や
治
療
が
必
要
と
臼
そ
れ
ぞ
れ
再
手
術
し
、
正
し

な
る
「
レ
ベ
ル3
b

」
の
医
療
い
レ
ン
ズ
を
挿
入。
印
代
男
性

事
故
の
う
ち
過
失
の
あ
る
ケ
は
後
日
再
手
術
し
、
症
状
が
改

l

ス
が
2
0
1
4

年
度
に3
件
善
し
た
。

あ
っ
た
と
、
市
議
会
民
生
常
同
病
院
は

マ
複
数
人
に
よ
る

任
委
員
会
協
議
会
で
報
告
し
確
認
の
徹
底
マ
慎
重
で
確
実
な

た
。

手
術
の
興
行
徹
底
ー
と
い
っ
た

同
病
院
に
よ
る
と
、
事
故
は
改
善
策
を
講
じ
た
。

同
病
院
は



「
患
者
、
家
族
に
お
わ
び
」

目
、
肝
移
植
を
検
討
す
る

た
め
、
肝
臓
に
樹
地
捌
し

て
細
胞
を
取
る
肝
生
検
を

受
け
た
。
母
親
は
、
女
児

が
駒
佐
し
た
翌
日
午
前

2

時
過
ぎ
、
医
師
に
ア
ン
モ

ニ
ア
値
を
測
る
血
液
検
査

の
必
要
性
を
尋
ね
た
が
実

施
さ
れ
ず
、3
日
後
に
亡

く
な
っ
た
。

遺
族
側
は
「
検
査
で
高

い
ア
ン
モ
ニ
ア
値
が
出
れ

ば
対
処
法
が
あ
り
、
検
査

熊本大病院

総集版 2015年9号

熊
本
大
病
院
(熊
杢
巾

中
央
区
本
荘)
で
昨
年
4

月
に
カ
テ
!
テ
ル
内
の

金
属
製
ワ
イ
ヤ
を
妊
婦

の
胸
に
放
置
し
て
い
た

医
療
事
故
で
、
水
田
博
志

院
長
ら
が4
日
、
記
者
会

見
を
関
当
」
、
事
故
の
経
緯

な
ど
を
あ
ら
た
め
て
説

明
。
「
患
者
、
家
族
に
深

く
お
わ
び
す
る」
と
陳
謝

し
た
。

同
病
院
は5
月
m
日
に

医
療
事
故
の
発
生
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た

治
療
法
の
一
つ
。

女
児
の
初
代
父
親
は

「
和
解
し
て
も
娘
は
戻
っ

て
と
な
い
。
病
院
は
娘
の

死
を
忘
れ
ず
治
療
に
生
か

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

九
大
は
「
コ
メ
ン
ト
は
な

い
」
と
し
て
い
る
。

【
山
本
太
ニ

四
日
、
福
岡
高
裁
で
あ
っ
た
。

大
工
強
裁
判
長
は
、
病
院
側
の

過
失
を
認
め
て
約1
億
3

千
万

円
の
支
払
い
を
命
じ
た
一
審
・

福
岡
地
裁
判
決
を
一
部
取
り
消

し
、
両
親
ら
の
請
求
を
棄
却
す

る
原
告
逆
転
敗
訴
の
判
決
を
言

い
渡
し
た。

母
親
は
2
0
0
9

年
日
月
、

帝
王
切
開
で
次
女
を
出
産
。

約

四
時
間
後
、
授
乳
の
た
め
助
産

師
が
母
親
の
元
に
次
女
を
連
れ

て
き
て
、
そ
れ
か
ら
約1
時
間

日
(
福
岡
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
刊
日
日
(
土
)

妊
婦
胸
部
に
ワ
イ
ヤ
放
置

院
長
ら
会
見

が
、
水
田
院
長
ら
が
出
張

で
不
在。
公
表
の
仕
方
に

問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
会

見
を
開
い
た。

病
院
に
よ
る
と
、
医
療

事
故
に
遭
っ
た
の
は
切
迫

早
産
で
入
院
し
て
い
た
初

代
女
性。
産
税
の
叩
代
男

性
医
師
が
、
薬
剤
を
投
与

す
る
た
め
に
右
肘
の
静
脈

か
ら
カ
テ
l

テ
ル
約
刊
号

を
挿
入
し
た
後
、
カ
テ
l

テ
ル
内
の
「ス
タ
イ
レ
ッ

ト

」
と
呼
ば
れ
る
ス
テ
ン

レ
ス
製
ワ
イ
ヤ
(長
『
前

刊
号
、
直
径
約0
・
5
ミ

リ
)

を
体
外
に
引
当
量
く
の
を

忘
れ
て
い
た。

体
内
に
残
っ
た
ワ
イ
ヤ

は
静
脈
盈
を
破
っ
て
友
の 胸

腔
内
に
達
し
て
お
り
、

婦
人
か
ら
約2
日
後
に
摘

出
。

女
性
は
無
事
に
出
産

し
た
。

同
病
院
は
「担
当
し
た

公
表
H
P

の
み

妊
婦
の
体
内
に
金
属
製

ワ
イ
ヤ
を
放
置
し
た
熊
本

大
病
院
の
医
療
事
故
で
、

同
病
院
は
医
師
が
会
見
な

ど
に
応
じ
な
か
っ
た
当
初

の
公
表
の
仕
方
に
問
題
が

あ
っ
た
と
認
め
た。
事
故

内
容
や
原
因
を
早
く
詳
し

く
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

患
者
側
の
同
意
取
得
を
合

定
。

病
院
が
経
過
観
察
を
し
て

い
れ
ば
重
度
の
障
害
を
負
う
結

果
を
回
避
で
き
た
可
能
性
が
高

い
と
し
て
、
賠
償
を
命
じ
た
。

高
裁
は
「
経
過
観
察
義
務
を

負
う
の
は
事
故
発
生
を
具
体
的

に
予
見
で
き
た
場
合
」
と
指
埼

当
時
、
母
子
に
異
常
の
兆
候
は

な
く
、
病
院
側
は
経
過
観
察
義

務
を
負
っ
て
い
な
い
、
と
し
た

。

朝

日
(
福
岡
)
・
朝
刊

マ
昨
年
6

月
、
河
代
女
性
の
白

内
障
手
術
の
際
、
こ
の
患
者
用

で
な
い
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入マ

昨
年
9

月
、
初
代
男
性
の
白
内

障
手
術
の
際
、
度
数
の
事
つ
眼

内
レ
ン
ズ
を
挿
入
マ
昨
年
ロ

月
、
ω
代
男
性
の
右
下
肢
静
脈

癒
(り
ゅ
う
)
手
術
の
際
、
静

脈
を
縛
る
べ
き
と
こ
ろ
神
経
を

縛
っ
た
た
め
神
経
障
害
が
発
症

ー
の
3

件
。

白
内
障
手
術
は
同
じ
医
師
が

担
当
し
た。
叩
代
女
性
は
そ
の

テ
1

テ
ル
の
使
用
に
関
し

て
独
自
の
認
定
制
度
を

導
入
。
実
地
講
習
を
受
け

て
い
な
い
医
師
の
カ
テl

テ
ル
挿
入
を
禁
じ
、
講
習

を
受
け
た
医
師
が
実
施

す
る
際
も
認
定
医
の
指
導

下
で
行
う
よ
う
に
見
直
し

た
。

院
の
内
規
で
、
患
者
側
と

相
談
し
て
決
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る。

熊
本
大
病
院
が
今
回
の

医
療
事
故
を
ホl
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
た
の
は5
月

m
日
午
後
2

時
。

事
故
発

生
か
ら1
年
以
上
た
っ
て

い
た。
報
道
用
の
質
問
は

フ
ァ
ク
ス
で
の
み
受
け
付

け
る
と
し
た
が
、
報
道
各

社
は
院
長
の
会
見
な
ど
を

求
め
て
抗
議。
事
務
職
員

が
対
応
し
た
も
の
の
、
医

師
は
同
席
し
な
か
っ
た。

後
手
に
回
っ
た
対
応
に

つ
い
て
、
水
田
博
志
院
長

は
4

日
の
会
見
で「私
を

合
め
た
責
任
者
が
出
張
中

で
は
あ
っ
た
が
、
調
査
な

ど
に
1

年
以
上
か
か
っ
た

た
め
、
速
や
か
な
公
表
を

優
先
し
た
』
と
釈
明。
今

2
0
1
5

年
6

月
初
日
(
土
)

(田
中
禅
三
)

抗
議
受
け
対
応

医
師
は
、
ワ
イ
ヤ
が
入
っ

て
い
る
タ
イ
プ
の
カ
テl

テ
ル
を
使
っ
た
経
験
が
な

く
、
実
地
講
習
も
受
け
て

い
な
か
っ
た」
と
説
明。

ワ
イ
ヤ
を
引
き
抜
く
必
要

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

お
ら
ず
、
治
療
に
立
ち
会

っ
た
却
代
の
指
導
医
も
ミ

ス
に
気
付
か
な
か
っ
た
と

い
う
。

同
病
院
は
再
発
防
止
の

た
め
、
5

月
1

日
か
ら
カ

め
、
病
院
側
に
公
表
へ
の

積
極
姿
勢
が
欠
か
せ
な

国
立
大
学
付
属
病
院
長

会
議
が
定
め
た
医
療
事
故

公
表
の
指
針
で
は
、
病
院

側
に
明
ら
か
な
責
任
が
あ

る
場
合
、
患
者
側
の
間
意

を
得
て
公
表。
公
表
の
方

法
に
つ
い
て
は
熊
本
大
病

イ
ン
シ
デ
ン
ト
と
医
療
事
故
を

レ
ベ
ル
0
1
5

に
分
類。
医
療

事
故
公
表
基
準
に
基
づ
き
、
過

失
に
よ
る
事
故
の
う
ち
「
5

」

「4
」
に
該
当
す
る
事
故
は
個

別
に
公
表
し
、
中
程
度
の
「
3

b

」
は
年
度
ご
と
に
一
括
公
表

し
て
い
る
。

山
形
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
2

日
(
火
)

後
は
病
院
の
内
規
を
改

め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
表
と
同
時
に
会
見
を
設

定
し
た
い
と
の
意
向
を
示

し
た
。

医
療
事
故
被害
者
の
支

援
を
し
て
い
る
医
療
事
故

情
報
セ
ン
タ
ー
(
名
古
屋

市
)
の
副
理
事
長
、
増
田

聖
子
弁
護
士
は「同
意
は

原
則
必
要
だ
が
、
公
表
に

よ
っ
て
事
故
は
教
訓
と
な

る
。

大
学
病
院
は
公
表
を

望
む
か
ど
う
か
機
械
的
に

聞
く
の
で
は
な
く
、
誤
解

や
不
安
を
取
り
除
く
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
指
摘
す
る。

(石
貫
謹
也)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊
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イ
中
術
し
て
ほ
し
い
と
病
院
に

生
体
肝
移
植
手
術
を
再
開
揺
す
い
た
」
ち

初
、
一
方
、
神
戸
市
は8
日

神
戸
の
病
院
田
中
前
院
長
ら
担
当
需
に
喜
夫
り
検
査
す
る

側
A
J

方
針。
K
I
F
M
E
C
の

神
戸
車
央
区
の
露
震
「
神
戸
震
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン一究
会
は
、
需
の
一
時
停一

主
望
者
は
「
神
戸
市
型

タ
l
(
K
I
F
M
E
C
)
」
で
毒
事
華
街
を
受
け
た
患
者
4
人
議
後

一止
と
抜
本
的f露
改
革

一一
ち

一 挙
富
里
つ
い
て
事

1
カ
月
以
巨
死
亡
し
た
富
で
、
K
T
A
h
r
M
E
2
3

日
、
延
期
し
て
;一を
喜
。
K
I
F
M
E
C
一一

Z
l

一躍
脅
し
た
。
盈
戸
市

1
0』し

T

一塁
の
交
代
替
露

一一
般
加
嗣

一か
ら
は
、
立
ち
入
量

喜
市
の
塁
審
(
臼
)
へ
の
需
喜
子

一重
を
行
っ
た
が
、
研
究
一
一
;

一は
蓄
を
止
め
る
も
の
で

(
藤
章
一
郎
、
発
事
)

一会
は
総
合
室
み
の
体
一
一
側
室
は
な
く
、
検
害
車
再

K
I
F
M
E
Cに
よ
る

一護
士
に
よ
る
と
、
男
性
の一初、
4
2
日
量
術
を

一制
を
求
め
て
お
り
、
見
解一一

生
ア
央

一開
は
別
の
問
題
と
い
う
認

と
、
手
術
は
田
中
紘
一
前一委
(
臼
)
が
肝
臓
の
一
部
を
苓
定
し
て
い
た
が
、
日
本

一の
差
は
埋
ま
っ
て
い
な一は
移
植
し
か
な
い
と
い

一
代
理
人
弁
護
士
は
、
男

一い
た
の
か
楽
に
な
っ
た
よ一識
を
聞
い
た
」
と
話
す
。

院
長
ら
が
相
冨
し
、
午
前
雇
供
し
、
玉
術
は
却
時
間
肝
移
植
研
究
会
が
こ
の
間

一い
。

一う
。
5

月
日
日
に
記
者
広
耳
性
の
容
体
受
責
後
に
少
言
冠
。
急
変
す
れ
ば
手
遅

一

日
時
日
分
に
執
刀
を
開
始

一以
上
か
か
る
と
い
う
。一題
を
調
査
し
た
こ
と
を
受一
男
性
は
肝
硬
変
と
肝
臓
一
見
を
開
き
、
早
期
の
再
開

一し
良
く
な
っ
た
こ
と
を
明一れ
に
な
る
の
で
、
調
子
の

一

し
た
。
男
性
の
代
理
人
弁

一
K
I
F
M
E
C
は
当

一け
延
期
し
て
い
た
。
同
研
一
が
ん
を
患
い
、
助
か
る
道
芸
景
め
て
い
た
。
一
か
し
「
気
持
ち
が
落
ち
着

一良
い
聞
に
一
日
も
早
く
手一

を
調
べ
る
た
め
、
神
戸
市
が
来

週
に
も
立
ち
入
り
検
査
す
る
予

定
だ
が
、
検
査
を
経
ず
手
術
に

踏
み
切
る
。
専
門
家
か
ら
は
「
移

植
や
術
後
管
理
に
十
分
な
体
制

が
本
当
に
盤
っ
た
の
か
」
と
疑

問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
「
病
院

の
総
合
力
が
か
な
り
不
足
し
て

神戸の病院

手
術
再
開
に
疑
問
の
声

生
体
肝
移
植
「十
分
な
体
制
か
」

生
体
肝
移
植
を
受
け
た
患
者一期
し
て
い
た
兵
庫
県
在
住
の
男

4

人
が
死
亡
し
た
神
戸
国
際
フ一性
(
回
)
に
対
す
る
生
体
肝
移
植

ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン一を
3

日
に
行
う
と
発
表
し
た
。

タ
l
(
神
戸
市
)
は2
目
、
延

一同
セ
ン
タ
ー
の
安
全
管
理
体
制

開患者が死亡

「
成
功
率
男

EE豆1
悶珂

い
な
い
と
み
ら
れ
る
。

い
る
」
と
し
て
、
専
門
医
団
体

の
日
本
肝
移
植
研
究
会
が
移
植

の
中
断
を
提
言
す
る
調
査
報
告

書
を
4

月
に
提
出
。
ま
た
日
本

移
槌
学
会
な
ど
も
、
生
体
肝
移

植
の
実
施
施
抽
出
に
対
し
、
脳
死

肝
移
植
と
同
程
度
の
充
実
し
た

医
師
や
設
備
の
基
準
を
示
し
た

文
書
を5
月
下
旬
に
出
し
、
同

セ
ン
タ
ー
に
十
分
な
体
制
盤
備

を
求
め
て
い
た
。

こ
う
し
た
指
摘
に
対
し
、
同

セ
ン
タ
ー
は
1

日
、
京
大
名
指
百

教
授
の
田
中
紘
一
理
事
長
が
兼

務
す
る
院
長
を
退
き
、
新
し
く

非
常
勤
医
を
採
用
す
る
な
ど
の

新
体
制
を
発
表
し
た
が
、
同
学

会
が
示
し
た
基
準
は
満
た
し
て

牛
葎
肝
移
植
を
受
す
て
死
亡
し

た
男
性
の
遺
族
が
代
理
人
弁
護
士

り
を
通
じ
て
公
表
し
た
コ
メ
ン
ト
の

し
会
支
は
次
の
通
り

。

な
今
回
の
結
果
は
残
念
で
す
。
で

は
も
、
本
令
書
国
際
フ
ロ
ン
テ

い
配
劇
出
州
判
判
劃
劃

悔の
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー(
K

I
F
M
E
C
)で
移
植
玉
術
を
受

神
戸
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
5

年
6

月
3

日
(
水
)

読
売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
3

日
(
水
)

で
で
き
得
る
限
り
の
医
療
努
力
を

尺
ミ
し
て
く
れ
たK
I
F
M
E
C

の
医
師
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
以
外
に
も
生
葎
肝
移
植

を
受
け
た
い
と
望
み
、
律
夜
肝
移

植
に
い
ち
る
の
望
み
を
賭
け
る

患
者
さ
ん
と
ご
{
家
族
が
い
ま
す
。

今
回
の
結
果
が
今
後K
I
F
M

E
C

で
の
倖
夜
肝
移
植
の
実
施
を

病
院
幹
部
体
制
、
十
分
整
備
と
強
調



一I
F
M
E
Cに
来
る
ま
で

一
は
死
を
待
つ
し
か
な
く
、

一
絶
望
の
ふ
ち
に
い
た
が
、

主
術
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
一

一に
な
り
、
生
き
る
希
望
を

一

一持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
後一ぃ
、
弁
護
士
は
「KI
F

一悔
は
全
く
な
い
」
と
詰
し

一M
E
C
が
ど
ん
な
問
題

会
見
に
は
田
中
紘
一
前一は
「
1
%
や
5
%
な
ら
踏
こ
れ
に
対
し
、
田
中
前

一か
、
と
の
質
問
に
対
し
て一た
と
い
う
。
盃
揺
さ
れ
て
も
、
過
失

院
長
と
木
内
哲
也
』
宗一み
切
る
べ
き
で
な
い
が
、
院
長
は
こ
の
日
の
会
見
で

一は
「
そ
の
通
り
で
す
」
と一
家
族
は
日
時
間
半
に

一が
あ
っ
た
と
家
族
は
考

出
席
。
終
始
、
落
ち
着
い一閃
%
は
妥
当
な
線
で
は
な一
「
十
分
体
制
を
整
備
し
て
一
穏
や
か
な
口
調
な
が
ら
力

一及
ぶ
手
術
を
モ
ニ
タ
ー一え
て
い
な
い
」
と
強
調
し

た
口
調
で
、
報
道
陣
の
質一い
か
」
と
の
見
解
を
示
し一き
た
の
で
、
不
備
と
は
思一を
込
め
た
。

一で
見
守
り
続
け
た
と
い

一た
。

聞
に
答
え
た
。

一た
。

一っ
て
い
な
い
」
と
あ
ら
た一

(
武
稼
邦
生
)一

同
震
は
、
過
去
の
同
一
K
I
F
M
E
Cで
生
体
一め
て
否
定
。
警
の
後
、一患
者
の
家
族

一

様
の
事
例
な
ど
を
基
に
、一肝
移
植
を
受
け
た
患
者
が

一非
常
勤
の
循
環
器
内
科
医一一

言
功
の
撃
を
「
回

一寝
苦
し
き
と

一と
放
射
線
望
新
た
に一「
過
失
な
い
」

一

%
」
と
最
も
っ
た
と
い一妻
け
、
皇
霊
襲
嘉
す
る
な
ど
体
制
充
実

一K
l
F
M
E
C
議
議

一

う
。
毒
肝
語
審
の

一究
会
は4
月
、
病
院
の
体一を
図
っ
た
と
し
、
「
さ
ら一
亡
く
な
っ
た
男
性
患
者一

聾
副
で
は
、
手
術
1
2一制
が
「
肝
移
植
を
行
う
に

一に
質
の
い
い
移
植
が
で
き

一の
代
理
人
弁
警
は
神
戸

の
生
存
率
は
加
%
を
超
え
疋
不
+
空
語
。
「
組

一る
こ
と
を
踏
ま
え
た
」
と一種
の
取
材
に
、
塁
と

る
の
に
対
し
、
格
段
に
低
福
の
抜
本
的
な
改
警
を
雇
由
を
述
べ
た
。

一妻
や
弟
ら
家
族
の
、
担
客

い
数
字
だ
が
、
木
内
陸
主
提
言
し
た
。一
医
療
ミ
ス
は
な
か
っ
た一説
明
し
た
。
家
族
ら
は
「

K

肝移植再

「
叩
%
の
可
能
性
が
あ
る
の
に
、
患
者
を
引
き
受
け
な
く
て
い
い
の
か
」
。
仕
立
悼
肝
移
植
そ
実

施
し
炉
実
性
患
者
(
臼
)
が
術
後
間
も
な
く
死
亡
し
た
こ
と
を
受

7

、
5
日
会
見
し
た
「
神
戸
国
際

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」
(
K
I
F
M
E
C
)の幹
部
は
、
医
療
関
係
者
ら
の
批

判
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
た
。
日
本
葉
植
研
究
会
が
幅
掃
し
た
体
制
の
不
足
に
つ
い
て
は
「
十
分

繋
備
し
て
き
た
」
と
従
来
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。

医
療
関
係
者

「
移
植
断
念
も
選
択
肢
」

医
療
関
係
者
か
ら
は
批

一を
し
な
い
と
い
う
選
択
肢一い
、
事
態
を
改
善
さ
せ
る
五
い
な
ら
「
神
戸
市
が
進

判
の
声
が
上
が
っ
た
。一も
あ
っ
た
は
ず
。
重
宝
し
か
な
い
」
と
強
い
口
調
一
め
る
医
療
産
業
都
市
構

一
連
の
患
者
死
亡
に
つ

一決
め
て
死
亡
さ
せ
て
し
ま一で
話
し
た
。
語
の
中
啓
」
し
て
生
体
肝

い
て
調
査
し
た
日
本
肝
移

一っ
た
ら
、
患
者
の
状
態
を

一
兵
庫
県
医
師
会
の
川
島
雇
植
を
位
置
づ
け
る
の
は

植
研
究
会
の
関
係
者
は

一理
由
に
す
べ
き
で
は
な

一龍
一
会
長
は
「
移
植
は
健
云
え
直
す
べ
き
と
求
め

「
肝
臓
に
つ
な
が
る
血
管

一い
」
と
批
判
し
た
。

一康
な
臓
器
提
供
者
を
傷
つ

一た
。

が
弱
い
と
革
術
前
か
ら
分一
そ
の
上
で
「
研
究
会
の一け
る
医
療
で
あ
り
、
机
講一
神
戸
市
は
予
定
通
り
、

か
っ
て
い
た
な
ら
、
そ
れ一勧
告
に
効
力
が
な
い
な一や
人
員
態
勢
は
十
分
だ
吉
田
に
K
I
F
M
E
Cへ

も
想
定
し
た
万
全
な
管
え

一ら
、
監
軍
指
導
震
の
あ一っ
た
の
か
、
し
っ
か
り
検
苛
立
ち
入
り
検
査
を
行
う

で
臨
む
べ
き
だ
」
と
態
勢

一る
神
戸
市
や
厚
生
労
働
省一証
し
な
い
と
い
け
な
い
」
王
し
て
い
る
。

の
不
備
を
指
摘「
『
移
樋
五
互
接
に
動
い
て
も
ら

一と
し
、
疑
問
が
解
明
さ
れ
(
片
里
美
、
舞
恒
幸
)↓

「一切

け
ら
れ
た
こ
と
で
生
き
る
希
望
を

持
て
ま
し
た
。
一
切
の
悔
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
倖
葎
肝
移
植
の
実
施

を
決
め
、
最
善
の
体
制
で
最
塑
志

阻
む
要
因
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
報
道
機
関
の
皆
様

の
ご
支
援
に
も
感
謝
申
レ
よ
げ
ま

す
。

肝
臓
の
一
部
を
提
供
し

一を
つ
な
ぎ
続
け
て
い
た
と

た
妻
は
手
術
後
、
男
性
の

一い
う
。

隣
に
ベ
ッ
ド
を
寄
せ
、
手

一

(
藤
森
恵
一
郎
)

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
6

日
(
土
)

生体肝死亡

日
本
学移
三本直
室医
薩療
惇の

福義

神
戸
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
(
神
戸

市
)
で
生
体
肝
移
植
手
術
を
受
け
た
患
者
の
死
亡
が
相
次
い

だ
こ
と
を
受
け
、
日
本
移
植
学
会
は
6

日
、
東
京
都
内
で
記

者
会
見
を
聞
い
た
。
高
原
史
郎
理
事
長
(
大
阪
大
教
授
)
は

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
の
移
植
医
療
が
信
用
を
失
い
か
ね

な
い
と
い
う
、
大
変
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
」
と
強
い
懸

念
を
表
明
し
た
。
そ
の
う
え
で
同
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
日
本

肝
移
植
研
究b手
C
共
同
で
安
全
性
確
保
に
向
け
た
勧
告
を
行

う
考
え
を
示
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
体
肝アた
患
者
(
回
)
が
亡
く
な
っ
た
。

移
植
を
受
け
た
患
者8
人
の
う

一
こ
う
し
た
事
態
に
、
高
原
理

ち
4

人
が
死
亡
し
て
い
た
こ
と一事
長
は
「
肝
臓
移
植
手
術
の
成

が
発
覚
。
神
戸
市
が
安
全
性
確一一
績
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

認
の
立
ち
入
り
検
査
を
予
定
す
一に
な
っ
た
が
、
(
一
連
の
問
題

る
な
か
で
再
開
に
踏
み
切
っ
たでは
)
先
人
が
蓄
積
し
て
き
だ
結

手
術
の
終
了
直
後
、
委
(
倒
)
か
一一
架
が
一
夜
に
し
て
失
わ
れ
て
し

ら
肝
臓
の
一
部
の
提
供
を
受
け
ま
う
危
機
さ
と
語
っ
た
。

問
題
の
発
覚
を
受
け
て
同
学

会
は
先
月
、
生
体
肝
移
植
の
実

施
体
制
に
関
す
る
基
準
を
各
病

院
に
提
案
し
、
順
守
す
る
よ
う

求
め
た
。
だ
が
学
会
と
し
て
は
、

同
セ
ン
タ
ー
が
基
準
を
満
た
し

て
い
る
か
把
援
で
き
て
お
ら

ず
、
高
原
理
事
長
は
「
神
戸
市
の

検
査
で
判
明
す
る
こ
と
に
期
待

す
る
」
と
話
し
た
。
ま
た
、
同
セ

ン
タ
ー
が
公
式
調
査
委
員
会
を

設
置
す
る
場
合
に
は
、
専
門
家

を
派
遣
す
る
考
え
も
示
し
た
。

読

売
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
7

日
(
日
)
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再開手術で死亡

袖遺生
去 族体
重 が Df

G 感登
喜謝定

神
戸
市
の
民
間
病
院
「担
戸
ら
感
謝
し
て
い
る
。

移
植
を
再

国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
度
中
断
さ
せ
る
よ
う
よ
こ
と
だ

ル
セ
ン
タ
ー
」
の
生
体
肝
移
植
け
は
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

で
患
者9
人
中
5

人
が
死
亡
し
い
」
と
訴
え
た。

た
問
題
で
、9
例
目
の
移
積
手
会
見
し
た
の
は
男
性
の
弟

術
後
に
亡
く
な
っ
た
男
性
患
者
(
印
)
と
長
男
(
犯

)
。セ
ン
タ
ー

(
閃)H
兵
庫
県
西
宮
市川
の
遺
か
ら
は
手
術
の
成
功
率
が
印
勿

族
が
叩
目
、
補
戸
市
内
で
記
者
と
複
数
回
説
明
を
受
け
た
と
い

会
見
し
「セ
ン
タ
ー

に
は
心
か
い
、
弟
は
「希
望
が
持
て
る
数

生体肝移植死亡

値
だ
と
思
っ
た」
と
語
り
、
長

移
植
学
会
な
ど

男
も
「手
術
に
は
希
望
に
満
ち

あ
ふ
れ
で
臨
ん
で
い
た」と
振
「
手
術
自
粛
を
」

り
返
っ
た
。

日
本
移
植
学
会
と
日
本
肝
移

会
見
で
は
、
肝
臓
を
提
供
し
植
研
究
会
が「神
戸
国
際
フ
ロ

入
院
中
の
男
性
の
妻
(
倒
)
の
コ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

メ
ン
ト
も
読
み
上
げ
ら
れ
た。

ー

」
に
対
し
、
生
体
肝
移
植
の

妻
は
「長
い
夫
婦
生
活
の
最
期
実
施
体
制
が
整
う
ま
で
手
術
の

に
、
手
術
の
成
功
と
い
う
同
じ
自
粛
を
求
め
る
要
望
曾
を
ま
と

希
望
を
夢
見
て
過
ご
せ
た
こ
と
め
た
こ
と
が
凶
目
、
学
会
関
係

は
、
私
た
ち
夫
婦
に
と
っ
て
幸
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た

。

せ
な
こ
と
で
し
た
」
と
謝
意
を
学
会
関
係
者
に
よ
る
と
、
要

一
示
し
、「夫
や
私
た
ち
家
族
の
望
管
で
は
セ
ン
タ
ー
の
体
制
に

よ
う
に
他
の
病
院
で
見
放
さ
れ

た
患
者
が
、
セ
ン
タ
ー
で
生
体

肝
移
植
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん」

と
つ
づ
っ
た
。
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つ
い
て
第
三
者
の
検
証
を
受
け

る
こ
と
を
要
請。

こ
れ
ま
で
行

っ
た
9

例
の
移
権
手
術
に
つ
い

て
も
、
第
三
者
が
検
証
を
行
う

よ
う
求
め
て
い
る。

日
本
移
植
学
会
は6
目
、
東

京
都
内
で
会
見
を
聞
き
、
高
原

史
郎
理
事
長
が
「
今
ま
で
蓄
積

し
て
き
た
移
植
医
療
の
信
用
が

失
わ
れ
る
く
ら
い
の
危
機
感
が

あ
る
」
と
表
明。
セ
ン
タ
ー
の

安
全
管
理
体
制
に
疑
問
を
呈
し

て
い
た
。

男
性
は
肝
臓
が
ん
と
診
断
さ

れ
、
4

月
に
セ
ン
タ
ー
で
移
植

を
受
け
る
予
定
だ
っ
た
が
、
死

亡
問
題
の
判
明
で
延
期
。

今
月

神
戸
市
検
査
合
併
症
未
報
告
を
指
摘

神
戸
市
の
民
間
病
院

「
神
戸
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
」
で
生
体
肝
移
植
を
受

廿
た
患
者9
人
中5
人
が

死
亡
し
た
問
題
で
、
神
戸

市
保
健
所
は
ロ
目
、
医
療

法
に
基
づ
く
セ
ン
タ
ー
へ

の
立
ち
入
り
検
査
結
果
を

発
表
し
た
。
手
術
後
の
ド

ナ
ー
の
合
併
症
が
院
内
の

医
療
安
全
委
員
会
に
報
告

さ
れ
て
い
な
い
と
文
書
で

指
摘
し
た
が
、
手
術
の
適

否
に
は
触
れ
ず
、
墾
ロ
体

制
の
充
実
や
早
急
な
研
修

実
施
を
指
導
す
る
に
と
ど

ま
っ
た
。
結
果
は
岡
田
、

セ
ン
タ
ー
側
に
通
知
し
、

改
普
計
画
を6
月
中
に
提

医
療
都
市
構
想
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

の
拠
点
の
役
割
を
担
う
。

運
営
母
体
は
医
療
法
人

3
1
4

日
に
手
術
を
受
け
た

が
、
肝
臓
の
機
能
不
全
で
5

日

未
明
に
死
亡
し
た。

一
方
、
担
戸
市
の
久
元
喜
造

出
す
る
よ
っ
求
め
た
。

ま
た
、
生
体
肝
移
植
に

つ
い
て
は
、
手
術
と
死
亡

と
の
因
果
関
係
に
は
触
れ

ず
、
術
後
の
管
理
体
制
に

不
十
分
な
点
が
あ
っ
た
と

と
を
口
頭
で
指
摘
し
た
。

保
健
所
は
今
月8
目
、

医
療
安
全
と
生
体
肝
移
植

の
専
門
家2
人
を
外
部
委

員
と
し
て
加
え
検
査
を
実

施
。
田
中
紘
一
理
事
長

(
時
)
を
は
じ
め
約
叩
人
に

聞
き
取
り
を
し
、
出
動
簿

市
長
は
凶
日
の
会
見
で「セ
ン

タ
ー
は
安
心
安
全
な
医
療
を
行

う
こ
と
が
必
要。

(
市
が
進
め

る
医
療
産
業
聾m
構
想
に
)
影

響
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な

い
」
と
述
べ
、
問
題
が
長
引
く

こ
と
に
懸
念
を
示
し
た。

岡
市
は8
目
、
セ
ン
タ
ー
の

安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
問
題

が
な
か
っ
た
か
確
認
す
る
た
め

医
療
法
に
基
づ
く
立
ち
入
り
検

査
を
行
っ
て
い
る。

産
経
{
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
刊
日
(
木
)

や
手
術9
例
の
カ
ル
テ
を

確
認
し
た
。
倫
理
委
員
会

で
の
検
討
状
回
な
ど
手
術

に
至
る
経
緯
も
調
べ
た
。

保
健
所
に
よ
る
と
、
医

療
事
故
を
墾
ロ・
検
証
す

る
院
内
の
体
制
は
あ
る

が
、
移
植
手
術
後
の
ド
ナ

ー
の
合
併
症
な
ど
が
未
報

告
だ
っ
た
。
生
体
肝
移
植

に
つ
い
て
は
、
①
適
用
評

価
委
員
会
の
議
事
記
録
が

不
十
分
②
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
手
順
が

け
て
死
亡
し
た5
人
の
う
が
、
厳
正
に
対
処
し
た
」

ち
2

人
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
話
し
た
が
、
今
後
の
誘

生
体
肝
移
植
の
第
一
人

者
。2
0
0
0

例
以
上
の

不
統
一
③
術
後
の
管
理
体

制
が
一
部
不
十
分
ー
ー
と

指
摘
。
一
二
木
孝
・
保
健
福

祉
局
長
は
「
検
事
長
職

員
の
総
意
と
し
て
の
コ
メ

ン
ト
」
と
説
明
し
た
。

間
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者

は
取
材
に
「
指
摘
を
受
け

た
点
は
既
に
閏
見
直
す
方
向

で
検
討
を
進
め
て
い
る
」

と
話
し
た
。

【久
野
洋
、
吉
田
卓
矢】



ki SOkuhou 

と安全管理総集版 2015年 9号

2
0
1
4

年
日
月
に
開

業
し
た
神
芦
田
際
フロ
ン

テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
は
、
研
究
所
や
製
薬

会
社
な
ど
の
誘
致
を
進
め

る
神
戸
市
の
「
医
療
産
業

都
市
構
想
」
の
中
核
施
設

の
一
つ
だ
。
市
は
セ
ン
タ

ー
を
指
導
監
組
閣
す
る
権
限

E現Y

iii世話 |生体肝移植神戸市調査線公表
重量号ぞ忠義重自

骨量管謡言千
も
持
つ
が
、
検
査
で
は
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
生
体

肝
移
植
手
術
の
適
否
は

「
学
会
で
議
論
す
る
話
」
と

し
て
踏
み
込
ま
ず
、
不
信

感
は
解
消
さ
れ
な
か
っ

た
。
構
想
の
イ
メ
ー
ジ
ダ

ウ
ン
は
避
け
ら
れ
な
い
。

セ
ン
タ
ー
は
、
理
化
学

て
い
る
か
を
判
断
す
る
委

員
会
の
記
録
ー
に
つ
い

て
、
い
ず
れ
も
「
不
十
分
」

と
口
頭
でK
I
F
M
E
C

に
伝
え
た
。

神
戸
市
医
師
会
の
置
塩

隆
会
長
は
「K
I
F
M
E

C

は
、
市
の
改
善
指
導
に

研
究
所
な
ど
が
あ
る
人
工

島
・

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

に
建
つ
。
移
植
外
科
、
消

化
器
外
科
・
内
科
が
メ
イ

ン
で
、
生
体
肝
移
植
や
内

視
鏡
手
術
な
ど
腹
部
の
高

度
医
療
に
特
化
す
る
。

海

外
の
患
者
や
医
師
を
受
け

入
れ
る
「
国
際
医
療
交
流
」 だ

が
、8
階
建
て
の
建
物

は
大
手
商
社
な
ど
が
出
資

す
る
特
定
目
的
会
社
が
所

有
。
敷
地
は
市
有
地
で
、

市
は
支
援
の
た
め
賃
料
を

4

年
間
割
り
引
く。

セ
ン
タ
ー
設
立
の
中
心

に
な
っ
た
理
事
長
の
田
中

紘
一
・
京
大
名
誉
教
授
は

医
師
会
第三
者
検
証
求
め
る
声
も

神
戸
市
中
央
区
の
民
間
病
院
「
神
戸
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
(K
I
F
M
E
C)
」
で
、
信
葎
肝
移
植
手
術
を
受
け
た

患
者9
人
の
う
ち5
人
が
術
後1
カ
月
以
内
に
死
亡
し
た
問
題
で
、
神

戸
市
の
立
ち
入
り
検
査
の
結
果
が
ロ
目
、
公
表
さ
れ
た

。

同
市
が
移
植

体
制
の
不
備
を
指
摘
し
た
点
に
つ
い
て
、
地
元
医
師
会
な
ど
は
「

4

月

の
聞
き
取
り
調
査
と
比
べ
踏
み
込
ん
だ
」
と
一
定
の
評
価
を
す
る
一
方
、

立
ち
入
り
検
査
の
限
界
を
指
摘
す
る
声
も
上
が
っ
た

。

手
術
を
手
が
廿
、
日
本
移

植
学
会
の
理
事
長
も
務
め

た
。

近
年
は
海
外
で
の手

術
や
医
師
の
育
成
に
取
り

組
み
、
セ
ン
タ
ー
で
の
生

体
肝
移
植
手
術
で
も
中
心

を
担
う
が
、
問
題
発
覚
後

に
院
長
を
退
い
た
。

生
体
肝
移
植
手
術
を
受

つ
い
て
説
明
を
受
す
る
と

い
う
。

専
門
医
で
つ
く
る
日
本

肝
移
植
研
究
会
の
関
係
者

は

「法
的
な
権
限
が
な
い

の
で
仕
方
な
い
面
は
あ
る

が
、
市
の
検
査
結
果
に
は

移
植
手
術
の
適
否
や
患
者

ら
が
移
植
に
適
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
の
が
残
念
。

2014年 ・神戸国際フロンティアメデイカル | 暫ふ翠
11月 センター (KIFMEC)開設 l ë 宍客

522肩唱鵠言論?糊者1 23 界
|改近す

泊 ・2責務甥安門JZ最長房長室
店街との調査書KIFM問主己主

明2日 -gm繋号車守主暴露
そ口正開

6月1Eヨ ・田中紘一院長が退任し新体制に

3-4日 ・以焼額鮎手崩壊信恵
58 ・移植を受けた男性患者が死亡
8 日 ・神戸市が立ち入り検査
12 日 ・神戸市が立ち入り検査結果を発表

人
。

海
外
の
医
師
や看
護

師
の
研
修
に
も
取
り
組

み
、
昨
年
度
ま
で
経
済
産

業
省
の
事
業
で
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
病
院
を
支
援
し
た

己
と
も
背
震
に
あ
る
。

久
元
喜
造
市
長
は
叩

目
、
「
我
々
は
医
療
産
業

都
市
を
推
進
し
て
き
た

今
後
、
第
三
者
に
よ
る
検

証
が
必
要
だ
」
と
し
た
。

一
方
、
専
門
医
ら
の
批

判
や
立
ち
入
り
検
事
ぞ
の

も
の
を
疑
問
視
す
る
声
も

あ
る
。

東
京
大
の
上
昌
広
特
任

教
授
(
医
療
ガ
パ
ナ
ン
ス

論
)
は
「
患
者
や
家
族
が

病
院
か
ら
十
分
に
情
報
を

提
供
さ
れ
、
移
植
を
受
す

て
納
得
し
て
い
る
な
ら

ば
、
行
政
や
第
三
者
の
専

門
家
が
形
式
論
で
口
出
し

す
べ
き
で
は
な
い。
家
族

は
自
ら
の
肝
臓
を
提
供

し
、
患
者
は
リ
ス
ク
の
高

い
手
術
を
受
け
る
権
利
が

あ
る
。

体
制
の
不
備
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
質

的
な
問
題
と
は
思
え
な

い
」
と
指
摘
す
る
。

今
月3
1
4

日
に
移
植

み
受
け
、
5

日
に
亡
く
な

致
に
つ
い
て
「
影
塑
カ
な

い
と
は
い
え
な
い
」
と
懸

念
を
示
し
た
。

毎

日

(
大
阪
)・
夕
刊

加
え
、
口
頭
で
の
指
摘
に

つ
い
て
も
き
っ
ち
り
と
改

善
し
、
そ
の
内
容
を
公
表

す
べ
き
だ」と
注
文。
「
改

善
す
る
ま
で
は
移
植
を
中

止
し
て
ほ
し
い
し
、
そ
れ

ま
で
に
移
植
を
希
望
す
る

患
者
が
い
る
な
ら
、
他
の

2
0
1
5

年
6

月
ロ
日
(
金)

っ
た
男
性
患
者
の
代
理
人

弁
護
士
は
「
男
性
や
家
族

が
病
院
の
説
明
や
術
後
管

理
で
不
足
を
感
じ
た
こ
と

は
な
い。
患
者
の
立
場
に

立
っ
て
十
分
な
医
療
空
付

っ
て
も
ら
っ
た
」
と
話
す

。

K
I
F
M
E
Cの
担
当
者

は
「
現
時
点
で
市
の
改
善

指
指
導
に
対
し
て
塁
間
は
考

え
て
お
ら
ず
、
会
見
な
ど

は
換
罰
し
て
い
な
い」と

説
明。
改
善
後
に
移
植
を

再
開
す
る
か
ど
う
か
を
決

め
る
方
針
と
い
う
。

(金
井
恒
章
、
藤
森
恵
一

郎
)神

戸
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
ぼ
日
(
土)
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外科統合から 2 カ月

縦割り診療改め
全患者情報共有

セ
ン
タ
ー
が
カ
を
入
れ
る
の

は
再
発
防
止
に
向
け
た
安
全
対

策
だ
。
所
属
す
る
医
師
や
看
護

師
ら
が

一堂
に
会
す
る
「
全
体

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
(
会議
)
」

が
そ
の

一
つ
。
週1
回
、
朝
か

ら
半
臼
が
か
り
で
外
科
の
全
て

の
入
院
患
者
の
経
過
を
報
告
、

共
有
す
る
の
が
狙
い
だ
。

初
回
の
全
体A
Z識
は
、
同
セ

ン
タ
!
が
ス
タ
ー
ト
し
た4
月

l

目
。
-
外
、2
外
に
所
属
し

た
全
医
師
が
顔
を
そ
ろ
え
る
の

は
こ
の
臼
が
初
め
て
だ
っ
た
。

「1
0
0

年
先
の
こ
と
を
考
え

て
、
今
や
ろ
う
」
。
セ
ン
タ
ー

長
に
就
い
た
桑
野
博
行
教
授

は
、
白
衣
姿
の
医
師
約
初
人
を

前
に
統
合
の
意
義
を
強
調
し

た
。

-
外
、2
外
の
「
ナ
ン
バ
ー

制
診
療
科
」
は
半
世
紀
以
上
続

い
た
が
、
問
題
を
受
け
て
弊
害

が
指
摘
さ
れ
た
。

両
科
で
は
臓
器
別
に
チ
ー
ム

が
細
分
化
。
近
年
の
医
師
不
足

の
影
響
で
、
チ
ー
ム
は
セ
』
り
に

少
人
数
化
し
、
問
題
と
な
っ
た

肝
臓
手
術
を
担
当
し
た
2

外
の

陸
宮
l
ム
の
外
躍
す

人
だ
け
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

外
科
全
体
の
手
術
数
は
年
間
約

2

キ
件
と
こ
の5
年
で1
・
5

倍
に
膨
、
?
の
、
医
師
の
負
担
は

婚
し
て
い
た
。
-
外
に
勤
務
経

験
が
あ
る
医
師
は
「
寝
る
間
も

な
く
手
術
券
子
Jる
と
い
う
状
況

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

さ
ら
に
1

外
、2
外
に
は
同

じ
臓
器
を
診
る
チl
ム
が
重
複

し
な
が
ら
、
情
報
や
手
術
の
手

順
が
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
背
景
に
は
、
両
科
の
対
抗
心

が
あ
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

統
合
は
こ
う
し
た
閉
鎖
的
な

縦
割
り
の
体
制
を
改
め
る
の
が

狙
い
。
手
術
後
は
会
事
例
を
セ

ン
タ
ー
長
に
墾
ロ
す
る
よ
、
円
義

務
付
け
た
。
全
体
会
議
の
ほ
か
、

問
題
が
脅

J

そ
、
つ
な
事
例
は
医

療
安
全
の
担
当
者
を
交
え
て
検 討

。
院
内
外
の
委
員
に
よ
る
評

価
委
員
会
も
設
け
、
統
合
の
実

効
性
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。
共
同
の
研
究
や
臨
床
試
験

も
始
め
て
い
る
。

統
ム
罫
云
毒
し
た
浅
尾
官
如
何

教
授
は
「
外
科
診
療
の
新
し
い

形
態
を
つ
く
り
、
社
会
に
還
冗

す
る
。
そ
れ
が
今
回
の
問
題
に

対
し
、
外
科
が
で
き
る
お
わ
び

だ
」
と
気
を
引
起
」
締
め
る
。

た
だ
、
大
学
院
に
は1
外
、

2

外
の
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
在
籍

し
た
「
病
態
総
合
」
と「臓
器

病
態」
の
各
外
科
学
講
座
が
残

り
、
H

系
列
H
が
補
え
な
い
懸

念
も
あ
る
。

問
題
の
手
術
を
執
万
し
た
羽

代
男
性
医
師
(
退
職
)
か
ら
腹

腔
鏡
の
肝
臓
手
術
を
受
註
算

内
の
男
性
は
取
材
に
、「看
板

を
答
え
た
だ
け
と
も
受
け
止
め

ら
れ
る
が
、
患
者
の
た
め
に
士
山

が
あ
る
若
手
医
師
を
育
て
る
よ

う
な
組
織
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

上
毛
新
聞
・

朝
刊

2

0
1
5

年
6

月
刊
日

{
木
)

手
術
死
亡
率
把
握
、
検
証
を

較
務
国
立
大
病
院
長
会
議
が
提
言

群
馬
大
学
病
院
(
前
橋
市
)

で
腹
腔
鏡
を
使
う
高
難
度
の
肝

臓
手
術
を
受
け
た8
人
が
死
亡

し
た
問
題
な
ど
を
受
け
、
国
立

大
学
付
属
病
院
長
会
議
は
幻

目
、
東
京
都
内
で
記
者
会
見
を

開
き
、
高
度
な
医
療
を
行
う
際

の
倫
理
手
続
き
や
医
療
安
全
体

制
に
つ
い
て
緊
急
提
言
を
公
表

し
た
。

群
馬
大
病
院
で
は
、
臨
床
研

究
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
保
険

適
用
外
の
高
度
な
手
術
が
倫
理

審
査
を
通
さ
ず
一
般
診
療
で
行

わ
れ
、
患
者
が
死
亡
し
て
も
医

療
安
全
部
門
ヘ
報
告
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。

緊
急
提
言
は
、
職
業
倫
理
を

担
保
す
る
体
制
と
し
て
、
高
度

な
手
術
を
行
う
際
、
倫
理
手
続

き
が
必
要
な
臨
床
研
究
と
す
る

か
、

一
般
診
療
で
よ
い
か
判
断

す
る
委
員
品
害
院
内
に
設
置
す

る
よ
う
提
案
。
一
般
診
療
と
し

て
行
う
場
合
、
委
員
会
が
、
倫
理

的
に
問
題
な
い
か
事
後
も
含
め

て
評
価
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
診

療
科
長
が
手
術
に
関
連
し
た
死

亡
率
を
把
盤
、
検
証
す
る
こ
と

の
必
褒
性
を
強
調
。
今
春
ま
で

の
群
馬
大
病
院
の
よ
う
に
、

外

科
が
第
一
、
第
二
に
分
か
れ
同

じ
診
療
を
行
う
と
い
っ
た
一
部

の
大
学
病
院
に
残
る
閉
鎖
的
な

体
制
を
「
(
医
療
事
故
な
ど
の
)

隠
ぺ
い
や
人
材
の
分
散
な
ど
、

不
利
益
が
多
い
乍
」
批
判
し
、

解

消
に
努
め
る
よ
う
提
言
し
た
。

開
会
議
常
置
委
員
長
の山本

修
一
・

千
葉
大
病
院
長
は
「
大

学
病
院
の
信
頼
を
揺
る
が
す
事

態
。
医
の
倫
理
と
い
う
根
本
的

な
問
題
の
見
直
し
が
必
要
だ
」

と
語
っ
た
。

読

売
(
東
京
)・
朝
刊

2

0
1
5

年
6

月

お
日

(火
)
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タテ
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重見
同月

「
腹
腔
鏡
」
死
亡
率

m
倍
超
が
4

施
設

腹腔鏡死亡

J¥ 

の
反
論
文
遺
族
に

全
国
川
病
院
を
調
査

群
馬
大
病
院
と
千
葉
県
が
ん

セ
ン
タ
ー
で
死亡
事
例
が
相
次

い
だ
腹
腔
鏡
手
術
に
つ
い
て
、

白
本
肝
胆
勝
外
和
学
会
が
全
国

の
約
2
1
0
病
院
に
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
患
者
の
死
亡
率
が
全

国
平
均
の
叩
倍
を
超
え
る
病
院

が
両
病
院
以
外
に
四
つ
あ
る
こ

と
が
わ
か
り、
学
会
は
各
病
院

に
詳
細
な
報
告
を
求
め
る
こ
と

を
決
め
た。
ロ
目
、
学
会
関
係

者
へ
の
取
材
で
わ
か
っ
た。

調
査
は
学
会
が
腹
腔
鏡
手
術

が
で
き
る
レ
ベ
ル
と
認
定
し
て

い
る
病
院
が
実
施
し
た
2
0
1

1
3
U
年
分
の
手
術
が
対
象
。

肝
臓
手
術
の
死
亡
率
は
全
国
で

0

・

日
明%
だ
っ
た
の
に
対
し
、

日
倍
以
上
に
あ
た
る5
・

部
%

の
病
院
が
一
つ
あ
っ
た
。

勝
臓

は
全
国
平
均
が
0・
お
%
だ
っ

た
の
に
対
し
、
3
病
院
で
4
%

か
ら
6

・

4
%
に
の
ぼ
っ
て
い

た
。

学
会
は
4
病
院
の
名
前
を

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、

「
大
き
な
問
題
が
明
ら
か
に
な

れ
ば
公
表
も
検
討
す
る
」(学

会
幹
部
)
と
い
う
。

の
救
命
が
で
き
ず
大
変
申
し
訳

な
く
思
う」
な
ど
と
謝
罪
し
、

一
部
の
遺
族
が
求
め
て
い
た
面

会
に
よ
る
説
明
は
「
差
し
控
え

調
査

群
馬
大
学
病
院
(
前
橋
市
)
で
腹
腔
鏡
を
使
う
高
難
度
の

肝
臓
手
術
を
受
け
患
者8
人
が
死
亡
し
た
問
題
で
、
執
万
医

(3
月
末
で
退職
)
と
元
上
司
の
教
授
が
病
院
を
通
じ
て
遺

族
に
謝
罪
文
な
ど
を
郵
送
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
問

題
発
覚
か
ら7
か
月
た
つ
が
、
執
万
医
ら
が
遺
族
に
謝
罪
し

た
の
は
初
め
て
。
同
時
に
、
病
院
の
調
査
報
告
書
に
対
す
る

反
論
文
も
郵
送
さ
れ
、
病
院
に
提
出
さ
れ
て
い
た
執
万
医
ら

の
反
論
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た。

「

救
命
で
き
ず
」謝
罪
文
も

復
数
の
遺
族
に
よ
る
と
、
謝

罪
文
は
今
月η
日
付
。

執
万
医

と
教
授
の
連
名
で
、
A
4用
紙

1
枚
に
数
行
の
内
容。
「
患
者

-

件
率

の
亡

で
死

ki Sokuhou 

と安全管理総集版 20 1 5 年 9号

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0

1
5

年
6

月
間
自

主
)

る
」
と
応
じ
な
い
意
向
を
示
し

た
。

代
わ
り
と
し
て
、
退
職
前

に
病
院
側
に
提
出
し
た
「
事
故

調
査
報
告
書
へ
の
反
論
」
と
い

う
日
開ー
に
わ
た
る
文
書
と
、
患

者
別
の
診
療
内
容
に
関
す
る
報 告

書
へ
の
反
論
を
送
付
し
た。

反
論
文
で
は、
患
者
や
家
族

に
「
大
変
申
し
訳
な
い」と
し

た
う
え
で、
調
査
報
告
書
に
盛

り
込
ま
れ
た
項
目
ご
と
に
詳
細

な
見
解
を
提
示
。
記
述
が
少
な

い
と
い
う
診
療
記
録
の
不
備
は

認
め
た
も
の
の
、
患
者
へ
の
イ

ン
フ
ォ
ー

ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト

(
説
明
と
同
意
)
、
症
例
の
検

討
な
ど
が
不
十
分
と
さ
れ
た
こ

と
な
ど
に
は
不
服
を
述
べ
た
。

個
々
の
患
者
の
手
術
に
つ
い

て
も
、

「
(報
告
・
で
指
摘
さ

れ
た
)
問
題
が
あ
っ
た
と
は断

定
で
き
な
い」
な
ど
と
反
論
し

て
い
る
。

腹
腔
鏡
手
術
の
実施
数
は
、

手
術
を
停
止
し
た
2
0
1
4
年

9

月
ま
で
の
「
1
0
3
例」が

正
し
い
と
指
摘。
同
年
6

月
ま

で
の
「回
例
」
と
少
な
く
さ
れ

た
こ
と
で
「
実
際
よ
り
高
い
死

亡
率
が
公
表
さ
れ
た
」
と
主
張

し
た
。

執
万
医
ら
は
、
病
院
側
に
反

論
文
の
公
表
を
求
め
て
い
た
。

遺
族

「

言
い
訳
」
「と
に
か
く
事
実
を
」

執
万
医
と
教
授
に
よ
る
謝
罪

文
や
反
論
文
に
対
し
、
遺
族
は

怒
り
を
あ
ら
わ
に
す
る
と
と
も

に
、
真
相
解
明
を
訴
え
た
。

印
歳
代
の
母
親
を
亡く
し
た

女
性
は「ほ
と
ん
ど
言
い
訳
で
、

ひ
ど
い
。

患
者
の
気
持
ち
を
考

え
て
い
る
の
か
」
と
償
っ
た。

特
に
違
和
感
を
覚
え
た
の

が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン

セ
ン
ト
。

反
論
で
は
「1
時
間

以
上
の
時
間
を
か
け
て
、
十
分

に
説
明
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
た
」
と
さ
れ
て
い
た。
女
性

は
「患
者
や
家
族
に
とっ
て
は
、

手
術
の
デ
メ
リ
ッ
ト
や
他
の
治

療
法
も
示
さ
れ
て
初
め
て
十
分

な
説
明
だ
が
、
そ
れ
が一切
な

と
訴
え
た。

こ
の
点
に
は
、
母
親
を
亡
く

し
た
別
の
女
性
も「1
時
間
以

上
は
説
明
し
た
な
ん
て
私
の
記

憶
に
は
な
い。
も
っ
と
き
ち
ん

と
反
省
し
て
ほ
し
い」
と
話
し

た
。

「見
た
く
な
い
」
と
受
け
取

ら
な
か
っ
た
遺
族
も
い
る。
送

付
の
申
し
出
を
断っ
た
女
性
遺

族
は
「
な
ぜ
亡
く
なっ
た
の
か
、

病
院
の
調
査
報
告
で
も
よくわ

か
ら
な
か
っ
た。
反
論
文
を
読

ん
だ
と
こ
ろ
で
真
実
は
わ
か
ら

な
い
だ
ろ
う
と
恩
う」
と
心
境

を
語
っ
た
。

病
院
が
3
月
初
旬
に
公
表
し

た
調
査
報
告
書
を
巡
っ
て
は
、

外
部
委
員
に
無
断
で
内
容
の一

部
が
修
正
さ
れ
た
ほ
か
、
執
刀 医

の
聴
取
内
容
が
外
部
蚕
員
に

知
ら
さ
れ
な
い
な
ど
、
調
査
の

問
題
点
が
次
々
に
発
覚
。

病
院

側
は
、
新
た
に
委
員
品
言
設
置

し
、
再
調
査
す
る
方
針
を
示
し

て
い
る
。

再
調
査
に
つ
い
て
、

父
親
を
亡く
し
た
男
性
は
「
と

に
か
く

事
実
が
知
り
た
い。
反

論
文
を
読
み
、
病
院
が
執
刀
医

に
責
任
を
転
嫁
し
た
の
か
と
い

う
疑
問
も
生
ま
れ
た
。

病
院
は
、

執
万
医
の
話
も
調
べ
た
う
え
で

新
し
い
報
告
書
を
作
っ
て
ほ
し

い
」
と
希
望
し
た。

読

売
(
東
京
)・朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
お
日
(
土)
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梅
園
で
の
中
東
呼
吸
器
症
候
群
(
M
E
R
S
Hマ1
ズ
)
を
巡
る
混
乱
は
、
世
界

中
の
ど
の
国
も
感
染
症
の
脅
威
と
無
縁
で
は
な
い
現
実
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
昨
年

か
ら
今
年
に
か
け
て
は
、
西
ア
フ
リ
カ
で
エ
ポ
ラ
出
血
熱
が
略
行
し
、
日
本
も
対
応

に
追
わ
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
人
の
行
き
来
が
活
発
に
な
る
な
か
、
抗
生
物
質
が

効
か
な
い
薬
剤
耐
性
菌
な
ど
新
た
な
感
染
症
の
脅
威
も
指
摘
さ
れ
、
専
門
家
は
「
日

本
圏
内
で
も
備
え
を
急
ぐ
べ
き
だ
」
と
訴
え
る
。

Klrlnukl SOkuhω 
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「
日
本
で
もME
R
S
患
者

が
発
生
す
る
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
」
(
大
石
和
徳
・
国
立

感
染
症
研
窓
附
感
染
症
疫
学
セ

ン
タ
ー
長
)
。
線
国
で
は
5

月

に
初
の
感
染
が
確
窓
さ
れ
て
以

降
、
M
E
R
S
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
ω
人
以
上
が
死
亡
。

日
本
で
も
空
港
で
入
園
者
に
注

意
を
促
す
な
ど
水
際
対
策
が
強

化
さ
れ
た
。

M
E
R
S
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
2
0
1
2

年
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
人
の
患
者
か
ら
初
め
て
確

認
さ
れ
た
。
ヒ
ト
コ
プ
ラ
ク
ダ

が
感
染
源
と
み
ら
れ
、
発
症
者

は
発
熱
や
せ
き
な
ど
の
症
状
が

出
て
、
肺
炎
を
起
こ
す
。
高
働

者
や
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
が
あ

る
人
は
重
症
化
す
る
。

大
石
セ
ン
ター
畏
に
よ
る

と
、
M
E
R
S
ウ
イ
ル
ス
は
人

か
ら
人
へ
の
感
染
力
は
通
常
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
弱
い
。

た
だ
緯
国
で
は
初
動
で
患
者
を

隔
隣
す
る
な
ど
の
対
策
が
十
分

で
な
く
、
医
療
機
関
内
で
感
染

が
広
が
っ
た
。
大
石
セ
ン
タ
ー

長
は
「
医
療
機
関
と
自
治
体
が

連
機
し
て
感
染
が
疑
わ
れ
る
人

を
迅
速
に
見
つ
け
、
隔
離
し
て

診
断
す
る
対
応
が
何
よ
り
重

要
」
と
指
摘
す
る
。

もS以外にR ME 
昨
年
来
、M
E
R
S
や
エ
ポ

ラ
出
血
熱
の
禽
威
は
日
本
で
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

感
染
症
は
こ
の2
種
類
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
世
界
保
健
機
関

(
W

H
O
)の
定
義
で
は
、
新
し
く

認
知
さ
れ
、
公
衆
衛
生
上
問
題

と
な
る
「
新
興
感
染
症
」
は
1

9
7
0

年
代
以
降
、ω
種
類
以

上
出
現
し
て
い
る
。ME
R
S

や
エ
ポ
ラ
出
血
熱
の
ほ
か
、
重 症

急
性
呼
吸
掠
症
候
群(
S
A

R
S
H
サ
l

ズ
)
、
ク
リ
プ
ト

ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
実
エ
ポ
ラ
に

似
た
ウ
イ
ル
ス
性
出
血
熱
で
主

に
ア
フ
リ
カ
で
発
生
す
る
マ
|

ル
プ
ル
グ
病
、
ラ
ッ
サ
熱
な
ど

が
あ
る
。

新
興
感
染
症
の
大
半
は
人
と

動
物
に
共
通
し
て
感
染
す
る
と

考
え
ら
れ
、
人
類
が
免
疫
を
取

得
し
て
い
な
い
の
で
重
症
化
し

や
す
い
と
さ
れ
る
。
病
原
体
が

ひ
そ
か
に
生
息
し
て
い
た
熱
帯

ヲ
ヤ
ン
グ
ル
か
ら
人
聞
社
会
に

広
が
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も

未
知
の
感
染
症
が
発
生
す
る
可

能
性
は
あ
る
。

同
機
に
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て い

る
の
が
業
剤
耐
性
関
だ
。
抗

菌
薬
に
耐
性
を
持
っ
た
細
菌
全

般
を
指
し
、
抗
生
物
質
の
使
い

す
ぎ
な
ど
が
原
因
と
さ
れ
る
。

中
で
も
復
数
の
業
に
耐
性
を
持

つ
「
多
剤
耐
性
菌
」
は
治
療
が

難
し
く
、
抵
抗
力
の
港
ち
た
入

院
患
者
や
高
齢
者
に
感
染
す
る

と
重
症
化
す
る
危
険
が
大
き

い
。
回
年
に
は
全
世
界
で
耐
性

菌
に
よ
る
死
者
数
が
年
間
1

干

万
人
に
な
る
と
の
予
測
も
あ

る
。
W
H
O
も
昨
年4
月
、
耐

性
菌
の
世
界
的
鉱
大
を
抑
え
る

た
め
に
抗
生
物
質
を
適
正
に
使

用
す
る
よ
う
促
し
た
。

日
本
で
の
被
害
は
少
な
い

が
、
昨
年9
月
に
は
三
重
県
内

日本、専門家養成急ぐ
の
病
院
で
患
者
か
ら
多
剤
耐
性

菌
の
一
つ
「
薬
剤
耐
性
ア
シ
ネ

ト
パ
ク
タl
」
と
い
う
細
菌
が

検
出
さ
れ
た
。
海
外
で
感
染
し

て
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
名
古
屋
大
大
学
院
の
荒
川

宜
親
教
授
は
「
い
つ
新
型
の
多

剤
耐
性
菌
が
屋
内
に
入
っ
て
き

て
も
お
か
し
く
な
い
」
と
指
摘
。

「
疑
わ
し
い
症
例
が
あ
れ
ば
問

診
時
に
最
近
の
海
外
渡
航
歴
を

確
認
し
、
そ
の
地
織
で
陣
地
ヤ

υ

て
い
る
耐
性
菌
を
考
慮
し
名
作
検

査
が
必
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

昨
年
約
初
年
ぷ
り
に
圏
内
感

染
が
確
認
さ
れ
た
デ
ン
グ
熱
な

ど
見
虫
に
よ
る
感
染
症
の
リ
ス

ク
も
高
ま
る
。
日
年
に
国
内
で

初
め
て
見
つ
か
っ
た
マ
ダ
ニ
が

媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
症

「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候

群
」
(
S
F
T
S
)は致
死
率

が
高
い
。
感
染
研
に
よ
る
と
、

今
年5
月
末
ま
で
に
西
日
本
を

中
心
に
鎚
人
が
死
亡
し
た
。

高
ま
る
感
染
症
リ
ス
ク
に
対

し
、
日
本
の
備
え
は
十
分
と
は

雷
い
が
た
い
。
最
も
懸
念
さ
れ

る
の
は
感
染
症
の
専
門
家
の
不

足
だ
。
エ
ボ
ラ
出
血
熱
が
騒
が

れ
た
際
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
不

足
か
ら
患
者
を
受
け
入
れ
る

「
指
定
医
療
機
関
」
が
聾
備
で

き
な
い
自
治
体
が
相
次
い
だ
。

日
本
感
染
症
学
会
が
思
定
す

る
専
門
医
は
約1
2
0
0

人

で
、
米
国
の
数
分
の
一
程
度
と

さ
れ
る
。
医
療
関
係
者
か
ら
は
、

ω
年
代
以
降
に
結
核
な
ど
の
感

染
症
が
撰
滅
さ
れ
、
感
染
症
を

多剤耐性菌の発生と感染狐大の仕組み

)()( 
"，.、

J レレ ‘' )()( 
，伯、

E 
遺伝子の突然変異などで
抗生物質への耐性を獲得

七×ー

)()( 
，肉、

)()( 
，筒、
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チ
ー
ム
の
調
査
で
分
か
っ
た。

研
究
チ1
ム
は
、
海
外
赴
任
が
あ

る
企
業
の
協
力
を
得
て
、20
1
2

年
9

月
か
ら
お
年3
月
ま
で
の
問
、

脅威は

鞠
国
か
ら
の
乗
客
に
M
E
R
S

へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け
る
パ
ネ

ル
(日
日
、
羽
田
空
港
)

海
外
に
半
年
以
上
滞
在
し
た
日
本

人
の
約
半
数
が
、
複
数
の
抗
生
物
質

が
効
か
な
い
多
剤
耐
性
菌
の「E
S

B
L

産
生
大
腸
菌」
に
感
染
し
て
い

た
こ
と
が
、
東
京
医
大
な
ど
の
研
究

抗
生
物
質
効
か
ぬ
耐
性
菌

海外半年以上で半数感染

法
律
、
危
険
度
で
5

分
類

日
本
は1
9
4
0

年
代
頃
ま
で
は

結
核
や
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
患
者
が
大

量
発
生
す
る
「
感
染
症
大
国
」
だ
っ

た
。
し
か
し
経
済
成
長
と
並
{
付

U
て
、

園
や
社
会
を
挙
げ
て
公
衆
衛
生
活
動

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
ω
i
m山
年
代

に
は
主
な
感
染
症
の
撲
滅
に
成
功
し

た
ω
年
施
行
の
感
染
症
法
は
、
感
染

力
や
致
死
率
な
ど
を
基
に
約
1
1
0

種
類
の
感
染
症
を5
つ
に
分
類
し
、

入
院
の
必
要
性
や
医
師
が
患
者
発
生

を
届
け
出
る
期
間
な
ど
を
定
め
て
い

m
i

印
歳
代
の
男
女
必
人
に
つ
い
て

渡
航
前
と
帰
国
後
の
ふ
ん
便
を
調

査
。

そ
の
結
果
、
犯
人
か
らES
B

L

産
生
大
腸
菌
を
検
出
。

渡
航
先
別

で
は
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
が

儀
多
の
7

人
、
東
南
アジ
ア
6

人
、

南
ア
ジ
ア
5

人
、
中
東
・
北
ア
フ
リ

カ
4

人
。

欧
米
の
赴
任
者7
人
か
ら

は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

多
剤
耐
性
閣
は
、
過
剰
や
過
少
な

抗
生
物
質
の
使
用
な
ど
に
よ
り
変
異

し
た
細
菌
。
複
数
の
抗
生
物
質
を
分 MERS は 2番目

感染者には入院勧告

る
。
最
も
危
険
な1
類
は
エ
ポ
ラ
出

血
熱
な
ど7
疾
患
が
指
定
さ
れ
て
い

る
。
日
本
で
は
田
町
年
に
西
ア
フ
リ
カ

.
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
か
ら
の
帰
国
者
が

野
ネ
ズ
ミ
か
ら
感
染
す
る
ラ
ッ
サ
熱

を
発
症
し
て
以
降
、
い
ず
れ
も
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。

中
東
呼
吸
緩
症
候
群(
M
E
R
S

H

マ
l

ズ
)
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働

省
が
今
年1
月
、
危
険
度
が2
番
目

に
高
く
、
感
染
し
た
湯
合
は
入
院
が

勧
告
さ
れ
る2
類
に
指
定
し
た
。
2

類
に
は
結
核
や20
0
3

年
に
略
行

し
た
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群(S

A
R
S
H
サ
l

ズ
)
が
含
ま
れ
る。

解
す
る
能
力
が
あ
る
。
健
康
な
人
が

感
染
し
て
も
す
ぐ
に
発
病
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
今
回
感
染
が
確
認
さ
れ

た
辺
人
も
無
症
状
だ
っ
た
。
た
だ
、

抵
抗
力
が
弱
い
入
院
患
者
ら
の
場
合

は
、
重
症
化
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
。

研
究
チ
I

ム
の
水
野
泰
孝
・
東

京
医
大
感
染
症
科
准
教
授
は「E
S

B
L

産
生
大
腸
菌
に
感
染
す
る
可
能

性
が
高
い
地
域
か
ら
の
帰
国
者
が
入

院
し
た
場
合
、
医
療
機
関
は
感
染
の

確
認
が
済
む
ま
で
、
他
の
患
者
と
部

専
攻
す
る
医
師
が
減
少
し
た
こ

と
を
指
撫
す
る
声
も
あ
が
る
。

ハ
ー
ド
面
の
対
応
も
こ
れ
か

ら
だ
。
エ
ポ
ラ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

危
険
性
の
高
い
病
原
体
を
扱
う

た
め
に
必
要
な
、
安
全
基
準
が

最
高
の
施
設
「BS
L
|
4

」

は
い
ま
だ
稼
働
し
て
い
な
い
。

感
染
研
・
村
山
庁
舎
(
東
京
都

武
蔵
村
山
市
)
は
そ
の
能
力
を

持
つ
も
の
の
、
周
辺
住
民
ら
の

懸
念
が
払
拭
さ
れ
ず
に
稼
働
で

き
て
い
な
い。
(
平
野
慎
太
郎
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
題
日
(
目)

屡
を
分
け
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
」

と
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

読

士
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
5

年
5

月
8

日
(
金
)
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世界ーの自動車生産量を誇るトヨタ自動車のキーワード rKA 1 Z E 

NJ 方式を医療の世界へ。 相次ぐ医樟現場での事故を受け、名古屋大医学

部(名古屋市)は、トヨタと連携し、同社の品質管理や人材教育のノウハ

ウを病院での治療に取り入れ、不測の事態が起きても適切に対応できる専

門医養成に乗り出す。 全国の大学病院なども参加した医療安全のハブセン

ター(中心拠点)を目指す。 (柏木まり)

人
育
て
る
理
念
期
待

都
立
広
尾
病
院
で
一
九
九
九

年
に
誤
薬
投
与
で
衰
を
亡
く
し

た
「患
者
の
視
点
で
医
療
安
全

を
考
え
る
連
絡
協
議
会」
代
表

の
永
弁
裕
之
さ
ん
自
分
が
勤

務
し
て
い
た
パ
ナ
ソ
ニ
ツ
ク

名
大
に
専
門
医
養
成
講
座

トヨタの品質管理事故防止に応用

ト
ヨ
タ
は
徹
底
し
た
品
質
管

理
を
「
匂
つ
「
カ
ン
パ
ン
」
方
式

と
、
現
場
で
常
に
「
ナ
ゼ
」
を

考
え
、
「
人
を
責
め
ず
に
、
仕

組
み
を
責
め
る
」
哲
学
で
、
劉

造
過
程
で
不
良
品
が
出
る
原
因

を
分
析
し
、
そ
れ
を
も
と
に
工

程
を
改
善
す
る
「
カ
イ
ゼ
ン
」

方
式
が
有
名。

名
古
屋
大
は
こ
の
「
ト
ヨ
タ

哲
学
」
を
医
療
の
現
場
に
応

用
。

医
師
が
患
者
を
診
察
し
治

療
を
行
う
際
、
手
術
が
適
切

か
、
必
要
な
検
査
は
で
き
て
い

る
か
現
場
が
チ
ェ
ッ
ク
、
判
断

が
で
き
る
態
勢
を
目
指
し
、
ベ

テ
ラ
ン
の
医
師
に
よ
る
医
療
安

は
、
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
「
物

を
作
る
前
に
人
を
育
て
る
」
と

い
う
理
念
を
大
切
に
し
て
き

た
。

医
療
現
場
で
も
専
門
力
と

人
間
性
の
両
面
か
ら
指
導
し
、

人
材
が
青
成
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

全
管
理
者
を
養
成
す
る
。

外
科
医
や
麻
酔
医
、
雪
護
師

ら
多
職
種
が
か
か
わ
る
手
術
の

症
例
別
リ
ス
ク
も
デ1
タ
化
し

て
蓄
積。
ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
や
す
い
プ
ロ
セ
ス
を
把
握

し
た
上
で
、
手
術
し
て
問
題
が

起
き
た
場
合
で
も
、
す
ぐ
に
報

告
で
き
る
よ
う
に
す
る。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
実
際
に
医

師
ら
が
ト
ヨ
タ
の
工
場
で
品
質

トヨタ生産方式の医療現場への
応用イメージ

管
理
の
研
修
を
行
い
、
ト
ヨ
タ

の
品
質
管
理
担
当
者
も
名
古
屋

大
病
院
で
医
療
現
場
で
発
生
し

た
課
題
に
つ
い
て
解
決
策
を
探

る
。

十
月
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

始
め
る
予
定
で
、
九
月
二
十
七

日
に
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
同
大
で
聞
か
れ
る。

医
療
事
故
を
め
ぐ
っ
て
は
、

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
(
千
葉

市
)
や
群
馬
大
病
院
(
前
橋

d躍霊園→

市
)
で
、
腹
腔
鏡
を
使
っ
た
手

術
を
受
け
た
患
者
が
相
次
ぎ
死

亡
す
る
な
ど
手
術
方
法
の
不
透

明
な
判
断
過
程
や
、
患
者
家
族

へ
の
説
明
不
足
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
委
員
長
の

安
田
あ
ゆ
子
、
名
古
屋
大
病
院

医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
副
部

長
(
四=
Uは
「
医
療
現
場
に
も
、

適
切
で
な
い
こ
と
が
起
き
た
と

き
に
、
原
因
を
明
ら
か
に
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
た」
と
連
携
の
理
由
を

説
明
す
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
担
当
者
は

「
品
質
管
理
を
全
員
参
加
で
徹

底
的
に
行
い
、
顧
客
の
満
足
を

得
ら
れ
る
も
の
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

医
療
現
場
で

も
、
生
産
現
場
で
の
原
因
究
明

と
再
発
防
止
の
考
え
方
や
解
析

手
法
を
適
用
し
、
少
し
で
も
役

立
ち
た
い
」
と
話
し
て
い
る

。

， -ー苧ーーーーー ーーーー ーーー・ーー ーー'ー ー ー ーーーーー---ーーーーーーー ーーーーーーー

回 トヨタ生産方式生産
工程で無駄を徹底的に
省き、必要なものだけを

停滞なく生産する「カンパ
ン」方式と、工程で異常が発
生した際、機械を直ちに止め
不良品を造らない「カイゼ
ン」方式というこつの考え方
が大きな柱。 各工場では、生
産工程で異常が発生した場
合、機械は自動的に止ま
り、工場内に設置された異常
表示板システムにより、どこ
で異常が発生したか、一目で
分かるようになっている。 そ
こで何が原因か、現場が中心
となり解決策を図っていくの
が特徴。

デ
ー
タ
管
理
に
意
義

日
本
品
質
管
理
学
会
主
査
で

ひ
た
ち
な
か
総
合
病
院
の
永
井

庸
次
院
長
の
話
医
療
界
は
産

業
界
と
異
な
り
品
質
傍
証
部
が

存
在
せ
ず
、
過
誤
に
対
し
て
非

常
に
弱
い
。
医
療
の
高
度
化
で

危
険
度
が
増
す
一
方
、
安
全
管

理
技
術
の
向
上
・
教
育
が
置
き

去
り
に
さ
れ
て
き
た。
リ
ス
ク

管
理
に
加
え
最
も
重
要
な
の
が

デ
ー
タ
管
理
。
院
内
の
デ1
タ

を
構
造
化
し
て
管
理
で
き
て
初

め
て
、
本
来
の
意
味
の
安
全
と

質
の
管
理
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
期

待
で
き
る
。

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
げ
日
(
日
)
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故
防
ぐ

デ
ン
ソ
1

や
エ
ア
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
、
東京
女
子
医
制
大
学
な
ど
4

大
学
9

社
は
、

外
糾
手
術
の
進
行
状
況
と
患
者
の
状
態
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
師
に
知
ら
せ

て
対
応
を
促
す
支
援
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る

。

医
療
事
故
の
防
止
や
手
術
時
間
の
短

縮
、
辺
地
の
医
療
支
援
、
若
手
の
教
育
な
ど
に
活
用
す
る

。

経
済
産
業
省
の
支
援
を

受
げ
て2
0
1
8

年
度
ま
で
に
開
発
し
、
参
加
企
業
が
商
品
化
。
年
間
印
億
円
の
世

界
市
場
の
創
出
を
目
指
す
。

今
年4
月
に
発
足
し
た
国

立
研
究
開
発
法
人
、
日
本
医

療
研
究
開
発
機
構(
A
M
E

D
)
と
経
産
省
の
共
同
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の一環
。
初

年
度
と
な
る
日
年
度
は
、
4

億
円
を
助
成
す
る
。

開
発
に
参
加
す
る
の
は
、

こ
の
ほ
か
日
立
製
作
所
、
日

本
光
電
工
業
、
目
立
メ
デ
ィ

コ
、
信
州
大
学
な
ど
、
計
4

大
学9
社
。

シ
ス
テ
ム
は
、
術
中
の
患

者
の
血
圧
や
心
電
図
、
血
流

量
な
ど
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
と

同
時
に
、
術
野
の
画
像
を
自

動
解
析
し
て
手
術
の
進
行
状

況
を
把
握
す
る
。

医
師
が
事
前
に
登
録
し
た

手
術
計
画
と
照
ら
し
合
わ

せ
、
必
要
に
応
じ
て
「
血
圧

の
低
下
に
注
意
し
て
下
さ

い
」
な
ど
の
箸
告
を
出
し
た

り
、
輸
血
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
を
指
示
し
た
り
し
て
医
師

の
注
意
を
促
す
。

医
療
事
故
を
防
止
し
て
手

術
の
円
滑
な
進
行
を
促
し
、

手
術
成
績
の
向
上
に
つ
な
げ

る
狙
い
だ
。

ま
た
手
術
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
時
間
軸
上
に
整
理
し
て

記
録
し
、
万
が
一
、
医
療
事

血圧や画像分析

若手教育も視野
関
す
る
情
報
を
時
間
軸
上
に

記
録
し
て
不
良
品
発
生
の
原

因
を
迅
速
に
特
定
す
る
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
を
構
築
し
て
お

り
、
こ
れ
を
手
術
の
管
理
に

応
用
す
る。

こ
の
ほ
か
、高
解
像
度
で

立
体
的
に
術
野
を
認
識
で
き

る
新
た
な
内
視
鏡
や
、
内
視

鏡
の
先
端
に
取
り
付
け
た
鉛

子
(
か
ん
し
)
を
手
元
で
直

感
的
に
操
作
で
き
る
イ
ン
タ

ー

フ
ェ
ー
ス
を
開
発
し
、
シ

ス
テ
ム
に
搭
散
す
る
。

辺
地
な
ど
熟
練
し
た
医
師

が
い
な
い
状
況
で
手
術
を
実

施
せ
ざ
る
を
得
な
い
医
療
機

関
な
ど
で
の
利
用
や
、
若
手

の
教
育
訓
練
向
け
の
需
要
も

見
込
ん
で
い
る
。

医
療
機
器
は
大
幅
な
輸
入

超
過
で
、
凶
年
の
輸
入
額
約

故
が
起
き
た
際
に
は
、
迅
速

に
原
因
を
突
き
止
め
ら
れ
る

よ
う
に
す
る。

デ
ン
ソ
ー
が
工
場
生
産
に

開発する手術支媛システム

患部の画像

コンビューターで
進行状況を把握

患者の血圧・心電図など

-
兆
3
0
0
0

億
円
に
対

し
、
輸
出
額
は
約53
0
0

億
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

政
府
は
凶
年8
月
に
「
健
康

・
医
療
戦
略
推
進
本
部
」
を

立
ち
上
げ
、
初
年
を
め
ど
に
、

医
療
機
器
の
輸
出
額
を
1

兆

円
に
拡
大
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
る。

日
本
企
業
が
持
つ
個々の

要
素
技
術
に
は
、
評
価
は
高

い
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
を

シ
ス
テ
ム
と
し
て
統
合
し
、

輸
出
鉱
大
に
つ
な
げ
た
い
考

え
だ
。

(松
添
亮
甫)

日

経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
2

日
(
火
)
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7 月稼働全国の病院・看護データ閲覧、

試
行
参
加
の

県
内
8

病
院

データ管理事業のイメージ
日本看護協会

数
値
基
に
実
践
活
用

日
本
看
護
協
会(車
京
)
は
、
全
国
各
地
の
病

院
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
看
護
内
容
な
ど
に
関
す
る
デ

ー
タ
を
グ
ラ
フ
化
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
閲
覧
で
き
る

シ
ス
テ
ム
「D
I
N
Q
L
」(労
働
と
看
護
の
質
向

上
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
)を
7

月
に
本

格
稼
働
さ
せ
る。
参
加
病
院
は
、
他
の
同
規
模
施
設

と
比
べ
て
看
護
の
質
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
を

客
観
的
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る

。

試
行
期
間

と
な
る6
月
ま
で
は
、
県
内
の8
病
院
が
参
加
し

て
看
護
実
践
に
役
立
て
て
い
る
。

rO I NQLJ 事躍に書加するた酌に蝿足したワーキンググループの
会闘で、 珊自ごとに昏加欄慣の取り組みのレベルを檀寵するメンパー
たち=4月22目 、 那覇市立病院

参
加
は
病
棟
単
位
か
ら
可
能

で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
「
労

働
環
境
」
「
医
療
安
全
」
な
ど

八
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
に
「
看

護
師
数
」
「研
修
時
間」
な
ど

1
3
6

項
目
を
設
置。
各
病
院

zヨr，zi1同内面白盤調~.J:::::U;岨・....一一一一一一今週flflJf.底~.

@病棟 .昨年度床ずれ
ケア研修参加率

。床ずれ推定発生率

@新規床ずれの
改善率

@入院時床ずれの
'(1) 改善率

@ 

。

@ 

ー郡覇市立病院
一偏差値50
ー.上位

@骨突出部の体圧測定の
実施割合 @ 

@体圧分散用具使用割合

@危険因子評価の
実錨割合

や
病
棟
が
自
ら
の
施
設
の
デ
l

デ
l

タ
を
基
に
、
同
規
模
の

タ
を
入
力
す
る
と
、
項
目
ご
と
病
院
と
比
較
し
て
み
る
と
、
職

に
グ
ラ
フ
や
数
値
が
一
ホ
さ
れ
、
員
数
に
差
は
な
く
看
護
師
は
経

取
り
組
み
の
レ
ベ
ル
が
相
対
的
験
に
応
じ
た
職
員
が
バ
ラ
ン
ス

に
評
価
さ
れ
る。

よ
く
配
置
さ
れ
て
い
た
。

し
か

例
え
ば
、
患
者
の
床
ず
れ
に
し
、
医
療
安
全
研
修
の
参
加
率

つ
い
て
は
、
年
齢
別
の
患
者
割
が
低
い
と
と
や
、
患
者
や
家
族

合
や
発
生
率
、
ケ
ア
に
関
す
る
に
対
す
る
転
倒
・

転
落
防
止
の

研
修
時
間
な
ど
が
デl
タ
で

一京
説
明
不
足
な
ど
の
課
題
も
明
確

さ
れ
、
同
規
模
病
院
と
比
較
し
に
な
っ
た
と
い
う

。

た
上
で
改
善
策
を
検
討
す
る
こ
参
茄2
年
目
と
な
る
昨
年
度

と
も
可
能
に
な
る。

か
ら
は
、9
病
棟
が
参
加
し
評

那
覇
市
立
病
院(照
喜
名
重
価
指
標
と
な
る13
6

項
目
の

一
院
長)
は
、
ワl
ク
ラ
イ
フ
デ
l

タ
を
提
供
し
た。
重
症
患

バ
ラ
ン
ス
(仕
事
と
生
活
の
調
者
の
多
い
内
科
病
棟
で
は
、
床

和
)の
一
環
と
し
て
看
護
職
の
ず
れ
予
防
用
具
の
使
用
判
ロ
合
や

労
働
環
境
の
整
備
を
目
的
に
、
新
規
に
発
生
し
た
床
ず
れ
の
改

2

年
前
の
試
行
段
階
か
ら
参
加
善
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ

し
て
い
る
。

た
。

藤
本
み
ゆ
き
看
護
部
長
兼

初
年
度
は
、
院
内
の
ワl
キ
副
院
長
は
「D
I
N
Q
L
事
業

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
は
、
評
価
指
標
と
し
て
可
視
化

ン
を
作
成
し
た
上
で
、
デ
l

タ
さ
れ
た
数
値
を
踏
ま
え
て
自
部

を
収
集。
病
床
稼
働
率
が
常
時
署
の
強
み
と
弱
み
を
構
造
・

過

悦
%
を
超
え
、
マ
ン
パ
ワ
l

不
程
・
結
果
の
視
点
か
ら
分
析
す

足
が
懸
念
さ
れ
て
い
た2
病
棟
る
こ
と
が
で
き
る
。

看
謹
管
理

が
本
事
業
長
茄
し
た。

者
が
デl
タ
を
活
用
し
て
部
門

の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

改
善
が
期
待
さ
れ
る
」
と
参
加

の
意
義
を
語
る。

日
本
看
護
協
会
の
松
月
み
ど

り
常
任
理
事
は
「
質
は
努
力
で

上
げ
る
も
の
と
看
護
師
は
思
い

が
ち
だ
が
、
看
護
の
状
、
明
か
可

視
化
さ
れ
る
と
と
で
、
質
と
労

働
環
境
が
密
接
に
関
係
し
て
い

る
と
と
が
分
か
る。
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
、
病
棟
ご
と
に
生
き

た
対
策
も
取
れ
る
」
と
事
業
の

利
点
を
話
す。

試
行
段
階
時
点
で
、
大
浜
第

一
病
院
、
県
立
中
部
病
院
、
県
立

南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
-
こ
ど
も

医
療
セ
ン
タ
ー
、
北
部
地
区
医

師
会
病
院
、
中
頭
病
院
、
浦
添
総

合
病
院
、
中
部
徳
洲
会
病
院
の

7

病
院
も
参
加
し
て
い
る
。

琉
球
新
報
・
朝
刊

2
0
1
5

年
5

月
市
日
(
金
)
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S SR I (選択的セロ卜ニン再取り
込み阻害薬)

・司 うつ状態の人の脳内では
・d 神経伝達物質「セロトニンJ
が少なくなっているとされる。 S
SRI はセロ卜ニンが神経細胞に
取り込まれるのを防ぎ、脳内の濃
度を維持する。現在、圏内では4 抗うつ薬の一つrs S R 1 Jを使ったうつ病治療で、不安啓や自殺衝動、攻撃性などの
種類が販売されており、主要なう副作用が出ることがある。この副作用症状を双極性障害(蝶うつ病)と診断され、薬を
つ病治療薬となっている。 追加される例が唱えており、多剤併用によって症状が悪化する患者も少なくないという。

rSSRIJ使ったうつ病治療で副作用

症状悪化も多剤併用で

-
薬
増
え
て

6

種
類
に

兵
庫
県
の
初
代
女
性
は
約
叩
年

前
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
う
つ
病
と
診
断

さ
れ
て
S
S
R
-

と
睡
眠
薬
を
処
方

さ
れ
た
。

約
1

カ
月
後
か
ら
怒
り
や
す
く
な

り
、
夫
と
の
口
げ
ん
か
を
き
っ
か
廿

に
睡
眠
薬
を
ま
と
め
て
の
み
、
意
識

が
も
う
ろ
う
と
な
る
出
来
事
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
不
安
定
な
状
態
が
続

き
、
走
行
中
の
車
や
自
宅
マ
ン
シ
ョ

ン
か
ら
飛
び
降
り
る
な
ど
一
歩
間
違

え
ば
命
を
失
う
行
動
を
と
っ
た
が
、

恐
怖
を
感
じ
な
か
っ
た
と
い
う
。
離

婚
し
、
元
夫
か
ら
「
別
人
の
よ
う
に

変
わ
り
果
て
た
、
あ
な
た
が
怖
か
っ

た
」
と
メl
ル
が
届
い
た
。

そ
の
後
、
双
極
性
障
害
と
診
断
さ

れ
、
処
方
薬
は
双
極
性
障
胃
L
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
る
抗
精
神
病
薬
や
抗

不
安
薬
な
ど6
種
類
に
増
え
た
。

女
性
は
夜
も
寝
ず
に
パ
ソ
コ
ン
を

見
る
な
ど
「
過
活
動
」
の
状
態
に
な

り
、
さ
さ
い
な
と
と
に
怒
っ
た
り
、

家
具
を
投
げ
て
壊
し
た
り
し
た
。
女

性
は
他
の
医
師
に
相
談
し
て
薬
を
減

ら
し
、
約2
年
か
け
て
薬
を
や
め
る

と
、
過
剰
な
服
薬
や
暴
力
的
な
行
動

は
な
く
な
り
、
死
に
た
い
気
持
ち
も

な
く
な
っ
た
。
最
初
に
う
つ
病
と
診

断
さ
れ
て
か
ら
約7
年
が
た
つ
て
い

た
。
女
性
は
「
自
分
の
お
金
と
国
の

医
療
費
を
薬
に
使
い
、
結
局
、
家
庭

も
健
康
も
失
っ
た
」
と
憤
る
。

女
性
の
カ
ル
テ
を
見
た
国
立
精
神

.
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
松
本

俊
豪
荷
依
存
研
究
部
長
は
「
自
分

に
起
と
る
危
険
を
人
ご
と
の
よ
う
に

感
じ
る
症
状
は
、SS
R
-

に
よ
る

副
作
用
と
し
て
生
じ
う
る
も
の
だ
。

問
題
行
動
の
後
、
抗
精
神
病
薬
を
上

乗
せ
さ
れ
て
い
る
が
、SS
R
-

を

や
め
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
す
る
。

-
7
割
以
上
に
変
調

S
S
R
-

は
1
9
7
0

年
代
か
ら

欧
米
で
開
発
さ
れ
、
日
本
で
は
叩
年

に
発
売
さ
れ
た
。SS
R
-

は
副
作

用
が
比
較
的
少
な
く
、
効
果
も
高
い

と
し
て
広
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
攻
撃
性
や
自
殺
衝
動
が
高
ま
る

な
ど
の
副
作
用
が
墾
ロ
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
抗
う
つ
薬
に
詳
し
い
田

島
治
・
杏
林
大
名
挙
教
授
は
、
S
S

R
-

を
初
め
て
服
用
す
る
う
つ
病
患

者
団
人
(
m
s叩
歳
)
を
対
象
に
、

飲
み
始
め
か
ら3
カ
月
閣
の
変
化
を

調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、3
劃
の
げ

人
が
不
安
感
、
不
眠
、
場
、
よ
く

動
き
回
る
と
い
っ
た
「
賦
活
症
状
」

と
診
断
さ
れ
た
。
賦
活
症
状
の
疑
い

を
含
め
る
と7
割
以
上
の
引
人
に
何

ら
か
の
副
作
用
が
あ
っ
た
と
い
う
。

田
島
名
誉
教
授
はS
S
R
-

に
つ

い
て
「
不
安
が
な
く
な
る
、
く
よ
く

よ
し
な
く
な
る
な
ど
、
患
者
に
よ
っ

て
は
非
常
に
効
果
が
高
い
」
と
し
た

上
で
「
医
師
が
賦
活
症
状
を
副
作
用

と
理
解
せ
ず
、
別
の
薬
を
増
や
し
て

し
ま
う
例
が
多
い
」
と
話
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
の
双
極
性
障
害
の
患
者
数
は
回

年
に5
万
2
0
0
0

人
だ
っ
た
が
増

加
を
続
口
、2
0
1
1

年
に
は
ロ
万

人
に
達
し
て
い
る
。
田
島
名
誉
教
授

は
「
双
極
性
障
害
は
迫
伝
的
な
車
靖
国

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
急
増
は
考
え

に
く
い
。S
S
R
-

の
副
作
用
を
双

極
性
障
害
と
診
断
す
る
例
が
増
え
て

い
る
と
と
も
要
因
の
一
つ
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
す
る
。

11 年08 

双極性障害の患者数の推移
120 r(千人)

100 

医
薬
品
・
技
術
の
安
全

-
「
安
易
に
飲
む
な
」

S
S
R
-

の
副
作
用
が
多
剤
併
用

に
つ
な
が
る
危
険
性
に
つ
い
て
、
独

協
医
科
大
越
谷
病
院
乙
と
ろ
の
診
療

科
の
井
原
裕
教
授
は
「
う
つ
病
か
ら

双
極
性
障
害
に
診
断
変
更
さ
れ
る
人

が
m
s
ω年
ご
ろ
か
ら
増
え
た
。
落

ち
込
ん
で
い
る
気
分
を
S
S
R
-

で

持
ち
上
げ
、
そ
の
軽
い
眠
状
態
を
抗

精
神
病
薬
で
治
そ
う
と
す
る
。
薬
の

作
用
で
気
分
の
上
下
動
を
増
幅
さ
せ

て
い
る
」
と
分
析
す
る
。
井
原
教
授

は
、
睡
眠
リ
ズ
ム
や
生
活
習
慣
の
改

善
指
導
に
よ
っ
て
徐
々
に
薬
を
減
ち

し
、
最
終
的
に
薬
を
ゼ
ロ
に
す
る
治

療
を
提
唱
す
る
。

日
本
う
つ
病
学
会
は
、
ロ
年
7

月

に
発
表
し
た
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
、
軽
症
の
う
つ
病
に
つ
い
て
「
薬
物

の
有
用
性
そ
の
も
の
は
否
定
で
き
な

い
が
、
少
な
く
と
も
安
易
な
薬
物
治

療
は
避
け
る
と
い
う
姿
勢
が
優
先
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
注
意
を
促

し
た
。
多
剤
併
用
に
つ
い
て
も
「
原

則
と
し
て
は
単
剤
で
十
分
な
用
量
を

十
分
な
期
間
使
用
す
べ
き
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。【
和
田
明美
】

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
四
日
(
木
)

109 



同rlnukl Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2015

.ｭ
・・・ .圃圃圃ー ・・・・

「二二三.. ~‘・

l 出1T.ì

-~ ---圃-=・E・-

6 

1ユ
ト

在
宅
服
用
者

体
調
不
良
招
く
恐
れ

自
宅
で
暮
ら
し
日
常
的
に
薬
を
飲
ん
で
い
る
高
齢
者
の
約

4

割
が
、6
種
類
以
上
の
薬
を
併
用
し
て
い
る
と
の
調
査
の

結
果
を
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
チ

1

ム

が
ま
と
め
た
。
高
齢
者
に
有
密
な
副
作
用
が
出
や
す
い
と
さ

れ
る
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
も
約
3

割
い
た
。
横
浜
市
で
ロ
白

か
ら
始
ま
る
日
本
老
年
医
学
会
で
発
表
す
る
。

高
働
者
は
複
数
の
持
病
を
抱

え
る
こ
と
が
多
く
、
薬
の
種
類

が
増
え
が
ち
だ
が
、
薬
を
分
解

す
る
機
能
が
低
下
し
て
お
り
、

副
作
用
が
出
や
す
い
。
6

種
類

以
上
の
併
用
は
、
薬
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
相
互
作
用
で
、
転

倒
し
や
す
く
な
る
な
ど
、
体
調

不
良
を
招
く
恐
れ
が
さ
ら
に
高

ま
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

る

\
1
l
l
/

凶
\
種
%

ぎ

\
F
4
4
M

・
E

・
-
:
l
a
E

剛
'
戸

即
の
白
幽
.
.
 

,
F 

剖
者
一
副
量
園
比
国V

E
齢
上
工4・
圏
構
闘

の
高
以

4
a
岡
田
珂

数
宅
福
山
明

徳
在
叩
6
S

皇
制

調
査
は2
0
1
3

年
u
i
u

月
、
東
京
都
内
の
自
宅
で
暮
ら

す
邸
歳
以
上
の
約13
0
0

人

を
看
護
師
ら
が
訪
問
し
て
行

い
、
服
薬
の
内
容
が
確
認
で
き

た
8
8
5

人
分
を
解
析
し
た
。

そ
の
結
果
、
お
%
の
高
齢
者

が
6

種
類
以
上
の
薬
を
飲
ん
で

お
り
、
日
種
類
以
上
の
人
も9

%
い
た
。
中
に
は
げ
種
類
を
服

用
し
て
い
る
人
も
い
た
。

記
憶
力
な
ど
を
調
べ
る
簡
易

検
査
で
、
認
知
機
能
に
障
害
が

あ
る
と
判
定
さ
れ
た
人
は
全
体

で
は
日
%
だ
っ
た
が
、
6

種
類

以
上
飲
ん
で
い
る
人
で
は
日
%

と
比
率
が
高
か
っ
た
。

ま
た
、
米
国
の
指
針
で
、
高

齢
者
が
使
用
を
鐙
え
る
べ
き
だ

と
さ
れ
る
薬
を1
種
類
以
上
服

複
数
機
関
受
診
で
過
剰
投
与

喝
ι国
高
齢
者
は
、
高
血
圧
や

同
医

糖
尿
病
、
ひ
ざ
の
痛
み

な
ど
複
数
の
病
気
を
抱
え
、
い

く
つ
も
の
医
療
機
関
を
受
診
す

る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

医
療
機
関
で
バ
ラ
バ
ラ
に
薬
を

処
方
さ
れ
る
う
ち
に
、
次
第
に

薬
の
種
類
が
抽
唱
え
、
過
剰
投
与

に
つ
な
が
り
や
す
い
。

高
齢
者
が
多
種
類
の
薬
を
飲

ん
で
い
る
と
、
転
倒
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
な
ど
の
報
告
が
複
数

あ
る
。
効
果
よ
り
健
康
被
害
の

方
が
大
き
い
の
に
、
漫
然
と
処

方
さ
れ
、
飲
み
続
け
る
ケl
ス

も
多
い
。
不
眠
や
だ
る
さ
を
訴

え
多
く
の
薬
を
飲
ん
で
い
た
高

齢
者
が
、
薬
を
監
理
し
て
改
善

し
た
ケ
l

ス
も
珍
し
く
な
い
。

日
本
老
年
医
学
会
は
近
く
改

定
す
る
高
齢
者
の
薬
物
療
法
指

針
に
、
注
意
す
べ
き
薬
の
リ
ス

用
し
て
い
る
人
は
お
%
い
た
。

運
動
機
能
の
低
下
や
転
倒
を
招

き
や
す
い
と
言
わ
れ
る
睡
眠
薬

な
ど
が
多
か
っ
た
。

調
査
を
ま
と
め
た
同
研
究
所

の
新
川
協
和
研
究
員
は
「
複
数

の
医
療
機
闘
を
受
診
す
る
う
ち

に
薬
が
増
え
や
す
い
。
薬
が
必

要
な
場
合
も
あ
る
が
、
不
要
な

薬
の
増
加
は
、
体
調
不
良
を
招

く
こ
と
も
あ
る
。
医
師
も
患
者

も
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
指
摘

す
る
。

ト
を
盛
り
込
む
。
政
府
も
患
者

の
服
業
状
況
を
一
一
括
管
理
し
て

過
剰
投
与
を
防
ぐ
「
か
か
り
つ

け
薬
局
」
制
度
を
導
入
す
る
方

針
だ
。

高
齢
者
は
、
体
調
も
変
化
し

や
す
く
、
服
薬
の
状
況
を
定
期

的
に
見
直
す
こ
と
が
大
切
だ
。

薬
の
量
が
気
に
な
っ
た
ら
、
主

治
医
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
ほ

し
い
。
(
医
療
部
高
橋
圭
史
)

読
売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
5

年
6

月
刊
日
(
木
)

4割が過剰処方急性薬物中

抗
不
安
薬
や
睡
眠
薬
を
過
剰
服
用
し
て
意
識

障
脅
な
ど
が
表
れ
る
急
性
薬
物
中
毒
を
起
こ
し

た
患
者
の
約4
割
が
、
添
付
文
書
で
定
め
ら
れ

た
規
定
量
を
超
え
る
処
方
を
さ
れ
て
い
た
と
す

る
調
査
結
果
を
、
医
療
経
済
研
究
機
構
(
東
京
)

が
ま
と
め
た
。
問
機
構
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
「
処

方
の
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
。抗

不
安
薬
や
睡
眠
薬

医
療
経
済
研
究
機
構
調
査

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
健
康
保
険
組
合
の
加
入

者
1
7
2

万
人
分
の
診
療
報
酬
明
細
書
の
デ
ー

タ
を
分
析
。2
0
1
2

年
叩
月
i
m
年
日
月
の

聞
に
、
自
殺
な
ど
を
目
的
に
多
貨
の
抗
不
安
薬

や
睡
眠
薬
を
服
用
し
、
急
性
薬
物
中
毒
を
起
こ

し
た
2
1
0

人
に
つ
い
て
、
そ
の3
か
月
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
薬
の
処
方
状
況
を
調
べ
た
。

対
象
者
は
、
う
つ
病
や
統
合
失
調
症
な
ど
、
精

神
疾
患
の
患
者
が
多
数
を
占
め
た
。

添
付
文
書
で
定
め
ら
れ
た
規
定
貨
を
超
え
て

処
方
さ
れ
て
い
た
の
は
位
人
で
、
鈎
%
に
上
っ

た
。
処
方
し
た
医
師
は
、
精
神
科
医
が
朗
%
を

占
め
た
。

研
究
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
国
立
精
神

・

神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
薬
物
依
存
研
究
部
の

松
本
俊
彦
部
長
は
「
患
者
の
求
め
に
応
じ
て
医

師
が
安
易
に
処
方
し
て
し
ま
う
傾
向
が
み
ら
れ

る
。
治
療
薬
が
多
く
患
者
の
手
元
に
あ
る
と
、

乱
用
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
命
に
か
か
わ

る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
処
方
自
数

や
量
、
種
類
は
慎
重
に
決
め
る
べ
き
だ
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

読

売
{
東
京
)・
夕
刊

2
0

1
5

年
6

月
叩
日
(
水
)



血
液
を
検
査
し
た
と
こ
ろ
、
全

員
が
セ
ツ
キ
シ
マ
ブ
に
ア
レ
ル

ギ
ー
を
起
乙
す
抗
体
を
持
っ
て

い
た
。
昨
年
、
初
回
の
投
与
後

に
死
亡
し
た
関
東
地
方
の
印
代

男
性
で
も
、
同
じ
抗
体
が
見
つ

か
っ
た
。
男
性
に
牛
肉
ア
レ
ル

ギ
ー
の
症
状
は
な
か
っ
た
が
、

セ
ツ
キ
シ
マ
プ
を
静
脈
内
に
注

射
し
た
こ
と
で
、
原
因
物
質
が

多
く
取
り
込
ま
れ
て
シ
ョ
ッ
ク

を
起
こ
し
た
と
み
ら
れ
る
。

と
の
症
例
を
先
月
の
日
本
ア

レ
ル
ギ
ー
学
会
で
報
告
し
た
聞

大
の
千
艶
祐
子
講
師
は
「
患
者

が
牛
肉
ア
レ
ル
ギー
を
自
賞
し

て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、
投
与

前
に
血
液
検
査
で
抗
体
を
調
べ

る
べ
き
だ
」
と
指
摘
す
る
。
一

方
、
薬
の
添
付
文
書
に
明
記
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
メ
ル
ク
セ

ロ
l

ノ
の
担
当
者
は
「
安
全
に

使
え
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
と

連
携
し
て
対
策
を
取
り
た
い
」

と
話
す
。

【下
桐
実
雅
子】

ーになることが愚近、明らかになった。

マダニによる感操症が多い地域では成人

の約lO~診が抗体を持つとの推計もある。

日 (東京) ・ 夕刊 | 加 5年6月 8日 (月 ) I 

午
肉
ア
レ
ル
ギ
ー

肝
炎
新
薬
の
効
果
減
少
製
造
元
注
意

自覚症状なく

抗
が
ん
剤
副
作
用

牛
肉
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人

は
、
抗
が
ん
剤
「
セ
ツ
キ
シ
マ

ブ
」
(
商
品
名
ア
ー
ビ
タ
ッ
ク

ス
)
の
投
与
で
ア
レ
ル
ギー
反

応
を
起
と
し
や
す
い
乙
と
が
、

島
根
大
の研
究
で
分
か
っ
た
。

牛
肉
と
セ
ツ
キ
シ
マ
プ
の
双
方

に
含
ま
れ
る
成
分
が
原
因
で
、

て
市
販
さ
れ
て
い
る
。
細
胞
内
の
化

合
物
の
排
出
機
能
を
高
め
る
働
き
が

あ
り
、
ソ
ホ
ス
ブ
ビ
ル
と
併
用
す
る

と
薬
の
成
分
が
排
出
さ
れ
、
治
療
に

必
要
な
濃
度
に
遥
せ
ず
、
ウ
イ
ル
ス

駆
除
に
失
敗
す
れ
ば
同
種
の
別
の
薬

も
効
か
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

長
崎
医
療
セ
ン
ター

(
長
崎
県
大

村
市
)
の
八
橋
弘
医
師
は
「
確
実
に

1

度
で
治
さ
な
い
と
完
治
の
機
会
を

逃
す
恐
れ
が
あ
り
、
事
前
確
認
が
必

須
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

部
%
超
の
高
い
確
率
で
ウ
イ
ル
ス

を
除
去
す
るC
型
肝
炎
の
新
薬
を
服

用
中
、
健
康
食
品
な
ど
に
含
ま
れ
る

「
セ
イ
ヨ
ウ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
」
(
別

名
・

セ
ン
ト

ジ
ョ
1

ン
ズ
ワl
ト

)

を
摂
取
す
る
と
薬
の
効
果
が
弱
ま
る

と
し
て
、
販
売
元
の
製
薬
会
社
が
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

こ
の
新
薬
は
、
ギ
リ
ア
ド・
サ
イ

エ
ン
シ
ズ
社
が5
月
末
に
発
売
し
た

「
ソ
ホ
ス
ブ
ピ
ル
」
。
遺
伝
子
型
が

2

裂
の
C

型
肝
炎
で
は
初
の
飲
み
薬

で
、1
型
で
も
同
薬
を
配
合
す
る
「
ハ

l

ポ
一
一l
」
が
8

月
に
も
使
え
る
よ

う
に
な
る
見
通
し
。
こ
れ
ら
の
薬
の

対
象
者
は
約
初
万
人
。
承
認
申
請
中
、

国
の
指
摘
が
あ
り
、
セ
イ
ヨ
ウ
オ
ト

ギ
リ
ソ
ウ
と
の
併
用
を
禁
忌
と
し

た
。セ

イ
ヨ
ウ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
は
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
や
ハl
プ
テ
ィ
ー
と
し

で
き
な
い
進
行
・
再発
の
大
腸

が
ん
の
標
準
治
療
の
一
つ
で
、

頭
頚
部
が
ん
患
者
に
も使
わ
れ

る
。
メ
ル
ク
セ
ロ
l

ノ
に
よ
る

と
、
発
売
後
約1
年
半
の
全
例

調
査
(
約2
0
0
0

人
)
で
、

急
性
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
「
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シl
シ
ョ
ッ
ク
」
を

含
む
重
い
過
敏
症
状
が
加
入
に

確
認
さ
れ
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
は
「αl

g
a
l

」
と
呼
ば
れ
る
物
質
が

原
因
と
さ
れ
る
。
と
の
物
質
は

牛
肉
に
豊
富
に
含
ま
れ
、
牛
肉

ア
レ
ル
ギー
を
起
乙
す
が
、
症

状
が
出
な
い
人
も
い
る
。

島
根
大
の
森
田
蜘
伽
教
授

(
皮
膚
科
学
)
ろ
は
、
m
s
u
年

に
午
肉
ア
レ
ル
ギ
ー
の
叩
人
の

セイヨウオトギリソウ摂取

牛肉アレルギー

食べてから数時間以上たってじ

んましんなどの症状が出るととが

多い。 圏内の発症者数は不明だが、野外 1 -
にいるマダこに刺されると牛肉アレルギ l 胃

製薬会社注意喚起へ

シ
ョ
ッ
ク
死
も

投
与
さ
れ
た
患
者
が
シ
ョ
ッ
ク

症
状
で
死
亡
し
た
例
も
あ
る
。

製
造
販
売
元
の
メ
ル
ク
セ
ロ
l

ノ
(
東
京
都
)
は
、
添
付
文
書

の
改
訂
に
よ
る
注
意
喚
起
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。

セ
ツ
キ
シ
マ
プ
は
世
界
叩
カ

国
で
使
わ
れ
、
日
本
で
は
2
0

0
8

年
に
承
認
さ
れ
た
。
切
除

読

売
(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
9

日
(
火
)

ki Sokuhou 
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項
を
近
く
学
会
ホ
1

ム
ペ
過
剰
に
投
与
し
な
い
よ
う
の
突
然
死
、
日
人
が
自
殺

l

ジ
に
公
表
す
る。

注
意
を
求
め
る
安
全
性
速
と
さ
れ
た
。

ヤ
ン
セ
ン
フ
ァ
1

マ
報
を
出
し
た
。
そ
の
後
1

ま
た
、
市
販
直
後
調
査

(
東
京
都
千
代
田
区
)
が
カ
月
で
さ
ち
に
日
人
の
死
で
死
亡
が
報
告
さ
れ
た
計

一
昨
年
日
弓
同
薬
の
販
亡
霊
聞
が
あ
り
、
市
販
直
犯
人
の
う
ち

8

劃
近
く
に

売
を
開
始
し
た。
6

カ
月
後
調
査
終
了
後
も
、
昨
年
あ
た
る
お
人
が
ゼ
プ
リ
オ

の
予
定
の
市
販
直
後
調
査
来
ま
で
に
固
に
時
人
の
死
ン
に
加
え
て
ほ
か
の
抗
精

で
、
5

カ
月
で
別
人
が
死
亡
が
撃
目
さ
れ
た
。

計
必
神
病
薬
が
併
用
さ
れ
て
い

亡
し
た
た
め
、
厚
生
労
働
人
の
死
亡
者
の
う
ち
、
は
た

。

ま
た
、
多
く
の
患
者

省
の
指
示
で
昨
年4月
「

人
が
投
与
後M
時
間
以
内
が
抗
精
神
病
薬
に
加
え
て 糖

尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の

合
併
症
の
薬
な
ど
を
併
用

さ
れ
て
お
り
、
最
多
の
ケ

ー
ス
で
は
却
種
類
が
使
用

さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。こ

う
し
た
乙
と
か
ら
、

同
学
会
がH
P

に
発
表
す
'
-E

る
注
意
事
項
に
は
、
低
用F4

鐘
か
ら
開
始
す
るマ多
種
F

類
の
併
用
は
し
な
い
マ
急

性
期
の
患
者
に
は
使
用
し

な
い
玄
口
併
症
に
注
意
す

る
ー
ー
な
ど
を
記
載
す

る
。
【
和
田
明
美
】

統合失調症薬

さ
ら
に
幻
人
死
亡

複
数
の
薬
併
用
に

注
意
喚
起

へ
の
副
作
用
墾
口
で
さ
ら
(
武
田
雅
俊
理
事
長
)
は
、

に
幻
人
の
死
亡
聾
口
が
あ
複
数
種
類
の
薬
を
同
時
期

り
、
全
国
で
計
綿
入
が
死
に
大
量
に
使
用
す
る
な
ど

亡
し
た
こ
と
が
分
か
つ
の
問
題
が
あ
っ
た
と
し

た
。

日
本
精
神
神
経
学
会
て
、
医
師
向
け
の
注
意
事

統
合
失
調
症
治
療
薬

「
ゼ
プ
リ
オ
ン」の
市
販

後
5

カ
月
で
別
人
の
死
亡

が
判
明
し
た
問
題
で
、
そ

昨
年
末
ま
で
の
国

1
 

1
 

1
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子
宮
頚
が
ん

国
が
子
宮
頚
(
け
い
)
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極

的
勧
奨
を
中
比
し
て
か
ら
M
日
で
丸2
年
。
慢
性
的
な

痛
み
な
ど
の
副
作
用
が
相
次
ぎ
報
告
さ
れ
、
独
自
に
健

康
被
害
の
支
援
に
乗
り
出
す
自
治
体
も
出
始
め
た
。
厚

生
労
働
省
は
因
果
関
係
の
調
査
を
進
め
る
が
、
結
論
が

出
る
の
は
ま
だ
先
。
接
種
が
進
ま
な
い
状
況
が
続
く
な

か
、
「
が
ん
を
予
防
す
る
機
会
を
薄
わ
れ
る
」
と
の
指

摘
も
出
て
い
る
。

子宮頭がんワクチンを巡る主な動き

20日年 子宮顕がんワクチンの「ガー

4 月 ダシル」と「サーノ〈リックス」

が予防接種法に基づく定期接

種対象に

6 月 重い副作用事例の報告が相次

ぎ、厚労省がワクチン接種の

積極的勧奨を中止

14年 厚労省の専門家会議が接種後

1 月 の痛みを「心身の反応」と結

論づける

現在 接種勧奨を再開するかは継続

審議中

「副反応」解明進まず

自治体に支援の動き
コ
元
の
元
気
な
体
に
戻
し

て
ほ
し
い
」
。
神
奈
川
県
内

に
住
む
女
性
(
げ
)
は
訴
え

る
。
中
学
生
だ
っ
た
2
0
1

1

年
8

月
1

ロ
年3
月
に
ワ

ク
チ
ン
を
計3
回
接
穐
最

後
の
接
種
の
直
後
か
ら
足
に

激
し
い
痛
み
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
、
一
時
は
車
い
す
を

使
わ
な
い
と
外
出
で
き
な
い

ほ
ど
症
状
が
悪
化
し
た
。
今

も
つ
え
が
欠
か
せ
ず
、
進
学 し

た
高
校
は
中
退
し
た
。

日
カ
所
以
上
の
医
療
機
関

を
受
診
し
、
リ
凶
年
に
「
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
副
作
用
の
可
能

性
が
高
い
」
と
診
断
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
か
か
っ
た
医
療

費
の
自
己
負
担
は
約35
0

万
円
。
症
状
は
改
善
せ
ず
、

母
親
(
必
)
は
「
普
通
に
友

人
と
遊
べ
る
高
校
生
活
を
送

ら
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
」
と

涙
を
浮
か
べ
る
。

こ
う
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
「
健
康
異
常
」
に
つ
い

て
、
神
奈
川
県
は
今
月
、
都

道
府
県
で
は
初
め
て
、
早
け

れ
ば7
月
に
も
医
療
費
の
自

己
負
担
分
を
支
給
す
る
方
針

を
朗
ら
か
に
し
た
。
横
浜
市

は
会
国
に
先
駆
け
て
昨
年
6

月
か
ら
支
援
を
始
め
、
今
年

4

月
末
ま
で
に
幻
人
に
計
約

1
4
0
0

万
円
分
を
助
成
し

た
。
同
様
の
動
き
は
東
京
都

武
蔵
野
市
や
茨
減
県
牛
久
市

な
ど
に
広
が
っ
て
い
る
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
壬
呂

顕
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し た

の
は
は
年3
月
末
時
点
で

推
計3
3
8

万
人
。
全
身
の

痛
み
や
体
の
震
え
、
記
憶
障

害
な
ど
「
副
反
応
」
の
報
告

は
計2
4
7
5

件
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

厚
労
省
は
症
例
を
過
去
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
調
査
し
、
患

者
の
健
康
状
態
を
追
跡
調
査

す
る
な
ど
し
て
、
ワ
ク
チ
ン

と
の
関
係
な
ど
原
因
究
明
を

急
い
で
い
る
。
た
だ
、
厚
労

省
の
担
当
者
は
「
早
期
の
潟

査
結
果
の
公
表
に
向
け
、
デ

ー
タ
を
分
析
し
て
い
る
段

階
。
誤
り
の
な
い
よ
う
慎
重 に

対
応
し
た
い
」
と
し
て
お

り
、
結
論
が
出
る
時
期
は
見

え
て
い
な
い
。

難
病
治
療
に
詳
し
い
東
京

医
制
大
学
医
学
総
合
研
究
所

の
西
岡
久
寿
樹
所
長
は
、

報

告
さ
れ
て
い
る
症
状
は
「
子

宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
関
連
神

経
免
疫
異
常
症
候
群(
H
A

N
S
)」
と
い
う
新
た
な
病

態
で
あ
る
と
主
張
。
「
国
は

接
種
勧
奨
を
再
開
す
る
前
に

副
作
用
に
苦
し
む
子
供
た
ち

の
救
済
と
原
因
究
明
を
す
べ

き
だ
」
と
訴
え
る
。

1
1
け

ワ
ク
チ
ン
簸種
後
、
激し
い
足
の痛
み
を
訴
え
る
η
般
の

女
性
。

外
出
に
は
つ
え
が
欠
か
せ
な
い(神
奈
川
県
内
)

子
宮
頚
が
ん
は
、
女
性
の

子
宮
の
入
り
ロ
近
く
に
で
き

る
が
ん
で
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
(
H
P
V
)と

呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル
ス
が
原
因

と
な
り
発
罵
主
に
性
交
渉

で
感
染
す
る
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
こ
こ

数
年
は
年
間
約1
万
人
が
発

症
し
、
間
約3
千
人
が
死
亡

し
て
い
る
。m
s
m叫
歳
代
の

若
い
世
代
で
増
加
傾
向
に
あ

り
、
死
を
免
れ
て
も
手
術
で

子
宮
を
全
摘
す
る
な
ど
心
身

の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い
。

多
く
の
が
ん
は
予
防
が
難

し
い
と
さ
れ
る
な
か
、
子
宮

頚
が
ん
は
数
少
な
い
「
予
防 年3000人死亡、予防に遅れ

で
き
る
が
ん
」
と
い
わ
れ
る
。

日
本
産
税
婦
人
斜
学
会
な
ど

は
「
世
界
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
む
な
か
、
援
種
が
進
ん

で
い
な
い
日
本
の
現
状
は
極

め
て
例
外
的。
十
数
年
後
に

は
、
日
本
だ
げ
が
子
宮
頚
が

ん
楢
態
(
り
か
ん
)
患
の
高

い
固
と
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る」
と
し
、
接
種
勧
奨

の
早
期
再
開
を
求
め
て
い

る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
5

年
6

月
刊
日
目(土
)
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「
壊
れ
て
い
く
娘
」

け
い
れ
ん
や
腹
痛
な
ど
、
深
刻
な
副
作
用
の
報

告
が
相
次
い
で
い
る
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン

。

4

年
前
に
接
種
を
受
け
た
奈
良
県
三
郷
町
の
高
校2

年
の
少
女
(日
)は
記
憶
障
害
に
加
え
、
知
的
障
害

の
症
状
も
表
れ
始
め
、
現
在
は
8

歳
ほ
ど
の
知
能

し
か
な
い
。

国
の
救
済
が
進
ま
な
い
中
、
少
女
の

深
刻
な
事
態
に
町
は
ロ
目
、
独
自
の
助
成
を
始
め

る
こ
と
を
決
め
た
。
「
綴
れ
て
い
く
娘
」
を
前

に
、
母
親
(灯
)は
こ
刻
も
阜
く
原
因
を
究
明

し
、
娘
を
助
け
て
ほ
し
い」と
話
す。

奈良・三郷町が独自助成

最
初
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
た
の
は
中
学1
年
だ
っ
た
平

成
幻
年
叩
月。
学
校
か
ら
届
い

た
案
内
を
見
た
母
親
が
町
内
の

個
人
病
院
ヘ
連
れ
て
行
っ
た

。

接
種
直
後
、
少
女
は
腹
痛
や

手
足
の
し
び
れ
を
訴
え
た
。

腰

痛
で
芝
付
困
難
に
な
り
、
母
親

は
町
や
製
薬
会
社
に
問
い
合
わ

せ
た
が
、
「副
作
用
と
は
関
係

な
い
」
と
の
回
答。
1

カ
月
休

学
し
、
そ
の
後
も
ロ
月
と
翌
年

3

月
に
接
種
を
受
け
た
。

原
因

不
明
の
症
状
を
何
度
問
い
合
わ

せ
て
も
、

「副
作
用
で
は
な

い
」
と
言
わ
れ
た。

だ
が
、
高
校
に
進
学
し
た
昨

年
6

月
。
「
頭
が
熱
い
」
。
少

女
は
苦
し
み
、
激
し
い
け
い
れ

ん
と
失
神
を
繰
り
返
し
て
寝
た

き
り
の
状
態
に。

県
内
の
病
院

を
転
々
と
し
た
が
、
「精
神
的

助
け
て

子
宮
頭
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
後
、
記
憶
障
害
な
ど

の
症
状
に
苦
し
ん
で
い
る

少
女
(手
前
)
と
母
親

H

奈
良
県
三
郷
町

な
も
の
」
と

一言
わ
れ
た。
こ
れ

ま
で
に
ロ
の
病
院
で
受
け
た
検

査
で
も
異
常
は
見
つ
か
ら
ず
、

最
後
に
訪
ね
た
病
院
で
母
親
は

医
師
を
前
に
泣
き
崩
れ
た。

「娘
の
体
は
疲
れ
て
い
る
の

に
、
何
も
異
常
が
見
つ
か
ら
な

い
。

訳
が
分
か
ら
ず
、
気
が
お

か
し
く
な
り
そ
う
で
し
た」

母
子
家
庭
で4
人
の
子
供
を

抱
え
、
大
阪
で
医
療
事
務
の
仕

に
就
く
母
親
は
仕
事
を
休
め

な
い
。

少
女
の
症
状
は
回
復
す

る
兆
し
が
な
く
、
人
の
支
え
が

な
け
れ
ば
歩
け
な
い
。

光
が

「目
に
痛
い
」
た
め
、
家
の
中

で
も
サ
ン
グ
ラ
ス
を
着
用
し
て

い
る
。
「一
番
つ
ら
い
の
は
、
多

く
の
思
い
出
が
娘
の
記
憶
か
ら

消
え
て
い
く
こ
と」
と
母
親。

中
学
時
代
の
衣
理
担
任
の
先

生
、
家
族
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行
つ

た
こ
と
。

近
頃
は
、
家
族
の
顔

さ
え
忘
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う。

中
学
3

年
の
匁
『
、
買
い
物
に

行
っ
た
帰
り
の
坂
道
で
荷
物
を

す
べ
て
持
っ
て
背
中
を
力
強
く

押
し
て
く
れ
た
娘。
「
『
大
き

く
頼
り
が
い
の
あ
る
子
に
成
長

し
た
ん
だ
な』
と
実
感
し
た。

今
思
う
と
、
あ
れ
は
夢
の
よ
う

な
こ
と
だ
っ
た」
と
話
す
母
親

は
、
娘
が
一
日
も
早
く
回
復
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

重
篤
印
件
遅
れ
る
救
済

子
宮
頚
が
ん
は
子
宮
の
入
り

口
に
で
き
る
が
ん。

日
本
で
は

年
間
約2
7
0
0

人
が
死
亡
し

て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
に
は
が
ん

を
引
き
起
こ
す
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
(H
P
V
)
感
染

を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
と
し
て
、

平
成
泣
年
度
に
国
が
助
成
を
始

め
た
。

H
P
V
は
性
交
渉
で
感

染
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
、m代

の
少
女
へ
の
予
防
が
効
果
的
と

さ
れ
、
お
年4
月
か
ら
予
防
接

種
法
に
基
づ
く
「定
期
接
種」

に
位
電
づ
け
ら
れ
た
。

だ
が
接
種
後
に
痛
み
を
訴
え

る
報
告
が
相
次
ぎ
、
厚
生
労
働

省
は
2

カ
月
で
積
極
推
奨
を
中

止
。

同
省
に
よ
る
と
昨
年3
月

末
ま
で
に
約3
3
8

万
人
が
接

種
を
受
け
た
が
、24
7
5

件

の
副
作
用
報
告
が
あ
り
、
う
ち

6
1
7

件
が
重
篤
と
い
う。

国
は
ワ
ク
チ
ン
と
症
状
の
因

果
関
係
を
調
査
中
で
、
ま
だ
証

明
さ
れ
て
い
な
い。
昨
年
6

月

に
は
横
浜
市
が
全
国
で
初
め

て
、
因
果
関
係
が
不
明
で
も
医

療
費
の
自
己
負
担
分
な
ど
を
支

給
す
る
救
済
措
置
を
始
め
た
。

「全
国
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン

被
害
者
連
絡
会」
(
東
京
)
に

よ
る
と
、
全
国
で
口
市
区
町
と

神
奈
川
県
が
こ
う
し
た
独
自
支

援
を
行
っ
て
い
る。

今
回
助
成
を
決
め
た
奈
良
県

三
郷
町
は
任
意
接
種
を
町
で
受

け
た
人
に
対
し
、
医
療
費
の
自

己
負
担
分
全
額
を
支
給
。

通
院
・

入
院
し
た
月
は
医
療
手
当
と
し

て
3

万
4

千
円
を
支
給
す
る。

産

経
(大
阪
)
・
朝
刊

113 
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岩
手
県
内
で6
千
人
を
超
す

死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た

東
日
本
大
震
災
。
岩
手
医
制
大

学
(
盛
岡
市
)
と
同
付
属
病
院

(
同
)
は
被
災
地
の
住
民
の
健

康
状
腺
を
長
期
的
に
追
跡
調
査

し
、
被
災
者
を
継
続
し
て
支
援

医療・介護

す
る
体
制
を
盤
備
し
て
い
る
。

5

年
目
に
入
り
、
仮
設
住
宅
で

暮
ら
す
人
の
中
に
不
眠
や
精
神

疾
患
に
悩
む
人
が
目
立
つ
な
ど

課
題
が
見
え
て
き
た
。

彼
災
者
に
適
切
な
健
康
管
理

を
施
し
、
今
後
の
重
大
災
害
時

の
健
康
支
援
の
あ
り
方
を
考
え

l;Jii: 11111糊
N ・ 1 11浪 llitl持
hL\\、 、..  \\1リグふ三吹. .  どな

|岩手医科大学付属病院棚恥

る
ー
ー
。
坂
田
清
美
・
岩
手
医

大
公
衆
衛
生
学
教
授
ら
の
「
被

災
者
コ
ホl
卜
」
研
究
の
二
大

テ
ー
マ
だ
。
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
岩
手
県
山
田
町
、
大
槌

町
、
釜
石
市
(
平
団
地
区
)
、

陸
前
高
田
市
の
悶
歳
以
上
の
全

住
民
に
追
跡
健
康
調
査
へ
の
協

力
を
依
頼
。20
1
1

年
度
に

了
承
し
た1
万
4
7
5

人
を
ペ

ー
ス
に
調
査
を
続
け
て
き
た
。

別
に
見
る
と
、
仮
設
住
宅
の
居
い
」
と
指
摘
す
る
。

住
者
に
は
「
不
眠
」
「
心
の
健
こ
の
研
究
で
、
憲
も
苦
労
し

康
状
態
が
惑
い
」
「
運
動
不
た
の
は
立
ち
上
げ
時
だ
。
陸
前

足
」
な
ど
の
傾
向
が
目
立
つ
こ
高
田
市
で
は

9

人
の
看
護
師
の

と
も
分
か
っ
た
。
釜
石
市
で
う
ち6
人
が
津
波
に
の
ま
れ

は
、
不
眠
に
悩
む
男
性
が
「
仮
た
。
大
槌
町
も
職
員
の

4

人
に

世
住
宅
」
で
臼
%
と
「
震
災
前
1

人
が
亡
く
な
る
な
ど
、
健
診

と
閉
じ
」
の
幻
%
の3
倍
だ
。
ど
こ
ろ
で
は
な
い
中
「
岩
手
医

仮
設
住
宅
に
は
被
蚕
の
大
き
大
が
極
力
頑
張
る
か
ら
」
と
無

さ
な
ど
の
順
番
で
入
居
し
た
た
還
童
画
い
、
協
力
を
取
り
付
け

め
、
そ
れ
ま
で
の
地
縁
と
切
り
た
。
以
来
、
常
に
自
治
体
職
員

?
v
p
-

‘
，
ト

i
-
-
L
I
v
-
-

と
二
人
三
脚
。
今
で
は
「
治
療

b
v
『
屯
P
、
包
噌
2
-

」
唱J

、
、

J
h
u
v
』
王
宮

3
3
Z

恥
j

川
駅
μ浄
L
m主
七
1
i
E
I
F
A
T
ι

材
調
川
主
事
許
』
M
刻

が
必
要
な
人
は
付
属
病
院
の

L
4
t
J
、
d

三
五
!
一
ノ
ノ

/
E
M
，
F
b
E

島
、

t
E
R
日

E

J

-
J

句
，

-

:
司

'

l
J
j
i
l
l

『
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
』

凶
年
度
の
受
診
者
は
7
6
8
7

酒
量
も
減
少
、
運
動
量
も
改
善
敵
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
て
も
ら

人
、
日
年
度
は71
4
1

人
、
し
て
き
だ
。
例
え
ば
陸
前
高
田
こ
と
な
ど
が
一
因
と
考
え
ら
れ
え
る
な
ど
心
強
い
」
(
大
槌
町

は
年
度
は6
8
3
6

人
だ
っ
市
で
は
、u
年
度
に
一
定
量
の
る
。
坂
田
教
授
は
「
仮
設
か
ら
の
加
藤
牧
子
主
任
保
健
師
)
と

た
。
運
動
を
し
て
い
た
人
の
割
合
は
本
設
の
公
営
住
宅
な
ど
に
移
る
信
頼
も
厚
い
。

日
年
度
か
ら
全
て
の
健
診
を
男
性
M
%
・
女
性
幻
%
だっ
た
際
も
、
家
賃
な
ど
の
経
済
的
不
こ
れ
ま
で
に
心
筋
梗
塞
な
ど

受
け
た5
6
4
0

人
の
推
移
を
が
、
は
年
度
は
男
性
四
%
・

女
安
が
心
の
健
康
に
影
響
す
る
こ
の
心
疾
患
が
約
加
入
、
脳
卒
中

見
る
と
、
不
眠
や
惨
な
ど
の
症
性
肝
%
に
高
ま
っ
た
。
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
平
均
値
が
約

1
3
0

人
に
発
症
し
た
。

状
が
あ
る
人
の
割
合
は
徐
々
に
た
だ
住
居
形
態
(
震
災
前
と
が
良
く
な
っ
た
か
ら
問
題
な
今
後
、
岩
手
医
大
の
持
つ
様
々

減
っ
て
い
る
。
喫
煙
者
数
や
飲
同
じ
・
仮
設
住
宅

・

そ
の
他
)
い
』
と
は
決
し
て
言
い
切
れ
な
な
臨
床
デ
1

タ
と
結
び
付
け

〈施段概要〉
マ所在地盛岡市内丸19の 1

マ電 話 019 ・ 65い 5111
マ開 奴 1928年
マ診療制繕尿病 ・代謝内税、

心臓血管外税、循環

跨放射線斜、病理診
断税など48税

2387人
1166床

マ職員数

マ病床数

岩
手
医
大
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
パ
ン
ク
機
構
調
査

が
高
い。
叩
代
は6
・
4

%
(
全
国
調
査2
・
3

%
)

だ
っ
た。

抑
う
つ
傾
向
の
割
合
は

約
幻
%
で
若
い
ほ
ど
高
く

な
っ
た。

血
液
・
尿
検
査

で
分
析
し
た
心
不
全
の
危

対
象
被
災
者
の
6
%
中間結果

「
ど
ん
な
被
害
に
遭
っ
た
人
が

ど
ん
な
病
気
に
か
か
り
ゃ
す
い

か
」
な
ど
の
傾
向
を
探
る
。

た
だ
凶
年
度
で
国
の
「
集
中

復
興
期
間
」
は
終
了
、
政
府
は

被
災
地
に
凶
年
度
以
降
の
復
興

予
算
の
一
部
負
担
を
求
め
始
め

た
。
同
糠
に
、
被
災
者
コ
ホ

l

ト
予
算
も
同
年
度
以
降
は
不
透

明
。
危
出
情
感
を
抱
く
坂
田
教
授

は
「
中
途
半
端
に
5

年
で
や
め

た
ら
大
き
な
国
家
的
損
失
に
な

る
。
最
後
ま
で
継
続
す
べ
き

だ
」
と
強
く
訴
え
て
い
る
。

(
盛
岡
支
局
長
増
淵
稔
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
4

白
(
木
)

苦
痛
の
要
因
や
震
災
ス
ト

レ
ス
と
発
病
の
関
連
性
な

ど
を
分
析
す
る。
食
習
慣

や
生
活
習
慣
、
被
災
の
程

度
と
の
関
係
な
ど
も
調
査

し
、
次
の
大
規
模
災
害
時

の
医
療
体
制
構
築
に
備
え
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と安全管理総集版 2015年 9号

被ばく医療体制強化ヘ
拠点病院軸にネッ卜ワーク拡大

原子力規制展指針改定案まとめる

を
発
表
し
た。

険
が
高
い
人
や
慢
性
腎
臓
る
ほ
か
、
研
究
結
果
や
検

ア
ン
ケ
ー
ト
は
心
の
健
病
の
割
合
は
、
震
災
前
と
体
デ
l

タ
を
新
薬
開
発
や

康
を
調
査
し
、
気
分
が
落
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
治
療
法
確
立
に
つ
な
げ

ち
込
み
不
安
に
な
る
な
ど
か
っ
た。
副
機
構
長
の
人
る。

心
理
的
苦
痛
を
感
じ
て
い
見
次
郎
教
授
は「協
力
を

る
人
の
割
合
は
全
体
で
約
得
た
住
民
は
健
康
意
識
が

6

%
。
心
理
的
苦
痛
を
感
高
い
可
能
性
が
あ
り
、
実

I
l
l

・
‘

l
'

じ
て
い
る
人
は
却
代
が
6
際
は
こ
の
数
よ
り
も
高
い

仰
う
つ
、
若
い
ほ
ど
多
く
・
2

%
だ
っ
た0
3

か
も
し
れ
な
い
0
2

4
1

、

:

ノ

ー

1
:

二

の
国
民
生
活
基
礎
調
査
心
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ

実
施
して
い
る
の
は
ア
ー
ト
し
、

日
年
5

月
現
在
実
施
分
の
久
慈
、
洋
野
、(全
国
調
査)
は
3
・

2
す
要
因
を
明
ら
か
に
し
た

ン
ケ
l

卜
と
血
液
・
尿
検
で
約
2
万
2

千
人
が
協
力
普
代
、
野
田
、
大
船
渡
、
%
。
対
象
の抽
出
法
な
ど
い
」
と
話
す。

査
や
呼
吸
機
能
検
査
な
し
て
い
る
。

今
回
は
、
事
住
回
、
矢巾
の
7

市
町
村
が
異
な
り
単
純
出
較
で
き
調
査
は
検
体
か
ら
喧
伝

ど
。

日
年
7

月
か
ら
ス
タ
業
初
年
度
で
あ
る日
年
度
9
0
6
4
人
の
解
析
結
果
な
い
が
、
全
国
よ
り
割
合
子

な
ど
を
調
べ
、
心
理
的

岩
手
医
大
の
い
わ
て
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・

メ
ガ
パ
ン
ク
機構情
(機
栂
長
・
祖

父
江
憲
治副
学
長
)
は
3

日
、
被
災
者
ら
を
対
象に
し
た
長
期
健
康
調
査
の
中

間
結
果
を
公
表
し
、
心
理
的
苦
痛
が
あ
る
人
の

割
合
は
約
6
%
で、

同
様
の
全

国
調
査
よ
り
高
い
傾向
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

若
い
年
代ほ
ど
抑
う
つ傾

向
も
多
く
み
ら
れ
た。
機
構
は
現
地
の
医
療
復
興
や
次
世
代
医
療
の
構
築
を
目

指
し
、
20
1
6

年
度
ま
で
調
査
を
行
う。

原
子
力
規
制
委
員
会
はM

目
、
定
例
会
合
を
聞
き
、
原
発

事
故
時
の
被
ば
く
医
療
体
制
見

直
し
に
向
け
、
原
子
力
災
害
対

策
指
針
の
改
定
案
を
ま
と
め

た
。

原
発
ご
と
に
拠
点
病
院
中 心

の
医
療
ネッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
事
故
時
に
は
各
地
域
で

原
則
す
べ
て
の
被
ば
く
患
者
を

診
療
す
る
ほ
か
、
医
療
機
関
以

外
に
も
参
加
を
促
し
体
制
強
化

を
図
る。
1
カ
月
間
の
意
見
公 募

を
経
て8
月
中
に
も
指
針
を

改
定
す
る。

従
来
の
被
ば
く
医
療
体
制
は

放
射
性
物
質
が
広
範
囲
に
鉱
散

す
る
事
態
を
想
定
し
て
お
ら

ず
、
東
京
電
力
福
島
第
1
原
発

事
故
時
に
は
十
分
機
能
し
な
か

っ
た
。
九
州
電
力
川
内
原
発
(
鹿

児
島
県
)
が8
月
中
旬
以
降
に

再
稼
働
す
る
見
通
し
の
た
め
、

政
府
は
新
た
な
体
制
の
整
備
を

急
い
で
い
る。

避
難
計
画
の
策
定
が
必
要
な

半
径
却
キ
ロ
圏
に
入
る
剖
道
府
県

が
対
象
。
患
者
の
整
露
療
や

汚
染
検
査
な
ど
初
期
対
応
に
関

し
て
は
医
療
機
関
以
外
に
も
大

岩
手
日
報
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
4

日

(木
)

被ぱく医檀の新た忽枠組み

学
や
民
間
企
業
な
ど
の
参
加
を

促
す。

改
定
案
で
は
、
各
地
域
で
被

ば
く
医
療
の
中
核
を
担
う
「
原

子
力
災
害
拠
点
病
院
」
1
1
3

施
設
を
、
原
発
ご
と
に
道
府
県

が
指
定
す
る。
さ
ら
に
拠
点
病

院
を
支
援
す
る
機
関
と
し
て
、

患
者
の
救
急
診
療
や
汚
染
検

査
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
な

ど
で
一
つ
で
も
担
え
る
業
務
が

あ
れ
ば
、
医
療
機
関
以
外
で
も

「
原
子
力
災
害
医
療
協
力
機
闇
巴

と
し
て
登
録。
事
故
時
に
現
地

で
の
医
療
を
担
う
「
原
子
力
災

害
医
療
派
遣
チl
ム
」
も
組
織

す
る
。

ま
た
、
各
地
の
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
対
応
で
き
な
い
高

線
量
被
ば
く
患
者
が
発
生
し
た

場
合
L
治
療
に
当
た
る
「
高
度

被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
、
各
地
で
ネッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
の
支
援
な
ど
を
担
う
「
原
子

力
災害
医
療
・
総
ム
旦
又
援
セ
ン

タ
ー
」
も
設
置
す
る
。〈共

同
通
信
)

京
都
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
5

年
6

月
例
日
(水
)

全
国
組
織
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佐久総合病院の医師が個人で作成
ネ

<

ル
支
援
の
会
話
集

地震後現地で利用拡大

ノ

増
え
る
協
力

内
容
充
実

県
厚
生
連
佐
久
総
合
病
院(佐
久
市)
の

医
向
坂
査
震
さ
ん
g

が
診
察
の
た
め

に
個
人
で
作
っ
た
ネ
パ
l

ル
語
フ
レ
ー
ズ
集

(会
宅
盈
ち
が
、4
月
に
大
地
震
が
起
き
た

同
国
で
活
動
す
る
日
本
の
医
療
関
係
者
ら
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
3

年
に
ネ
パ1

名
古
屋
市
出
身
の
坂
本
さ
ん

は
、
ロ
年4
月
か
ら
タ
イ
の
大
学

で
マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱
な
ど
熱

帯
で
か
か
り
ゃ
す
い
病
気
と
そ
の

対
策
を
学
ん
だ。
日
年1
月
か
ら

約
1

年
、
ネ
パl
ル
中
部
の
ラ
ム

ジ
ユ
ン
郡
立
病
院
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
医
師
と
し
て
働
い
た
。

現
地

で
は
萎
同
が
通
じ
ず
、
通
訳
を
介

し
て
の
診
療。
市
販
の
旅
行
用
会

話
集
に
は
、
患
者
が
医
師
に
訴
え

る
言
葉
は
あ
っ
て
も
医
師
が
患
者

に
伝
え
る
一
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
載
っ

て
い
な
か
っ
た。

ル
で
働
い
て
い
る
時
に
作
り
、
地
震
の
後
に

交
流
サ
イ
ト
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」

(F
B

)

で
公
開。
ネ
パ
l

ル
語
を
話
す
人
た
ち
の
協

力
で
内
費
全c
ら
に
充
実
し
、
計66
6

項

目
を
収
録
し
た
支
援
の
会
話
集
と
し
て
広
が

っ
て
い
る。

そ
の
た
め
、
よ
く
使
う
医
療

用
語
や
診
察
で
必
要
な
会
話
を

ま
と
め
、
ネ
パ1
ル
語
の
発
音

の
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
日
本
語
訳
の

表
を
作
成。
単
語
や
「
心
臓
の

検
査
を
し
ま
す
」
「
鎮
痛
薬
を
処

方
し
ま
す
」
「
昨
日
よ
り
今
日
の

方
が
痛
み
は
強
い
で
す
か
」
と
い

っ
た
問
い
掛
け
な
ど
を
収
録
し

た
。地

震
発
生
は4
月
お
目。
坂
本

さ
ん
は
医
療
系
のN
P
O
な
ど
に

情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、
「
何

か
し
ら
役
に
立
つ
は
ず
」
と
地
震 発

生3
日
後
に
会
話
集
をFB
で

公
開
し
た。

徳
之
島
徳
洲
会
病
院(鹿
児
島

県
徳
之
島
町)
の
医
町
村
上
駒
郡

さ
ん
(幻
)も
坂
本
さ
ん
の
会
話
集

を
活
用。
4

月
初
日
か
ら5
月
3

日
ま
で
、
ネ
パl
ル
の
首
都
カ
ト

マ
ン
ズ
か
ら
約1
0
0
J離
れ
た

パ
ラ
ピ
セ
で
医
療
支
援
に
当
た

り
、
「
ネ
パ1
ル
語
を
話
す
こ
と

で
患
者
が
安
心
し
た
よ
う
に
見
え

た
」
。

周
り
に
通
訳
も
い
た
が
、

手
が
空
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、
会

話
集
の
存
在
は
心
強
か
っ
た
と
い ぅ

。一
方
、
坂
本
さ
ん
に
は
「
ネ
パ

ー
ル
語
の
文
字
を
付
け
れ
ば
指
さ

し
で
使
え
る
」
と
い
っ
た
意
見
も

寄
せ
ら
れ
た。
ネ
ッ
ト
上
で
協
力

を
呼
び
か
け
る
と
叩
み
屯
く
が
応

じ
、
協
力
者
壁
毛
増
え
て
い
る

と
い
う。

京
都
大
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
の
学
生
、

塞
貸
衣
子
さ
ん
g

は
後
輩2

人
と
協
力
し
た
。

ネ
パ1
ル
に
約

2

年
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
、
「知

人
が
多
く
い
る
し
、
と
に
か
く
1

日
で
も
早
く
(
ネ
パl
ル
語
の
文

字
が
付
い
た
会
話
集
を
)
届
け
た

い
、
と
い
う
思
い
だ
っ
た
」
と
話

し
て
い
る。

坂
本
さ
ん
は「こ
こ
ま
で
の
広

が
り
に
な
る
と
は
思
わ
ず
、
驚
い

て
い
る。
み
ん
な
の
『ネ
パ
l

ル

の
力
に
な
り
た
い
』
と
い
う
思
い

が
、
今
の
会
話
集
に
な
っ
た
」

。

日
本
人
以
外
も
使
え
る
よ
う
、
現

在
は
英
語
版
を
作
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
利
用
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
5

年
6

月
6

日
(
土
)



30日 ・ブラ ッタ一氏が5湿 汚職捜査のさなかでの国際サ
(土) ッ カー連盟の会長選。 過去の実績訴え勝利

.JR仙石線全線再開宮波県の 2大都市を結ぶ動脈
が東日本大震災から 4 年 2 カ月ぶりにつながる

- 小笠原沖で最大震度5強の地震首都圏の高層ビル
やタワーのエレベーターが停止し、 交通にも彫響

31 日 ・ドゥラメンテが2冠 競罵のG 1 レース、 日本ダー
(日) ピーで優勝。 4 月の皐月賞に続く

・滋賀県東近江市で大だこ落下室さ約叩O九、約100
畳。 観客 1 人が死亡、 3 人が軍艦傷を負う

一一1 日 ・年金情報が流出 日本年金援摘にサイバー攻撃。
{月 125万件の個人情報が流出か。 嘗視庁が痩査

・町村僧孝・前衆院磁長が死去 脳梗豊臣(こうそく )で。
70歳だった。 官房長官、外相、文部斜学相を歴任

・中国の畏江で456人乗り客船が転宿 乗客の大半が
船内から逃げ遅れか。 当局は船長らを拘束

・ 実質賃金2年ぶりプラス 入手不足で非正社員にも
賃上げが波及。 物価の伸び率は鈍化

3 日 ・ FIFAのブラッター会長が辞意表明 5選を決め
(水) た会長選から 4 目。 r汚臓の痩査対象J と米報道

・空白へリとあわや衝突 神縄県の那覇空港で旅客畿
の前方を自衛隊のへりが横切るトラブル

・高齢者の地方移住を鍵曾 10年後、東京圏は介護需
要増で施政邦足が深刻に。 日本創成会議由雄計

5 白 ・出生率9年ぶり低下 2014年は前年を0.01現下回る
(金1.42。 緩やかな回復傾向にブレーキ

・来年のサミ ッ ト開催地が伊努志摩に 三重県志摩市
の賢島 (かしこじま) が会場になる見通し
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-指原利乃さん 1 位返り咲き 福岡市で開かれたAK
B48の選後総選準で19万4049療を獲得

・パルセロナがサッカー欧州チャンピオンズリーグ制
覇 リーグ戦、スペイン国主杯に続く 3冠達成

8 日 ・与党が過半数創れ、トルコ総選挙エルドアン大統
(月) 領の支持差盤政党。 大統領の機限強化に 「ノーJ

. r歪織と私」が米 トニー賞4部円安貧 渡辺謙さん
主演のミュージカル。 リパイパル作品質など

'G7サミット、 温暖化対策で新長期目標首脳宣言
で。 中国念頭に南シナ海岩礁製め立て手槻Eも

9 日 ・村山富市元首相と河野洋平元官房畏官が会見 安倍
(火) 首相の談話について歴代内閣の歴史認識継承を要求

・なでしこ白星発進 サッカー女子W杯で連覇を狙う
日本代表はスイスに 1 - 0 で競り勝った

10日 ・東京海上、米保険買収へ買収金額は約9400億円。
{水) 保険会社の海外事業の買収では過去最大規袋

・御織山頂Iこ開査隊 57人死亡の噴火から 8 カ月余、
行方不明の 6人の再獲索に向け、約150人が入山

11 日 ・改正道交法成立、限期症対策を強化疑いのある75
休) 歳以上に診断を義務づ材、免許取り消しも

・周永康氏に無期懲役判決 収賄界など認定。 腐敗問
題で中国共産党政治局常務委員経験者に初の実刑j

・和田、量年畏2干安打 プロ野球 ・ 中日の和国が42
歳11カ月の歴代鰻年長で達成。 プロ45人目

・ 徳島第一原発の廃炉工程を政釘燃籾プールから該
燃籾を取り出す時期が最大 3年遅れに

・新会長に八田氏 日本高校野琢連盟の第 7代会長に
前同志社大学長の八回英二氏(66)が内定
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26日
(金)

2何年6月 13 日ωl

日誌は記事掲披期間に準じています.

-交流戦はパ球団が6年連続勝ち越し 今季も対戦成
績でセを圧倒。 パの勝ち越しは11年で10度目

14日 ・野球の全日本大学選手緬で阜大がV 決跨で流通経
(日) 大を 8-5 で破り、 3 年ぶり 5度目の優勝

・喬石・中国元全国人民代表大会常務委員長が死去

90歳だった。 1990年代の改革開放路線を支えた

・自主避雛者への住宅提供終了 福島県が2016年度末
で打ち切ると発表。避鰻者に帰還か定住を迫る

・マンガrONE PIECE (ワンピース) Jがギネス世界舵
録 2014年12月末現在で 3億2ω6万冊発行

16日 ・日本書勾|き分け発進 サ ッ カーW杯アジア 2 1'11:予選
(火) の初戦は、ホームでシンガポールに 0-0

・ソフトパンクが最高勝率 プロ野球のセ ・ パ交涜戦
で、 2 季ぶり 5 度目の 1 位が決まった

・浅間山でごく小規模な噴火 爆発的兆候はみられ
ず、噴火醤戒レベルは 2 (火口周辺規制)のまま

17日 ・なでしこ 3連勝 サッカー女子W杯 l 次リーグで首
(氷) 位通過。 決勝トーナメント 1 回臓は24日、オランダ

・改正公職選挙法が成立 選準楢年齢を20歳以上から
18創以上に引き下げる。 来夏の重量院選から適用

・小中一貫校を国力情4度化 改正学校教育法が成立。
一貫校の名称は「義務教育学校」に決まった

18臼 ・トヨタ役員密嶋容疑で逮捕米国籍女性役員に麻薬
(木) 成分の錠剤が米国から国際郵便で送られた疑い

・口永良部島で再び噴火 新岳で 2度噴火。 鰻初の噴
火で広;範囲に噴石が飛散し、降灰があった

・派遣法政正集を衆院可決 政府 ・ 与党は早期成立を
目指す。 一部野党は徹底抗戦で対立由明まる
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20日 ・高絞野球地方大会が開幕 南北海道と神縄がト ップ
(士) を切った。 今年は高校野球がぬまって100年

• J 1 浦和が第 1 S優勝 9 年ぶり 3 度目。 神戸と引
き分け、 11勝 5 分けと無数での優勝決定は史上初

・東京で自信外相会絞 日傭政府は、懸案だった世界
遺産登録問題で「協力していくことで一致J

22日 ・国会、戦後最畏の，95日延畏与党が安全保障関違法
(月) 案の今回会成立をめざし、 9月末まで延長

・日車車国交50年、両国で式典 安倍首相は東京、本卜績恵
(パク ・ クネ)大統領はソウルの式典であいさっした

・年金情報、流出は101万人 日本年金繊構がサイバ
ー攻圏直による情報漏れの骸当者の数を発表

23日 ・戦後70年、沖縄で「慰霊の日J 神縄県知事は迫偉
(火) 式で普天間移設問題巡り 、 安倍政権の姿勢を批判

・東洋ゴム工業の経営陣が辞任表明 山本卓司社長ら
常勤取締役全 5人が免震ゴムの性能偽装問題で

24日 ・サッカ一女子W杯で日本代表が8強入り 決腺トー
(水) ナメント 1 回載で、 オランダを 2-1 で下した

・線価、 ITパブル超え東京市揚で日経平均線価の
終値が 2万ωω円ω餓と18年半ぷりの高値に

25日 ・「間サイト殺人」で死刑執行 名古屋の会社員女性
{木) 強盗殺人で。 残虐性から被害者 1人でも死刑に

・タカタ会長兼社長が陳謝 エアパッグの破裂事故と
大軍リコール問題が発覚してから初めての会見で

・自民党の遠藤利明氏が五鎗鑓当相に 2020年の東京
オリンピック ・ パラリ ンピックを担当

・チュニジアなどでテロ続発 ホテルや工場などが鈍
され多数が死亡。 イスラム過激派の5回守か
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(日)
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日本の歴史がスタートしました 。

H 本 の S瞬間* *食品自記・J' 総*

SE 
japan目e Newspapers Special Ed山on

「切抜き速報」と併せて読みたい1

医療・福祉関係の

読み比べシリース.

‘個堂島1

読み比べシリーズ
本誌「切抜き速報シリーズ」の別冊版。 切抜き速報シリーズと連動し、

テーマ別に編集。 朝日産経日経・毎日・読売の中央紙に加え、北海道

から沖縄までのブロック紙地方紙85紙より、「今」注目を集める話題を

タイムリ にまとめて発行します。 切抜き速報とあわせる乙とで、より深

く読み比べできます。

一知る ⑪ 
特別支援教育記事読み比べ
※月刊切抜き速報 『教育版』別冊

発達障害と診断された子どもたちが増えている、今の特別支援

教育に関する新聞報道とはー

調査発表報道記事、療育学習支援に関する記事を収録。

現状を知るために、学習支援対策の 助にぜひご利用ください。

-記事掲載期間/ 1 990/ 12/3~20 1 5/4/ 1 8

.A4判 72頁本体 1 .850円+税

・20 1 5年6月2日発刊

.内容 療育医療 学習支援 発達障害支援の歴史 など

食のケア関連記・mみ比べ
楽月刊切銭き速傾『食と笠活版J)引j側

認知症ケア 記事醜み比べ
紫月刊切IJ<き遮線
『循祉二三ス高脈編組編mJ冊

車日本大震斑 医療関連記事鴎み比べ
※月予l 切鍍き速報
「医療と安全管理総集版』別問

、1 ・96頁 1.800円出船田7円噌} . 120 頁 2.160 円 {柿 2脚内哨}

.12事掲最期間/

・72頁 1.650円 (怠削世間+刷
・記事掲裁期間/・配事掲載期間/

2007/ 1 / 10-20 13/自/21 2014/3/13 -2015/2/24 2011/3/25-201217/24 

0単冊販売/随時発行 0お申込は弊社HPで11 ※すべてA4!fJJ

大晦日/元日読み比べシリーズ
朝日産経日経毎日ー読売の5大紙と全国のブロック紙地方紙、専門紙から大晦日元日を中心に

社説論説と新聞コラムを総集。 r 1 年を締めくくり、新年の流れを掴む」ことができます。

.毎年 1 月 10 日にスピード発送 l

f祉脱・踊観臨み比べ』

2014年大晦日&2015年元自

社説・論説読み比べ
乙の 1 年に対する各社の主張や見方の違

いなどを読み比べ l 新たな展望と幅広い

視点を身につける乙とができます。

.A4申U 160頁

・3，000円 (本体2，778円+税)
・2015年1 月 10日発刊

*1大晦日H元日」に各紙が選ぶ局面に対する展望や、主張の

違いを読み比べる

*全国紙地方紙等の視点の違いを読み比べる

/ \く〉講話や挨拶の題材に く〉原稿のヒントに

lご澗方法 1 0文章力や語集力のアップに く〉出張先での話題に

¥ o病院の待合室に o書き写しの材料に

新 i
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コ i
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ム i

詰日
比
，、=

一副大晦日&図元日版

『新聞コラ心臨み比べ』

2014年大晦日&2015年元日

新聞コラム読み比べ
各地域の気候風土、文化などが鮮やかに

記されているのが特徴.美しくまとまった

文章は、表現力文章力の向上にも役立ち

ます.

-A5判 128頁

'1 ; U18円{本体仁100fl.:!:硯1
・2015年1 月 10日発刊

*新聞社トップのコラムニス卜による着眼点を楽しむ

吋由域性豊かな年末年始の情景を楽しむ

*起承転結など文章構造の妙を楽しむ

バックナンバー販売中!! 2013年大笥日晶2014年元日版

『柑・制限み比べ1 329担制 rfilllコラム鵬み比べJ 32恕厚相



日本の新問責貴女新しい魅力、提案します。
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